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１．迷宮の裏、幽世の国







　宿敵であるパリンクロン・レガシィと決着をつけた日、僕は『世界奉還陣』に吞のみこまれてしまい、迷宮の六十六層まで落ちた。その六十六層の裏側には、千年前のヴィアイシア国を再現した街が広がり、そこで僕は五十層の守護者ガーデイアンである『風の理ことわりを盗むもの』ロードと出会った。彼女からパリンクロンとの戦いから一年も経たっていると知らされた僕は、急いで地上を目指そうと動き出した。

　――順調だったと思う。

　一人で落ちてきたのでなく、ライナー・ヘルヴィルシャインも一緒だったおかげだ。ロードは僕への協力を拒否したけれど、積極的に邪魔をしてくることはなかった。なにより、僕たち三人は笑い合えていた。笑顔で同じ食卓を囲んだり、一緒に街で仕事をこなしたり、魔法を教えて貰もらったりして……勘違いでなければ、まるで家族のように日々を過ごせていたと思う。

　――しかし、いま思えば、全てが砂上の楼閣だったのだ。

　歯車が狂い始めたのは、僕とライナーが六十層の守護者ガーデイアンである『光の理を盗むもの』ノスフィーを召喚したときだ。新たに生活に交じった彼女は、千年前のことをよく知っていた。僕やライナーよりも、ロードの理解者ともだちになれる資格があった。そして、隠された真実を白日の下に晒さらす能力に長たけていた。このまるで家族のような日々が永遠でないことを、ノスフィーはロードに突きつけた。そこから崩れ落ちていくのは、本当に一瞬だった。各々の目的と願いが相あい容いれなくなり、同じだった道が枝分かれし始める。

　その果てに、地上に向かう僕とライナーの前にノスフィーは立ち塞がり、敵対を宣言し、ロードのために六十六層に留とどまり続けろと願った。そして、戦いに敗れて振り出しまで戻された僕は、ヴィアイシア城の玉座の間で、限界を迎えたロードと向かい合う。

　五十層の守護者ガーデイアンから直接、『試練』の内容を告げられていく。

「――これが『ここ』の真の姿じゃ……。これこそ、妾わらわたちの真実。渦か波なみよ、妾わらわと共に罪を数えようぞ。たとえ、何千年かかろうともな……」

　自らの風で天井と壁を破壊した玉座の間で、そうロードは願った。

　部屋が野ざらしとなったことで、吹き荒れる嵐が彼女の全身を濡ぬらしていた。雨で身体からだが冷えたのか、その吐息が少しだけ白く染まっている。そして、その白い息が不規則に揺れる。とても息苦しそうに顔を歪ゆがませては、ひゅうひゅうっと何度も息を吸っては吐く。いますぐ救いが必要だと思わせるには十分な姿だった。

　ロードはライナー・ヘルヴィルシャインを弟の代わりとして『ここ』に留めることを望んでいる。しかし、そんな偽りの家族を得ても、彼女が本当に救われるとは到底思えなかった。レイナンドさんとも、僕は約束をした。一刻も早く、ロードの本当の弟である『木の理を盗むもの』アイドを地上から連れて来る必要がある。

　僕は嵐に見舞われる玉座の間で、逃亡の意思を固めて、両足に力を入れる。それを向かい合っていたロードは見抜いたのか、先んじて忠告していく。

「渦波よ、決して逃げることは出来ぬぞ。妾わらわは伊だ達てや酔狂でこんな喋しやべり方に戻ったわけではない。これは『ここ』の時間軸をずらすために必要なことだったからじゃ。結界の専門家であるノスフィーの協力で、いま『ここ』は妾わらわの記憶を基に再現し直されておる」

　僕はヴィアイシア城の上から、迷宮六十六層の裏の世界を見渡す。僕の知っている緑豊かなヴィアイシアの街ではなくなっていた。がらりと造りは変わり、広さは何十倍にも増して、大嵐の雨に見舞われながらも戦火の煙が燻くすぶり続ける大帝国に変貌していた。

　ロードは噓うそを言っていないだろう。元より『ここ』は千年前の過ぎ去った世界を再現した場所だ。その時期を少しずらせばいいだけだ。つまり、いま眼下に広がる世界は、『過去』にあったヴィアイシアの光景の一つというわけだ。

「妾わらわの望みに合わせて、『ここ』は姿を変える。その仕組みを利用し、丁度、妾わらわと渦波がヴィアイシアを裏切ったあたりに、時間軸を合わせた。ゆえに、いまヴィアイシアは、そなたの敵じゃ。誰もそなたを助けてはくれん。――誰もな」

「それが狙いか……」

　事実ならば、いまの僕はお尋ね者の可能性がある。暢のん気きに店で買い物なんてできないだろう。となると、地上へ向かう際に一番の問題となる食料事情が解決できない。しかし、それが僕の足から力を抜く理由になることは、もうない。

「だから、どうした――!!」

　僕は雨に濡れた床を蹴って、駆け出す。

　もう僕は決意し終えていた。必ず、今日中に地上まで戻る。食料が買えないのならば、盗めばいい。手段を選んでもいい段階は、とうに過ぎている。

「――っ!!　やらせんぞ!!」

　ロードは魔力の翼を羽ばたかせて、器用に風を操り出す。それは魔法でないというのに、まるで生き物のように動き、僕の行く手を阻もうとした。

「渦波よ、妾わらわの盗んだ理を忘れたか？」

　さらに風の銃剣バヨネツトを右手に生製しながら、本人が疾風はやての如ごとく接近してくる。

　咄とつ嗟さに僕は追い払うように剣を振ったが、ロードは軽々とかわしながら喋る。

「妾わらわの属性は風。逃亡は妾わらわの分野じゃ。かの『地の理をローウエン盗むもの・アレイス』が【不砕の水晶】を盗んだように、『風の理を盗むものロード・テイテイー』は、【自由の風】を盗んだ。逃げることに関しては、妾わらわのほうが専門家プロフエツシヨナル！――すぐにっ、終わりじゃ!!」

　その言葉通り、ロードは逃げる僕の動きを完全に読み切り、空いている左手で僕の腕を摑つかんだ。生粋の守護者ガーデイアンであるロードと、力の比べ合いで勝てる要素はない。僕は切り札の一枚を切るしかなかった。

「――魔法《ディスタンスミュート》!!」

　この地下生活で編み出した反則魔法で、ロードの不意を突く。

　腕を透過させ、彼女の腕から逃れた。力一杯に腕を握っていた彼女は、突然の透過によって身体の体勢を崩す。そこに僕は全力の蹴りを叩たたき込む。

「このぉっ!!」

「――っ!?　ぐぅっ！　な、なんじゃ、いまの魔法は!?」

　どうやら、千年前にも見たことのない次元魔法だったようだ。悲しいことに、新しい次元魔法は当初の予定通りに機能してしまった。

　僕は驚くロードを置いて、すぐに次の次元魔法に取り掛かる。

「――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》！　《ディフォルト》《ディフォルト》《ディフォルト》!!」

　限界まで《ディメンション》を広域に展開して、逃亡に最適な移動先を設定する。あとは、そこに辿たどりつくように空間を圧縮していくだけ。三度唱えた《ディフォルト》によって、僕の身体は引っ張られ引っ張られ引っ張られ――消えるかのように、跳んだ。

　瞬間移動にも似た跳躍によって、僕はヴィアイシア城の玉座の間から、城下街の濡れた街道まで一瞬で移動する。ただ、その強引な魔法の連続使用によって、勢いがつき過ぎて身体は受身が取れず、地面を転がっていく。ぱしゃっぱしゃっと水みず溜たまりを何度も弾はじいて跳ねつつ、なんとか姿勢を整えて、両手足を地面につけてブレーキをかけた。ステータスの『表示』を見ると、ＨＰが二桁減ってしまうほどに全身を打ち付けてしまった。

　しかし、その無茶な移動の成果は大きかった。擦すり傷だらけとなった身体を起こして、《ディメンション》で状況を確かめる。一キロメートルほど先の城の上、瓦が礫れきだらけとなった玉座の間で呆ぼう然ぜんとするロードを捉えた。彼女は消えた僕に対して呟つぶやく。

「……そんな魔法もあるのか。……まあ、よい。渦波が長期戦を望むならば、予定通りに包囲し、確実に詰めるだけじゃ。その魔法、二度と通用すると思わんことじゃ」

　一度摑んでしまえば勝ちだと思っていたのだろう。

　少しだけ頰を膨らませて悔しがっていた。しかし、焦ってはいない。長引いても、僕が弱っていくだけだと思っているのだろう。

　確かに、その通りだと僕も思う。未いまだに有利なのはロード――だと言うのに、彼女は不安そうに顔を青くして、また呼吸を乱し始める。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　ひゅ――、ひゅう……。渦波よ、妾わらわの銃弾は速いぞ。なにせ、『妾わらわの弾丸は加速する魂』。ああ、『来る日も来る日も』『加速したのじゃ』。『加速し』『加速し』『どこまでも削れて、軽く――……」

　ロードは癖のように唱える。無意味な力の増幅を行って、その『代償』によって、細くなった呼吸を強引に整えていく。もはや、それがなければ落ち着かないのかもしれない。さらに、その慣れた様子から、それが習慣づいたものであることもわかる。

　きっと彼女は、誰もいないところで泣いて、誰にも知られないように『詠唱』して、なんとかギリギリのところで笑顔を作ってきたのだろう。その『代償』として、色々なものを失うとわかっていても、それでも笑っていたかったのだろう……。このヴィアイシア国いう心の城壁を守るために、ずっと子供のように笑い続けて……。

「ロード……」

　思わず、《ディメンション》で彼女の息苦しそうな顔を見つめてしまう。

　そのロードは『詠唱』を呟き続けながら、広げた翼を萎しおれさせつつも、ゆらりゆらりと城を歩き出した。『詠唱』の言葉とは裏腹に、彼女の動きはとても鈍い。

　大雨の中、瓦礫を避けて歩き、野ざらしとなった城の端まで移動した。

　その双そう眸ぼうには、獲物を絶対に狩ると確信させる迫力があった。腕の立派な銃剣バヨネツトが、ロードを一流の狩人かりゆうどのように見せる。そして、その銃口を一キロ先にいる僕に向けた。

「――っ!!」

　咄嗟に僕は物陰に隠れる。

　何をぼうっとしているんだ、僕は……!!

　ロードの心配よりも自分の心配が先だ。足を止めている暇はない。考えている暇もない。すぐに僕は、嵐の街の路地裏を走り出した。頰を打つ雨粒も、水溜りが跳ねるのも厭いとわず、ロードから逃げていく。ときおり振り返って、後方に《ディメンション》を広げるが彼女の姿は見えない。どうやら、真っ直すぐ僕のほうには向かわず、別の場所に向かっているようだ。単純に索敵するための魔法を持っていないのかもしれないが、不穏な動きだと僕は思った。

　しかし、ずっとロードばかりに《ディメンション》を割くわけにもいかない。まずはライナーとレイナンドさんと合流しなければならない。その二人を見つけるために、《ディメンション》を薄く広域に拡ひろげていく。ただ、そこから得られる情報は――

「こ、これは……」

　様変わりした世界に動揺を隠せず、ヴィアイシアの街道を走りながら声を漏らす。

　街を彩っていた多くの草木は燃え滓かすとなっており、僅かに残っている自然は枯れかけて変色してしまっている。昨日までは無事だったはずの多くの家屋が倒壊し、野ざらしとなっている。何より、異様なまでに人ひと気けがない。天候の影響もあるだろうが、それ以上に気軽に出歩けるような状況ではないことがわかる。

　ロードの言葉を信じれば、いま『ここ』は千年前の大戦争のあと――もしくは、戦時中だ。その戦火の燻る街を駆け抜けながら、これからの計画を僕は詰めていく。

「まずライナーやレイナンドさんと合流して……いや、迷宮を通り抜けるには、もう少し食料がいるか？　先に『ここ』から逃げ切る準備をしてから――」

「そこの男！　動くな！　待て!!」

　しかし、考える暇が与えられることはなく、次の問題が発生していく。

　雨を弾いて走る僕の前に、物々しい装備の面々が現れた。これからのことばかり考えすぎて、迂う闊かつにも近くの注意が足りていなかったようだ。

　籠こ手てと鎧よろいで身を守り、腕に剣を携えている獣人の男たちが五人。久しく見ていなかった装いだ。地上の探索者たちと少し似ている。おそらく、彼らこそが、時間軸をずらしてまでロードが用意したかった妨害なのだろう。僕は構うことなく、その横を駆け抜けようとするが、鋭い剣けん閃せんが四方から伸びてきたため、後退を余儀なくされる。

「――っ!?」

　その敵の身のこなしの速さに驚き、『表示』でステータスを確かめる。左から順に27レベル、24レベル、28レベル、24レベル――五人全員が僕と変わらない高レベルだ。そして、『素質』の数値も軒並み高い。無視できる相手たちではなかった。

「舐なめないで頂きたい……。我らは名誉ある『王近この衛え騎士団』の一員。たとえ団長殿が相手であろうと、そう易やす々やすと通しはしません」

　最も高レベルである獣人騎士が、五人を代表して自らの立場を宣言した。

『王近衛騎士団』。そして、僕を団長と呼んだ。その礼儀正しさと強さから、地上の『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』を思い出させる。ただ、こちらの騎士団は千年前の伝説の時代を生きた騎士たちだ。単純な力の差だけでなく、戦時を生きるもの特有の威圧感がある。

　獣人騎士たちは呟きつつ、油断なく散開し、僕を囲い込もうとする。

「あなたに頂いた力。このような形で返すことになったことを悲しく思います」

「いまとなっては、あなたは反逆者。もはや、この剣を交えるしかありません……」

　その目に宿る戦意の炎は、只ただ事ごとではない。おそらく、彼らは五人でも僕に敵かなわないと思っている。それでも、絶対に引けないという表情だ。僕が守護者ガーデイアンに挑むときの表情に似ている。戦えば、簡単に殺し合いにまで発展するという確信があった。それを避けるためにも、僕は剣を鞘さやに戻す。口ぶりからすれば、彼らは僕の昔の知人だ。

「……僕に戦う気はありません。まず、話を聞いてくれませんか？」

『ここ』が迷宮内に作られた空間であることを説明したかった。千年後の守護者ガーデイアンたちの手のひらの上であることを伝えたかった。しかし、それは叶かなわない。

「それは……できません。あなたの言葉には力がある。そして、その真偽を判断する力が私たちにはない。ゆえに、あなたの話は聞けない。――もう聞きたくても、聞けないのです!!　もはや私たちは、ただ任務を遂行するのみ!!　いま裏切り者である『王近衛騎士団団長』を、断罪します!!」

　その言葉を最後に、先頭の狼おおかみの獣人騎士は駆け出した。

　続いて左方右方、さらに後方からも他の獣人騎士たちが襲いかかって来る。

「くっ――！」

　仕方なく僕は抜剣し、その迎撃に当たる。ほぼ同時に五つの刃が逃げ場を塞ぐように迫ってくる。質の良い合同鍛錬を積んできたことがわかる剣閃だった。現に、僕は『クレセントペクトラズリの直剣』を使って弾くだけで精一杯となってしまう。

　嵐の街の中、五対一の剣けん戟げきが独特なリズムの音楽を打ち鳴らしていく。

　そして、剣を交えるにつれて、この獣人騎士に剣を教えたのが自分であることがわかってしまう。そう確信できるほどに、彼らの戦法は現代的な価値観に沿った合理的な戦い方だった。少数に対し、多数でのみ同時攻撃することが徹底されている。決して一人では飛び込まず、武人としての誇りよりも勝利を優先する姿は、『追い詰められた僕』好みの戦法だ。その理論に裏打ちされた波状攻撃を、僕は防御することしかできず、攻めあぐねる。

　その剣閃の群れの合間を縫って避けながら、僕は考える。

　戦法も強力だが、彼ら個人の力量も強力だ。同時に疑問に思う。ここまでの猛者が昨日までのヴィアイシアにいただろうか？　いや、いなかったはずだ。記憶力と把握能力には自信がある。間違いなく、彼らは初めて見る顔だ。ならば、彼らはどこにいたのか。

　自然と『注視』に力が入る。レベルの上昇によって増幅した《ディメンション》の力が、一つの情報を頭に運んできてくれた。

　それは彼らの魔力の発光色。この魔力を――いや、この魔石たましいの光を、僕は見たことがある。あれは確か、ヴィアイシアの暗い空の中だったはずだ。

　あの空に薄らと輝いていた星々の光と、彼らの魔力の光は全く同じだった。

　自らの記憶と照らし合わせた結果、僕は確信する。彼らは昨日まで魔石として、空に漂っていた。しかし、『ここ』の時間軸がずれたことで、いま一度現世に呼び戻されてしまった。ロードとノスフィーが、それを選択してしまった。

「――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》!!」

　それを理解した瞬間、大量のＭＰを消費して魔法を唱えていた。

　彼らのためにも、手間取ってなどいられない。魔法を解放して、全力で剣を奔はしらせる。

『クレセントペクトラズリの直剣』の青い燐りん光こうが細い線となって、五つの剣を打ち払った。そして、獣人騎士たちの腕や脚を斬りつけて、戦闘不能に陥らせる。補助魔法によるステータス差の力押しで、戦いは一瞬で終わった。

「ぐっ、うぅ――！」

　呻うめき声をあげて倒れた獣人騎士たちに、僕は問う。

「教えてください。いまレイナンドさんとライナーがどこにいるか、知っていますか？」

　僕たちが出て行かなければ、彼らの役目は終わらない。僕は合流のための情報を早急に集めようとしたが、返ってきたのは全く関係のない言葉だった。

「団長殿……いえ、カナミ様。なぜですか……？　なぜ私たちを裏切ったのですか？」

　悲痛に歪ゆがんだ顔で、僕は糾弾される。

　全く身に覚えはなかったが、彼らの声を僕は無視することはできなかった。

「私達たちは、あなたを信じていました。あなたのことを、それこそ二人目の『救世主』だと思っていました……。なのに、どうして……？」

「あなたは『南連盟』の騎士だったけれども、我々『魔人』に優しい方でした。僅かな差別の意識さえも感じないほどに、我々と近しい心を持っていました……」

「あなたが私たちにかけた言葉は全て、噓うそだったのですか!?　本当は心の底で、我ら『魔人』たちを忌み嫌っていたのですか!?　カナミ様……!!」

　彼らにとって、レイナンドさんやライナーのことなど思慮の外なのだろう。

「そ、それは……」

　僕に当時の記憶なんてない。当然だが、一言も答えられるはずがなかった。

「私たちの『統べる王ロード』を返してください……。あのお方は我々の希望。生きるために必要な道みち標しるべだったのです……」

「『統べる王ロード』様がいなければ、この国は滅びます……」

「教えてください……。なぜ、私たちの王を連れ去ったのですか……？」

　僕の喉の奥からは、声にならない声しか出てこない。いっそのこと「人違いだ」と言いたかった。しかし、その言葉は獣人騎士たちの悲壮の瞳によって、喉元で詰まる。

　何もわかってやれない僕は、彼らの前に立つことすら許されない。そう思った。

「ごめん……。もう僕は行くよ……」

　何も覚えていないことを謝り、雨の中に倒れる獣人騎士たちを置いて、僕は駆け出した。走る最中、街道に降り続ける大雨が、轟ごう々ごうと悲しげな音楽を奏でていく。

　ライナーたちの居場所を人から聞くことはできないと判断した僕は、また広域に《ディメンション》を展開していく。

「――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》」

　何よりも先にレイナンドさんの家を探した。帝国のように『ここ』の敷地が広まったとはいえ、この付近がヴィアイシア国であるのは間違いない。もし合流する場所を決めるとするならば、あの家しかないと思った。しかし、見つからない。時間と共に、街が発展と衰退を繰り返したのだろう。昨日までの情報は何の役にも立たなかった。

　仕方なく、頭の中に一からヴィアイシアの地図を作り直していると、街道を駆け抜ける途中に、見覚えのある店があるのを見つける。どうやら、その店は時間と戦火に吞のみこまれても、長年姿を変えなかったようだ。

　確か、食料の置いてある雑貨屋だったはずだ。先に食料の補充をするのも悪くないと思い、その店の中に僕は飛び込む。しかし、その中に待っていた光景は――

「……酷ひどい」

　店の内部にまで嵐が入り込んだかのように、何もかもが乱雑に散らかっていた。

　店としての形式を保てていない状態だ。商品を並べる棚は壊され、あらゆるものが地面に散乱している。剣の跡が無数に残っていて、店の端には死体が一つ。

　上半身と下半身が離れてしまった獣人の女性が放置されていた。店と同じく、その人の顔には覚えがあった。この数日間、買い物でお世話になった人だ。

「この人は……、この時間軸ときに死んでしまう人だったのか……」

　大量の血が、店全体を塗りたくられている。その残虐な光景から強く感じるのは、不快さよりも物悲しさだった。この数日間、どれだけ僕が彼女と会話を重ねていたとしても、結局はこれが真実。この街は遠い昔の千年前に、すでに死んでしまっているのだ。

　だが、そんな感傷に浸っている暇はないと、すぐに僕は首を振る。

　急いで《ディメンション》を店に満たして、食べられるものを探していく。

「くっ――」

　しかし、見つからない。壊された日用品の陰に、少しは食料があるかと期待していたが、焦る僕を嘲あざ笑わらうかのようにパンの欠片かけら一つなかった。

　戦時中ゆえに、国規模で食料が不足していた可能性がある。もしくは、敵の侵略に晒さらされ、略奪されてしまったのかもしれない。

　物を買うどころか、物を盗むことさえも難しい世界になっていることを僕は理解する。

　時間を惜しみ、すぐさま店の外に出て、また嵐の中を駆け出そうとする。

　そのとき、また街を徘はい徊かいする新手の獣人騎士たちに見つかってしまう。

「――っ！　いたぞ!!　裏切りの騎士、カナミだ!!」

　地図作成のために《ディメンション》を遠くに向けていたせいで、近辺の索敵が不十分だったようだ。いや、もしかしたら単純に、この状況に心を乱されているのかもしれない。動揺して注意が散漫になっているのだとしら、ロードの思惑通りだ。

「……ふぅ」

　一度だけ大きく深呼吸をしてから、獣人騎士たちから遠ざかるべく全力疾走する。

　騎士たちに勝利しても、経験値や魔石が手に入るわけではない。上う手まく情報を引き出せる自信もない。彼らと戦う理由は全くなかった。

　幸い、僕は敵から逃げるのが得意だ。それ専用の魔法が多い。

　僕は追い掛け回されながらも、慎重に新しいヴィアイシアの地図を完成に近づけていく。ついでに、駆け回る獣人騎士たちの情報交換も、盗み聞く。そして、あと少しで地図が完成するというところで、大通りで話す騎士たちの会話の中に、探していた単語が一つ交ざっているのを聞き取った。

「――絶対に見つけだせ！　ここはヴォルス家の屋敷に近い！　あと少しで団長代理殿が来てくれる！　それまで、この地域にカナミ様を足止めするんだ！」

「エリザベス・ヴォルス殿なら、騎士団長殿が相手でも何とかしてくれる！」

　路地裏で足を止めて、街道の会話に集中していく。

「エリザベス・ヴォルス……？」

　確か、レイナンドさんの孫娘――ベスちゃんのフルネームだった気がする。

　あの少女が、団長の代理を務めている？　もし時間軸がずれたと言うのなら、いまベスちゃんの年齢は最後に会ったときから大きく変わっていることだろう。あのレイナンドさんの血を引いているおかげか、素質は十分だった。大人になった彼女の役職が近衛騎士でも、そう不思議なことでもない。

　そして、先の騎士たちの話が噓ではないならば、ベスちゃんの屋敷が近くにある。なのに《ディメンション》で見つからないのは、ヴォルス家が存在しないのではなく、屋敷の様相が大きく異なってしまっているようだ。ベスちゃんが大人で、レイナンドさんが寿命を迎えている時間軸ならば、僕のよく知っている工房すらない可能性がある。

《ディメンション》を遠くではなく、近辺を中心に満たしていく。そして、建物の外見の特徴を頼りにせず、一つ一つ中身を確かめていく。未いまだ火の燻くすぶっているあばら屋、商品が一つも残っていない店、焼けた死体の詰まった蔵、兵の駐留している砦とりで、ゆうに十戸建て分はあろう広さの豪邸――その豪邸に、見知った顔が二つあるのを見つけた。

　舞踏会を開けそうなほど広々とした玄関ホールで、負傷したレイナンドさんと『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィーが向かい合っていた。

「やっと見つけた……！――っ!?」

　ただ、見つけると同時に、《ディメンション》の視界が揺れる。ヴィアイシアの大地が地震に襲われたのだ。僕の《ディメンション》は解除され、体勢を大きく崩してしまう。そして、僕の口にしたものと全く同じ言葉が、別の口から紡がれる。

「――やっと見つけました」

　路地裏の暗がりの奥から高い声が響き、長身の女性が姿を現す。

　その一歩一歩に、地属性らしき魔力が詰まっていた。《ディメンション》で解析するまでもなく、それが地震を発生させている原因であると見て取れた。初めて見る魔法だ。巨像が歩いているかのように、彼女が歩くたびにヴィアイシアが地震で揺れる。

　僕は揺れる大地の上でバランスを取りながら、長身の女性の顔を確認する。

　大きめの瞳に高い鼻、薄桃色の唇からは犬歯が見えていて――いや、そんな特徴など関係ない。単純に、あの幼いベスちゃんの面影のある女性が、そこにいた。そして、彼女がベスちゃんの成長した姿であると、『表示』よりも先にわかった。

　大人のベスちゃんは、全身を物々しい武具で固めていた。そして、固い髪質の赤い髪を腰まで伸ばし、その横から独特な形状のネコ科の耳が垂れている。

「見た目は変われども、足音の質は変わりませんね……。団長様」

　その発言から彼女が、地面に関連する魔法を得意としていることがわかる。

　さらに『表示』が、ベスちゃんの脅威を正確に伝えくれる。





【ステータス】




名前：エリザベス・ヴォルス　HP721/721　MP103/143　クラス：騎士




レベル33




筋力15.91　体力14.46　技量12.01　速さ6.44　賢さ5.04　魔力6.72　素質1.52

先天スキル：斧ふ術じゆつ0.89　火魔法1.56　地魔法1.67

後天スキル：剣術1.43　鍛冶0.88　菓子作り1.56




料理1.09　編み物1.00　音楽1.32






　祖父であるレイナンドさんを、彼女は超えていた。

　間違いなく、このエリザベス・ヴォルスは強い。戦っている暇はない。しかし、彼女の足から放たれる大地を揺らす魔法が、僕を逃がしてくれそうになかった。

「――《フレイムフランベルジュ》」

　ベスちゃんは腰から細剣を抜き、炎を伝わせた。その見覚えある魔法に、反射的に身体からだが震える。しかし、マリアたちの《フレイムフランベルジュ》とは違い、あくまで彼女の炎は補助のようだ。

　だが、油断はできない。おそらく、彼女の本命は炎でなく、地属性の魔法だ。

「団長様……。この国の光景を見て、やっと私は思い出しました……。私はエリザベス・ヴォルス。あなたの部下でした……」

　放たれる魔法は物騒だが、彼女の語りは優しげだった。

　もしかしたら、戦うことなく凌しのげるのかもしれないと僕は期待を抱く。

「あなたから教わったお菓子作り、とても上手になったと思います……。団長様がいなくなったあとも、ずっとずっと練習してましたから……」

　剣を持っていない方の手には、小包みが握られていた。

「私はあなたが帰ってくると信じて、ずっと待っていました。ええ、ずっとです。私は一人、最期まで待っていました。あなたが助けに戻ってくると信じて、最期まで……」

　独白と共にベスちゃんは近づいてくる。

　そして、小包みの中にあるクッキーを見せながら、僕に問いかける。

「この前、やっと食べてくれましたよね。お味はどうでしたか？　ちゃんと、あなたの故郷の味がしましたか？」

　数日前のお菓子の感想を聞かれる。そのことから、記憶が継続されているとわかった。

「……ベスちゃん。昨日までのことを、君は覚えてるの？」

「ええ、かろうじてですが。おそらく、この身体に流れる血の濃さのおかげでしょう」

　ゆっくりとベスちゃんは頷うなずいた。

　それを見た僕は、希望を見み出いだして一歩前に出る。彼女には、僕に言いたいことがたくさんあるとわかっている。しかし、いまはレイナンドさんが危うい。彼女の祖父が危機であることを伝えれば、二人で協力して、この状況を突破できるかもしれない。

「ベスちゃん!!　いま、このヴィアイシアはロードとノスフィーのせいで、色々とおかしいことになってる！　戦争の時代までヴィアイシアの時間を戻して、やっちゃいけないことを、あの二人はやろうとしてる！　それにレイナンドさんが、いま一人で立ち向かっていて――」

「それが、どうかしましたか？」

　ただ、僕の叫びは、酷く冷淡な声に遮られてしまった。

　レイナンドさんの名前を聞いても変わらぬ冷たさに驚き、聞き返す。

「ど、どうかしましたかって……。ベスちゃんは、こんな街のままでいいのか……？」

「……いいに決まっています」

「いいわけないだろ!?　あいつらは、軽々しく千年前の戦いを再現しようとしてる!!　そんなこと許されるわけがない!!」

「だから？」

「だ、だからって……」

　冷たく答え続けるベスちゃんを前にして、大きな意識の差に気づく。

　この状況に、彼女は憤りを感じていない。むしろ、感謝している。彼女が憤っているのは別のこと。おそらく、それは――

「だから、いまは私と悠長に話している場合ではないと？　この戦争は千年前に終わったのだから、もう誰も思い出すべきじゃないと？　渦か波なみ様は千年前に自分の犯した罪など、何一つ関心はないと？　他ならぬあなたが、それを言ってしまうのですか？」

　僕にベスちゃんは憤っている。

　真っ直すぐに僕の姿だけを捉えて、彼女は周囲の状況など歯牙にもかけていない。

「よく聞いてください、団長様。他の方々は情けなくも磨耗してしまったようですが……このエリザベス・ヴォルスは違います。まだ私の戦争たたかいは続いています。あなたが教えてくれたことです。戦争というものは忘れられるまでが戦争です。遺族が根絶やしにされるまでが戦争です。何か一つでも証あかしが残っている限り、その戦争は終わってくれません。ええ、ずっと終わらないんです！　絶対になかったことにしてはなりません!!」

　そして、とうとう、その感情を荒々しく表情に出した。

　その怒りの意味を僕は理解する。ベスちゃんは千年前のことを軽んじている僕を、何よりも許せなかったようだ。しかし、いまの僕にはどうしようもないことだ。記憶を取り戻す手段がない以上、彼女の言葉に共感などできるはずがない。

「…………っ!!」

　僕は無言で後退するしかなかった。

　ただ、その後退に合わせて、ベスちゃんは責めるように近づいてくる。

「その沈黙が、あなたの答えなのですね。あなたは忘れてしまった。『過去』を、ヴィアイシアを、あなたの部下たちのことを、私のことを、全て忘れて捨てて、逃げた」

　協力を仰ぐなど、夢の見過ぎだった。

　ああもはっきりとロードが断言したというのに、『ここ』に希望を見出してしまった。

「あのとき、あの場所で、一人ぼっちだった私と家族になってくれると……渦波様は言ってくれました。けど、それもあなたは忘れてしまったんですね……」

　いまにも破けそうな薄らとした笑顔で、ベスちゃんは手に持つ小包を地面に落とした。

　そして、その空いた手で、握り拳を作った。

「ならば、もはや戦うしかありません。あなたこそが、きっと私を繫つないでいる最後の『未練』なのですから……。――《フレイム・アクセル》」

　来る。

　そう思ったときには、彼女の身体が視界から消失していた。一拍遅れて、地面が大きく揺れる。その揺れに続いて、鼓膜を破るような破裂音と共に、彼女の立っていた場所の地面が抉えぐれて、土が飛び散った。

　その現象の原因を、僕の《ディメンション》が捉えていた。それは無詠唱の地と炎の複合魔法――レイナンドさんが一度見せた身体強化の魔法だ。その魔法でベスちゃんは大地を蹴って、僕の懐にまで潜り込んでいた。

　恐ろしい速度だ。《フレイム・アクセル》の熱の魔力によって、彼女の両脚は薄赤く発光していた。その異常な筋力による急加速は、容易に距離という概念を無視した。

「――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》！」

　彼女の火炎を帯びた剣が振り抜かれるのに対して、僕は魔法を構築する。剣の軌道を読み取って、身を大きく捻ひねった。紙一重のところで攻撃をかわすが――

「『食い蝕むしばめ』！――《フレイムフランベルジュ》!!」

　服の袖に掠かすった炎が、油を得たかのように燃え上がった。このままでは、炎が全身に燃え移ってしまう。すぐに僕は袖を肩口から引き裂いて、捨てた。

　だが、その行動の間に、ベスちゃんの返す刃が目前に迫ってくる。もはや回避は間に合わないと判断し、次元魔法を使う。

「――魔法《ディフォルト》！」

　空間圧縮で数メートルほど後ろに跳躍した。

「『しがみ摑つかめ』！――《アースクエイク》!!」

　しかし、その跳躍の着地に、地震を合わされてしまい、まるで足払いをかけられたかのように僕の膝が折れる。転びかけるほどに、体勢を大きく崩してしまった。そして、その崩れた体勢を持ち直したときには、またベスちゃんが懐に潜り直している。

「こ、このっ――！」

　怒ど濤とうの連撃を前に、とうとう僕も剣を抜かされる。

　振り抜かれる二つの剣。『クレセントペクトラズリの直剣』と《フレイムフランベルジュ》が打ち合わされた。相手が知り合いだからと気を遣う余裕は、もう全くない。ベスちゃんの肌を少し斬って、怯ひるんでもらおうと『剣術』で圧倒しにいく。だが、驚くことに、目の前に繰り広げられたのは互角の剣けん戟げきだった。

「な――!?」

『剣術』も『速さ』も『技術』も僕が大きく上回っている。なのに、押し切れない。

　その不可解な拮きつ抗こうの理由に気づくのは、すぐだった。《ディメンション》の得る情報が、僕に答えを教えてくれる。その無慈悲なステータスの差のとおり、ベスちゃんは僕の攻撃を目で追いかけ切れていないときが多々ある。そのとき、彼女が取っている行動は、まさかの――『勘』での迎撃だった。

　彼女ほどの実力者なら、何らかの経験に裏打ちされた『勘』なのだろう。だが、それにしても『勘』が冴さえ過ぎていた。手の内を読まれているとしか思えない読みだ。『身内の読み』と呼べるほどに、正確で大胆な読みをされている。

　――間違いなく、ベスちゃんは僕と戦い慣れている。

　でなければ、この状況の説明がつかない。おそらく、失った千年前の記憶の中には、彼女と二人きりで訓練をするような日々が詰まっていたのだろう。

　僕はベスちゃんをレイナンドさんに会わせることを断念する。協力を仰ぐどころか、連れて行くことすら難しい。彼女の力が危険というのもあるが、何より祖父のことを忘れた姿を、レイナンドさんに見せたくない。

「――ごめん、ベスちゃん！　いまは相手できない!!」

　僕は方針を変えて、剣戟の隙間を縫って、後方に跳躍する。そして、路地裏の壁を蹴って、屋根の上に登った。これで地震の魔法の影響を少しは軽減できるはずだ。

「逃がしません!!」

　ベスちゃんも地面を蹴って、跳躍する。しかし、その着地を待つことなく、屋根上を駆け出して逃げ出す。

　今度は《ディフォルト》を使わない。次元魔法による距離の圧縮ではなく、単純な『速さ』と『体力』勝負を狙う。

　素のステータスを比べれば、僕たちの差は歴然だ。《フレイム・アクセル》の強化で多少は追随されるかもしれないが、そのときは彼女のＭＰが切れるのを待てばいい。『ＭＰ』の比べ合いをしても、僕が勝つ。

「――《フレイム・アクセル》!!」

　ベスちゃんは魔力全てを『速さ』に変換させて、僕を追いかけようとする。《フレイム・アクセル》を使われると、一瞬にして距離は零ゼロになった。

　ただ、僕は焦らない。追いつかれるたびに、冷静に剣で対応し、隙を見つけては離脱する。それを繰り返し続ける。

　――ヴィアイシアの街の空で、奇妙な鬼ごっこが始まった。

　僕たちは戦火の昇る空で、屋根上から飛び移りながら、剣戟を鳴らし続ける。そして、その鬼ごっこ開始から二分ほど経たったところで、ベスちゃんは失速し始める。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　その苦痛に満ちた表情から、単純な体力の消耗だけでないことがわかる。おそらくだが、《フレイム・アクセル》の影響だろう。あれは筋力の限界を超えさせる魔法として見てよさそうだ。

　ベスちゃんとの距離が開いていくのを見て、すぐに僕は靴を脱いで裸足はだしになった。

「僕の足音を聞いて、追いかけてるのなら……！」

　足裏が傷つくかもしれないが、いまは仕方ない。『焼け焦げた異界の靴』を『持ち物』に入れて、少しでも足音を小さくした。それを遠くから見たベスちゃんは驚き、嘆く。

「あ、ああぁっ……!!　ぬ、脱いだ……！　やっぱり団長様は逃げたんだ……！　前と変わらない！　本当に団長様は、『ここ』から逃げたんだ……!!」

　その行為だけは見たくなかったかのような表情と台詞せりふだった。しかし、その真意が僕にはわからない。いまはどうしようもないと判断して、僕はレイナンドさんとノスフィーがいた豪邸に進行方向を変える。

　そして、ベスちゃんの追跡を振り切ったとき、後方から慟どう哭こくが聞こえてくる。

「ああ、団長様……！　団長様団長様団長様っ、団長様ぁああああアアアア――!!」

　その叫びは空気を大きく揺らした。だが、僕は止まらない。もう止まれない。いま僕が出来るのは、一刻も早く『ここ』を元に戻して、みんなを平穏の世界に戻してあげることだけだ。

　そう心の中で繰り返し、尾行に細心の注意を払いながら、僕は屋根上を疾走し続けた。
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「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　街の屋根上を移動しながら、再確認する。

『ここ』は危険だ。僕の――いや、千年前の『始祖カナミ』の敵が多すぎる。時間をかければ、立ち塞がる敵は増える一方だろう。それも僕は全く知らないのに、僕のことをよく知っている熟練の騎士たちが相手だ。

　一刻も早くライナーたちと合流して、迷宮に逃げこまないといけない。

　僕は人外の体力でも息切れするほどに全力疾走し続け、とうとう辿たどりつく。

「はぁっ、はぁっ……。着いた……」

　直じかに足を運んだことで、例の豪邸の雰囲気を肌で感じ取れるようになった。そして、この豪邸がレイナンドさんの住んでいたところと同じであると確信する。敷地は拡大し、増築が繰り返され、工房は潰されてしまっているけれど、確かに名残があった。

　すぐに僕は豪邸の庭を駆け抜けて、屋敷の扉を乱暴に開いた。

《ディメンション》の情報通りならば、ここにいるのは三人だけだ。

「――レイナンドさん!!」

　扉を開けると同時に、まず叫んだ。しかし、レイナンドさんの声は返ってこない。

　返ってくるのは柔らかい少女の声だった。

「……ふ、ふふっ。流石さすがですね、渦波様」

　煌きらびやかな調度品の並んだ玄関には、レイナンドさんとノスフィーの二人が立っていた。だが、その姿に差がありすぎる。

　傷一つ付いていないノスフィーに対して、レイナンドさんは返答の余裕がないほどに満まん身しん創そう痍いだった。魔法と思われる光の矢が大だい腿たい部ぶに深々と突き刺さっており、膝を床に突いている。他にも、細かな切り傷が身体中につけられ、身につけている服はずたぼろだ。片腕はあらぬ方向に折れ曲がり、得物である大おお斧おのが床に転がっている。

　その血ち塗まみれの姿から、『表示』を見るまでもなく危機であることはわかった。

　そして、そこまでレイナンドさんを追い詰めたであろうノスフィーが、朝も昼も見た笑顔のまま、語りかけてくる。

「この短時間で、あのロードから逃れて、敵意で溢あふれる街中も抜けましたか。ふふふっ、相変わらずですね。本当に、相変わらずです」

　ノスフィーはレイナンドさんに武器である旗を向けていた。だが、こちらに興味を移したことで、旗の先を地面に下ろした。

　僕はレイナンドさんの安全のためにも、大声をあげて気を引きながら近づいていく。

「ノスフィー!!　もうやめろ！　いますぐ、『ここ』を元に戻せ！　全ておまえがやったことなんだろう!?」

　怒気と敵意を混ぜて、ノスフィーに『クレセントペクトラズリの直剣』を向けた。

　だが、僕の渾こん身しんの圧力プレツシヤーを浴びても、彼女は涼しい顔のままだった。

「ええ。ロードに頼まれて、わたくしが『ここ』を弄いじりました。そこまで仰おつしやるのなら、戻しても構いませんが……戻したあと、渦か波なみ様はどうするつもりなのです？」

「戻したあと？　それは――」

「ヘルヴィルシャインとヴォルスを連れて、『過去』を捨て、地上に逃げる気ですよね」

　聞いておきながら、初めから答えを決め付けていたようだ。意地の悪い顔で僕の発言の続きを奪い、続いて悲しそうに首を振っていく。

「それは駄目です。駄目ですよ、過波様。それでは、またロードの元気がなくなってしまいます。渦波様はロードを元気付けてくれるのではなかったのですか？　わたくしの我わが儘ままを叶かなえてくれるのではなかったのですか？　それでは約束が違います」

　我儘を言うだけでいいと言ったくせに、都合のいいことを言う……！

　いや、わかっている。こいつはロードと違う。

　ロードは苦しんでいる。ロードは迷っている。ロードは泣いている。

　けれど、こいつは、その真逆だ。

「だから!!　そのためにっ、アイドを連れてくるためにっ！　地上へ行くって僕は言ってるんだ！　アイドさえいれば、あいつは『未練』を果たせる！　幸せになれる！　それで全部終わりだ!!」

「しかし、渦波様たちが地上に向かえば、間違いなくロードの顔が曇ってしまいます……。ああっ、そんなロードの姿を、友であるわたくしは見たくありません……！　どうか、わたくしの友ロードを泣かさないでくださいませ！　渦波様ぁっ!!」

「アイドを連れてくるまで、ほんの数日だ！　そのくらいは我慢しろ!!」

「――け、れ、ど、も！　ご安心をっ、渦波様！　わたくしたちは誰もが納得できるプランを考え、用意しているのです！　ふふふっ、ロードと一緒に楽しく考えました！」

　僕は叫び、ノスフィーは笑う。表面上は言葉の応酬はできているように見える。それができる冷静さを、僕もノスフィーも残している。

　――けれど、もう会話にはなっていない。

　ノスフィー側が、僕の話を聞く気が全くない。もう彼女は、ただただ早口で、自己中心的に話し続けるだけだった。

「なんとっ！　渦波様たちは『地上』に出る必要なんてありません！　『ここ』でみんな一緒に暮らせば、全てが解決なのです！　ロードに悲しい顔をさせることなく、彼女の『未練』を果たしてあげることができます！　ただ、ロードの完全なる消失までは千年――いや、一万年くらいかかりそうですが！　ふふふっ――！」

「一万年……!?　一万年も、おまえたちは『ここ』にいるつもりなのか!?」

「ええ、そのくらいかかるとわたくしは思っています。ですので渦波様も、一万年くらい『ここ』で一緒に『過去』を省みませんか？　これは渦波様にとっても悪い話ではありません。街を抜ける途中、色々と罪悪感を感じませんでしたか？　ふふっ、いまならば、『ここ』を滅ぼした罪を償えますよ？　懺ざん悔げはいいものです。心が軽くなります」

　指摘され、先ほど振り切った獣人騎士たちやベスちゃんが頭に浮かぶ。

　それを簡単に振り切ることができずに、僕は聞き返す。

「……おまえは、いまの『ここ』の惨状が僕のせいだって言うのか？」

「ええ、もちろん。かつて、このヴィアイシアでは何万人もの民が生きていました。その全てを過波様は騙だまし、殺しました。これが罪でなければ、何だと言うのでしょう？　ゆえに渦波様は、その殺人罪の罰を受けなければならないのです。そうしなければ、計算が合いません。どう考えても、渦波様は少なくとも一万年くらいは『ここ』で反省するべきなのです。――そう。わたくしの友ロードが千年かけて行ったことを、渦波様も行うべきなのです。間違いなく、その義務が渦波様にはあります。あぁっ、もちろん、わたくしも一緒に謝ってあげますから、ご心配なく！　ふふっ、『ここ』で彼らに謝り続る生活なんて、とってもどきどきしますね！　渦波様っ!!」

「どきどきする……？　つまり、それはノスフィーの『未練』の解消にも繫つながってるってことなのか……？」

「え？　繫がってませんよ？　だって、『ここで何万年も一緒にいたい』というのはロードの望みで、『ここを地獄に変えた』のは渦波様の罪ですから。わたくしには何の関係もありません。だから、消えようがありません。むしろ、一万年も地下に閉じ込められるストレスのせいで、身体からだが濃くなっちゃうと思います。ふふっ」

「お、おまえ……!!」

　いまのやり取りで、僕は確信する。こいつは僕の歩み寄りなんて、何とも思っていない。だから、『話し合い』には絶対ならない。

　何より、いまノスフィーは、困惑している僕の姿を見て――

「ええっ!!　間違いなく、『ここ』はロードと渦波様二人のための世界で！　この状況は、わたくしの望みじゃありません！　わたくしはそこに居合わせているだけ！　だから、わたくしの『未練』は無事、無傷っ!!　決して消えられない！　ふ、ふふふっ――！　あぁっ、とぉっても残ざあん念ですっ!!」

「これがおまえの望みじゃない!?　噓うそをつけ！　なら、なんでっ！　なんでおまえは、そんな顔をしてる!!」

　――ノスフィーは笑っている。

　今朝からずっとだ。六十層に召喚された頃の大人びた笑い方でなく、子供のように無邪気な笑顔を張り付け続けている。よく観察するまでもなく、これこそ彼女の本心であることはわかった。いまノスフィーは僕を困らせて、心底楽しんでいる。

　同時に昨日の夜の疑問が氷解する。例の契りを拒否したとき、彼女は『未練』を薄めた。その理由が、いまはっきりとした。

　ノスフィーは僕が苦しんでいる顔を見て、悦よろこんでいる。あのとき、彼女は自分自身の『未練』の正体を知り、僕を困らせることだけに全力を注ぐようになったのだろう。

「そんな顔……？　ああ、笑っていましたか？　ふふっ、はははっ！　渦波様の必死過ぎる姿を見て、わたくしは笑ってしまいましたか？　もしかして、朝からずっと？　ああ、すみません！　そんなつもりはなかったのですが、ふふふっ、笑いがどうも、ふふっ、止、ま、り、ませ――ん！　ふふっ、あははっ、あははははははハハハハ――!!」

　悪意しか感じない台詞だった。しゃっくりを抑えるように身体を震わせては、そのぐにゃりと歪ゆがませた口を両手で押さえる。その姿を前に、僕は叫ぶ。

「――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》!!」

　嘲笑に煽あおられるがまま、僕は一歩踏み込んで剣を振ってしまった。

　それをノスフィーは、軽やかにステップして避ける。彼女の見事な回避を見送りながら、唇を嚙かむ。なにせ話をしている相手に、先に手を出したのは初めての経験だった。

「ふ、ふふっ！　そんな苦しそうな顔っ、止やめてください、渦波様！　うっかり『未練』が薄れて、ふふふっ、消えてしまいますっ！」

　ただ、その甲か斐いあってか、玄関内での位置取りが変わり、レイナンドさんを背中に置くことができた。後ろから、魔法の波動を感じる。レイナンドさんは息も絶え絶えだが、僕を壁にすることで回復魔法を自分にかける余裕ができたようだ。

「なあ、ノスフィー……。おまえは、そこまで僕が憎いのか？　僕の敵なのか？」

　レイナンドさんを守りながら、最後の確認を取る。迷宮ではライナーに急せかされてしまい戦ったものの、まだ僕は守護者ガーデイアンとの和解を諦めていない。アルティにはできなかったことを、ロードとノスフィーにはしてやれると希望を持っているからだ。

「ああ、そんなっ！　敵だなんて、どうかそんな悲しいことは言わないでください、渦波様！　わたくしは渦波様の味方です。だって、わたくしは渦波様を愛しています。生まれたときから、ずっと恋焦がれています。それは、いまもです！　だから、その渦波様の敵になろうなんて、できようはずがありません！　できれば、また夫婦になりたいとも思っております！　ええ、本心の本心からの言葉です！　大大大だーい好きです、渦波様！　ふふふっ」

　――ただ、もうその限界が近い。

　アルティだって、パリンクロンだって、こんなにもあからさまな悪意を見せはしなかった。ここにいる『光の理ことわりを盗むもの』は、あまりに禍まが々まがしすぎて、向かい合っているだけで心が折れそうになる。

「なら！　なんでいまの僕を見て、そんなに満足そうなんだよ！　おまえは!!」

　アルティやパリンクロンの会話の端々からは、義理堅さを感じられた。勝利のために噓をつくことはあれど、悪意だけで噓をつくような人間ではないと思えた。

　だが、目の前で身体をくねらせて悦ぶ少女からは、それが全く感じられない。

「ふふっ、あはっ、あはははっ！　それは不思議なことでしょうか!?　愛と憎しみの同居なんて、そう珍しいことではないと思いませんか!?　あれですよ、好きな子には悪戯いたずらをしたくなるやつです。むしろ、よくあることだとわたくしは思います。ゆえにわたくしは至極、普通です！　ふ、つ、う！　ふふふっ」

「おまえが普通？　よくあること？　そんなわけあるかっ！」

「愛と憎しみが同居した結果……。ただ、わたくしはずっと渦波様のお傍そばに付き添い、ずっとずっと渦波様の苦しむ姿が見られたらいいなあと思っているだけです。ええ、そのためにわたくしは夫婦に戻りたいのです。こんなお嫁さんをもらった渦波様の苦悩を思うだけで、とっても心が躍ります。正直、わくわくが止まりません！　ふ、ふふふっ、あははははは――!!」

　ノスフィーは満面の笑みを見せる。その悪意を、どこまでも毒々しく光り輝かせる。いままでの僕が、どれだけ良心的な守護者ガーデイアンを相手にしていたか、よくわかる表情だった。

「狂ってる……。おまえは異常だ。そんな『未練』、おかしい……」

「はあ。異常？　一体どこがでしょうか？」

　困惑の末に、いまの僕にできる精一杯の悪態をついてやった。だが、それをノスフィーは鉄壁の笑顔で跳ね除のけていく。

「本当に、これが普通の『未練』だとわたくしは思います。だって、ちょっと可愛かわいらしい復ふく讐しゆうをしたいだけですよ？　復讐です、復讐。死の間際の人間としては、とてもとても多数派マジヨリテイな『未練』だと、わたくしは思います。正直、ロードやローウェンのような願いのほうが狂っています。異常はあっちです」

「このっ……！」

　友の願いまで扱こき下ろされ、僕は濃い敵意をノスフィーに向ける。だが、それを彼女は嬉うれしそうに受け止める。そして、これ以上は堪たまらないといった表情で、首を振った。

「ふ、ふふっ――ああっ！　ふふ、本当にやめてください！　余りに渦波様が苦しそうだと、こんなに楽しい時間があっさりと終わってしまいます！　それはよくないです。ええ、よくないです。だって、まだまだわたくしは幸せになりたいのですから！　まだまだ我儘を言い足りてはいないのですから！　もっともっと『正しくないこと』を繰り返して、何度も何度も『間違えて』!!　一杯一杯、渦波様の歪んだ表情を見ていたいんです！……ですので、大事なのはバランスです。わたくしの身体が『未練』解消で消えないように、上う手まく調整しなくてはいけません。昨夜のように、契りの証あかしを強制して、苦しむ渦波様を見るのは最後。そう、『渦波様とわたくしの最初はじめて』は最期！　終わりまで隅々っ、楽しまなければ損ですからね!!　ふ、ふふっ、あはっ、あはははっ、あはははははははっ――!!」

　気分よく笑うノスフィーに対して、僕の思考は冷たくなっていく一方だった。

　もう無理だ。これがノスフィーの本心だったのだ。

　ただただ僕を苦しめたい。それだけ。

　そんな相手と和解するなんて、できるはずがない……!!

「なら、おまえは僕の敵だ……！　いまここで斬られても、文句はないな!!」

　彼女を斬る。守護者ガーデイアン相手ではなく、モンスターを相手しているときのように斬る。

　その決意と共にノスフィーを睨にらんだ――のだが、返ってきたのは困惑の顔だった。

「――っ!?　わ、わたくしを斬るのですか？　なぜです？　わたくしはあなた様のことを、こんなにも愛しているというのに……。想おもっているというのに……！　邪魔になれば斬り捨てると言うのですか……!?　そんなっ、酷ひどいです……！」

　目尻に涙を浮かべて、ノスフィーは泣き崩れた。

　その話の脈絡を無視した反応に、僕は困惑する。

「なっ――！　馬鹿なことを言うな！　いまおまえは僕を苦しめたいって言っただろう!!　敵なんだろうが!!」

「わたくしだって、本当はこんなことしたくはないのです！　けれど、こうせざるを得なかったのです！……こうさせたのは渦か波なみ様ですよ!?　復讐せざるを得ないことを、渦波様がわたくしにしたのです！　ええ、渦波様がそうさせたというのに……。なのに、それを渦波様が拒否するのですか!?」

　ノスフィーは溢あふれる涙を散らした。その急変を前に、僕の声は途端に小さくなる。

「そ、そうさせた？　僕が一体何を――」

「ふふっ、噓です。もうわたくしは、あなた様に噓だってつけちゃいます。あはっ、子供みたいでしょう？　褒めてくださいませ」

「このっ、ノスフィー!!」

　考えるよりも先に剣が振るわれていた。負傷したレイナンドさんを背中にしている以上、軽はずみな行動は取れないというのに、ノスフィーは言葉だけで僕を動かした。

　感情に任せただけの剣筋は鈍い。またノスフィーはステップを踏んでかわして、楽しそうに話を続ける。ピンと伸ばした手の先を、額につけながら優雅に話し続ける。

「ふふふっ。でも、渦波様ぁー。これもあなた様が教えてくれたことですよ？　人にものを頼むときは、可愛く見せる。それが通じない相手には泣いて見せる！　それでも駄目なら目一杯、泣いて見せる！　それが一番成功しやすいって、昔のあなた様が教えたことです！　つまり、全てとまでは言いませんが、大体はあなた様のせいなのです！　『ここ』にあるものは大体っ、あなた様の影響を受けています！　まず、わたくしとロード――それにヴィアイシア国とその歴史、『王近この衛え騎士団』さんたちに街の人々、生活文化と科学的知識――ああ、もう大体じゃありませんね！　ふふふっ、全部じゃないですか！　全部全部ぜーんぶっ、あなた様のせい!!」

「だから、いまこうなってるのは僕の責任だって言うのか!?　だから、『ここ』に留とどまれって言うのか!?　ふざけるな!!」

　ノスフィーは飄ひよう々ひようとした口調で、皮肉を交えながら、多くの責任を押し付けてくる。

　それを僕は否定しきれない。確かに、千年前の僕のせいで、いまの『ここ』が存在しているのは間違いない。それほどまでに『ここ』では、あらゆるところで『相あい川かわ渦波』『始祖カナミ』『騎士団長』という言葉が根付いていた。『ここ』にいる全てが僕を恨んでいた。追いかけていた。罪を償わせようとしていた。

　それは『過去』の僕が罪を犯し、罰から逃げたということの証明だろう。

　ノスフィーの言葉が僕の思考に絡みつき、身体が硬直していく。

　その僕の姿を見たノスフィーは、可愛らしく自分の口に両手の人差し指を当てた。

「おっと、危ない。ここでわたくしが渦波様を論破してしまってはいけませんね」

　これ以上の話は厳禁だと、一歩引いた。

　その物言いから、口論でも戦闘でも、絶対に自分は敗北しないという自信が垣かい間ま見みえる。察するに、いまノスフィーが拘こだわっているのは『勝ち方』だけなのかもしれない。

「渦波様の心を折るのは、わたくしでなくロードの役目。此こ度たびのわたくしは端役エキストラです。順番的に言えば、わたくしの出番は最後の一万年後あたり。今度こそ、最後の部分を美お味いしく頂けなければ、たぶん……死に切れません」

　ノスフィーは真っ当に『未練』を果たすことを避けて、長生きを望んでいた。その口ぶりから、ロードが消えたあとの一万年後も視野に入れているとわかる。

「おまえ、本当に『ここ』で一万年も過ごす気なのか……!?」

　その途方もない視野の長さに空恐ろしさを感じて、一時的にだが冷静さを取り戻す。

　ノスフィーの煽りに負けて、感情を昂たかぶらせてしまえば、本当に一万年近く『ここ』に囚とらわれてしまうだろう。それだけは絶対に避ける必要がある。

　僕はクールダウンした頭で、慎重にノスフィーの出方を窺うかがった。一瞬の静寂が玄関内に広がり――唐突に、バンッと扉の開く音と共に、一人の獣人少女が入ってきた。

「――団長様!?　団長様、団長様団長様団長様ぁあ……！　ああ、見つけました！　はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　まさか、ここに来ているとは……！」

　ベスちゃんだった。大粒の汗を大量に流し、肩で息をしていた。大急ぎでここまで走ってきたのだろう。その唐突な来訪者を、ノスフィーは歓待する。

「ふふふ。しっかりと足止めしておきましたよ、エリザベス。よくぞ、わたくしのか細い魔力の信号あいずに気づきました。本当に些さ細さいな揺れを読むのが得意ですね。褒めて差し上げます、ぱちぱち」

　可愛らしい仕草で拍手を鳴らして、ベスちゃんを招き寄せていく。その言葉から、いままでのノスフィーの会話全てが時間稼ぎであったことを知る。

　ベスちゃんは一礼したあと、レイナンドさんの隣ではなくノスフィーの隣に並んだ。

「ありがとうございます。ご協力感謝します、聖女様」

「いいえ、感謝は必要ありません。利害が一致したまでです」

　そして、ノスフィーに促されるままに、ベスちゃんは僕たちの正面で剣を構えていく。

「さあ、エリザベス。いま目の前に、あなたの後悔の全てがあります。しっかりと清算してください。わたくしがあなたに望むのはそれだけ。……ああ、でも。せっかくですので、もう少しだけ望みましょうか。もし死ぬのならば、過波様の目の前でお願いします。できれば、渦波様を責める形がいいですね。その怒りを余すことなくぶつけてから、終わってください。できますか？」

「……ええ。あなた様の要望以前に、私の怒りがそれを成すことでしょう」

「ふふっ。いい返事です、エリザベス」

　ノスフィーの拍手の音が大きくなる。

　この悪化した状況から、まんまとノスフィーの時間稼ぎに付き合ってしまったと気づく。妙に饒じよう舌ぜつだったのは、ベスちゃんを待っていたからだったのだ。

「では、エリザベスが戦ってくれる間に、わたくしは友ロードを呼んで参りましょうか。どうやら、彼女はわたくしの信号あいずに気づかず、『ここ』の出入り口の破壊に勤いそしんでいるようですので……。確かに『扉』を壊せば、確実に詰めることはできますが……それでは回りくど過ぎます。はあ……」

「ま、待てっ！　ノスフィー!!」

「待ちません。不完全な渦波様も老衰したヴォルス将軍も、存外に手ごわかったので、少し計画を修正します。渦波様はエリザベスと共に、この屋敷で少しお待ちくださいね。すぐにロードと二人で戻ってきますので」

　自らの予定を隠すことなく、ノスフィーは愉たのしそうに玄関の扉から出て行った。

　ノスフィーは、いまの『ここ』の状況を作った犯人だ。『ここ』を直させるために僕は引き止めようとするが、その間にベスちゃんが割り込んだ。

「団長様、もう逃がしません。もう全てわかりました……。生前の怒り、この千年のやるせなさ……。千年後のいま、全てを、あなたにぶつけさせてもらいます……!!」

　行く手を阻まれる。

　僕は頭を冷やし直して、ノスフィーを追いかけるのを断念する。

　先ほどから混乱しすぎだ。いま重要なのはノスフィーでも『ここ』でもない。後方に控えているレイナンドさんやライナーと地上に逃亡することだ。

　いまならば、ベスちゃん一人倒すだけで、三人で行動できるようになる。その損得勘定を即座に済ませた僕は、立ち塞がる少女の処理にかかろうとする。

　しかし、その前進を背後から止められる。レイナンドさんが僕の肩を摑つかんでいた。

「待て、坊主。……ベスの相手はわしに任せろ。おまえのおかげで、随分と休めた」

　満まん身しん創そう痍いのレイナンドさんが立ち上がり、僕の前に出ようとしていた。僕の後ろで回復魔法を使っていたようだが、まだ完全に回復し切っていないのは一目でわかった。

「だ、駄目ですよ……。レイナンドさん、相手はベスちゃんですよ？」

「だからこそだ。あの光の魔女の相手は坊主かもしれんが、ベスの相手はわしだ。坊主は、いますぐライナーを連れて逃げろ。あやつは屋敷の奥で眠らせてある」

「その怪け我がで無理をすれば死にますよ……!?」

　高く聳そびえる岩柱のようだったレイナンドさんが、倒れる寸前の枯れ木のような弱々しさを見せている。『表示』で見る限りでも、まともな戦闘ができるようには見えない。
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　レイナンドさんの前進を止めようとする僕を見て、ベスちゃんは苛いら立だたしげに一歩前に出る。何もかもが気に入らない、そんな様子だった。

「その老人が、よほど大切と見えますね……。かつての部下たちは容赦なく捨てたというのに……！」

「その老人って……、レイナンドさんはおまえのお祖じ父いちゃんだろ!?　そんな大事なことまで忘れたのか!?」

　まるで他人のような物言いをするベスちゃんに堪えられず、咄とつ嗟さに言い返した。

　それを聞いた彼女は心底不可解な表情を見せる。

「私の祖父……？　何を言っているのです？」

「二人は家族だろ!?　千年、二人で『ここ』で暮らしてたんだろ!?　いや、生前だって二人は――」

　その僕の声は遮られる。他でもないレイナンドさんの攻撃によって。

「――《フレイム・アクセル》」

　レイナンドさんは魔法で身体強化を行い、その太い腕を伸ばして、僕の首根っこを捕まえた。そして、その豪力で、僕を真後ろに投げた。

　予想外の味方からの攻撃に、僕は反応することができなかった。

「――っ!?　な、何を、レイナンドさん!?」

　屋敷の奥で着地しながら、僕は疑問を投げかける。

「坊主、それは違うのだ」

　それにレイナンドさんは、煤すすけた大きな背中を見せながら、淡々と答えていく。

「惑わされてはならん。間違いなく、その甘さを魔女はつけ狙っておるぞ。……いいか、坊主。説得などという都合の良い道が、わしらに残されておるはずないのだ。我が不肖の孫は、あの魔女によって最も都合の悪い状態にピントを合わされておる。おそらくは人生のどん底の時期、最も坊主を恨んでいた頃だろうな。ゆえに、話すだけ無駄だ」

「それは、そうかもしれませんけど……！」

　的確過ぎる忠告だった。つい先ほど、まんまとノスフィーに時間稼ぎされた僕には何も言い返せない。その話すだけ無駄というのは、ここにいるベスちゃんだけでなく、ノスフィーとの対話も含んでいるのだろう。

　そして、そのままレイナンドさんは構えを取っていく。いつの間にか、床に落ちていた自らの得物である大おお斧おのを手に握っていた。ベスちゃんの剣に対して、大斧を向ける。

「ベス、あそこにいる坊主はおまえの知っている団長殿ではない。そして、おまえはもう死んでいるのだ。死人のわしらが、坊主を奈落に引きずりこんではいかん」

「あなた、誰です……？　偉そうに……」

　立ち塞がるレイナンドさん相手に、ベスちゃんは苛立たしげに話しかけていく。

「偉そう、か……。まあ、それなりに偉い身分だったこともあるな」

「私のことなんて、何も知らないくせに……。この『未練』の深さを知らないやつが、偉そうなことを言わないでください……！」

「ふんっ。早々に自意識を手離しおったくせに、一丁前の口を利く。わし以下の『未練』で悲劇を気取り過ぎだ」

「な、なんですって……!?」

　根本を否定されたベスちゃんは、その敵意を少しずつ僕からレイナンドさんに移していく。同時に、彼女の魔力はうねり始め、物理的に地鳴りの音が聞こえてくるほどに脈動していく。いまにも殺し合いが始まると思わせるほど、二人の魔力は昂ぶっていた。

「レイナンドさん!!」

　家族同士の戦いを見ていられず、止めようと叫んだ。

「坊主、やらせてくれ。ずっとわしは、こうやって家族と向き合いたかったのだ。これはわしの役目だ。どうか、奪ってくれるな」

　だが、逆に制止をかけられたのは僕だった。「家族と向き合いたかった」という言葉が、僕の動きを完全に止めた。もし自分が同じ立場だったならば、僕もレイナンドさんと同じことを言うとわかっている。

「いいから進め、坊主!!　何を止まっている!?　おまえにはおまえの家族がいるだろう!?　間違えるな！　地上へ向かえ！　おぬしの仲間のところまで走れえっ!!」

　それは二人を見捨てろと言っているも同然の言葉だった。

　さらにレイナンドさんは、すぐさま次の魔法を発動させる。

「――《アースクエイク》!!」

　先ほどベスちゃんが使ったものと同じ魔法だ。

　だが、その威力は比べ物にならない。レイナンドさんの片足が床を踏んだと同時に、屋敷全体が鈍い音をたてながら大きく揺れた。そのたった一度の揺れだけで、蜘く蛛もの巣のような亀裂が壁中に奔はしり、玄関にある支柱がいくつか砕けた。

　鈍い音は止まらない。遠くから、雪崩に似た音が鳴り響く。余震と共に、ぱらぱらと天井から埃ほこりや木の欠片かけらが落ちてくる。

　いまにも屋敷は倒壊しそうだった。事実、すぐにそうなると、《ディメンション》が感じ取っていた。砕けた支柱は建物の重要な部分ばかりだ。レイナンドさんは家の大黒柱を理解し、そこを狙って破壊したのだ。

　――その魔法の目的は一つ。僕を遠ざけるためだろう。

　このまま倒壊が進めば、屋敷のどこかで意識を失っているライナーが危険に陥る。生き埋めになってしまえば、丈夫なライナーといえど死んでしまう。それを助けに向かわせるため、レイナンドさんは魔法《アースクエイク》を唱えたのだ。

「す、すぐにライナーを連れて戻ってきます！　それまで持ち堪こたえてください！」

　この場をレイナンドさんに任せて、ライナーを助けに向かわざるを得なかった。すぐ近くの扉を開けて、僕は屋敷の奥に走り出す。

「ふんっ。それでいい。そのまま、戻ってくれるなよ……」

　背中から返ってきた声は、とても優しかった。

　駄々をこねる子供を、ようやく言い聞かせた父親のように優しかった。そして、レイナンドさんと向き合うベスちゃんの声も聞こえてくる。

「無駄なことを。屋敷が崩れる前に一瞬で終わらせます。絶対に団長様は逃がしません」

「ああ、そうだな。終わらせよう。もう全てが、十分過ぎたのだ……」

　その孫に応える声も、同様に優しかった。崩れ行く屋敷の回廊を駆け抜ける中、その優しい声が耳に残り続ける。

　優しいけれど、まるで遺言のように幽かすかな声が、ずっと僕の中で反響し続けた。
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　崩落中の屋敷に《コネクション》は置けない。障害物が間にあるせいで《ディフォルト》も使えない。僕は走りながら、《ディメンション》に集中するしかなかった。

「――《ディメンション・多重展開マルチプル》!!」

　すぐにライナーの姿は見つかった。物置に使われている一室の隅で倒れていた。寒さから守るように、レイナンドさんの大きめの外がい套とうを毛布のようにかけられてある。

　ただ、倒壊の振動で、いまにも周囲の物がライナーの上に倒れ落ちそうだった。

　揺れる地面に悪戦苦闘しながらも僕は全力で走り、その物置部屋に入る。

「ライナー！　起きろ!!」

　毛布となっていた外套を剝ぎ取って、露あらわとなった頰を叩たたいた。時間がないので遠慮はない。殴打に近いビンタだった。

　頰を真っ赤にしたライナーは、顔を顰しかめながら上半身を起こす。

「い、痛っ……!?　ジ、ジーク？　なら、ここは……」

「悪いけど、話をしてる時間はない！　レイナンドさんが危ない！　すぐに助けに向かって、地上に戻るぞ!!」

　要点だけを伝えて、ライナーの手を握って立ち上がらせた。

「……あ、ああっ。……くそっ、そういうことか。また助けられたのか、僕は」

　詳しいことはわからずとも、それだけは確信したようだ。だが、後悔している暇などないことは状況から察してくれたようで、とても素直に僕の指示に従ってくれる。

「いま、玄関でレイナンドさんが戦ってる！　まずはそっちに向かう!!」

　ライナーを引き連れて、来た道を戻っていく。倒壊が進み、いたるところで天井や壁が崩れ始めていた。ときには廊下が瓦が礫れきで通行止めにされているところもあったので、《ディメンション》で最短ルートを割り出す。駆けながら、屋敷全体の状況を把握する。

　それはつまり、玄関で戦っているレイナンドさんとベスちゃんの様子がわかるということに他ならなかった。まだ戻るには時間がかかるいうのに、際限なく激化していく家族同士の殺し合いを、僕は見せられる。

　――ヴォルス家の玄関にて、大量の赤い火花が散る。

　一瞬で終わらせると宣言し合った二人の戦いは、初手から苛烈を極めていた。

　一呼吸の間に、火属性と地属性の大魔法が飛び交い、焰ほのおを纏まとった細剣と斧が所狭しと振り回される。レイナンドさんもベスちゃんも、共に歴史に名を残した猛将だ。そのレベルは人外の領域に至っている。その全ての攻撃に、屋敷一つ吹き飛ばすほどの威力が乗っていた。しかし、未いまだに玄関は原形を保っていた。なぜならば、同じ属性による同じ力の一撃の応酬ゆえに、相殺が多発するからだ。

　相殺に続く相殺が、周囲の被害を最小限に留とどめていく。

　その異常な状況に、ベスちゃんだけが疑問の声をあげる。

「な、なんで……!!　あなたが私と同じ魔法を……!?」

「ふんっ。同じ血なのだから当然だ」

　苦渋の表情を浮かべるベスちゃんと比べて、レイナンドさんは淡々としていた。

　その敵の余裕に、彼女の苛立ちは増していく。

「私と同じ血!?　何を戯たわ言ごとを！　この血を継ぐものなんて、もう世界のどこにもいません！　この私だけが、あのヴォルスの血を継いだのだから!!」

「ああ、知っているとも。息子たちではなく孫であるおまえが、わしの血を最も濃く継いでしまったことはな。だから、わしら二人だけが『ここ』の屋敷に残ってしまった！」

　答えながらも、レイナンドさんは殺人的な魔法を構築し続ける。本当に淡々と、ただ終わらせにいっている。相手が孫娘だからと手加減する気はないのが、その迸ほとばしる魔力から伝わる。一撃必殺の嵐の中、二人は叫び合っていく。

「そう！　私の血は濃い！　そして、この血のせいで、私には誰もいなくなった！　みんな戦争が奪っていったんだ！　家族も友達もみんなっ、このヴォルス家なんて役割のせいでえぇえええええっ――!!」

「ああ、それも知っている。いや、死してから、やっと知れた。全てわしのせいだと！」

　両者共に、叫んでいなければ息もできないかのように、その顔を歪ゆがめていた。

　間違いなく、二人の叫びは互いを苛さいなんでいた。しかし、苦しむとわかっていても、二人は止まらない。ベスちゃんは気づきかけているのだろう。この戦いによって、目の前の人物が誰なのか、薄らとわかりかけてしまっている。だから、訴えている。それに祖父であるレイナンドさんが、応えないわけがない。

「私はヴォルス家に一人残った!!　とても寂しかった！　けど、それ以上に怒りがあった！　私から奪っていった全てを恨んで、騎士になって！　たくさんの敵を殺して、一杯頑張った！　なのに、周りのみんなは私を裏切って去っていった！　逃げたんだ！　結局、最期は一人で私は死んだ!!　そんな人生に、もう怒りしか湧かない!!」

「ああ、それも知っている――!!」

　正直なところ、その二人の言葉の応酬を、僕は正確に理解できていないだろう。

　千年前の『始祖カナミ』の記憶があれば、正しく理解できるのかもしれないが、いまの僕には二人だけにしかわからない『過去』があるのだと、薄らとわかるだけだ……。

　それが歯は痒がゆかった。そして、戦いの苛烈さが頂点ピークに向かっていく。もうどちらのものかわからなくなった地と火の魔力が、玄関を満たして、いまにも破裂しそうだった。

「けど、いまなら『ここ』に団長様がいる!!　怒りをぶつけられる相手が、帰って来てくれた！　やっと燃え尽きて、この地獄から消えられると思った！――ねえっ!?　私たちを裏切った団長様に責任を取ってもらうのが、そんなにいけないことなの!?　私は間違ってない！　絶対に間違ってない！　団長様には贖しよく罪ざいの義務がある！　だから！　そこをどいてよ!!　『お祖じ父いちゃん』――!!!!」

「それだけはさせん！　たとえ、坊主といえども、この役目だけは譲れん！　『レイナンド・ヴォルス』として、それだけはな――!!」

『お祖父ちゃん』『レイナンド・ヴォルス』。

　名前が告げられたことで、戦いが終わりに近づく。

　二人は距離を取り、己の最も信じる魔法を構築し始める。

　それもまた当然のように、同じ詠唱の同じ魔法だった。

「――『奮え、吼ほえ続ける焰』『焦土を駆け抜ける魂』――!!」

「――『奮え、吼え続ける焰』『焦土を駆け抜ける魂』――!!」

　だが、紡がれる魔力の質は、まるで違った。

　敵だけを燃やそうとするベスちゃんの魔力に対し、レイナンドさんの魔力は自らも含めた全てを燃やそうとしていた。ベスちゃんは勝つために全魔力を振り絞っているが、レイナンドさんは相打つために全生命力を振り絞っていた。

『表示』がなくともわかる。それを僕は知っている。レイナンドさんの最大ＨＰが削れていき、濃い魔力に換わっていく。消失するモンスターのように、その身体からだが光の粒子となって溶けていく。その魔力は魂の輝きであり、最期の灯ともし火びだった。

「――《フォールブレイジング》!!」

「――《フォールブレイジング》!!」

　二人の身体が赤く発光した。熱のこもった魔力が、二人の身体能力を限界まで引き上げようとしているのだろう。そして、その余熱が焰となって全身に纏われていく。《フレイムフランベルジュ》のように、自らを刀身に見立てて、どこまでも二人の力が強化されていくのが見て取れる。

　続く二人の突進は、獣よりも速く、砲弾のように荒々しかった。

　まず駆け出す脚力が違う。ニトログリセリンを思い出させるかのような爆発的加速で、二人は地面を抉えぐり蹴った。

　武器を振るう腕力が違う。両者の腕の筋肉は異常に膨らみ、いまにもプツリと切れそうなほどに血管が浮き出ていた。

　なにより、身に纏った熱量が違う。互いの武器が打ち付け合った瞬間、互いの焰が互いの身体を焼き合った。

　ベスちゃんもレイナンドさんも、最後に選んだのは体当たりにも似た袈け裟さ斬りだった。

　――だが、いままでと違って、拮きつ抗こうすることはなかった。

　一瞬で勝敗は決した。単純に、魔力の質の差が明暗を分けた。確かに、ベスちゃんは全身全霊の魔力を振り絞った。だが、命も燃焼させたレイナンドさんの魔力と比べてしまえば、劣っていると言わざるを得なかった。結果、ベスちゃんの剣が砕け散る。

　散る破片をレイナンドさんは避けようとせずに身で受けて、大おお斧おのをベスちゃんの肩口に抉りこませた。心臓まで達した斧の刃は、間違いなく致命傷だった。べスちゃんの身体から力が失われていく。それでも、まだレイナンドさんの勢いは止まらない。

　ベスちゃんの身体ごとレイナンドさんは前に突き進み、玄関の壁を破って、庭まで飛び出た。そして、数十メートル駆け抜けたところで、ようやくその勢いは止まる。

　レイナンド家の庭の中央で、戦いは終結した。

　死の間際のベスちゃんは、口から血を溢あふれさせて、くぐもった声で問う。

「お祖父、ちゃん……。なんで、なの……？　な、んで……――」

「……すまなかった、ベス。おまえの最期に誰も傍そばにいてやれなくて。今度はわしが一緒にいてやろう。全て、いまさらだがな……」

「あ、ああぁ……。ああぁあ、ああ……、ぁああぁああ……!!」

　敗北したベスちゃんは、その両目から涙を溢れさせた。

　それをレイナンドさんは身守ることしかできない。

「おまえに触れるのが、ずっと恐ろしかった。何をしようと、その怒りを晴らすことはできぬとわかっておったから、見守ることしかできなかった……」

「ああっ、ああああぁあ、ぁあああアアァアアアァアア[image: ][image: ]――――!!!!」

　この終わりに、ベスちゃんは納得できないのだろう。不満と悔いばかりが残っているのだろう。身体が光の粒子に転換されていく中で、限界を超えて慟どう哭こくしていく。

　そのベスちゃんを抱きしめながら、レイナンドさんも目を瞑つむった。自分も光の粒子となっていくのを、抵抗なく受け入れていく。

「ああ、ベス。わしらを許す必要などない……」

　こうして、祖父と孫の戦いは終わった。本当に一瞬の戦いだった。長きに亘わたったはずの二人の最期は、本当にあっけなくて、余りにすれ違って、終わってしまった。

「――レイナンドさん!!」

　ようやくここで、僕とライナーは玄関まで戻ってくる。

　そして、崩れきる直前の屋敷から飛び出て、庭で消えゆく二人の傍まで走り寄る。

　ここまで僕は全力で走った。屋敷では一度も道に迷わなかった。考えられる限りの最善手を取り続けたつもりだ。けれど、間に合わずに、二人は消えていく。

　レイナンドさんは屋敷の中から現れた僕たちを見て、安あん堵どの表情を見せる。

　対する僕の表情は真逆だ。目の前の光景を受け入れきれずに、顔を歪ませている。

　その呆ぼう然ぜんとする僕を置いて、ライナーは回復魔法を発動させながら二人に近づこうとした。だが、レイナンドさんは首を振って、それを拒否した。ライナーは無言で頷うなずいて、足を止める。もう全てが手遅れであると、二人ともわかっているのだろう。

　別れの時を迎えて、最期の言葉が遺のこされていく。

「坊主……いや、渦か波なみよ。見ての通りだ。ようやく、わしは消えられる。やはり、『過去』は何も変えられなかったが……。それでも、概おおむね満足しておるよ。二度目の終わりは、孫と共に在れたからな」

　そして、こんなことになっても、まだレイナンドさんは優しく笑いかけてくれる。

　満足しているから、僕は何も気にしなくていいと言ってくれる。

「あ、ぁあ、あぁああ……。そんな……！」

　そんな風に思えるはずなんてない。二人は家族だ。もっともっと、たくさん話すべきことがあったはずだ。なのに、こんな最期で二人は死に別れる？　あんな会話の末に？

「これでいい。わしは満足しとる。もう心残りは――一つだけあるか。『ここ』にはわしの娘同然で、この孫娘と同じ悩みを持っている少女が、まだ一人いるな。……ああ、『ここ』に、あやつはまだ独りでいる」

　少しずつ掠かすれていく声。

　死の間際になっても、まだレイナンドさんは自分でなく他人の心配をしていた。

「いまとなっては、あやつだけがわしの……――」

　もう時間はないのに、レイナンドさんは続く言葉を詰まらせた。

　困ったような表情になり、一拍の時間を置いてから、遺言を強引に区切っていく。

「――渦波。あやつは『ここ』に置いて、早く地上に逃げろ。いいな？」

　そして、その顔を歪ませて、目を限界まで細めて、別れの言葉を告げる。

「では……、さらばだ……――」

　それを最後に、レイナンドさんとべスちゃんの身体の全ては光の粒子になり終えた。

　――魔石ではなく、光の粒子だ。

　揺らめく光の粒子が、空高く舞い上がっていく。ここにあったはずの魂が、遠く離れる。この暗過ぎる空の星となる。僕は咄とつ嗟さに手を伸ばして、光の粒子を摑つかんだ。だが、手で掬すくい取った水のように指の隙間から零こぼれていった。

　それを見て、消失を留めることは不可能であると悟った。

「き、消えた……？　いや、死んだ……？」

　元々、二人は魔石から再生された存在だ。そして、その魔石すら残されず、粉々の粒子となってしまったのだ。その終わりを表現するには、何が適切かわからない。ただ、死よりも恐ろしい終わりを迎えたのだと、直感的にわかった。

「あ、あぁああぁああ……」

　僕は混乱で呻うめきながら、レイナンドさんの別れの言葉を頭の中で繰り返す。

　遺言は途中で区切られていたが、最後まで告げられずとも僕にはわかった。いつだって、レイナンドさんは自分のことではなく他人のことを心配していた。「あやつはまだ独り」というのは、ロードのことだろう。

　きっと「ロードを頼む」と言いたかったに違いない。けれど、それを途中で吞のみこんだ。僕に負担をかけないために、気を遣ったのだ。

　その深い情を感じるのに合わせて、深い優しさの消失も痛感していく。

　つい昨日まで、レイナンドさんとは仲良く喋しやべっていた。一緒に地上へ行くという約束までした。なのに、助けられなかった。なまじ魔法や迷宮に詳しくなったからこそわかる。いま光の粒子となった二人は、もう二度と還かえってこないと――

「ぁあ、くそ……。まただ……」

　そして、思い出すのは、地上で似た形で消えたワイス・ハイリプローペの姿だった。

　パリンクロンと心臓を貫き合ったあと、消えてしまった少女の表情が脳裏に浮かぶ。

　また僕は、僕を真に心配してくれる人を失ったと理解して、膝を屈しそうになる。

「違う……！　泣くな、腐るな、足を止めるな……！　早く地上に戻るぞ……!!」

　僕は膝に力を入れ直して、一歩前に踏み出した。もし、まだスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』がスキル『？？？』のままだったならば、また僕は暴走していたかもしれない。

　しかし、もう僕は以前とは違う。スキルに一切頼ることもなく、自分で自分を奮い立たせた。ショックを受けている暇があれば、足を動かす。いま消えていったレイナンドさんの遺言を無駄にしないためにも、早く地上に行かないといけないのだ。

　そして、地上にいるアイドを見つけて、連れて『ここ』に戻って……、ロードを説得してもらって、なんとかノスフィーとも話をつけて、それで……、それで――

「いや、それも――違う!!」

　自分を奮い立たせた矢先、口から出てきたのは、さらなる否定の言葉だった。

　両手を振り下ろして、力を入れ直したばかりの膝を打ち付ける。

「僕は馬鹿か!!　もうわかってるだろ！　『ここ』から逃げても、『過去』から目を背けても、何も変わらない！　僕のやるべきことは、そうじゃない――!!」

　さっきのべスちゃんの叫びの中には、僕の名前もあった。あれを聞いて、まだ見ぬ振りするのか……!?　迷宮の五十層でノスフィーから逃げて、玉座の間でロードから逃げて、千年前の人々の言葉からも逃げて、ベスちゃんからも逃げて、逃げて逃げて逃げて……！――それでどうなった？　もし僕がベスちゃんから逃げていなければ、レイナンドさんがこんな終わり方を迎えることはなかったんじゃないのか……!?

「……きっと千年前も、僕は逃げたんだ」

『ここ』を置いて逃げたのは間違いない。

　それを千年経たったいま、繰り返していては駄目だと思った。『過去』と同じことをしては何も変わらない。それどころか、僕が逃げれば逃げた分だけ、その負債を違う誰かが払うのだと、いまレイナンドさんのおかげでわかった。

「ロードのことを頼まれたのは、僕だ。アイドこそ、いまの『ここ』には関係ない！」

　最初、レイナンドさんは『アイド』ではなく『相川渦波ぼく』に頼んでいた。

「なら、誰かアイドじゃない……！　これは僕がやらないといけないことだったんだ……！　この『千年前のヴィアイシア』で決着をつけるべきなのは僕！　ずっと僕だった!!」

　僕はアイドを連れてくると言い訳して、ただ地上に逃げたかっただけだ。

　アイドとロードを引き合わせて、『ここ』の問題を全て他人任せにして、それで本当に解決すると思っていたのか？　そもそも、この問題を地上にまで持ち込んで、また仲間たちに迷惑をかけるつもりだったのか？　千年前の記憶がないから自分は無関係と、まだ言うつもりか？

　レイナンドさんもロードも、いまの僕を見て、いまの僕と話していた。

『ここ』の人たちもベスちゃんも同じだ。彼らにとって、僕の千年前の記憶がないなんて関係ない。ずっとずっと、いまの僕に全力で訴えかけていた。なのに、それを僕は他人事のように見ていた。あれは全部、僕のことだったというのに――

「逃げても解決なんてしない……！　きっと千年前の僕が逃げたから、いま『ここ』がある……！　『ここ』の『試練』は、僕だけしか終わらせられない……!!」

　そんな単純なことは、最初からわかっていたはずだ。それでも、地上に逃げようとしたのは、『ここ』の本質に最初から薄らと気づいていたからだろう。『ここ』は『統べる王ロード』の罪だけでなく、『始祖カナミ』の罪も清算する場所だとわかっていたからだ。

　だから、逃げようとした。その自分の卑劣さに、自分で腹が立つ。

　僕の中の感情が荒れ狂っていく。レイナンドさんという犠牲者が出たことで、とうとう色々なものが振り切れてしまっていた。

「まだ間に合う。いや、間に合わせてみせる……！」

　――もう二度と逃げない。

　光の粒子が昇った暗い空を見て、記憶にない理不尽な罪だろうと真っ向から清算する覚悟を、いま僕は決めた。

　ハイリのときと違って、まだ可能性はある。この特殊すぎる環境なら僅かな望みはある。おそらくだが、レイナンドさんもベスちゃんも、まだ――

「ジ、ジーク……？」

　自問自答の叫びを繰り返す僕を見て、とうとうライナーが心配そうな声をあげた。

　すまないけれど、もう少し待って欲しい。ノスフィー戦で出し惜しんだ『魔法』を、いま使おうと思う。戦闘向きじゃないとか、妹の身体からだの負担だとか、成功率だとか、そんな言い訳も、もうやめる。

　理不尽が相手だからこそ、作法なんて気にする必要はない。これから戦う相手は、二人とも格上だ。ならば、最初から僕の最強の『魔法』を――いや、戦う前から最強の『魔法』を放ってしまってもいい。

「ステータス、スキル、『表示』――……」





【ステータス】




名前：相あい川かわ渦波　HP340/353　MP623/1165-200　クラス：探索者




レベル25

筋力14.01　体力15.54　技量20.77　速さ25.87　賢さ20.79　魔力45.23　素質6.21




先天スキル：剣術3.79

後天スキル：体術1.56　次元魔法5.33+0.40　魔法戦闘0.79




感応3.56　指揮0.89　後衛技術1.01

編み物1.15　詐術1.34　鍛冶1.00　縫製0.68　神鉄鍛冶0.56






「ジーク……。何を言って……いや、何をしようとしてるんだ？」

　魔力を練り始めた僕を見て、ライナーは不安そうに問いかけてきた。しかし、いまは彼に説明する時間さえも惜しい。すぐにでもノスフィーはロードを連れてくるだろう。それまでに終わらせないといけない。

「ライナー、少しだけ準備の時間をくれ。これから次元魔法で視みたいことがある」

「次元魔法で、視る……？　何を……？」

「――魔法《ディメンション》」

　練った魔力を解放して、この六十六層の裏側の世界全体に拡ひろげた。これからのことに必要なのは、何よりも情報だ。ありとあらゆるものを、魔法の視覚で視ていく。

　――『ここ』を覆う暗雲に、黒い空で光り輝く無数の星々。その温かな光の下、焼けていく国。怒号が響き、煙が立ち昇る戦火の渦中で、瓦が礫れきと化した多くの家屋が並ぶ。その傍そばで、鉄てつ鎧よろいを鳴らして駆け回る騎士たち。至るところで火の粉が舞い躍り、その火の粉の一つ一つが、赤い宝石ルビーの粉の如ごとく輝いている。赤く煌きらめく街道の奥には、高く聳そびえる城があって、そこに例の二人はいない。そこからもう少し遠くで、迷宮の六十六層に続く扉が、粉々に破壊されているのを見つける。そこから、こちらに向かって歩く二人の守護者ガーデイアンが。『風の理ことわりを盗むもの』ロードと『光の理を盗むもの』ノスフィーだ。あと少しで、この屋敷まで二人はやってくる。とてもゆっくりと――

　最初からわかっていたことだが、僕たちは詰んでいた。ロードに逃げ道を破壊されて、『ここ』に閉じこめられてしまっている。ただ、一切の動揺なく、僕は体内の『次元の理を盗むもの』の魔石の導くままに、例の次元魔法を使う。

「――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》」

　それはパリンクロンとの戦いで使った『特定空間内での未来予測』の魔法。

　魔法発動と同時に、知覚できる次元の数が一つ増えた。薄らとだが、枝分かれした無数の未来が視え始める。無限にあったはずの思考の空間スペースが、一瞬で未来という名の枝で埋め尽くされていく。それは大樹が育つに似た光景で――ただ、たった一つ認識できる次元が増えただけなのに、余りに際限がなく――、どこまでもどこまでも広がっていく枝で、頭の中が飽和していって――破裂しそうになる――。魔力が――処理が――追いつか――ない――、一瞬で――、頭が割――れそう――、にっ――!!

「まだ、力が足りない……!!」

　なら、違う方法で力を捻出すればいい。その手段を、僕は誰よりも知っている。

　少し前に、そうロードが教えてくれた。思い出させてくれた。僕は次元魔法の専門家であった以上に、呪術の専門家だったということを――





【スキル】




先天スキル：剣術3.79

後天スキル：体術1.56　次元魔法5.33+0.40　魔法戦闘0.79　呪術5.33




感応3.56　指揮0.89　後衛技術1.01

編み物1.15　詐術1.34　鍛冶1.00　縫製0.68　神鉄鍛冶0.56






　それを正しく認めた瞬間、『表示』のスキル欄にスキル『呪術』が追記された。

「――呪術《コネクション》、――呪術《ディメンション》」

　口にしたのは『魔法』でなく『呪術』。

　その二つの『呪術』を慣れた感覚で掛け合わせて、慣れた言葉を綴つづっていく。

「――呪術《詠唱》。

　――『僕は全ての罪過を償うと誓う』『この世の終わりになろうとも必ず』――」

　始祖として僕は、正式に原典の『詠唱』を行った。

　それはいつも通り、心の思うがままに口にするだけだったが、その『詠唱』によって、世界から無限の熱量エネルギーを抜き取られていく。

「だから、どうか……！　『僕にみんなを救わせてくれ』――!!」

　いまは払えずとも、最期には必ず『代償』は支払うからと、世界に誓った。

　真の意味で『詠唱』は成立していき、その誓いの重さと同じだけの魔力が、身体の底から湧いてくる。それはドロドロとした原液のような魔力だった。毒と呼べるほどに濃い魔力が、僕の身体を蝕むしばもうとする。身体ではなく心を溶かそうと襲い掛かってきたけれど、その『代償』をスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』を発動させて、後回しにする。

「――くっ、うぅっ、ぁあア!!」

　その溢あふれる膨大な魔力に任せて、僕は魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》を持ち直す。

　すぐに未来予測の続きを再開していく。思考の中に飽和している『ここ』の様々な未来の世界を冷静に眺めていく。

　ロードに触れることすらできずに敗北する未来。

　完全に心を折られて、ノスフィーに屈してしまう未来。

　抵抗の意思は折れずとも、地下深くに監禁されている未来。

　足あ搔がきに足搔いた末に、ライナーが死んでしまう未来。

　四人全員が共倒れし、『ここ』と共に消えていく未来。

　ままごとのように北と南の戦争を、『ここ』で永遠に続ける未来。

　視えるのは、血に染まった未来ばかりで、どれも悲惨なものだった。勝利と言えるものなんて一つもない。まだ勝利の未来を探して選ぶのは無理だと、僕は理解する。

　しかし、構わない。いま欲しいものは、そんな立派なものじゃない。ほんの僅かな可能性だけでいい。どんなに険しくても、か細くてもいいから、勝機が零ゼロでないことだけを、僕に教えてくれたら、もうっ、それだけでいい――！

「――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》ッッ!!!!」

『詠唱』の果てに、もう一度魔法名を呼んだ。

　そして、閃せん光こうのように一瞬だったけれども、望んだ未来の光景を僕は見る。

　それは億分の一以下しかない僅か過ぎる可能性の世界だろう。けれど、確かに『相川渦か波なみ』と『ライナー・ヘルヴィルシャイン』が、『統べる王ロード』と『光の御旗ノスフイー』相手に戦い、勝利している世界があった。その道筋が僅かでも存在することを、僕は確認した。

「――はぁっ!!　はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　ずっと止めていた呼吸を再開させる。それと同時に、『ここ』を満たしていた僕の次元属性の魔力が、世界に染み込むかのように消えた。

　肩を揺らして深呼吸を繰り返し、いつの間にか額に滴っていた大粒の汗を拭う。

　かなりの体力と魔力を消耗した。だが、多くの『呪術』を併用したことで、確かに『未来視』の魔法は完成し、成功した。

　ただ、手に入れた新たな未来の筋道は、本当に険しくてか細く、脆もろかった。

「ジーク……？」

　魔法に集中していた僕を我慢強く見守っていたライナーが、声をかけてきた。

　まず息を整えながら、心配をかけてしまったことを詫わびる。

「はぁっ、はぁっ……。ごめん、もう大丈夫。ちょっと補助魔法を使っただけだから……。けど、これで準備は終わったよ。いつでもあいつらと戦える。――いや、勝てる」

　おそらく、これが事前に使える補助魔法で、最高の魔法だろう。不完全とはいえ、これから起こる出来事を確認してから戦えるなんて、反則にもほどがある。

　それを聞いたライナーは少し悲しそうな表情を見せたあと、すぐに僕と同じように決意を固めた口調で答える。

「……覚悟を決めたんだな、ジーク。もう『ここ』で終わらせるんだな。なら――」

　僕の顔の次に見たのは、自らの剣。いま逝ってしまったレイナンドさんから授かった『シルフ・ルフ・ブリンガー』を見つめた。この現状にライナーも、色々と感じ入るところがあるようだ。その剣を強く握り締めて、彼は僕を真ま似ねて『詠唱』を始める。

「その誓いに、騎士ライナー・ヘルヴィルシャインも協力する。

　――『僕も罪過を償うと誓う』『この世の終わりになろうとも必ず』――」

　一字違いの『詠唱』が行なわれた。もちろん、呪術《詠唱》と違い、その効果は薄い。ただ、そのとき、何かの『契約』の完成を感じた。決して無視できない『代償』が、ライナーの身体に圧のし掛かっているのが傍はた目めからでもわかった。

「ライナー……」

　僕が呪術《詠唱》をしたのは、魔法を使うためだ。しかし、ライナーの『詠唱』のほうは、ほぼ無駄撃ちと言ってもいい。少し魔力の備蓄が増えたくらいだ。

　ただ誓うためだけに、いま彼は『詠唱』したのだ。

　その無茶を咎とがめようとして、すぐに僕は口を噤つぐみ、代わりにライナーが言葉を紡ぐ。

「二人で助け合って二人で生き抜く道を探すって、ジークが教えてくれただろ？」

　少し前、迷宮で僕が教えたことをライナーは実践しただけだ。

　それを咎めることなどできるはずもなかった。

「……ありがとう」

　だから、ただ礼を言った。そのライナーの『詠唱』は、これから先の戦いにも、最後まで彼がついてきてくれるという証明のような気がした。いま僕が見つけた細く脆い道を進むのに、これほど頼もしいことはなかった。

「ジーク、礼なんていらないさ。こういうときのために、ヘルヴィルシャインの騎士がいるんだからな……」

　当然だと仲間は言う。もうこれ以上の感謝の言葉は要らないようだ。

「なら、遠慮なく頼もうかな。僕の信じる騎士、ライナー・ヘルヴィルシャインに」

　これから下す自殺にも等しい命令を、騎士ライナーならば遂行できると信じている。思えば、このときのために、ずっと僕はこの地下での迷宮探索で彼を鍛えてきたのかもしれない。この薄らと予期していた最悪の戦いのために――

「――ふ、ふふっ。面白い話が聞こえましたね。ロード、渦波様がわたくしたちに勝つと言ってますよ？」

　ただ、その命令の前に、遠くから透き通るような声が届いた。

《ディメンション》で接近には気づいている。ヴォルス家の屋敷の庭に現れたのは二人の少女。まず南の方角から、光の旗を持ったノスフィーが現れた。続いて、北の方角から風の銃剣バヨネツトを持ったロードが現れる。

「ははっ、渦波が勝つじゃと？　この妾わらわたちにか？　ははははっ」

『過去』に死した大英雄二人に挟まれた。この二人こそが、千年前の『北連盟』と『南連盟』の最大戦力。地上では伝説として語り継がれている『統べる王ロード』と『救世の御み旗はた』。

　身体からだが震える。まるで、天まで届く津波に挟まれたかのような気分だった。

　しかし、絶対に逃げはしない。いま思えば、この二人に勝利することだけが、『地下／過去』から『地上／未来』に帰るための、本当の意味での道だったのだ。

　僕は嘲笑する守護者ガーデイアン二人を放置して、構わず命令の言葉を続ける。

「騎士ライナー。これから僕がロードと話す間、ノスフィーを完璧に抑えてみせろ。いまここで終わらせるには、あいつが邪魔だ」

　その命令にノスフィーは眉を顰ひそめて、ロードは驚きで目を見開いた。

　ライナーだけは嬉うれしそうに笑って、騎士らしく礼を返していく。

「了解した。我が主、ジーク」

　その短い返答と同時に、ライナーは口の端を吊つり上げたまま、身に着けていた指輪や腕輪を全て、地面に捨てる。そして、最後に『シルフ・ルフ・ブリンガー』と『アレイス家の宝剣ローウェン』を抜き、その鞘さやさえも捨てることで限界まで身を軽くして、南のノスフィーと向かい合った。

　それに僕も続く。ずっと手に握っていた、レイナンドさんがライナーに毛布代わりにかけていた外がい套とうを振り回し広げ、羽織る。そのぶかぶかの黒いローブに身を包んだ姿は、『過去』の僕と少し似ている。始祖と呼ばれた次元魔法使いに戻ったつもりで、次元属性の濃い魔力を纏まとって、北のロードと向かい合う。

　僕たちは背中を預け合い、五十守フイフテイガ護者ーデイアンと六十守シツクステイ護者ガーディアンに挑戦の意思を見せた。





◆◆◆◆◆






　僕とライナーが前に出てくるのを見て、ロードは心底不思議そうに呟つぶやく。

「渦波よ、本当に逃げぬのか？　この戦力差だぞ？」

「……逃げたいよ。合理的に考えても、逃げるのが正しい道だと思う。けど、もう『合理的』だからとか『正しい』からとか言って、言い訳するのは止やめにしたんだ。これから僕は、少しでも望みがある限り戦い続ける」

「は、はははっ！　真っ向勝負か！　それならば話は早い！――『私は歩む道を選ばない』『私は風』、『世界全てを歩き続ける』。『そう願ったのを覚えてる』――！」

　ロードは笑い、少し前に魔法の授業で教えてもらった基礎の『詠唱』を行った。

　そして、その次に放たれるのも、基礎中の基礎の魔法だった。

「――風魔法《ワインド》。逃げぬのならば、妾わらわたちの圧勝じゃ」

　だが、その風の魔法は基礎の範囲には収まらない。一瞬にして、世界の天候を変えていく。上位魔法の《ゼーアワインド》のように力強く、広範囲に強風が吹き荒れて、降り注ぐ雨の全てを弾はじいた。

　その強風を搔き分けてロードに近づきつつ、僕は仲間に最後の指示を与える。

「ライナー、こっちはすぐに終わらせる。それまで、持ち堪こたえろ」

　後方のライナーは無言で頷うなずいた。もう彼の意識は南のノスフィーだけに向いている。北には一いち瞥べつもくれなかった。ただ、睨にらまれっ放しのノスフィーは少し不快そうに――こちらもまた規格外の基礎魔法を編んで、前準備を終わらせる。

「――光魔法《ライト》。ロード、どうやら渦波様たちは、わたくしたちを分断したいようですね」

「はははっ。策に乗ろうぞ、ノスフィー。即興で共鳴魔法などをされるより、各個撃破したほうが確実じゃろうて」

　地力は上であると確信しているのだろう。

　不確定要素は排除すべきだと、ロードは提案した。

「ロードと渦波様が一対一ですか……。確かに地力で上回っている以上、そちらのほうが正しいのでしょうが……。いえ、『友』の言葉を信じましょう。渦波様は任せます」

　ノスフィーは少し顔を顰しかめたが、最終的には提案を受け入れた。

「うむ、任せよ。この妾わらわに敗北などありえぬ」

「ええ、ロードは誰よりも強いですからね。こちらもそちらに負けぬよう、早く終わらせます。ライナーは無傷で捕らえて、今日と言う記念日のプレゼントにしてあげます」

「……期待しておるぞ」

　こうして、四人の利害が一致した。

「では、渦波様。わたくしはライナーと遊んでいますので、少しお待ちくださいませ。すぐに終わらせて、そちらに向かいます」

　ふてぶてしくノスフィーは別れの挨拶をしたが、それを僕は黙殺する。

　ここから先は、僅かな魔力の無駄遣いもできない。ノスフィーの全てをライナーに任せて、《ディメンション》をロードだけに集中させる。

　そして、二つの戦場を遠ざけるように、ロードと僕は移動していく。屋敷の庭から出て、人ひと気けのない道に出る。向かい合った僕とロードは、戦いの前に最後の会話を交わす。

「ロード、先に言っておく。これから僕は『ここ』の全てにけりをつけるために、おまえと一緒に『過去』を振り返るつもりだ。どれだけ喚わめこうと、もう止めないからな。その耳を、絶対に塞ぐなよ」

　説教じみた物言いで強気に話しかけた。間違いなく、ロードは説教の類たぐいが大嫌いだ。

　ゆえに、あえて僕は彼女を怒らせにいく。いま僕の目もく論ろんでいる勝ち筋には、ロードに本気を出させることが何よりも重要だった。守護者ガーデイアン最速であろう『風の理ことわりを盗むもの』を捉えるには、姑こ息そくな手を使わないと触れることすらできない可能性がある。あと単純に、飛行能力のあるロードに、冷静に長期戦を狙われると困る。

「『過去』を振り返るじゃと？　『ここ』から逃げようとしている渦波がか？」

「逃げようとしたのは謝るよ、ごめん……。けど、もう逃げないって決めた。だから、もうおまえも逃げるなよ……」

「何を勝手なことを言っておる……！　大人しく、そのような説教を聞く妾わらわではないぞ！　なにせ、妾わらわは、もう――」

「わかってる。だから、話は無理やりにでも聞いてもらう。ああ、無理やりだ」

「補助魔法しか使えない渦か波なみが、妾わらわと一対一など勝負になるものか……」

　ロードは小さく首を振る。いまでも彼女は、徹底抗戦しようとする僕の考えが信じられない様子だ。そう思うだけの力の自負があるのだろう。

「僕を舐なめるなよ。こと『剣術』においては、僕の右に出るやつなんていない」

『ここ』に落ちてきてから、ずっと後衛に甘んじてきた僕だが、それは前衛ができないからじゃない。全体の効率を考えて、あえて後ろに下がっていただけだ。

　ただ、まともに僕の『剣術』を見たことのないロードは、それを虚栄と判断していく。

「弱体化させたアレイスを運良く倒したからと、調子に乗りすぎじゃ……！　隠れて魔法を撃つだけしかできぬくせに……!!」

「『過去』の僕と一緒にするな。『過去』は『過去』でしかないんだ……」

　ずっとロードは、千年前の『過去』と重ねて世界を見ている。

　それを否定する為ために、僕は魔法でなく剣を持って宣言していく。

　その戦意を受けたロードは、背中の翼に纏わせた魔力を肥大化させた。そして、右手の銃剣バヨネツトの銃口を僕に向ける。会話と脅しで、僕を降参させるのは不可能と悟ったようだ。

「ならば、妾わらわを後悔させてみるとよい！　その全てを妾わらわは否定し、またそなたを『臣』に加えようぞ！　かかって来るといい、渦波!!」

「ああ、行くぞ！　ロード――!!」

　それを戦いは始まり、僕は駆け出した。

　まず僕は魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》で、相手の銃剣バヨネツトの射線を読もうとする。だが、その必要はないと、すぐに気づく。ロードは銃剣バヨネツトを銃としてでなく、剣として使おうとしていた。無造作に銃剣バヨネツトを構えて、全く動かない。

　先の僕の言葉を否定する為に、あえて僕の接近戦に付き合うつもりのようだ。

「まず、その『剣術』とやらを見せてもらうぞ。この妾わらわに付け焼刃の剣など通用せぬ」

「言われなくても、いま見せてやる――！」

『剣術』を見せつけるために、僕は真っ直すぐ駆ける。

　話を有利に進めるためというのもあるが、何より彼女の『統べる王ロード』としての強さを否定したかった。それが、この戦いの勝利の絶対条件であることを《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》で――魔法の『未来視』で視みている。

　勢いよく『クレセントペクトラズリの直剣』を振り抜く。しかし、返ってくるのは鉄を打ったかのような硬い音だった。剣を受けたロードは、にやりと笑う。

　実体のある『クレセントペクトラズリの直剣』と違い、ロードの銃剣バヨネツトは魔力で構築されている。彼女は一瞬だけ銃剣バヨネツトの実体を失わせて、僕の剣をすり抜けさせた。

　僕はスキル『感応』を発動させ、次にスキル『剣術』から対応する技を教えてもらう。柄つかの端にある柄頭を使って、迫りくる銃剣バヨネツトの先を叩たたき弾いた。もう一度、甲高い鉄の音が鳴り、ロードは体勢を崩す。

「やるなっ！　じゃが――!!」

　しかし、崩れた体勢に隙はなかった。いまロードは身体が泳ぎ、左足一本で爪先立ちになり、重心は傾き切っている状態だった。

　なのに、どこに剣を打ち込んでも倒れる気がしない。その理由は単純だ。

「――《ワインド》」

　完璧に制御された風の魔法を使って、ロードは身体のバランスを取っていた。

　そして、そのありえない体勢から、滅め茶ちや苦く茶ちやな筋力に物を言わせて、馬鹿みたいな威力の斬撃が飛んでくる。

「くっ――！」

　僕は追撃を断念して、剣の腹で防御する。

　決定的な隙を作ってやったと思ったが、逆に反撃を貰もらってしまった。

「はははっ！　確かに、前とは少し違うようじゃな！　じゃが、その程度では足りぬぞ！」

　ロードは宙返りして、とうとう空中を足場にした。

　身体を逆さまにして、《ワインド》で固めた空を踏み抜き、僕の頭上から銃剣バヨネツトを斬り上げてきた。その滅茶苦茶な斬り上げを、なんとか剣の腹で防ぐ――ものの、まだ彼女の連撃は続く。弾いたはずのロードの剣が、周囲の風に導かれて、慣性を無視して再度襲ってくるのだ。

　ゆえに最高位のスキル『剣術』を持っているにもかかわらず、防戦を強制される。

　当然だが、間違いなく『剣術』は僕のほうが勝っている。ただ、単純に彼女の肉体の動きが速過ぎる。その出で鱈たら目めな構えが、剣けん閃せんが、体重移動が、もはや『剣術』の枠を超えてしまっている。その出鱈目を実現させているのは風の魔法《ワインド》だ。

　少し前にロードは、基礎ができたら何でもできると言っていた。それを証明するかのような、無詠唱の《ワインド》の連発だ。無重力空間で踊るかのような剣の舞いは、もう『風剣術』とでも呼ぶべき別のスキルの域に至っていた。

「ははっ！　どうじゃ、渦波！　妾わらわのほうが強かろう!?」

　防戦一方の僕を見て、ロードは自慢げに笑った。

　その早計過ぎる勝利の確信に、僕は何か言い返したかったが、黙って受け入れる。まだ僕の『剣術』の本領が発揮されていないことを、わざわざ相手に教える必要はない。

「剣だけではないぞ！　さらに、妾わらわは！　こう戦っても、強い!!」

　何も言い返さなかったせいか、さらにロードは調子を上げていく。

　その銃剣バヨネツトを囮おとりにして、余った左腕で僕の服の裾を摑つかみにかかる。『剣術』だけでなく『体術』もできると証明したいのだろう。自慢するだけのことはあり、その急な戦術の転換に、僕は反応が遅れてしまう。

　裾を摑まれて、乱暴に真横へ投げられる。ロードの人外の膂りよ力りよくにより、僕の身体からだは弾丸のようにヴィアイシアの街を真横に翔かけ飛ぶ。建ち並ぶ家屋の壁にぶつかり、ぶち抜き――さらに、勢いを失うことなく、隣の家屋の壁にもぶつかり、またぶち抜き――それを五回ほど繰り返したあとに、街道の上を勢いよく転がった。

「ぐっ――、がっ、――はぁっ!!」

　レベルの上昇により、僕の身体の耐久力とＨＰは跳ね上がっている。家屋より頑丈になってしまった自分の身体に感謝しながら、巻き起こった土煙の中、すぐさま立ち上がる。とはいえ、全く痛くないわけじゃない。当たりどころが悪ければ、骨が折れることもあっただろう。

　立ち上がり、地形情報を再収集しようとして――魔法《ディメンション》でなく肉眼が、すぐ近くで騎士たち数人が武器を構えているのを見つける。

「――な!?　ま、まさか、騎士団長殿!?」

「しかし、なぜ壁を突き破って……!?」

　突如、何者かが吹っ飛んできたかと思えば、それが捜索中の謀反人だったのだ。彼らが焦るのは当然だった。しかし、いまは彼らの相手をしている場合ではない。

　僕は返答することなく跳躍して、突き抜けてきた家屋の上に登る。そのまま場所を移動して、騎士たちを振り切ろうとする。

　そのとき、超高速で飛来する弾丸の存在を《ディメンション》が察知した。

「――っ!!」

　身体を仰のけ反らせて、風の弾丸をかわす。

　そして、僕と同じように屋根の上に登ったロードを、少し遠くで見つけた。

「逃げるな、渦波!!　逃げても無駄じゃぞ！　なにせ、この距離でも妾わらわは強い！　どこにいても、どんなときでも、どんな戦いでも、誰よりも妾わらわのほうが強い！　ゆえに、妾わらわは全ての上に立つ『統べる王ロード』と呼ばれたのじゃ!!」

「馬鹿かっ！　いいから場所を移すぞ！　ここだと人を巻き込む!!」

　屋根に上がったことが逃げていると判断されたようだ。

　その短慮すぎる思考に僕は呆あきれながらも、移動を促す。

「移す!?　なぜじゃ!?　どこにいても同じじゃ！――魔法《フライシューツ》!!」

　だがロードは、必要ないと返して、銃口から圧縮された風を大量に撃った。

　高速飛来する風の弾が無数に襲い掛かってくるが、僕の使う《ディメンション》は遠距離武器と相性がいい。その弾道を全て読み切って、その全てを避ける。

　その結果、僕の後方で無数の爆発が巻き起こった。

「こ、この――！　同じなわけないだろ、馬鹿……！」

　どうやら、この風の弾は着弾と同時に炸さく裂れつするようだ。

　ロードは魔弾を撃ち続け、それを僕は屋根から屋根に飛び移りながら避けていく。当然、ヴィアイシアの街が次々と破壊されていく。爆撃に晒さらされたかのように、屋根が吹き飛んでいく。破壊音と共に、狼煙のろしが上がっていく。その目立ちすぎる攻撃から、彼女が周囲の騎士の介入を何とも思っていないことがわかった。

「ちぃっ、渦波め！　この程度は避けるか！　ならば、弾の種類を変えるまでじゃ!!――『迅雷と疾風は環わとなりて』、『我は異弾を魂に込める』――!!」

『詠唱』と共に、魔力を練り始めるロード。そのとき、階下の街道から声があがった。

「あ、あれは『統べる王ロード』様……!?　もしや、騎士団長殿と戦っている!?」

「ああっ、『統べる王ロード』だ！　我らが『統べる王ロード』は、この危機に帰ってきてくれたのだ!!　やはり、我らが救世主は誰も裏切ってなどいなかった!!」

「やっと帰ってきてくれたのですね!?　『統べる王ロード』様の故郷である『ここ』に!!」

　数人の騎士がロードの姿を見て、歓喜していた。

　ただ、その激励を受けたロードは顔を歪ゆがませる。その後、吐き出すように命令する。

「――じゃ、邪魔するでない!!　控えておれぇええ!!」

　王の叱しつ咤たを受けて、援軍に駆けつけようとした足を騎士たちは硬直させた。

　自らの民たちの声を聞いて、ロードは苛いら立だっていた。

　そして、その感情が漏れ出るかのように、ロードの周囲が帯電し始める。濃い風の魔力が吹き荒れて、バチンッバチンッと雷が音を立てて迸ほとばしる。

　次第に雷は一箇所に集中していった。ロードの手にある銃剣バヨネツトが帯電に帯電を重ねることで、異常な力を発し始めるのを《ディメンション》が感じ取る。

　――こ、これは……!?　こっちに来てから馴な染じみがないけど、まさか磁力？

《ディメンション》と元の世界の知識が、その正体を予測させる。独特な電流の動きが、筒状の磁力の結界のようなものを発生させているのは間違いなかった。磁力を分析する《ディメンション》が危険性を読み取り、スキル『感応』が警告音を頭の中に鳴らす。

　――ま、不ま味ずい！

　理解したと同時に、僕は真横に飛び退のいた。

「駆け抜けろぉお！　雷らい霆ていの魔弾よ!!」

　瞬間、目を眩くらませる閃光が世界に満ち、紫電の弾丸が駆け抜けた。

　放たれたと思ったときには、先ほどまで僕がいた空間は貫かれていた。

　その威力は異常だった。次元魔法でもないのに、弾丸の通った後の空間が歪んでいる。

「ちっ、初速くらいは避けるか！　しかし、この弾は誤差調整の試弾！　まだまだ妾わらわの弾は『加速』するぞ――!!」

　運良くかわせた。けれど、まだロードは止まらない。薬やつ莢きようの再装塡の如ごとく、黒く染まった魔力を銃剣バヨネツトから排出し、さらなる魔力を練り始める。

　恐ろしいのは帯電だけではない。風も魔力も膨張が止まらない。その自然災厄じみた魔力運用に、僕は冷や汗を流す。余裕ぶって笑い続けようと思っていた口元が固まりかける。言葉には出さないが、心の中ではロードに制止をかけてしまう。

　――待て……！　そ、それは何だ……!?

　細い銃身の中に無数のカマイタチの風が発生して、複数の真空の管ができていた。それだけじゃない。空気の圧縮と膨張を繰り返して、極小だけれども擬似的な重力崩壊までも発生している。およそ、魔法世界に似つかわしくない科学的な『力場』が、あの小さな銃剣バヨネツトの中に展開されていた。こんな馬鹿げた光景を見れば、冷や汗の一つくらい出るのは当たり前だ。そして、間違いない。これを教えたのは僕の世界の住人――

「二速じゃ！　死ぬでないぞ、渦か波なみ！　これこそ、『過去』のそなたから授かった力！　そのそなたの罪を、直じかに食らえい!!――《『魔弾フライシユーツ』重崩色のナハトカル非風剣ト・グラム》ッ!!」

　――教えたのは、『始祖カナミぼく』以外にいない！

　僕のセンスに似た魔法名称が耳にしたとき、それを確信する。その叫び方は、少し前にライナーに教えた魔法運用方法と全く同じだった。

『始祖カナミぼく』は、こんな馬鹿に何て危ないものを教えているのだろうか。もう何度目になるかわからない『過去』の自分への悪態をつきつつ、僕も魔法を叫ぶ。

「――魔法《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》!!」

　それを避けるのは物理的に不可能なのはわかっている。ゆえに本命は、空間をずらすことによる射線の変更だ。

　二人が叫び終えたとき、同時に魔法は発動した。瞬間、ロードの銃剣バヨネツトの銃口が、真っ黒に輝く。黒い弾が見えたと同時に、世界に線が引かれていた。それは『光線レーザー』でなく『闇線レーザー』とでも言うべき黒線だった。ただ、その『闇線レーザー』は僕の腹に当たる直前で曲がった。次元のずれによって、軌道を変えて空に向かって突き進んだのだ。

　直後、獣の断末魔の叫びにも似た甲高い音が、世界一杯に響いた。

《ディメンション》で後方を確認すると、黒線の先で大きな穴が空いていた。科学の教科書に載っていたブラックホールの写真を思い出させる穴が、『ここ』の結界に穿うがたれていた。そして、そのぽっかりと空いた風穴の周囲に、亀裂が入っていく。

　空間に皹ひびが入り、ポロポロと空が剝がれ落ち始めた。千年前に『始祖カナミ』が作った結界の膜が、卵の殻のように砕けているのだ。

「――おまえ!!　『ここ』を壊す気か!?」

「う、うるさいのじゃ！　渦波がおれば、どうせ直る!!」

「だからって、おまえ！　それは人のいるところで撃っていい魔法じゃないだろ!!」

「これはかつて渦波が、人を撃つために教えてくれた魔法じゃぞ!?　なら、カナミに撃って何が悪い!!」

「僕がそう言ったのか!?」

「そうじゃ！」

「……な、なら、僕にだけは撃っていい！　けど、このヴィアイシアという国に向けては撃つな!!」

「そなたに撃っておる！　ヴィアイシアに当たるのは、避けるからじゃろう!?」

「そりゃ避けるだろっ、こんなの!!」

　非現実的な魔法を見た混乱のせいか、僕たちは子供のように文句を言い合った。

　またロードが魔弾を込めようとするのを見て、僕は接近戦に切り替えるために駆け出した。そう何度も何度も、いまのような弾を撃たれるのは不味い。だが、駆ける途中で、違和感に気づく。左腕に上う手まく力が入らない。よく見ると、左腕はぶらりと垂れ下がっていた。続いて、脳を突くかのような鈍痛に襲われる。

「なっ――!?」

《『魔弾フライシユーツ』重崩色のナハトカル非風剣ト・グラム》は完璧に避けてみせた。かすってすらいない。

　なのに、腕が捩ねじれて、折れていた。本当に僅かな余波だけで、腕一本をやられた。

「ん……？　ふっ、ふはははっ、折れたのか!?　どうじゃっ、どうじゃどうじゃどうじゃ！　妾わらわの『魔王』の力を思い知ったか！　ようやく、一つもっていったか！　ふはははっ、これで接近戦は妾わらわの圧勝じゃな!!」

　それを見たロードは喜び、魔弾の再装塡を止やめて、こちらに駆け出した。

　負傷で能力の落ちた僕相手ならば、あとは近づいて捕縛するだけだと思ったのだろう。

　ロードは空を蹴って飛ひ翔しようし、重力を嘲あざ笑わらうかのように近づいてくる。

「ちっ――!!」

　僕は舌打ちしながら剣を構え、迫りくる銃剣バヨネツトを弾はじく。しかし、片手だけではバランスが悪い。何度も銃剣バヨネツトを強打されていくだけで、折れた左腕が痛む。徐々に僕の防御は崩されていき、ついには大きな隙を作ってしまう。その隙を突いて、ロードは折れた腕を摑つかんで、そのまま一本背負いのように僕を投げた。

　またロードは戦いながら逆さまになっていた為ため、地面に叩たたきつけられるのではなく、空に向かって僕は投げ落とされていく。折れた腕が、痛みで燃え上がる。なにより、投げ飛ばされるスピードが速過ぎて、全身を打つ風が凶器となっていた。風との摩擦だけで、身体が焼け焦げそうだ。そして、ようやく投げの勢いが止まって、身体が浮遊感に包まれたとき、ロードと目が合う。

　上空百メートルの空にて、翼を広げた余裕の表情のロードが先回りしていた。

　銃剣バヨネツトではない方の手のひらをこちらに向けて、叫ぶ。

「――《ゼーア・ワインド》!!」

「くぅっ!!」

　目に見えない大おお槌つちを振り下ろされたかのように、今度は下に向かって吹き飛ばされる。

　高層ビル三十階分はあった高さが一瞬で消失した。

　ただ、落とされた先はヴィアイシア城の近くにある川だった。全身に衝撃が突き抜けて、視界が水で一杯になる。着水に合わせて姿勢を変えたものの、あってないような受身だった。僕を殺したくないロードは「地面に投げるよりかは、水のほうが柔らかい」と思っていそうだが、こんな勢いで叩きつけられたら、下手すれば水面のほうが硬い。

　全身の骨が嫌な音をたてて、軋きしんでいく。

　レベルアップで肉体が強くなっているとはいえ、限界がある。人体の構造はそのままである以上、脳のう震しん盪とうを起こしてもおかしくなかった。

　だと言うのに、上空のロードは遠慮なく追撃を入れようとしていた。

　翼を使って、弾丸のように落下してくるロードが、その拳を川に振り下ろす。

　元々の馬鹿力に落下のエネルギーが加わり、ただの『体術パンチ』が別の現象に至っていく。

「――――ッ!!」

　水中なので発音はできないが、僕は《ディフォルト》を発動させて川の外に逃げる。

　そして、川の横にある畔ほとりで、肉眼でロードの拳の力を目の当たりにする。

　大量の水風船が割れたかのような音のあと、川の水全てが弾けて、空に浮かんだ。さらに、水のなくなった川底の地面が拳で砕けて、地割れのような裂け目が入る。その裂け目の奥は、空に出来た大穴と同じく真っ黒だった。

　ロードは『ここ』の結界を、物理的な攻撃だけで砕いた。

　痛む左腕を押さえながら、その無茶苦茶な攻撃を行った川底のロードに文句をつける。

「ロード!!　本当に『ここ』が壊れるぞ!?　構わないのか!?　何のためにおまえは『ここ』で千年過ごしていたと思ってるんだ！　何もかも、無に帰きすつもりか!?」

　地盤から崩され、ヴィアイシアの城が傾き始めていた。

　このままだと、城が周囲の城下街も巻き込んで崩落してしまう。

「うるさい!!　渦波が避けなきゃ問題ないのじゃ！　早く食らって、気を失えい!!　それで、この戦いは終わりじゃ!!」

　ロードは僕に責任転嫁をしつつ、川底から飛び上がる。

　そして、空に浮かぶ黒い穴を背にして、翠みどり色の魔力を輝かせる。ここまでの戦いでロードの魔力は全く減っていなかった。その無尽蔵な魔力は彼女が守護者ガーデイアンである証明であり、『未練』の深さの証明だ。

　魔力は無限だが、それは余りに虚むなしい強さだった。魔力が減らないのは、『未練』を引き摺ずり続けているからと知っていると、その輝きが急に痛々しく見える。

　――ただ、見る者によっては、その輝きが神々しくも見えるのだろう。

　事情を知らなければ、それは神のような力だ。

　空で無限に輝くロードの姿を見て、遠くから歓声があがる。

「流石さすがです、『統べる王ロード』様！　そのまま、騎士団長殿を捕縛してくださいませ!!」

「『統べる王ロード』様が帰ってきてくれた！　そして、その手で、裏切った団長を捕まえてくれる！　やはり、全ては団長殿が元凶だった！　王は変わらず、『北連盟』の王だ!!」

「『ここ』にいる誰もがっ、王様を応援しています!!」

　川の周囲に騎士たちが集まろうとしていた。よく見れば、家の奥に閉じこもっていた国民たちも出てきていた。老人も子供も、誰もが『統べる王ロード』の雄姿を見にきている。

　あれだけ派手に戦えば、それも当然だ。ヴィアイシアの住民は、これだけの戦闘を行える人物のことを、誰よりも知っている。我らが救世主である『統べる王ロード』のことを、誰よりも愛している。そして、その『統べる王ロード』の勝利を、誰よりも信じている。

　ただ、その無数の声援を受けるロードは、震え出す。

　いまにも墜落しそうなほど、身体からだに不調をきたしていく。

「ち、違う……！　妾わらわはおまえたちのために渦波を捕まえようとしているのではない！　妾わらわはおまえたちを……、おまえたちを！　はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　その小さな呟つぶやきを、僕は《ディメンション》で捉えていた。だが、地べたで騒ぎ続ける国民たちには、到底聞こえない。だから、その声援は、いつまでも続く。

「私たちは皆みなっ、王様のことを信じていました!!」

「こうして、戻ってきて、このヴィアイシアを救ってくれると――！　ずっとずっと信じていました!!」

「この日から、我らの反撃が始まるのですね！　『統べる王ロード』様がいる限り、このヴィアイシア国は不滅です！」

「ああっ、『統べる王ロード』様！　我らが『統べる王ロード』！」

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』――!!」

　いつの間にか、百に近い民たちが諸もろ手てをあげていた。裏切りの悪者である僕を、正義の王様が断罪してくれると期待して、声援を送り続ける。

　――そう。みんなは期待をしている。

　その期待を背負うロードは、口の端を限界まで下げて、歯を食いしばる。

　そして、僅かに開いている口から、唸うなり声を漏らす。

「こんなになっても、まだ妾わらわに期待しておるのか……!?　いま、この国を壊しておるのは、渦波でなく妾わらわじゃぞ!?　それでも……はぁっ、はあっ、ひゅうっ――！」

　ロードの体調は悪くなるばかりだった。僕との戦いでは全く呼吸を乱していなかったというのに、声援を受けて息切れを起こしていた。

「ひゅ、ひゅうぅっ――！　ひゅはっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ――！　そ、その期待が重いのじゃ！　重い、重い重い重い!!　ああっ、もっと身を軽く……！　世界を軽くしなければ、わ、妾わらわが、もたぬ――!!」

　いつかと同じ過呼吸の症状に陥り、半狂乱になって空で魔法を編み始める。

　初めて見る魔法構築だった。風属性とは少し違う。

「全自動かつてに動くだけの人形は！　空に控えておれい!!――呪術《忘却拡散リヴアース》!!」

　ロードは翼を広げて、城の周辺に旋風を起こした。

　その風に触れた人々が、一瞬で粉々となっていく。強風に煽あおられた砂の城のように、光となって消えていく。そして、その輪唱のような声援が――

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べロー――

　途切れた。その光景に、僕は目を見開いて驚く。

「なっ――!?」

　完全に消失したわけではないだろう。消えた後に残った魔石が、それを証明していた。

　ただ、その残った魔石たちは、ふわりと宙に浮いて、空に昇っていく。おそらくだが、以前に見た星々に戻ろうとしているのだろう。ずっと僕たちの戦いを観戦されるよりかは安全かもしれないが、声援を貰もらっていたロードがしていいことではないと思った。

「ロード！　みんな、おまえを想おもって名前を呼んでいたんだぞ!?　その想いも、おまえは要らないって言うのか!?」

「お、想ってるじゃとぉおお？　噓うそをつけ!!　妾わらわのことを想うなら、なんで置いていったのじゃ!?　誰も彼も妾わらわを置いて、自分一人だけで納得して！　期待するだけして！　妾わらわに期待するなら、妾わらわからの期待にも応えてくれなければ不公平じゃろうがあ!!」

　いまの行為を糾弾されることが、ロードは甚だ心外だったようで、大口を開けて叫び返してきた。ここに来て、新たな彼女の側面が見えてくる。不公平という言葉が出たのは、いまが初めてだった。

「ああっ、もう!!　みんな邪魔じゃ、邪魔じゃ邪魔じゃ邪魔じゃっ！　そんな目で、妾わらわを見るな！　視線が身体に圧のし掛かって、重くなるじゃろうが！　重いと、渦か波なみに負けるじゃろうがあああああアアアア――!!」

　そのまま、ロードの起こした旋風は国中に拡散していく。

　続いて、各地で光の狼煙のろしが上がり始めた。《ディメンション》で確認せずともわかる。興奮して錯乱したロードが、『ここ』にいる全国民を退場させていっているのだ。

「ひゅ、ひゅうっ――！　はあっ、はぁっ！　は、ははははっ！　これで、少し世界が軽くなったぞ!?　これで『ここ』は、四人だけとなった！　『妾わらわ』と『ノスフィー』、『渦波』と『ライナー』！　もう四人だけでよい!!」

「ロード！　子供のような癇かん癪しやくを起こすな!!」

　できればロードには、この千年前の国民たちと向き合ってほしかった。しかし、彼女は『ここ』の『都合のいい過去』さえも無に帰そうとしている。

「子供のような癇癪を起こして、何が悪い!?　妾わらわは童こどもじゃ、誰よりもな!!」

「ば、馬鹿かっ。自分の身体を見ろ！　そんな大きい身体で何を言ってる!!」

「身体が大きい……。だから、妾わらわが大人と言いたいのか？　はっ、ははははは。ははっはははは、はああああアアア――!?!?」

　笑いながらロードは激げき昂こうして、威嚇しながら突進してきた。

　そして、その激情のままに、銃剣バヨネツトを乱暴に叩きつけてくる。

「おまえは地上で何十年も、王という役職をこなしてきた立派な大人だろう!?　さらに言えば、『ここ』で千年も生きた！　自分の年を数えてみろ、年を!!」

「婆ばばあだから、自重をしろと言うのか!?　そんなことできるものか!!　どれだけ長い時間を経験したとしても、中身が伴っておらねば意味などない！　無駄に年を重ねただけの大人は、そこらの子供より厄介だと知らぬか!?　まさに妾わらわはそれじゃ！　ずっと妾わらわは空っぽじゃった！　期待に応えるだけの、意思も何もない空っぽの王!!」

　僕の反論に対して、ロードは何度も銃剣バヨネツトを振るう。

　乱雑に叩きつけながら、呼吸する暇すら惜しんでは叫ぶ。

「しかし、それは妾わらわのせいではないぞ!?　妾わらわは悪くない!!　勝手に時間が加速していったのじゃ！　一秒経たったと思ったら一分になって、一分経ったと思ったら一時間になっておって！　そして、一時間が一日に、一日が一ヶ月に、一ヶ月が一年になって！　いつの間にか、王としての人生を終えてしまっていた！　本当に何の中身もない人生じゃった！　ゆえに、妾わらわが何かを学ぶことはなく、成長などあろうはずもなく、ずっとずっと子供のままじゃ!!　渦波よ！　そなたならば、それをわかってくれるはずじゃ！　そなただけが、妾わらわにわかると言ってくれた！　妹のいない時間は止まっているかのようだと言っておったろう!?――妾わらわもだ！　あの日、『風の理ことわりを盗むもの』になってしまっときっ、弟を失ったときっ、妾わらわの人生の時計は壊れてしまって、ずっとずっと動いておらん!!　だから、おぬしも妾わらわも、永遠に大人にはなれんのじゃあああああああああああああ――!!」

　ロードは自らの『過去』を告白していく。

　人生は空っぽで、最期は理不尽に死んで、終わってしまった。だから、拗すねて、いじけて、癇癪を起こしている。まるで子供のように……。

　その気持ちが少しだけ僕にもわかった。

　思えば、僕も少し前に、地上で同じようなことを叫んでいたからだ。

　――僕もロードも子供。

　それは否定しようがない事実かもしれない。だから、そんな子供の僕たちを羨ましがって、ノスフィーまで真ま似ねし始めてしまったのだ。それが『ここ』の崩壊の始まり。

　しかし、だからこそ僕は、自分のことを棚にあげてでもロードの叫びを否定していく。

「そうかもしれない!!　けど、だからと言って、大人になることを最初から諦めていいわけないだろ!?　みんながみんなっ、大人になった実感があって大人をやってるわけじゃない！　大人になったって自分に言い聞かせて、必死に生きていくんだよ!!」

「妾わらわにも、それをしろと!?　大人ぶって生きて、人の生を無駄にしてしまったのにか!?　また大人ぶって生きて、次の守護者ガーデイアンの生も無駄にしろと!?」

「無駄にしろとまでは言ってない！　いますぐ大人に戻れとも言わない！　ただ、自分が子供だってことを言い訳にして、やりたい放題するのはやめろ!!」

「そんな自制心があったら、自分を子供だなんて言っておらぬわ！　時間が加速して加速して加速し過ぎてっ、記憶は削れて削れて風化してっ！　妾わらわの人生の体感時間は、数年ほどしかない！　ああっ、まだ妾わらわは数年しか生きておらぬ！　ゆえに、妾わらわの年はまだ一桁！　子供も子供、少女の所存じゃ!!」

　わかっていたことだが、正しいだけの言葉ではロードを説得することはできない。むしろ、怒らせるだけ。彼女の猛攻を凌しのぎながら、それを再確認する。

「ちぃっ！　また受け流したじゃと――!?」

　怪け我が人にん相手に攻め切れないことに、ロードは疑問を浮かべていた。火花が散るだけで、鋭い銃剣バヨネツトの一撃は一向に僕を捉えられない。彼女の銃剣バヨネツトは相変わらず、目で追えないほど速く、結界すら壊す馬鹿力で振るわれている。それを相手に片腕しか使えないというのは、圧倒的な不利だ。――ただ、いまのロードは視野が狭い。

　正しい言葉で怒らせたおかげで、とても攻撃が単調になっている。

　まだ理由はある。なによりも、風の『剣術』を僕に見せ過ぎた。僕は片腕を犠牲にしたが、そのおかげでロードの戦闘をじっくりと観察できた。そして、その独特な風の『剣術』の特性は、もう理解した。相手の身体が逆さまになった程度で、もう僕は驚かない。一度でも繰り出された技や型は、全て仔し細さいに覚えている。同じ技は通用しないどころか、カウンターを叩たたき込む準備が終わっている。

　それができるから僕は、『剣聖ローウエン』からアレイスの剣を受け継いだと言えるのだ。

　アレイス流の『剣術』の最も厄介なところは、その柔軟性だ。あらゆる相手と局面を想定しているので、その場その場で対応策を編み出しては、一秒ごとに強くなっていく。

　ロードという強大な敵を相手にしたおかげで、僕のスキル『剣術』の数値が急上昇していっているのがわかる。力頼りに戦う子供が相手ならば、左腕一本分の不利など、すぐに取り返せるだろう。

　その考えを反映するかのように、いつまで経ってもロードは僕を仕留め切れない。

「――な、なぜじゃ!?　なぜ当たらぬ!?　妾わらわのほうが何倍も速く動いているというのに！　なぜじゃなぜじゃなぜじゃ!?　くぅうっ!!　な、ら、ばああああ――!!」

　ロードは距離を取って、こちらに銃剣バヨネツトの銃口を向けた。

　不ま味ずい。近距離攻撃ならば『剣術』で対応できるが、遠距離攻撃には対応策が少ない。

　なので僕は、ロードが距離を取った間に、崩れる寸前の危険な城の中に入った。

「なっ!?　あっ、ああ！　渦波、城に隠れるな!!」

　逃げる僕に目掛けて、ロードは何発かの銃弾を撃ち込む。だが、それは城の壁に当たって弾はじけた。予想通り、彼女が無造作に撃つ銃弾は、最初に撃たれた弾と同じ特性のようだ。炸さく裂れつはするものの、貫通力は大したことはない。

　貫通力のある弾に替えられたら終わりだが、それでも遠距離武器を相手に遮蔽物があるとないのでは大きな差がある。

　それをロードもわかっているのだろう。苛いら立だちを爆発させながら、叫ぶ。

「ああぁああぁあ[image: ][image: ]っ――!!　この城も邪魔じゃ!!　邪魔じゃ邪魔じゃ邪魔じゃ！　全部要らぬ!!」

　次は何をするのかと思い、城内から《ディメンション》で外の様子を見る。

　そこには銃剣バヨネツトを解いて、利き腕である右腕を掲げて、全魔力を一点集中させているロードが浮かんでいた。その魔力に背筋が凍る。これと似たものを僕は知っていた。単純に魔力が密集しているだけではない。『地の理を盗むもの』ローウェンが放った奥義《亡霊の一閃フオン・ア・レイス》と同じで、世界の理が侵食されていく恐怖を感じる。

「妾わらわの盗みし【自由の風】よ！　風の理よ！　何もかも分解バラしてしまええええ――!!」

　叫びながら、ロードの拳が勢いよく振り抜かれた。

　先の魔弾と比べると、とても地味に見える光景だ。

　そのロードの拳は城どころか、何にも触れることはなかった。見事な空振りだと言うのに――城の中にいる僕の視界が、ぐらりと大きく揺れた。

　そして、僕の目の前の空間に亀裂が入る。

　鏡が割れるかのように、何もないところに不規則な線が走った。その亀裂はロードの拳の振り抜かれた部分が特に顕著で、『ここ』全体に伝でん播ぱしていた。

　――ロードの拳が、世界に罅を入れた。

　そんな馬鹿げた言葉が頭に浮かぶ光景だった。城の支柱が、周囲の壁が、足元の地面が、空気さえもが罅ひび割れていく。ただでさえ限界近かった城が、嫌な音を立てた。物理的にも、存在的にも、城が根元から壊されているのが、その不吉な音からわかった。

「早く出ないと……！　でも……」

　城から出られない。なぜなら、外でロードが、先ほど使った拳とは逆の拳で、二発目を用意して待っていたからだ。

　そして、一向に城から出てこない僕に腹を据えかねて、ロードは拳を振るう。

　次に破壊するのは城だけではない。

　僕の逃げる先は一つも残さず壊すという執念を感じる表情をしていた。

「出てこないのならば、もう一発じゃ！　くぅうっ、だっ、けっ、ろぉおおおおぉおおおおおおおオオオォオオオオ――――!!!!」

　ヴィアイシア全土に響き渡るのではないかと思えるほどの叫びだった。

　同時に、ロードの拳が大地目掛けて振り抜かれる。

　大地が揺れるどころではない衝撃が、足元から伝わった。同時に、罅割れていた城の床が完全に砕けてしまい、僕は空中に放り出される。砕けたビスケットのように足場が分解バラけていく中、なんとか適当な瓦が礫れきの一つを摑つかんだ。

「くっ！」

　いま城は完全に崩壊した。だが、一番の問題は、そこではないと僕はわかっている。

《ディメンション》で国を把握できるからわかってしまう。

　ロードの二発目により、ボロボロだった世界に止とどめが刺された。

　瓦割りのように、地面が二つに割れた。結界の中に再現されていたヴィアイシアの国土が、折れたのだ。当然だが、『ここ』の結界は保てなくなる。

　空の黒い穴はどこまでも広がっていき、地割れの下にあった黒色も広がっていく。元々『ここ』は、迷宮の裏という何もない空間に作られていた。その上にあったものが壊れることで、世界が何もない真っ黒な空間に戻ろうとしているのだ。

　――世界が崩壊していく。

　それに合わせて、『ここ』を地上として再現するために設定されていた様々な法則も狂い出す。人が暮らすに必要だった自然の法則にも、亀裂が入っていく。

　最もわかりやすく狂ったのは、重力だった。城を支えていた大地が、砕けて消えた。そして、眼下には真っ黒な無限の空が広がっているというのに、崩落した城の瓦礫群が、中々落ちていかない。ふわりふわりと瓦礫は宙に漂い、まるで宇宙の様相だ。

　こうして、僕はヴィアイシア城という隠かくれ蓑みのを失った。

　瓦礫を摑んだまま、外に追い出され、その肉眼で激変した『ここ』を見る。

　この世の終わりとでも呼べるような風景だった。国の家屋全てが分解され、数え切れないほどの残骸が浮いている。その中には砕けた大地も交ざっていて、どれが建物だったのかもよくわからない。あれだけ雄大だった自然は見る影もなくなった。空まで届きそうだった大木たちは全て折れて、土という寝床を失ったせいで、巨大な根っこが外気に晒さらされている。草木や花びらは、戦火の残り火を纏まとった状態で無数に漂っている。

　川も橋も、街も城も、何もかもが砕けて、ヴィアイシアという国は滅びた。

　そして、『迷宮の裏側』という何もない空間に戻ってしまった。

　大破壊の余韻が、地鳴りのような音となって、ずっと耳の中で反響してる。

『ここ』に残ったのは、黒い世界に浮かぶ無数の残骸だけ。

　それは破片デブリの漂う宇宙を、僕に想起させた。

「これが、『風の理を盗むもの』の力……？」

　僕が変わり切った世界に慄おののくと、その崩壊を引き起こした本人が答えていく。

「――ああ、そうじゃ！　この空間に展開されていた千年前の渦か波なみの魔法を、【風の理】を使って叩いたのじゃ!!　これこそ妾わらわが最も得意な魔法！　【自由の風】！　この殴るものさえ選ばぬ自由な暴力こそ、妾わらわの本質！　支配や秩序とは、真逆の力じゃ！」

　少し遠く。

　浮かぶ瓦礫の一つの裏に。

　――ロードは、逆さまに立っていた。

　重力の縛りから解放された翠みどりの長髪が、獅し子しの鬣たてがみのように広がっている。

　叫び声に合わせて、その翠の鬣は踊り狂う。

「ずっと思っていた！　こうして、何もかも粉々にして消してしまいたいと！　そして、妾わらわ自身も、自由な風となって消えてしまいたかった！　だって、妾わらわはこんな世界、要らなかったのだから!!　だから全てっ、粉々に、粉々に、粉々にっ、壊れてしまえ！　この胸むな糞くそ悪い絵のように!!」

　ロードの近くに、いつかの保管庫で見た絵画の一枚が浮かんでいた。

　完璧な王の勇姿が描かれていた――破れたキャンバスだ。

　それを彼女は力一杯叩くことで、止めを刺した。キャンバス一枚を壊すのには不釣り合いなほどの風が巻き起こり、絵画は跡形もなく粉々となった。

「渦波ぃ!!　確かに妾わらわは、そなたを少し舐なめておった！　ゆえに、ここからは本気を出させてもらうぞ!!　味方そなたからは『魔王』、敵ノスフイーからは『狂王』と呼ばれた妾わらわの本気じゃ！　さあ、この世界を見よ！　もはや『剣術』などというレベルの話は過ぎたぞ!!」

　そうなのだ。

　恐ろしいことに、これだけのことをやっておきながら、まだロードは本気ではない。

　僕の見えている勝ち筋には、まだ遠い。もっともっと怒らせないと、こっちの大技を叩き込む隙はできない。だが、これ以上となると、どうしても背筋は凍る。

　粉々になったキャンバスの破片と荒々しい風が、この黒い空に――いや、もう宇宙と呼ぼう――この漆黒の宇宙に、広がっていく。

　それを《ディメンション》で追いながら、空間の情報を整理する。

　――本当に何もなくなってしまった。

　物理的にヴィアイシアは滅んだ。

　もう『ここ』は誰の領地でもないだろう。

　当然だ。民なんて一人もいない。

　誰もいないから、誰のものでもない。

　そう主張するかのような虚無の空間。

　――左右を見れど、何もない。

　形あるものは全て失われた。

　存在が許されるのは塵ちりと瓦礫。あとは、遠くにある死した民の魂の星だけ。

　――前後にも上下にも、何もない。

　もはや、人の住める空間ではなくなってしまった。

　これが本来の迷宮の裏側。僕の世界どころか、異世界にすら属していない。どこでもない空間だ。《ディメンション》のおかげで、この空間の本質に僕は気づいている。

　おそらく、あと少しで、いま吸っている空気も失われるだろう。この僅かに残っている重力も失われるだろう。運動の法則や熱量の法則。無形の全てさえも例外なく失われるだろう。それが『裏側』という場所だ。

　――そこでロードは本気を出すと言った。

『ここ』には何もないから、何の重さもない。

『ここ』には何もないから、何にも縛られようがない。

『ここ』には何もないから、何も彼女に期待しようがない。

　――何もない。

　それこそ、ロードという名の少女が最も力を発揮できるフィールドということだった。

　人の生きる地上でなく――この誰もいない世界こそ、彼女の本当の独壇場ステージ。

「――は、ははっ！　ひゅっ、ははは、ひゅうっ!!　か、『加速する』『加速する、加速するカ速するカソクスル』！　『架カソクすル過カ息ソクする化カそくスル』！　これで遠慮なく妾わらわの本気が出せるぞ！　先までの戦いは余興！　ここからが『風の理ことわりを盗むもの』の本領！　ははっ、渦波ぃ！　頭こうべを垂れるならば、いまの内ぞ!!」

　しゃっくりのような呼吸を止めるために、ロードは笑いながら『詠唱』する。

　そして、その『詠唱』の言葉に沿うように、この宇宙も加速していく。

　もう『ここ』は時間という法則も、完全に壊れてしまっていた。

　世界が加速して。

　加速して、加速して、加速して。

　加速して加速して加速して加速して加速して加速して加速して。

　――歯止めが壊れて、時の車輪が大回転カソクする。

　結果、遥はるか遠くに浮かんでいる魂の星々が、天体のように廻まわり始めた。

　速度は加算と乗算を繰り返す。

　加速に加速が足され、加速に加速が掛けられていくことで、千を超える星々の点が、千を超える円つぶらかな線を描き出す。

「な、なんだ……!?　これ……！」

　それは余りに奇妙な光景だった。

　非現実的過ぎて、胸騒ぎが止まらなくなる。

　その星の曲線たちは、黒い世界を辿たどっていく時グレイと光ホワイトの波紋ライン。

　曲線の終わりが、曲線の始まりに辿りついたとき、兆倍速に加速した世界でなければ視認できない幻想の光輪となる。

　千を超える光輪が生まれた。

　無数の星たましいたちの歴史が、搔かき疵きずを遺のこして円環を描く。

　無限を模かたどる円環は廻り続ける。車輪の如ごとく、廻り廻る。その千重の光輪の中央で、両翼と長髪を一杯に広げたロードが、逆さまに悠然と立っている。

　彼女の魔力が余りに濃すぎて、翠色の太陽が輝いているように見えた。

　その魔の太陽に照らされて、漆黒だった世界が薄らと蒼あおと碧あおで彩られる。もはや、その光景は、宇宙という言葉さえも超えてしまっていた。この『偽りの星』と『偽りの宇宙』によって織り成された『偽りの天体』を呼称するならば、それはもう――

「――『ここ』がっ、この妾以外に何もない虚ろな空こそが五十層！　『風の理を盗むもの』の階層じゃ！　すっからかんの妾わらわにお似合いじゃろう!?　当たり前じゃ、妾わらわには何もない！　急造することもできず、拝借することもできない『ここ』こそが妾わらわの全て!!　さあっ、何もないところだが、ゆっくりと寛くつろいでいけ！　これから始まるは『第五十の試練』！　妾わらわはそなたに勝利しっ、『ここ』を真の平和に導いてみせる!!」

　それは『風の理を盗むもの』の『階層』。

　やっと僕は本当の意味で、ロードの『階層』に辿りついたと知る。

　ゆえに、いまから『第五十の試練』が始まる。

　その『試練』の内容は言われずとも、僕にはわかっていた。

　平和だ何だとロードは言っているが、これはもっと単純な話だ。『第五十の試練』は、遊び場から去ろうとする友達の服の裾を、小さな子供が引っ張っているだけのこと。

　ただ、それだけの『試練』だ。

　ならば、僕がやることは一つ。

　まだ背筋は凍ったままだが、その付き纏う悪寒を振り払うように、腹の底から熱い息を吐きながら、僕は叫び返す。

「ロード、こっちの準備は終わってる！　格好つけてないで、とっとと始めろ!!」

「ほざいたなあああああ!!　渦波ぃい――!!」
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　いまから、その小さな子供の首根っこを引っ摑んで、一緒に外の世界に飛び出す。

　これ以上、こんなところに、こいつを一人にはしておけない。

　自分のためにもロードのためにも、絶対に勝利の未来を手繰り寄せてみせる。

　か細く脆もろい道だと知りながらも僕は、瓦礫の足場を強く蹴った。







２．ついに、最後の臣が五十層に落ちる。幼き王の死を看み取とるためだけに







　レイナンドさんの屋敷から少し離れた街道から、聞こえてくるのは爆発音の嵐。

　おそらく、ロードの風魔法だろう。僕の主あるじの魔法は、もっともっと静かだ。

「――ロードは自由に戦っていますね。では、ライナー・ヘルヴィルシャイン。わたくしたちは人のいないところで戦いましょうか」

　余裕しゃくしゃくの様子で、ノスフィーは僕に背中を向けて、街道を歩こうとする。

　不意打ちで背中から斬りかかられても対応できるという自信があるのだろう。僕など、ジークと戦う前の準備運動としか思っていないのが、その振る舞いから伝わる。

　その後ろに僕はついていかない。絶対に追いかけるものか。

　正直、このクソ性格の悪い女のやることに付き合っても、嫌な予感しかしない。

　せっかくロードとジークが遠ざかってくれたのだ。いますぐ、ここで僕は戦る。

「言っておくが、最初から全力だ。さっきと違って一切の油断はないぞ、光の守護者ガーデイアン。――ローウェンさん！　シルフ・ルフ・ブリンガー！」

『宝剣』と『魔剣』を抜く。そして、先ほどジークを真ま似ねて『詠唱』したときに溜たまった魔力を全て注ぎ込む。伝説の剣たちは魔力を得て、活いき活きと輝きを取り戻していく。

　だが、これでも足りない。まだだ。

「『加速する』『加速する』『加速する』――！　『加速する加速する加速する』――!!」

　さらなる魔力増幅のために、ロードを真似ての『詠唱』を行った。

　恐ろしい勢いで、身の風の魔力は膨らんでいく。ジークの『詠唱』よりも、こちらのほうが僕には向いているようだ。だが、その代わりに『代償』が膨らむのも早い。

　加速には軽さが必要だと言わんばかりに、あらゆるものが削れ、削れ、削れていく。

　自我が、経験が、記憶が――魂が削れて軽くなっていく。

　その自傷は快感を伴っていた。いまにも大笑いしたくなるほど、その削りは愉快だった。ただ、その楽しさの裏で、取り返しがつかなくなるものが、たくさんあった。

　忘れそうになる。

　戻りそうになる。

　還かえりそうになる。

　遥か過去、赤子の時さえも超えて、生まれる前まで戻ってしまい、死にたくなる。

「――っはぁ!!　はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　いつの間にか呼吸が止まっていた。恐ろしい『代償』だ。

　得た魔力の代わりに、生きるために必要なものが色々と奪われていた。

「おや、ロードの『詠唱』ですか？　他人の『詠唱』を真似るところは、末まつ裔えいのあなたも変わらないようですね……」

「こ、こんな『詠唱』、普通じゃない……！　人が詠んでいいものじゃない……！　けど、これをロードは詠んでた！　仕事の合間に、笑って詠んでたんだ!!」

　なんとか記憶を繫つなぎ止める。その中には、ロードが親身に魔法を教えてくれた記憶もあった。不器用だけれど、それでも懇切丁寧に、あいつは僕に教えてくれた。

　その姿を見て、少しだけフラン姉様を思い出したのは、やはり彼女の根っこにある優しさゆえだろう。一緒に庭木の剪せん定ていをしたり、食事をしたり、暇を見つけては遊んだ。自警団の真似事をしたときは、姉貴風を吹かして昼食を奢おごってくれたのは記憶に新しい。しかし、あの笑顔の裏にあったものがこれだと思うと、僕は僕の心臓を抉えぐり出したくなる。

「こんなものに頼らないといけないほど、ロードが追い詰められていたっていうのなら！　ここから先は一歩も通さない！　あんたを、あの二人には絶対近寄らせはしない!!」

「よくわかりませんね。ロードが苦しんでいるというのなら、友であるわたくしの存在こそ最も必要なのでは？　わたくしも心の底から、ロードの笑顔を望んでいますよ？」

　クソッ。いけしゃあしゃあと抜かす、この女アマは――!!

「ありえない。僕は僕の直感を信じる。どう見ても、どう考えても、あんたが諸悪の根源だとしか思えない！　ああっ、そうとしか思えないんだ!!　お人ひと好よしの主は、まだあんたを心のどこかで信じてそうだけど、僕は違う！　あんたの話や事情なんて知るものか！　問答無用で、確実に……ぶっ殺してやる!!」

　宣言する。主が離れたせいか、少し言葉は悪くなったが、ノスフィー相手ならこれくらいで丁度いい。

「……渦か波なみ様は、わたくしを抑えろと言っていませんでしたか？」

　ほら見ろ。ノスフィーのやつ、顔色一つ変えやがらない。

　微笑ほほえんだまま、冷静に話の揚げ足を取ろうとしてやがる。

「ああ、主あるじの命令は足止めだ。けど、もう僕は生真面目な騎士は廃業したところでね。うっかりあんたを殺すつもりだ！　最初からなっ!!」

「なるほど。ヘルヴィルシャインの決意、しっかりとわたくしに伝わりましたよ」

　ただ、僕の全力の殺気を浴びても、ノスフィーは理解ある賢人のような姿勢を崩さない。やはり、力の差だけでなく、経験の差も歴然だ。

　レヴァン教の伝承によれば、『光の御み旗はた』となった少女の戦歴は異常だ。一度、歴史書に登場してからは年表を埋め尽くす勢いで、千に及ぶ戦場を駆け抜けていた。

　それが、いま、連合の無名騎士でしかない僕の相手となっている。

　だが、僕は絶対に負けられない。主ジークは、僕を信じて頼んでくれた。その信頼を裏切ることはできない。何より、騎士として――いや、ライナー・ヘルヴィルシャインとして、こいつにだけは負けられない。

「ああ、僕はあんたなんかに負けていられないんだ……」

「へえ。わたくしなんか……ですか？」

「……悪いが、あんたがあのローウェンさんよりも強いとはどうしても思えない」

『地の理を盗むもの』ローウェンさんの戦闘は、連合国のラウラヴィアで見た。

　あのとき、僕は勝てる気が全くしないと思った。つけいる隙はなく、どこにいても何をしても、一呼吸で首を斬り飛ばされると感じた。だが、この『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィーは違う。戦闘に関してだけだが……どこか温ぬるいのだ。ローウェンさんは戦闘を専門としているが、ノスフィーは戦闘以外のことを専門としている。そんな気がした。

「ふふ、よくわかりましたね。ええ、単純な戦闘能力だけなら、その通りです。しかし、それは当然でしょう？　守護する騎士が主より弱くては話になりませんから」

「そうだ。主より強くなくては、騎士とは言えない。……そして、僕の主であるジークはローウェンさんに勝利している。つまり、そのローウェンさんより弱いであろうあんた如きに、僕は手間取ってなんかいられないんだよ……!!」

　負けられない理由を口にすることで、自分の逃げ場を防ぎ、必勝だけを考えていく。

　それを聞いたノスフィーは、ぽかんと口を開け、少し呆ほうけたあとに笑い出す。

「ふ、ふふっ。それは良い志ですね。間違いなく不可能という問題点を除けばですが」

「僕はジークより強くなる使命がある。絶対にあんたには勝たないといけない――！」

　ノスフィーを無視して、自分に言い聞かせ続ける。経験から、この『契約』こそが戦いで最も大事であるとわかっていた。『詠唱』にも似た感覚で、叫び――

「だから！　今日、ここで！　守護者あんたを倒して、本当の意味で僕は、ジークの騎士となる!!　絶対に殺してやるっ、ノスフィー!!――《イクス・ワインド》ッ!!」

　風の魔力を推進力に変えて、駆け出した。

　対するノスフィーは余裕を保ったまま呟つぶやき、光の魔法を編む。

「……あぁ。見てて、本当にイラつきますね。その不遜、傲慢、無謀。そんなこと、できやしないと自分で解わかっているくせに、口に出すことで誤魔化している。そういうの、昔を思い出すので、やめてくれませんか？」

　当然のように、彼女の魔法構築は神速で、正確無比。

「――《ライトロッド・光の御旗ノスフイーフラグ》」

　僕が辿たどりつく前に、旗に魔力をこめ終えた。そして、その旗を一度だけ真横に振る。衝撃波が飛んでくるわけでも、魔法が飛んでくるわけでもない。ただ、旗の光が煌きらめいただけだった。その光の輝きを、僕は一身に浴びる。

　構わない。どうせ防げはしない。『血』を支配するならすればいい。

　ノスフィーの力の種は割れている以上、今回は魔法ではなく剣だけに集中すればいいだけだ。だが、その集中を乱すかのように、耳の中に声が響き出す。

（――ヘルヴィルシャイン。聞いてください）

「――っ!?」

　目線の先のノスフィーを見るが、口は全く動かしてはいなかった。余裕の微笑を張り付けたまま、口を結んでいる。しかし、いま確かにノスフィーの声が聞こえた。

　ここで僕は気づく。光は『血』を支配しようとはしていなかった。

　支配しようとしているのは『血』でなく、僕自身。

　例の『話し合い』ってやつを、真っ向から仕掛けられている――！

（――少しだけでいいので、わたくしの言葉に耳を傾けてください。……戦いは何も生みません。まずは剣を収めて、『話し合い』をしましょう。傷つけ合えば、互いに憎しみを生むだけ。その憎しみが、また戦いを生む。それでは余りに悲し過ぎます。それでは余りに世界が救われない。戦いは周囲を巻き込み、どこまでも広がっていくことでしょう。剣は目の前の敵でなく、罪なき人々を殺します。敵を斬ったあと、背中にある護まもりたかったものも斬られていることでしょう。いつかは貴方あなたの愛する隣人も殺すことでしょう。それが戦い。それが戦争。どうかその真理を理解してください。争いは何も生みません。いまやるべきことは言葉を交わすこと。話し合いこそが、真の平和に続く道。さあ、『話し合い』ましょう。わたくしと話し合いましょう。話し合いましょう、話し合いましょう話し合いましょうはなしあいましょうはなしあいましょう……――）

　旗から発される光の中には、無数の言葉の羅列が凝縮されていた。

　それは本当に心地よい天からの声だった。

　子守唄を唄うたう母のように、正殿に響く祝詞のように、温かい。おそらくだが、これがこの光の魔法の本来の使い方。小細工なしの圧倒的な光量による説得だ。

　いまにも、その光に釣られて首を縦に振りそうになる。

　けれど、僕は全身に力を込め直して、首を横に振る。

「――うるさい!!　そのくらいのこと、とうに知ってる！　けど、そんな綺き麗れいごとだけで世界が回るか！　『話し合い』なんて段階は、もうとっくに過ぎてんだよ!!」

　光の中を直進して、ノスフィーに詰め寄る。同時に敵の首を刈り取らんと、双剣を鋏はさみのように振るった。それをノスフィーは、身を仰のけ反らして軽く避ける。光のせいで距離を測りづらかったせいか、完全に踏み込みが浅かった。

「おっと。この光を浴びても、動じませんか。あれだけ『詠唱』をすれば、普通は心に隙ができるものですが……。おかしいですね。『代償』を払いながらも、自分を保っている？　いや、意志の強さだけで、『代償』を踏み倒している？」

　避けられようとも、関係ない。さらに一歩踏み込んで、双剣を右から左に、左から右に、高速で振るい続ける。それを徒手空拳で避けるのは、流石さすがのノスフィーでも厳しいらしく、旗を発光させるのは止やめて、防御の武器として扱って剣を弾はじいた。

「ヘルヴィルシャインの末裔、ライナー・ヘルヴィルシャイン……。不正なただしい手順で我々と同じ領域に至る可能性がありますね。こと精神力においては、全ての『理を盗むもの』以上のようです。いやまあ、『理を盗むもの』に選ばれる条件は隙だらけの心なので当たり前のことですが……」

　光の旗で剣を弾きながら、余裕たっぷりの様子で、僕の分析を行ってくる。

　その余裕を早く失わせたくて堪たまらなくて、僕は剣速を上げ続ける。

「どうしてわたくしたちと同じステージにいるのかと思いきや、なかなか面白い。わたくしも弟に欲しくなってきました。とはいえ、ロードと違い、愛めでるのではなく、虐いじめ甲が斐いのある弟としてですが……」

　寒気の走った僕は、強く剣を払って拒否する。

「誰が弟になるか！　おまえの光は禍まが々まがしいんだよ！　おまえはフーズヤーズの腐った騎士共と同じ目をしてる！　同じ言葉遣いをしている！　その光は人を痛めつける！　いますぐ、僕が息の根を止めてやる!!」

　このノスフィーの視線を、僕は知っている。

　それは子供の頃の記憶の中にある目だ。庶民の出から大貴族の養子となった僕は、周りからの嫌がらせが絶えなかった。その特殊すぎる出自が、玩具おもちやにしやすかったのだろう。わかりやすいイジメを受け続けたものだ。

　そのとき、僕を弄ぶ騎士の誰もが光り輝いていた。僕のような下げ賤せんな生まれではないため、彼らの言葉遣いと立ち居振る舞いは貴族として完成されていた。家は大金持ちで、血は古く長く貴く、才能豊か、誰もが綺麗な服を着て、綺麗な顔をして――笑顔で、僕に嫌がらせをして楽しんでいた。その騎士たちを、ノスフィーは思い出させる。自らの行いを悪行と思わず、午後のティータイムのような気軽さで人を貶おとしめる。

「このわたくしの息の根を止める……ですか。ただ、あくまで親切として、単刀直入に事実を言いますが……。わたくしに勝つのは無理ですよ？」

　超高速で双剣が飛び交う中、余裕たっぷりのノスフィーが無慈悲に勝機がないことを告げてくる。その言葉には説得力があった。

　いまの僕は、かつての学院の先輩たちを軽くあしらえる強さになっているだろう。フーズヤーズの正規の騎士たちが百人居たって、僕の相手は務まらないはずだ。だが、目の前のノスフィーは、それどころじゃない。エルトラリュー学院そのものやフーズヤーズ国そのものが相手でも軽くあしらえる存在なのだ。

　存在としての格が違う。特異な光の魔法だけでなく、接近戦さえも規格外の化け物で、僕の渾こん身しんの双剣を悠々と防ぎつつ、冗談を言う余裕すらある。

「こ、このぉおお――!!」

　雄たけびをあげて、剣を振るう。迷宮でも、ここまで本気で剣を振るったことはない。

　ノスフィーと戦う前は、この全力中の全力ならば少しは通用すると思っていた。しかし、その淡い期待を彼女は涼しげな表情で打ち砕いていく。

「ふっ、本当に懐かしい剣ですね。しかし、懐かしいからこそ、それには慣れています」

　ノスフィーは目を細めた。戦闘中だというのに懐かしんでいる。

　その態度に腹が立つ。ただ、それ以上に、その発言が気になった。

　――慣れている？　なぜ？

　先ほどの戦いでは、僕が面食らっている間に封殺されてしまった。僕とノスフィーとの戦いは、まだ合計で一分に届くか届かないかくらいだ。いかに彼女が規格外と言えど、慣れられるには早過ぎる。

「こうも簡単に対応されるのが不思議ですか？」

　その困惑を、ノスフィーは感じ取ったのだろう。

　そして、少し意地悪そうな顔に変わり、手に持つ光の旗を折った。

「な!?」

　折られた旗は二つの棒に分かれて、その形状を変えていく。丁度、いま僕が持っている『アレイス家の宝剣ローウェン』『シルフルフ・ブリンガー』と似た形状となった。

「まだまだですよ、ヘルヴィルシャイン。おそらく、わたくしのほうがその剣を上う手まく扱えます。ふふふっ……」

　にやりと笑ったノスフィーは、光の双剣で戦いを再開させる。

　そのノスフィーの構えと左右から振るわれる光の剣の軌跡には、見覚えがありすぎた。

「こ、これは……！　もしかして、ヘルヴィルシャインの『剣術』……!?」

　困惑しながらも、同じ構えと軌跡で、それを防ぐ。

　間違いない。ノスフィーはヘルヴィルシャインの双剣術を身につけている。それも僕よりも高いレベルでだ。ただでさえ基本的な身体能力で劣っているというのに、技量にも差が出てしまっては不利過ぎる。慌てて、僕は戦い方を変えようとする。

「な、なら――！　ローウェンさん!!」

『地の理を盗むもの』の魔石に働きかけて、剣からスキルを引き出そうとする。

　だが、それよりも先にノスフィーは笑う。もはや表情を隠すことなく、典型的な虐めっ子の顔となっていた。

「次は、アレイスの剣ですか？　悪くない発想ですが、アレイス本人でなければわたくしに届くことはありえませんね。これも、わたくしのほうが上」

　光の双剣を束ねて、一本の剣に変えた。そして、かつてのローウェンさんを彷ほう彿ふつとさせる剣けん閃せんを放ってくる。双剣を十字に構えて防ぐ。当然だが、ローウェンさんと比べると、ノスフィーの剣のキレは落ちる。けれど、いまの僕よりは何段階も速い剣閃だった。

「くっ！――風魔法《タウズシュス・ワインド》!!」

　ローウェンさんには勝てないという潜在意識があるせいか、近距離戦を嫌って、咄とつ嗟さに風魔法を放ってしまう。だが、それもまたノスフィーは笑う。頰を紅潮させて、迫りくる風の杭くいを踊るようにかわしてみせた。

「いい魔法ですが、魔法構築に師たちの癖が出ていますね。その発動を読むのは、とても慣れています。相殺するために魔法を『話し合い』で借りるまでもありません。言っておきますが、迷宮であなたの魔法を相殺していたのは、心を折るためのパフォーマンスです。本来ならば、相殺しなくとも処理できるだけの能力が、わたくしにはあります」

「…………っ!!」

　絶句する。この一ヶ月で少なからず得ていた自信が、一気に崩れていく。

　追い詰められた僕は、封印していた魔法を足に構成する。

「――《イクス・ワインド》ッ!!」

　足に圧縮した風を解放して、地を蹴る。左足のズボンの裾が破けて、皮膚が風で弾け飛んだ。代わりに、その損害に見合った速度を僕は得る。

　人生最高の踏み込みの末に、ノスフィーに向かって渾身の剣閃を放った。

　だが、瞳に映る光景は無情なものだった。先ほどまでノスフィーがいた場所には誰もおらず、双剣は空を斬り裂く。そして、肩をぽんと叩たたかれ、背後から声が聞こえてくる。

「発想が、あの馬鹿騎士ヘルヴイルシヤインそのままですね。けれど、それも慣れたものです。何度、その自爆技をわたくしが止めたものか。はあ……」

　暖かな溜ため息いきが、耳にかかった。

「ノ、ノスフィー!!――っ!?」

　後ろに振り返ろうとする瞬間、視界がひっくり返った。反転する直前、僅かにノスフィーの姿を捉えることはできた。光の剣を元の棒状に戻し、それで僕の足を払ったのだ。

「――ぐっ!!」

　地面に叩きつけられる。続いて、両手に痛みと重みが襲い掛かった。

　揺れる視界を整えて、目を見開く。そこには大股を開いて、僕の両手を両足で踏み抜いているノスフィーがいた。そして、手には光の棒。先端が僕の鼻先にあった。

　完全なるマウントに、綺麗過ぎる詰めチエツクだった。

　剣と魔法の全てにおいて、僕は惨敗してしまった。

　一切の言い訳のしようのない敗北だ。その余りに早すぎる終わりに、僕の顔が歪ゆがむ。

「はい、わたくしの勝ちです。……けど、少しやりすぎましたね。心が痛んできたので、もう終わらせましょう。他人の苦しそうな表情を見ると、心がごわごわして不快になります……。ふふっ、やっぱり、わたくしには渦か波なみ様しかいませんね。ふふ、ふふふふふっ……！　おっと、想像しただけで涎よだれが。はしたないです」

　涎が僕の顔に落ちかけたが、それをノスフィーは無駄に速い反射神経で拭った。その様子から、ノスフィーに余裕がまだまだあるとわかる。

　追い詰めるどころか、時間稼ぎもできていない。それがいまの僕の現状だった。

　自然と、悔しさで頭の中が一杯になる。情けなさで舌を嚙かみたくなる。

「では、気絶してもらいましょうか。強めにいきますので、舌を嚙まないでくださいね」

　ノスフィーは光の棒を持つ手に、力をこめ直した。そして、目の前の棒の先端が少し浮き、いまにも脳天を貫かれそうになる。

　――そのときだった。

　がくんっと、大地が揺れる。遠くから雷よりも大きな轟ごう音おんが鳴り響き、世界が大地震に襲われる。それにより、止とどめの一撃が僅かにずれた。

「……おや？……おやおやおや、ようやくロードが本気になったようですね」

　ただ、ノスフィーは止めをミスしても大して気にする様子はなく、視線を遠くに向ける。どうやら、向こうの戦場でロードが大魔法を放ったようだ。空を見れば、非現実的な亀裂が入っていた。その亀裂に合わせて、ぼろぼろと空が剝がれ落ちているのも見える。それだけじゃない。目を横にずらせば、大地に無数の地割れが生まれていた。

　世界崩壊としか表現できない光景が、世界に広がっていく。

　これがロードとジークの戦いの余波。

　遥はるか遠くで戦っているはずなのに、その壮大さが伝わってくる。

　僕に真ま似ねなんてできない力のぶつかりあいだ。それを見て、僕は嘆く。

「畜生……！　ここまで無茶をしても、まだ僕は届かないのかよ……!!」

　いまの僕では守護者ガーデイアンたちに届かないことを知る。

　もっと僕は身の程を知り、ジークの言うとおりに足止めに徹するべきだった。傲慢にも勝とうとするなんて、余りに考えが甘かった。

　その嘆きをノスフィーは聞き、異様に優しい声を返す。

「ええ、届きません。ヘルヴィルシャイン、あなたの負けです。あなたは弱い。目を見張るところはあれど、まだわたくしたち『理ことわりを盗むもの』には至りません。なにより、一番の問題は、人生が薄すぎるのです。見たところ、まだ十余年程度の人生でしょう？」

　貶けなしているのではないと、声色からわかった。

　ただノスフィーは事実を並べて、僕を評価しているだけだ。

「ここにいる他三人と比べると、どうしても不足しています。そして、その不足はあなたが何をしようと埋まることはありません」

「埋まらなくても、やるしかないだろうが……!!」

「さらに言えば、その身の力にあなたが追いついていません。おそらく、裏技的な手段で、そこまで強くなったのでしょう？　正直に申せば、借り物の力で取り繕っているだけで、中身は薄っぺらい――というのが、わたくしのあなたの印象です」

　僕の駄々に似た返答を、ノスフィーは優しく受け止めていく。

　これでは、まるで助言のようだ。それはつまり、敵として扱われていないということでもある。ノスフィーの助言が頭の中で反響する。

　ライナー・ヘルヴィルシャインは薄っぺらい。借り物の力で取り繕っているだけ。裏技に頼っている卑ひ怯きよう者もの。だから、ノスフィーにも主にも、誰にも追いつけない。

　――わかってる。

　そんなこと最初からわかっている。まず、いまのレベルと魔力なんて、ほぼワイスさんの力だ。魂を譲って貰もらって、ようやくここに立てている。剣技のほうは、ローウェンさんからの貰い物。自分で研けん鑽さんしたわけでなく、一足飛びで得た付け焼刃。魔法だって同じことが言える。アイドとロードからコツを教えてもらって、なんとか実践レベルまで上がったけれど、これもまた自分で研鑽したのではなく、千年前の知恵を貰っただけ。

　この装備も、全て貰い物だ。僕が作ったものでないどころか、僕が集めた魔石ですらない。僕が払った金貨は一枚もなく、全てジークが用意した物。ジークの心の友であろうローウェンさんを貸してくれていることから、僕に対する心配の深さがよく伝わる。

　――ああ。認めたくないけど、わかってる。

　この密閉された地下空間では、僕を必ず戦いに巻き込むとジークは心配していたのだろう。来たるべき戦いで僕だけが力不足だと、最初から予測していたのだろう。

　だから、自分だって危険だというのに、僕ばかりを強くしようとしていた。

　――本当に優しい主だ。

　口に出しては言えないが、いままで見てきた誰よりも仕え甲が斐いがある立派な人間だと思う。だからこそ、悔しさは倍増する。理想の主がいるのに、肝心の自分が力不足であることが悔しい。信頼され、ノスフィーの相手を任されたのに、その期待に応えられないのが――、悔しくて悔しくてっ、悔しくて堪たまらない――!!

「くそ……！　くそぉおぉおおお……!!」

　なんて僕は弱いんだろうか……。

　本当に弱い……！　弱い騎士なんて、存在価値がないというのに。主を守れなければ、何の意味もないというのに。いまの僕はゴミだ！　ただのゴミクズだ!!

　いや、ゴミクズ以下！　誰かの役に立つどころか、足を引っ張ってばかり！　いつまで経たっても、僕は変わらない！　ここまで生きてきて、何も変わっちゃいない!!

　――そう心の中で叫んで、自分の悪態で自分の心が折れそうになる。

　けれど、その情けなさや悔しさに勝る感情が、いまの僕の中にはあった。

「負け……、るか……！　僕は誓った！　主たちを守るって！　だからぁあアア!!」

　地面に倒れたまま、咆ほう哮こうする。続けて、力を得るために『詠唱』していく。

「――『加速する加速する加速する』！　『空から導かれる道』『天へと続く道』――!!」

　それをノスフィーは呆あきれた様子で観察し、冷静に助言を続ける。

「『代償』を払えば何とかなるほど、わたくしは弱くありません。世界に頼るのはいいですが、世界はそう都合のいいものではありません。それを知るべきです」

『詠唱』の最中、ノスフィーの言葉が耳に引っかかる。

　――僕が世界に頼っている？

　そして、再度光の棒の先端が近づき、止めが振るわれようとする。

「とりあえず、気絶してください。これで終わりです」

　このままではノスフィーの言うとおり、終わってしまう。なのに、この戦いよりも気になることがあった。聞き逃せない単語だった。敗北の直前、その刹那の時間に、走馬灯のように思考が加速していく。

　――世界だって？

　そんなものに、いま僕は頼ろうとしていた？

　違う。そう反射的に否定した。当たり前だ。僕が頼っているのは、もっと別のものだ。この『詠唱』だって、思い浮かべているのは世界じゃなくて、信頼している人たちの顔だ。ローウェンさん、アイド、ロード、ジークの教えを思い出している。

　僕にとって世界なんて、頼るどころか『敵』。生まれてからずっと、それだけは変わらない。それがライナー・ヘルヴィルシャインの初心であり信念だ。

　僕が信じているのは世界じゃない。もちろん、僕自身でもない。

　それを再確認したとき、魔法の発動もなく。

　――柔らかな風が吹いた。

　ノスフィーと僕の間に風が流れて、僕の前髪が揺れた。

　それはロードの風でも僕の風でもない。もちろん、ノスフィーの風でもない。

　でも、その風の感触を僕は知っていた。誰の風なのかを知っていた。

　光の棒の先端が、僕の脳天に振り下ろされようとしている。先端の光が大きくなり大きくなり、いまに敗北する――その瞬間、僕は僕の力の本当の源を、はっきりと知る。

「あ、ああっ！　ああぁあああっ――!!」

　世界で最も信頼する人の名前を、想起収束おもいだしていく。

　それと同時に、僕の背中にあった地面が揺れた。

　僕の心の内と同様に、『ここ』の全てが真の姿を現していく。





◆◆◆◆◆






『風の理を盗むもの』の『試練』が始まった。

　僕は狂う重力に戸惑いながらも、なんとか瓦が礫れきから瓦礫に飛び移っていく。だが、僕に追走するのは『風の理を盗むもの』ロードだ。動く場所が限られている僕と違って、彼女は翼を使って自由に移動できる。

　このまま鬼ごっこを続けていても、いつかは追い詰められてしまうだろう。その前に一度ロードの視界から消えようと、瓦礫の後ろに隠れようとする。しかし、ロードの拳が躊ちゆう躇ちよなく瓦礫を打つ。

「邪魔ぁっ――!!」

　家一つ分の質量はあった瓦礫が、ビスケットのように軽く砕かれた。

　拳の速度が速過ぎて、カンと軽い音が鳴るだけだが、目に見える光景は凄すさまじい。

　砕けた欠片かけらが石の雨となり、散弾となって僕に襲ってくる。

　咄とつ嗟さに剣で、石の散弾を斬り払ったが、いくつかの避け切れなかった散弾が身体からだを痛めつける。場所によっては、骨まで響く痛みだ。

「くぅっ!!」

　なんとか地の利を見み出いだそうとしたものの、やはり『ここ』は五十層。

　どう足あ搔がいても彼女の利にしかならなそうだ。

「ああぁ、もう！　ちょこまかと、隠れるなあああアアア――!!」

　だが、利を受けているロードは、そう思っていないようだ。『詠唱』の『代償』と戦闘の興奮が、彼女の頭を限界まで熱くしていた。冷静な判断ができていないロードは、追い詰められない獲物に業を煮やして、接近戦から遠距離戦に切り替える。

　翼をはためかせて、たった一息で数百メートルもの距離を取った。

「ひゅ、ひゅうっ！　ひぃっ、はぁっ、はぁっ……！　『加速する加速する加速する』！」

　その『詠唱』と同時に、翠みどりの魔法陣が上空に浮かんでいく。

　ロードの『詠唱』に合わせて、その魔法陣は巨大化していく。彼女の背中にある翼も合わせて広がっていき、翠に輝く羽毛がたくさん散った。それはまるで、翠色の雪が降っているかのように幻想的な光景だった。

「『加速し、削れ砕け』『花弁の破片は全て風となる』！――《『魔弾フライシユーツ』ワインドアロー・散花フオールフラワー》ァアア!!」

　そして、弾丸の魔法が宣言された。同時に、広がっていた魔法陣が散った。遠く上空で描かれていた魔法陣の翠の線が全て分解バラけていき、無数の点となっていく。

　その意味を、《ディメンション》は正しく理解していた。

　この無数の点は全て《ワインドアロー》。風の矢が、雨のように落ちようとしている。

「くっ――!!」

　すぐに雨の範囲から逃れようとする。ロードには及ばないが、僕だって速さには自信がある。瓦礫を蹴って、一跳びで遠ざかっていく。その直後、ついさっきまで僕がいた場所を風の矢の雨が貫き、瓦礫の足場が蜂の巣となった。

　それを離れたところで確認して、僕は一息つきかける。

　だが、その一息は、遠くで飛ぶロードの口元が吊つり上がったのを見て中断される。

　瓦礫を貫いた矢の雨の全てが、遥か下方で折れ曲がるのを《ディメンション》が感じ取る。奈落の底まで落ちるはずが、落下の軌道を曲げて、こちらに向かってきていた。

「まさか――！」

　僕は再度瓦礫を蹴って、跳ぶ。何度も逃げる方向を変えて、跳弾する弾丸のように瓦礫と瓦礫の間を駆け抜けることで、向かってくる風の矢から逃れようとする。しかし、風の矢は生きているかのように軌道を変えて、僕を追いかけ続けた。

　このままでは、先の瓦礫と同じように僕も蜂の巣にされてしまう。

「――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》!!」

　覚悟を決めて、一つの瓦礫の上に立ち、剣を構えた。

　当然、足を止めた瞬間――風の矢の雨が、僕に襲いかかる。迫りくる数え切れないほどの翠の点に、《ディメンション》の情報を処理する頭が煮立つ。

　しかし、いまの僕の『剣術』ならば何とかなるはずだ。パリンクロン戦で落ちていた力が、身体に戻ってきているのを感じている。いや、陽ひ滝たきの魔石を失ったことで生まれていた違和感が消えて、実戦の勘が戻ってきたと言うべきか。たった数秒ほどの時間だったが、ロードとの剣けん戟げきのおかげで、さらに僕の『剣術』は進化していた。

「このくらいならっ――!!」

　魔力を《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》に注ぎ込み、知覚と思考を研ぎ澄ませて、体感時間を引き延ばしていく。次元魔法の本質の理解が進んだことで、《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》は新たな領域に至りかけていた。

　――ゆっくりと世界が動く。

　新たな《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》の領域。

　それは全ての軌道の未来が視みえるかのような感覚だった。

　目の前にある風の矢の数は三百四十四。僕に着弾しそうなものは五十四。他の二百九十は軌道を変えて背後から襲ってくる。全ての弾の距離は把握できている。だから、全弾の着弾の時間も計算できる。ならば、最適な剣の振り方はどうなる？

　その問いにスキル『感応』が即答し、その無茶な答えをスキル『剣術』が実現させる。

　襲い掛かる風の矢の雨――まず、直近の矢を斬り払い、そして、その剣の勢いを失うことなく真横からの矢も斬り払い、同じように三つ目も斬り払う。その三度の剣けん閃せんによって、矢の雨の中に隙間が生まれた。

　その隙間に身体を潜り込ませつつ、また矢を斬り払うために剣を振るう。

　最適な剣を振りながら身体も最適に動かすことで、無駄なく数百の風の矢を斬り払って斬り払って斬り払って、斬り払い続ける。

　その果て、なんとか風の矢の雨を搔い潜くぐり切った。

　だが、斬り払えずに残った矢は、まだまだある。その風の矢たちは軌道を変えて、再度襲ってくる。だから、また後方に跳びつつ、何度も斬り払って斬り払って斬り払って――それを、繰り返し続けた。数秒後、無傷の僕だけが残り、無数の《ワインドアロー》は全て剣によって霧散していた。

「な、ななっ!?　全部払ったじゃとぉ――!?」

　全ての矢を剣で処理されて、ロードは驚きの声をあげた。

「……余裕だ!!」

　僕も少し驚いている。

　けれど、手に持った自分の剣を見つめたあと、とりあえず強気に宣言してみた。

　戦闘時間が長引けば長引くほど、僕が有利になるのは知っている。それにしてもおかしいと思った。いま僕は、本当に演算とも言えるような思考速度で、恐ろしく鋭い読みで矢を払っていった。それはまるで既知の未来に近づいているような感覚で、降り注ぐ矢の雨に既視感デジヤヴを覚えたほどだ。

　この空間に満たされた魔力を見つめて、小さく僕は言葉を漏らす。

「もしかして……」

　いまのは《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》じゃなくて――

「な、ならば！　かわしても無駄な魔法を使うまでじゃ！　これを妾わらわに使わせたことを後悔するといい――!!」

　風の矢を防がれたロードは、めげることなく次の魔法を構築する。凝縮されていく魔力が濃すぎるせいか、それは宇宙に新たな星を生成するかのような光景となった。

「次の魔法は、世界と戦うために編み出した魔法じゃ！　その攻撃対象は、世界そのもの！　前に軽く使ったときは自軍に怒られたが、『ここ』ならば全力でいけるぞ！　どこにいようと、どこに隠れようとっ、これで終わりじゃ!!　恨むなよっ、妾わらわの《ワインド・アロー》を防いだ渦か波なみが悪いのじゃ!!」

　その言葉のあと、ロードは飛ひ翔しようした。さらに遠く遠くへ離れていく。それはつまり、次の魔法は数百メートル程度の間合いでは、本来の威力が発揮できないということだ。

　翠の翼で身を包んで、上に上に、落ちるかのようにロードは天高く飛ぶ。

　彼女の魔力と空気が擦こすれ合い、摩擦熱で青白い線が宇宙に引かれていく。

　恐ろしい速度だ。もはや、これ以上はない速度と魔力だと僕は思ったが、それでもロードはまだ足りぬと、『詠唱』していく。

「――『妾わらわは加速する』『加速する加速する加速する』――!!」

　まだまだ自分は遅いのだと「加速する」という言葉を繰り返す。『詠唱』を通じて自らの人生の無意味さを叫び、その魂を削り、どこまでもどこまでも身軽になっていく。

　そして、とうとう肉眼では、点にしか見えなくなってしまう。

　翠色の星だ。ロードという名の星が『詠唱』しながら輝き、昇り続ける。そのどこまでも輝く星は、まさしく天上の王だろう。力の限界など欠片も感じさせず、どこまでもどこまでも空高く飛翔とぶ彼女は、本当に美しい。けれど――

「――『加速する加速する加速していく』『妾わらわこそ、この奈落を疾走する魂』――!!」

　その姿は、刹那的過ぎる。

　このまま加速のためにと、大事な部分を切り放していけば、心だけでなく命や魂までもが壊れてしまう。僕は見ていられず、制止を促しかけてしまう。

「ロード!!　その『詠唱』は、もう――」

　当然だが、その声は届かない。物理的にも心理的にも、余りに遠くへ離れてしまい、聞こえない。だから、『統べる王ロード』は厭いとわない。――ずっと厭えなかった。

「――『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』――!!」

『詠唱』が《ディメンション》の使える僕には聞こえる。

　ロードの心が削られ、解ほどかれ、風になって、この暗い世界に溶けていくのが見える。

　自らの身を切って売ることこそ、王の本質だと身をもって証明していた。

　そして、ようやくロードは飛翔を止めた。彼女の浮かぶ領域には、もうヴィアイシアの瓦礫はない。その黒い天上そらに浮かぶ翠色の星を《ディメンション》で捉えて、ロードの凄惨過ぎる表情と姿に、ぞっとする。

『詠唱』で溜ためすぎて身体に収まりきらない魔力が、肩から肘から腰から膝裏から踝くるぶしから噴出していた。複数の翠色の翼を持っているかのような姿だ。

　その宝石エメラルドのような長い髪が揺らめき、身の魔力光を反射させて無限に輝かせる。翠の髪が触手のように妖しく踊り狂っている光景は、蕩とろけるように美しく淫いん靡びだった。

　先の矢の雨のときと同じように、幾何学模様の魔法陣が黒塗りのキャンバスに描かれていく。もちろん、先とは全く別物の陣だ。まず大きさの桁が違う。そして、その星よりも巨大な魔法陣は、散って矢となるための魔法陣ではない。

　トンッと、ロードは足をつけた。その魔法陣を足場とした。

「――『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』――――!!!!」

　しっかりと足をつけて静止しているというのに、まだロードは「加速する」と叫ぶ。

　発光が止まらない。乗算されていくかのように、どこまでもどこまでもロードは輝かされる。もはや、それは真っ当な光ではなかった。

　膨大な風の魔力の塊だ。その魔力の権化とも呼べる姿は、まさに――

「――『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する加速する加速する』『加速する』『加速スる』『加速スル』、『妾ワラワハ加カ速ソクスル魂タマシイ』!!　『翠光を零しカソクスル／追い縋ってカソクスル／奔り続けたカソクスル』『白桜は散ってカソクスル／孤独と成ってもカソクスル／奔り続けたカソクスル』『死を孕みてカソクスル／尚速くカソクスル／奔り続けたカソクスル』『家族を奪われカソクスル／呪い厭わずカソクスル／奔り続けたカソクスル』『夢を失いカソクスル／空と也てカソクスル／奔り続けたカソクスル』『戦場を奔りカソクスル／墓場を奔りカソクスル／地獄を奔りカソクスル――奈落の底、まだ過カ息ソクは止まらない』!!　『妾わらわこそが加速する魂』ッ――!!!!」

　まさに、『魔王』。

　もう取り返しなどつかない。とうの昔についていない。だから、自分は王になったのだと、そう後悔して主張するが如ごとき『詠唱』の連打が、世界に響く。本来届くはずのない距離で、確かに『詠唱さけび』は僕の耳まで届いた。

　そして、その『詠唱』に合わせて、魔法陣は肥大化していく。どこまでもどこまでも、亀裂の入った鏡面のように、蕾つぼみが花開くかのように、幻想的な模様が侵食していく。

　その魔法陣も、ロードの魂そのものなのだろう。

　翠みどり色の星が、正午の白き太陽のように輝いていた。

「――ゆえに！　妾わらわが、いま一度、墜おとす!!

　これぞ、妾わらわが魂の魔弾！　この世で最も軽い一撃！　行くぞっ、渦波ぃいい――!!

　魔法ッ!!　《イクス・ワインド》ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ――――――――――!!!!!!!!!!」

　果てに使用された魔法は《イクス・ワインド》。

　地上の多くの探索者が使える中級程度の魔法だった。

　――しかし、目に映る光景は完全に別物だ。

　まず翠の光が、花火の如く激しく散った。ロードが踏み抜いたことで、散サンッと足場になっていた魔法陣が粉々になったのだ。

　次に、破裂した風船のように、圧縮された風が四方八方に弾はじける。

　爆音と共に、無限の光と風が、大吹雪のように世界を埋め尽くした。

　――そして、ロードは消える。

　奈落に向かって、飛翔とんでいく。

　遥はるか遠くの頭上、天から翠の星が落ちてくる。

　――それは、『流星』としか呼びようがなかった。

《ディメンション》が、『流星』の仕組みを僕に知らせる。

　単純で、明快な答えだった。この『流星』は、ただロードが全力で飛び蹴りしているだけ。たったそれだけの『体術』。だというのに、魔法現象が発生している。

　速すぎる飛翔に空気が燃焼し、ロードの全身が青く輝く。翠でありながら、青い軌跡を残して、僕に向かって落ちてくる。

　さらに『流星』は、物理的な力だけで世界を切り裂いていく。

　黒い紙を鋏はさみで切るかのように、次元が切断されている。

　彼女が『統べる王ロード』でありながら、敵に『狂王』と呼ばれ、味方にまで『魔王』と呼ばれた所以ゆえんが、いま本当の意味でわかっていく。

　――これこそが、千年前の伝説。

　語り継がれる強さの象徴。

　北の大陸の民たち全員が夢見た幻。

　滅ぶ寸前の国々を纏まとめ上げた語り種ぐさ。

　最古の気高き血を受け継ぎし王の中の王。

　国や大陸どころか、世界をも穿うがつ風の化身『風の理ことわりを盗むもの』ロード。

　――その伝説かのじよが、いま一度。

　全身全霊で、世界を穿とうとしていた。その対象は、たった一人――僕だけだ。

「――――っ!!」

　冷や汗を流し、生唾を吞のみ込む。

　当たれば消滅。かすれば即死は必至。近くにいるだけでも、身体からだはバラバラとなるだろう。遠くにいても熱と衝撃で、一瞬でＨＰが零ゼロになるに違いない。

　ロードを《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》で逸そらしても意味はないだろう。どこにいたって余波は免れない。いや、そもそも逸らせるかどうか怪しい。

　――しかし、すべきことはわかっている。

　ここにきて、やっと僕は安心し始めていた。

　先ほどまでの小競り合いは《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》の『未来視』で視た記憶はなかったが、この光景には覚えがあった。つまり、ようやくロードは本気で怒り始めて、僕の知る勝利の道に入ったということだった。

　いつだって『試練』は、本心をぶつけ合っての全力での戦いだ。ここまでロードの全力を引き出さなければ、勝利には届かないと最初から僕は覚悟済みだ。これから僕は、この『流星』で重傷を――いや、致命傷を負うだろう。もう傷を負わないなんて甘い考えは捨てている。ゆえに、いま僕が集中すべきことは防御ではない。

　最後の一手に必要な物を見つけ出すことだ。

　きっと、あれはまだ残っている。『ここ』がロードの望む世界で、ロードそのものだというのなら、必ずある――！

「――はっ、はははっ！――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》!!」

　僕は奇妙な笑い声を出してしまう。恐怖と喜びが入り混じってしまって、少し錯乱し始めているのかもしれない。だが、もう《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》で見えた光景に世界が沿い始めた以上は、突き進むしかない。

「空間を歪ゆがませろ!!――魔法《ディフォルト》!!」

『流星』の一撃を前に、いつもの次元魔法を構築する。正直、自分の魔法が頼りなさ過ぎて、不安でしょうがない。なにせ、見えている光景が、あれだ。いますぐロードに降参を申し出たい。そんな弱気が、少し頭によぎったせいだろうか――

　その頼りなさを補うように、一陣の柔らかな風が吹いた。

　頰を風が撫なでる。釣られて、風が吹いた方向に意識を向けた。遠く右方の彼方かなたで、力強い風が吹いて、同時に温かな光が煌きらめいているのを見た。

　その風はロードではない。その光はノスフィーではない。ライナーでもないと、僕にはわかった。

　忘れられるはずがない。その人には何度も僕は助けられた。僕は吹く風に背中を押されて、上空のロードと向き合う。少しだけだが、不安が薄まっていく気がした。

　状況は酷ひどいままだが、勝利の予感は強まっていく。

　――やはり、あのライナーだけが、ノスフィーに勝てる。

　僕でなく、ライナーこそが『光の理を盗むもの』に打ち克かつ力を持っていた。そして、僕だけが『風の理を盗むもの』に打ち克つ力を持っている。僕たち二人なら『風の理を盗むもの』と『光の理を盗むもの』に勝てる。そう信じて、僕は心の中で叫ぶ。

　ライナー、一緒に乗り越えるぞ……！　僕たちは一人で戦っていない！　いつだって、誰かから力を貸してもらって戦ってきた……！　その力を貸してくれた人たちに報いるためにも勝とう！　勝って、地上に帰ろう……!!

　その心の叫びに合わせて。

　いま、『流星』が、僕に向かって落ちる。





◆◆◆◆◆






　柔らかな風に乗って、どこかから主の声が聞こえた気がした。

　ああ、そうだ。今いま際わの際きわに聞こえてくるのは、人の声だ。世界じゃない。

「世界に頼ったことなんて！　一度もあるものかぁっ――!!」

　そう答えを出したとき、僕の身体から風が吹き荒れた。

「――っ!?」

　風によってノスフィーの棒の先端は押し返され、彼女は初めて困惑の表情を見せる。

「ああ!!　僕は、おまえに届かない！　けどっ、届かないなんていつものことだ!!」

　都合のいい世界なんてないのは、とうの昔にわかっている。だから、僕が『人』に頼って生きてきた。兄様にジーク、ローウェンさんにロード。こんなゴミクズの僕を助けてくれた『人』たちの力を頼って、いま、僕は戦っている――！

　そして、僕から発生する風の動乱は最高潮に達して、上に立っていたノスフィーを吹き飛ばそうとした。当然だが、彼女は光の魔法で対応しようとする。僕の『血』に働きかけて、同じ魔法を発動させようとして――ノスフィーは混乱する。

「こ、この風、魔法じゃない……!?　いや、それどころか――!!」

　僕の肩に風が集束していき、形を得ていく。

　その風の形状は『腕』。どこか見覚えのある『風の腕』が生成された。

「腕っ!?」

　目を見開いて驚くノスフィーを捕まえようと、『風の腕』は動き出す。その正体不明の腕に触れられまいと、彼女は跳躍して僕から離れた。

『風の腕』のおかげでマウントが解かれ、僕は自由になった。そして、警戒するノスフィーを前に、ゆらりと立ち上がりながら剣を握り直していく。

　いつの間にか、戦いの場が、闇と翠の燐りん光こうの混ざった幻想的な空と化していた。世界が壊れて、瓦が礫れきだけが浮いている。まるで星ほし屑くずの空のようだと思った。空から落ちるときに似た浮遊感のせいか、瓦礫一つに足をつけるだけでも一苦労だ。

　もし足を踏み外せば、奈落の底まで真っ逆さまだろう。だけど、不思議と怖くなかった。世界は崩壊したけれど、風が吹いているのだ。

　柔らかな風が吹いて、その音色が声のように感じる。

（――それでいいのです。ライナー）

　肉声とは程遠い風の音なのに、なぜか言っていることがわかる気がした。

　とても懐かしい声が、両耳を通り過ぎていく。

（世界なんて胡う散さん臭くさいものではなく、その『人』の繫つながりこそが少年を助けられる力となるでしょう。では、共に行きましょうか。私の意志を継ぐ騎士、ライナー・ヘルヴィルシャイン。私たちと共に、光の守護者ガーデイアンを打ち倒しましょう――）

　そして、吹き荒れていた風が全て、僕の身体まで戻ってきた。そここそが帰る場所だったかのように、自然と僕の魔力に還元されていった。

「……この魔力は、ワイスさん？　それとも兄様？　いや、もっと別の――女性？」

　懐かしい声だったが、魔力は覚えのない感触だった。複数の属性と特性の混ざった魔力のせいか、源となった人物を特定できない。しかし、すぐに重要ではないと悟る。

「いや、変わらないか……。ああっ、どちらにしろ変わらない！　世界じゃなくて、みんなが助けてくれてるとわかれば、それだけでいい!!」

　僕は不特定多数のみんなに向かって、呼びかける。

　しかし、もう声は聞こえない。吹いていた風は全て、魔力に還かえってしまった。けれど、その代わりに魔力が勝手に動き出す。僕の意思とは関係なく、魔法が構築されていく。

　それを見たノスフィーは探るように魔法名を呟つぶやいていく。

「この魔法、《ワインド》ではない？　もしや、《コネクション》……？」

　聞かれても、僕も知らない。なにせ、これは僕の魔法じゃない。

　ただ、これは僕を助けてくれる魔法だ。それだけわかっていれば、十分過ぎる。

「そんな……。どうして、ヘルヴィルシャインが次元魔法を……？」

『風の腕』が次元属性の魔法を発動させたのを、ノスフィーは驚きよう愕がくの表情で見つめる。

　そして、僕の肩から伸びた『風の腕』は、『何もない空間』から剣を引き抜く。見たことのある光景だった。それはジークの『持ち物』と同じ光景だった。さらに、引き抜かれた剣も見たことがあった。白銀に輝くそれと同じものを、僕は腰に下げている。

「は、ははははっ！　そういうことだったんですね！　もう一つの『片翼つるぎ』はワイスさんが持っていたのか!?　いや、僕の中にあったのか――!!」

　僕が笑っている間も、まだ風の魔法の効果は続く。逆側の肩に、もう一つ『風の腕』が生えてきた。その新たな『風の腕』は、すぐに僕の腰に下げていた予備の剣を抜いた。ずっと欠けていたヘルヴィルシャイン家の聖双剣『片翼』が、いま本当の意味で揃そろう。

　それを見た僕は、いま双剣を構えた人に向かって話す。

「ええっ、そうですね！　僕もあなたも双剣の騎士！　ならば、二本と二本こそが真骨頂でしょう！　『片翼』は、そちらで!!　僕はローウェンさんを使います!!」

　僕は『アレイス家の宝剣ローウェン』と『シルフ・ルフ・ブリンガー』を手に、『風の腕』と全く同じ構えを取る。必然と僕の腕の後ろに『風の腕』は、ぴったりと重なった。魔の双剣の裏に、聖なる双剣が隠れる形だ。

　その僕の姿を見て、ノスフィーは険しい目で呟く。

「……それは、おかしい。おかし過ぎます。まさか、風魔法で次元魔法を再現したとでも言うのですか？　いや、いまの会話は鮮血魔法？……どちらにしろ、なんて滅め茶ちや苦く茶ちやで、なんて欲深い魔法構築を！　ああ、気持ちが悪い!!」

　とても苛いら立だたしげに唇を嚙かんでいた。正直なところ、僕もノスフィーと同じで、この現象を全く理解できていない。だが、彼女とは正反対の表情で一歩前に出る。

「行くぞ、『光の理を盗むもの』。これぞ真なる共鳴魔法。『血と魂の共鳴』『世界を切り裂く命の双剣』。名付けるならば、――《ヘルヴィルシャイン・二重奏剣デユオトロクス》だ！」

　そして、主であり師であるジークに教えられたとおり、心のままに叫んで、瓦礫の地面を蹴って跳躍した。

「おかしい……！　こんなこと、おかしすぎます……!!」

　足場の悪い瓦礫群の中、戦闘は再開された。だが、まだノスフィーは信じられない様子で呟き続け、光の棒だけで迎撃の態勢を取っていく。

　そこに僕の双剣が左右から襲い掛かる。ノスフィーは器用に光の棒の両端で、それを防いで見せた。だが、僕の双剣を防げども、まだもう一組の双剣が残っている。

　防がれた双剣の影から、新たな双剣が滑るように出てくる。

「確かに、おかしいですが！　この程度ならば、まだまだ!!」

　その全ての動きを、ノスフィーは見破っていた。瞬時に光の棒で僕の双剣を弾はじき、迫り来る『風の腕』の双剣も、また光の棒の両端で防いで見せる。

　流石さすがは守護者ガーデイアンだ。一筋縄ではいかない。

　二倍の手数があれど、まだ突破口は見み出いだせない。なら、次は――！

「――《ワインド・アロー》！　《ディヴァインアロー》！」

　後退しつつ、自分の双剣の先から基礎魔法を二重に飛ばした。なんてことはない牽けん制せいの魔法だ。だが、ここで重要なのは、僕の放った魔法ではない。

　本命は、僕の魔法に続く、『風の腕』の魔法だ。その僕の期待通り、隠れた双剣からも三つ目と四つ目の魔法が発生する。ゆえに《ワインド・アロー》は二つ。《ディヴァインアロー》も二つ。二重にして飛ばした魔法が、さらに二重となる。

「ま、魔法も!?　器用な真ま似ねを！　だが、それが魔法の類なら……、――っ!?」

　魔法を見たノスフィーは、旗の光で僕の『血』に働きかけて『相殺』しようとする。しかし、同じ魔法を用意できたのは、僕の分の《ワインド》と《ディヴァインアロー》だけだった。『風の腕』から放たれた三つ目と四つ目の魔法は『相殺』に至れていない。ノスフィーは慌てて、二つの魔法の矢を棒で叩たたき落とす。

「無駄だ、ノスフィー！　こっちの力は『血』から溢あふれ出てなんかいない！　『血』よりも奥深く、このヘルヴィルシャインの魂から溢れ出ている――!!」

　……のだと思う。正直、出所もよくわかっていなかったのだが、そう自信満々に断言してやると、ノスフィーは困惑顔になった。

「は、はあ!?　意味がわかりません……！」

　そう答えながら、迫り来る魔法を『体術』でかわしていく。

　ようやく、敵が受けに回った瞬間だった。僕は容赦なく一いつ気き呵か成せいの勢いで、彼女に跳びかかり、攻め立てる。左右どころか、上下からも振るわれる二対の双剣は、次第にノスフィーの顔から余裕を奪っていく。

「……くぅっ！　太刀筋一つ一つに個性がありすぎる！　まるで、わたくしの三騎士を同時に相手しているかのような……！――っ！　もしや、この剣の機能は……！」

　何かに気づいた様子のノスフィーは、旗の光を別の箇所に集中させていく。

　次の対象は、僕でも『血』でもなく、いま振るわれている四本の剣だった。

　だが、それならば関係ない。全ての剣に、確かな意思が宿っていると僕は確信していた。光など関係なく、僕は剣を振るい続ける。

「くっ、光が通らない!?　なぜ、ただの剣が、わたくしに抗あらがって……あぁっ、あぁああ！　ああ、もう！　アレイス、ランズ、ヘルヴィルシャインですね！　あの忌々しい三騎士たち！　相変わらず、主であるわたくしの言うことを全く聞かない!!」

　ノスフィーは剣を掌握できず、珍しく悪態をついた。彼女のそんな姿を見たのは初めてだった。自然と僕の口元は緩む。

　アレイス、ランズ、ヘルヴィルシャインか……。

　剣たちの本当の名前が知れて、ありがたい。この『シルフ・ルフ・ブリンガー』に宿っている発狂しそうな意思は、ランズさんと言うのか。その情報は、これから剣を使うときの足しにしてやろう。いまから、おまえを殺すための足しに――！

「死ぃいいい、ねええええええっ――――!!」

　敵の命を刈り取らんと、腕が引き千切れる勢いで剣を振るった。

　合わせて、喉が嗄かれるまでの大声で魔法を叫ぶ。

「――《ゼーア・ワインド》ォオオオオ!!」

「くうっ！」

　その剣と暴風を、ノスフィーは汗を滴らせながら捌さばいていく。自らの絶対的な優位性を失い、さらに正体不明の力を前にして、及び腰となっていた。

　追い詰めるなら、いましかない。いまの僕は単純に腕が増えただけでなく、魔法の数も段違いに増えている。迷宮でのジークの助言を思い出せ。とにかく、相手の嫌がることを狙え。常識的な手段ではなく、ノスフィーが困惑しそうな手段を選べ。この状況ならば、光魔法での『相殺』ができるものとできないものを交ぜて使うのが一番だ――！

「――《クォーツバレット》！　《ゼーア・ワインド》！」

　ローウェンさんから水晶魔法を引き出して、もう一方の手からは僕の『血』から引き出した普通の風魔法を放つ。風魔法を囮おとりにして、的確に水晶魔法を当てる作戦だ。

　この作戦を『風の腕』のほうも、きっとわかってくれるはずだ。

「届けぇええっ!!」

　その僕の期待に反応して、自動的に魔法が追加されていく。水晶と風の弾丸に続いて、『風の腕』から次元の歪ゆがみと神聖なる矢が放たれた。

　結果、四属性の二重の双魔法が、それぞれ意思を持って、ノスフィーに襲い掛かる。

「これは……！　地と風と、次元と――くぅっ!!」

　いかにノスフィーと言えど四属性全てを捌くことはできず、光の矢が敵の頰を掠かすめた。

　ようやく、僕の攻撃が当たった瞬間だった。

「いける！　みんな、ありがとう！」

　お礼を叫ぶ。そして、勝利の確信を持って、再度攻め立てていく。

　双剣に重ねて双剣を、二重魔法に重ねて二重魔法を、絶え間なく振るい続ける。

　その剣質は一つ一つ違って、魔法も一つ一つ独立していた。それらに対して、ノスフィーは一つ一つ光で『話し合い』をしていく暇がない。

　借り物の力だからこその優位が、そこにはあった。

　そして、これこそが僕の真の強みだと、確信する。ライナー・ヘルヴィルシャインの力は借り物だけということ。それが、ノスフィーという強大な敵を追い詰めている。

「は、はははっ、ははははは――！　ノスフィー、次は当てるぞ――!!」

　その自分の強みが嬉うれしくて、笑って強気に攻め続けていく。

　このまま押し切れる気がした。

　――おそらくだが、ノスフィーは拮きつ抗こうした戦いに弱い。

　そこには『光の理ことわりを盗むもの』の性質が関わっているのだろう。

　きっと相手を殺さない戦いでは、彼女が最強だろう。圧勝を完勝に昇華させることにおいて、彼女の右に出るものはいないと思う。

　それはフーズヤーズの伝承からも予測できる。エルトラリュー学院で学んだ歴史の授業では、千年前の『南連盟』は何度も無血開城を成功させていた。そのとき南を率いていた将は、全て『光の御み旗はた』であるノスフィーだった記憶がある。

　彼女の戦い方からも、まず相手を捕縛しようとしているのがよくわかる。なにせ、扱っている武器が、殺傷が目的ではない『旗』だ。つまり、殺し合いより捕縛。戦いよりも対話。それが『光の理を盗むもの』の真の強みだろう。

　ならば、徹底して、そのノスフィーの得意分野から遠ざかればいい。

　綺き麗れいな試合から離れて、血腥なまぐさい殺し合いに持ち込め。振りでもいい。振りでも、目の前の敵は、きっと嫌がる。戦闘の優位だけでなく、精神的な優位も得られる。だから、もっともっと笑って、戦闘狂っぽく、血ち塗まみれで戦え――!!

「は、ははっ、あははっ！　死ねぇええ!!――《イクス・ワインド》ッ!!」

　脚ごと風を炸さく裂れつさせて、笑って僕は特攻した。

　その戦い方は、恥ずかしくも慣れたものだった。捨て身での攻撃は、僕の得意技だ。ジークに会ってからずっと、僕は敵を道連れにする方法ばかり考えてきた。これこそが、僕という人間の本性だとも思っている。そのおかげか、とてもスムーズに動けた。さらには、あれこれ考えなくていいので、少し楽しくもなってきた。

　いくらでもリスクを冒していい。

　刺し違えるべき敵だけを見据えればいい。

　命を燃やすだけでいい。

　とても楽だ！　戦いが、簡単だ！　どうせ、僕という命はゴミクズ！

　何の役にも立たないゴミクズだ！　僕ほど燃焼するのに丁度いい命はない――!!

「あはっ、はははは！　あはははハははハハハッ――!!　殺す！　殺す殺す殺すぶっ殺す！　我が主ジークの敵は！　主の騎士であるこの僕がっ、鏖おう殺さつしてやる!!」

　かつて、ラウラヴィアの劇場船でジークと戦ったときと同じ思考を、あえて再現していく。叱られて抑えていた捨て身戦法を解放していくのは、間違いなく騎士としては退化してしまっているだろう。だが、いまは退化こそが好手となっていた。

「ほ、本当に気持ちが悪い……！　ヘルヴィルシャイン、滅茶苦茶な動きを!!」

　ノスフィーは苦虫を嚙み潰したかのような顔で嫌がり、叫ぶ。ロードとの約束のせいで、僕を傷つけ辛づらいというのもあるのだろう。完全に反撃の手が止まっていた。

　正直なところ、卑劣な戦い方だと思っている。騎士にあるまじき姿だとも思う。

　しかし、この殺し合いこそ、僕の本性なのだから仕方がない……！

　だって、最悪相討ちでも、僕は満足できる……！　ああ、本当に懐かしい！　そして、清すが々すがしい！　誰からも悪い癖だと貶けなされた自分の本性が、ノスフィーという強敵相手に有効という事実！　それが愉快で愉快で、堪たまらない……!!

「死ぃいいいい――ねえええええええええ――――!!」

　ノスフィーと僕の戦いは、苛烈さを増していく。

　そして、本当に少しずつだが、僕が押し始めていた。

「くぅっ――!!」

　とうとうノスフィーは不利を認めて、大きく飛び退のいた。

　それに対して僕は、血の匂いがする息を吐きながら、逃げたノスフィーに笑いかける。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　は、ははっ、ははははは……！」

　悠然と相手の出方を窺うかがい、僕が有利であることを誇示する。

　そんな僕を、忌々しげにノスフィーは睨にらみ返した。

「正直に言いましょう。大変戦いにくいです。――そして、その目。やはりヘルヴィルシャインの末まつ裔えいですね。どれだけ止めても止まらない。止まる気など最初からないから、主の命めいなど、尽ことごとく無視。主のためと言って、主に平気で逆らう――狂戦士の目！」

　どうやら、ヘルヴィルシャイン家のご先祖様も似たような性格をしていたようだ。僕は養子で血は繫つながっていないのに、面白い偶然だ。不思議と笑いがこみ上げてくる。

「く、くくっ――！　くはっ、ははははは！」

　その僕の笑顔を見たノスフィーは、顔を顰しかめる。どうやら、狂戦士と呼ばれて僕が喜んだと勘違いしたようだ。汚物を見るような目になって、さらに一歩遠ざかる。

「その滅め茶ちや苦く茶ちやな殺し合いに付き合ってもいいですが、不得手なのは事実。万が一にも殺されるのだけは避けたい……」

　遠ざかりながら、ぶつぶつとノスフィーは現状を整理する。

　万が一にも僕には殺されたくない、か……。当然の思考だろう。守護者ガーデイアン一人と相討ちできれば大戦果だと思っている僕と、ノスフィーは違う。あっちからすれば、ここで死んでしまえば、ゴミクズ一つと心中だ。そんな最期、誰だって嫌に決まってる。

「それに戦闘スタイルの相性も悪いです。相手の力を利用するわたくしの魔法は、他所から力を引き出すタイプに、すこぶる弱い。その上、あなたには精神汚染の耐性がある」

　呟つぶやけば呟くほど、ノスフィーは冷静になっていく。

　どうやら、これが彼女の精神を安定させる方法のようだ。

「しかし、『光の理を盗むもの』の『呪い』を使えば、渦か波なみ様への想おもいが証明できなくなります。それは絶対に駄目です。けれど、光の『詠唱』をしてしまい、せっかく削った良心を取り戻すのも駄目。『半死体ハーフモンスター』になってしまっても駄目。かと言って、ここで奥の手は出せません。ああ、これはもう――」

　ノスフィーは大きく息を吸って、大きく吐いた。そして、自らの武器である旗を瓦が礫れきの一つに突き刺して、いま思っているであろう一番の言葉を口にする。

「おかしいです。こんな万が一の勝ち筋を取られるなんて！　余りにおかしい……!!」

　敵である僕ではなく周囲を見回して、そのおかしさの原因を探そうとする。

　そして、その原因の取っ掛かりを見つけたのか、最終的に彼女の視線は手のひらの上にある魔力に固定された。

「……やはり、何らかの魔法の干渉を薄らと感じます。この属性の色は、どちらかと言えば、ヘルヴィルシャインでなく渦波様？　それも魔法の対象は、人でなく空間？　いつ、どこで――いや、わたくしに察知できないなんて、どのような魔法を……？」

　僕の知らぬところで、ジークの援護があったようだ。

　思い当たるのは、戦闘前に行った『詠唱』と次元魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》とやらだ。主は補助魔法と言っていたあれが、この状況まで導いてくれた可能性が高い。

　本当に頼りっぱなしの戦いだと、僕は笑う。

「そして、その顔ですか。……やはり、わたくしは戦いに向きませんね。戦闘狂たちの思考が、全く理解できません」

　ノスフィーは嫌悪を通り越して、呆あきれた顔を見せた。そして、ちらりと後方を確認する。その仕草を見て、僕は――焦る。

　もしかしたら、少しやりすぎたかもしれない。いまのが退路の確認だとしたら、少し面倒なことになる。

「え……。お、おい。まさか、僕如ごときから逃げるのか……？」

　迂う闊かつにも、その発想がなかった。ノスフィーほどの人物ならば、僕のようなゴミクズを恐れるということはないと信じ切ってしまっていた。

「はあ。いまさら、自分を如きとか言わないでください。認めましょう、ライナー・ヘルヴィルシャインは強いです。少し毛色は違いますが、あのファフナー・ヘルヴィルシャインの再来と言っても過言ではありません。ですので、ここは逃げの一手を打たせて貰もらいます。絶対に勝てる戦い以外は、関わりたくありませんので」

　予想外にも、僕は『光の理を盗むもの』に認められてしまった。

　その発言と同時に、ノスフィは瓦礫を蹴って戦場から離脱しようとする。

「待てっ！　逃がすか！」

　慌てて、それを僕は追いかける。

「――《ライト》」

　対して、ノスフィーは旗を振って、光を放つ。単純な目め眩くらましだったが、逃亡においては有効な手段だった。一瞬だけだが視界を奪われ、その間に距離を取られてしまう。

　この重力の狂った世界の中、ノスフィーは器用に瓦礫を蹴って移動していく。その向かう先は、おそらくロードとジークのいる戦場だ。

　このままだと、せっかく分断に成功したのに合流されてしまう。

　慌てて、僕は移動用の魔法を構築しようとして――




　――そのとき、遠くで『流星』が落ちる。




　この広くて暗い世界が、青い線によって切り裂かれた。

　続いて、身体からだを浮かせるほどの衝撃に襲われる。強風だけでなく、次元の歪みによる波動が、波紋のように『ここ』全体に広がったのだ。

「なっ――!?」

「くっ――!!」

　その衝撃に襲われたのは前方のノスフィーも同じだった。どうやら、これはノスフィーにとっても予想外のものだったようだ。また僕にとって有利なアクシデントが起きたことに喜びつつ、すぐさま体勢の崩れたノスフィーに跳びかかる。

「おまえの相手は僕だっ！　ノスフィー!!」

「あなたは気持ち悪いのです！　わたくしに近寄らないでください!!」

　僕の双剣とノスフィーの光の棒が打ち合わされた。

　まともにノスフィーが戦ってくれないのならば、もう勝利は諦めて足止めに徹するしかない。捨て身で倒すのではなく、道を塞ぐように戦うため、僕の戦闘スタイルが切り替わってしまう。

　こうなってしまえば、優位は逆転だ。ノスフィーの撤退戦は手際よく、じりじりと僕たちの戦場はジークたちに近づいていく。しかし、まだ僕の幸運は終わらない。

　――『流星』の次は、『竜巻』が巻き起こる。

　ジークたちがいるであろう方角に、巨大な『竜巻のような何か』が発生していた。

　竜巻と言い切れないのは、その光景が余りに異様だったからだ。その竜巻は翠みどり色に発光し、世界のあらゆるものを寄せ付けまいと次元を歪ゆがませている。

　それを見たノスフィーは血相を変える。

「まさか!?　そこまでは必要ないでしょう!?　それは未完成、危険です！」

　戦闘を中断してまで叫んだ。そして、その敵のノスフィーの意見に、僕も同感だった。

「これは……、魔法、なのか……？」

　あれは危険だ。誰が見ても、そう確信できる。

　間違いなく、あれは普通の竜巻ではない。表現するならば、風の筒？　いや、巨大な繭？

　風の魔法を扱う騎士だからわかる。あれは風なんて生易しいものではない。風の魔力が濃すぎて、物質化している。その存在が重すぎて、世界が歪んでいる。

「ロード！　わたくしが行くまで、堪こらえてください!!」

　先に我に返ったノスフィーが、風の繭に向かって駆け出そうとする。

　それに続いて、僕も我に返る。推測だが、あの風の繭の中でジークとロードは戦っている。両者共に余裕なんてないだろう。あの大魔法を見れば、それは確信できる。そんな状況に、この悪意溢あふれるノスフィーを介入させるのは、もっと危険だ。

　何より、ジークは僕に足止めを命じた。ロードは自分が何とかすると言った。騎士として、主の言葉を僕は信じている。ならば、いまの僕がすることは――

「主に頼まれたんだ！　絶対に行かせるかよ!!　ノスフィイイイ――!!!!」

　あそこに逃げ込むのだけは許さない。

「ああ、あなたは本当に気持ち悪い！　邪魔です！　ライナァアアア――!!!!」

　心の底からの嫌悪を露あらわにしたノスフィーが、叫び返した。

　僕の『光の理ことわりを盗むもの』への挑戦が、終わりに近づいていく。





◆◆◆◆◆






　その『流星』を、僕は――躱かわした。

　距離を操れる僕にとって、かわすだけなら容易なことだった。

　魔法《ディフォルト》の効果によって、大きく距離をとることで、遠くで『流星』が通り抜ける。だが、かわしても無意味であることは事前にわかっている。『流星』そのものは人一人ほどの大きさだが、その効果範囲は世界だ。

　闇の底に落ちる『流星』は、まず波紋のような衝撃波を世界全体に伝えた。

　その衝撃波には、次元魔法使いの僕のお株を奪うかのような空間の歪みが伴っていた。歪みに触れれば、肉の身体など簡単に引き千切れることだろう。

「――魔法《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》!!」

　ただ、逆に言えば次元魔法使いの僕にとって、その空間歪わい曲きよくは慣れたものでもある。正体不明の攻撃をされるよりは百倍マシだと思った。たとえ、それが掠かすっただけで致命傷となるような攻撃でも、わかってさえいれば対処はできる。

　どのように空間の歪みが動くかを《ディメンション》で把握し、《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》によって逸そらし切る。だが、続いて襲い掛かってくる津波のような暴風は、ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》でも防ぎようがなかった。

　台風に吞のみ込まれた軽い羽毛のように、僕の身体は暴風に吹き飛ばされていく。上下左右の感覚を一瞬にして失い、風の濁流に吞みこまれる。

　遅れて、自然とは程遠い奇妙な怪音が鳴り響いた。世界を呪う慟どう哭こくにも似た轟ごう音おんが、僕の耳を打つ。痛みだけで言えば、その音が最も僕を苦しめた。

「ぐっ、うぅう、うううう――!!」

　風の摩擦で肌が焼かれ、鼓膜は揺さぶられ、目なんて開けてはいられず、あらゆる感覚を狂わされていく。それは時間感覚も例外ではなく、一時間だったのか一瞬だったのかもわからない時間が過ぎたところで、ようやく僕は身の自由を取り戻した。浮遊感の中、まずは癖のように《ディメンション》を広げて、自分が生きていることを確認する。

　変わりきった自分の姿を俯ふ瞰かん的てきに見た。せっかくのレイナンドさんの形見である外がい套とうは、無残に引き裂かれてしまっていた。身体は無数の切り傷によって血だらけとなっていて、第三者が見れば死んでいるように見えるかもしれない。

　結局、『流星』は直撃しなかった。空間の歪みも全て避けてみせた。風の被害も最小限に抑えた。それでも、この有様だった。
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　九割近く削れたＨＰを見て、僕は口元を吊つり上げる。

「くっ、うぅ……。は、ははっ……」

　ボロボロだけれども、まだ動ける。

　両目を開けて、近くにあった大きめの瓦礫に足をつける。視界が真っ赤に染まってきていたので、本格的に視界を《ディメンション》に移す。そして、血で滑る剣の柄つかを握り直して、瓦礫の上で深呼吸をする。

　――予定通りだ。

『流星』で裂けた世界を把握しながら、予定通りに進んでいることを確認する。

　ここまでロードの力を引き出せば、あと一息。

　あと一手で全てを終わらせられる自信が、僕にはあった。

　おそらくロードは、まだ戦闘続行しようとする僕を見て、さらに苛いら立だつことだろう。そして、次こそ確実に仕留めようと、より強い魔法を撃とうとする。

　――その大技の隙をついて、《ディスタンスミュート》であれを叩たたき込む。

　余りに卑ひ怯きようでみっともない挑発だったと思う。けれど、それだけが『相川渦か波なみ』が『風の理を盗むもの』に勝利できる唯一の方法だったのだ。

「――《ディメンション・多重展開マルチプル》」

　血の味がする口を動かして、魔法を構築する。ゆっくりと探し物ができる時間は、これが最後だ。ロードの飛び蹴りによって搔かき混ぜられた世界に、全力で魔力を浸透させていく。そして、ようやく、ずっと探していたものを見つける。

　少し遠くで、複数の『絵画』が漂っていた。

　その絵画は子供の描いた落書きだ。なのに、とても高価そうな額縁に入っている。描かれているのは『草原と切妻屋根の家』『獣人の老夫婦』『孤児院』『城の庭』だ。

　こんなにも世界は壊れてしまったのに、その絵画たちだけは無傷だった。

　当然だ。『ここ』は、ロードの思うが儘ままというルールで始祖カナミが作った空間だ。

　だから、この絵画たちだけは壊れない。誰にも壊すことはできない。

　僕はロードの望みのままに、絵画たちを手に取って、魔法を使う。

「――魔法《ディスタンスミュート》」

　初めてテーブルに使ったときと同じように、その絵画たちから魔石を抜き取る。

　抜き取られた魔石に秘められた魔力は、本当に弱々しかった。けれど、確かに温かな翠色の光を放っている。魔石たちを折れた腕のほうの手のひらに移しながら、僕は思う。

　この《ディスタンスミュート》の真価は、敵の命を刈り取る力じゃない。こうやって、大切なものの大切な記憶を世界に留とどめるために創られた魔法だったのだ。

　あとは、この魔石をロードに叩きこむだけ。

　最後の一手の用意が終わったとき、遠くから声が聞こえてくる。

「――やったか？　い、いや、もしかして、死んでしまったか？　かなり軽めにやったつもりじゃが……」

　ふわりふわりと翼で空を飛ぶロードが、きょろきょろと僕を探していた。

　飛び蹴りで搔き混ざった世界を見て冷静になったのか、少し不安そうな表情だった。

「そう思うなら加減しろ、この馬鹿」

　飛んでいたロードが振り返り、その悪口の発生源である僕を見つける。

「そこか、渦波……!!　そして、まだ生意気を言うか！　まだなのか……!!」

　安心したような怒ったような様子で唸うなり声をあげて、こちらに近づいてくる。

「ああ、まだだ。まだ僕は全然余裕だぞ。なにせ、さっきからおまえの攻撃は一つも直撃してないからな。正直、大したことないんじゃないのか？　『魔王』ってやつも」

「な、なんじゃとお!!」

　最後の詰めのために、またロードを煽あおる。

　子供過ぎる彼女は、それを受け流すことなんてできない。

「ロード、おまえは本当に大したことのない人間だ。世界平和なんて願える器でもなければ、国民を背負えるような器もない。お前はお前が思っている以上に、姑こ息そくで矮わい小しような臆病者なんだ。いまから僕が、それを証明してやる」

「違う！　妾わらわは強い！　誰よりもじゃ！　ゆえに無敗の『統べる王ロード』じゃった!!」

「その『統べる王ロード』が、下手な強がりなんだよ……。まだわからないのか……？」

「強がり……？　これがか？　この強さがか!?」

　ロードは両手を広げて、この状況を僕に見せる。

　世界さえも裂くことのできる自分が弱いはずがないと主張していた。

「おまえは見み栄えのために、まるで強そうに戦っているだけだ」

　僕も同じ見栄っ張りだからよくわかる。

「このっ、妾わらわの強さが見栄じゃと言うのか……？――違う。違う違う違うっ！　妾わらわは強い！　強いから、あそこにいたのじゃ！　強いから、やるしかなかった！　もし強くないと言うのならば、なぜ妾わらわはあそこで戦っていたのじゃ!?　それは理屈に合わぬ！　道理が崩れる！　そんなことっ、認め、られぬ――ひゅ、ひゅうっ――！　はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　自分のアイデンティティを揺るがされて、ロードは過呼吸の症状に陥っていく。

「ひゅ、ひゅうっ！……つ、強くなければ妾わらわはロードでない！　いや、ロードだから妾わらわは強い！　いや、強いからロードじゃったか……!?　あ、あぁああっ!!　ああ、あああぁああああアアア[image: ][image: ]――!!!!」

　辛つらそうだ。何が先で、何が後だったのかもわからなくなっているのだろう。

　自分が願いを見つけたのか、それとも願いが自分を作ったのか、とても大事なことをロードを忘れてしまっている。全力の戦いによって、ロードの感情が露になったいまならばわかる。それが、彼女が壊れてしまった最大の要因だ。

　そして、幸運な事に、その感覚は――

「僕もわかる。……いまの僕には、千年前の記憶がない。生きてきた証あかしを失ったも同然の状態だ。さらに言えば、実は身体からだすら自分のものじゃないんだ。……だから、『闇の理を盗むもの』には、それでどこが相川渦波だって言われたよ。僕には名前なんてないとも言われた。『魔石人間ジユエルクルス』だとも言われた。妹を助けたいという願いは、僕のものじゃないとも言われた。そして、いまのおまえと同じように、何のために戦っているのかわからなくなって、自分を見失いかけたんだ。……けど、最後には『僕は僕だ』って言い返した。誰が何と言おうと、ここに相川渦波として存在してるって言い返した！　誰だって、そう主張していいんだ！　おまえも、そうしろ!!」

「それは違う！　違うぞ、渦波！　結局は、周りの評価が全てじゃ！　その者が何者かを決めるのは周囲！　周囲の認識でしかない!!　妾わらわが何を言おうと、妾わらわは誰よりも強い王と思われてしまえば、そうなってしまうものなのじゃ!!」

「確かに、人に価値を与えるのは他人かもしれない……。けど、『ここ』を見ろ！　いまっ、おまえの他人は、もう僕しかいない！　おまえを信じるのは僕だけになった！　そして、その僕はおまえを強いだなんて！　王だなんてっ、ちっとも信じてない!!」

「は、はあ……!?　なん、じゃと……!!」

　ロードは顔を歪ゆがませながら、僕の詭き弁べんを聞く。

　そもそも、経験として、僕は強がりが本当の強さに変わることを知っている。

　おそらくだが、千年前にロードは王であると強がってしまい、その果てに本当の王になってしまったのだろう。きっと、そうしなければ大切な人を守れなかったのだ。ロードのような優しいやつが見栄を張る理由なんて、他人以外にありえない。

　ただ、もう『ここ』にロードの守りたい人なんていない。誰もいなくなってしまった。

　守りたい人どころか、敵もいないということを、狂った彼女は気づけていない。

　もはや『南連盟』も『北連盟』もない。国どころか、地すらない。敵も家族もいない。誰もいない。だから、もう王のように振舞う必要はない。

「ああ！　僕はおまえを王様だなんて思ったことなんか、一度もない!!　きっと千年前だってない!!　僕はおまえのことを弱くて情けない泣き虫女だと、ずっと思っていたはずだ！　お前のような弱いやつが王様だなんて、信じられるか――!!」

「わ、妾わらわが弱いぃい……？　この『統べる王ロード』を捕まえて、泣き虫じゃとぉ!?」

「ああ、そうだ。いまから、泣かせてやる……！　『統べる王ロード』の弱さを証明してやる！」

　遠く上空を飛ぶ王に剣先を向けて、煽り切ってやった。詭弁を弄して、貶けなしに貶して、虚仮にし切ってやった。当然だが、その無礼すぎる言葉にロードは憤る。

「渦波ぃいいいいいいイイイ――!!　もはや、死んでも文句は言わさんぞ！　この『統べる王ロード』の力を舐なめたこと！　あの世で後悔するといい!!」

　本当に優しいやつだ。

『統べる王ロード』は民たちの憧れであり代表だ。その『統べる王ロード』を貶されるということは、北の民全員を貶されるということに他ならない。だから、ロードは心の底から怒る。

　あの『詠唱』の連打によって、もう頭の中は狂いきっているだろう。下手をすれば、いまが『いつ』『どこ』で、誰と何をしているのかもわかっていないかもしれない。

　それでも、まだロードは守ろうとしている。

　心を壊してまで王を捨てたがっているくせに、まだみんなの王を守り続けている。

　その矛盾の結果が、『ここ』だ。彼女は優し過ぎるから、こんな奈落の底まで落ちてしまった。そして、その奈落の底で、ロードは声を張りあげる。

「――『この身は地獄路を疾走する魂』――!!」

　初めて聞く『詠唱』だった。

　だが、これこそが彼女の真の『詠唱』であることを直感する。

『詠唱』を通して、ロードの身から無限の魔力が漏れ出していく。さらに、風を使って周囲からも魔力を搔き集めていく。それはまさに、ロードの最大出力。最大魔力による最大魔法を放つための前準備だった。

　もちろん、集まっていく風は、ただの風ではない。【自由の風】だ。

　その風は吹く場所を選ばず、何ものにも干渉されず、何ものにでも干渉する。

　ロードの翼が【自由の風】と混じって、どこまでも巨大化していく。

　そして、その巨大な翼は優しく僕の周囲を包み込んでいった。

　右も左も、上も下も、全方位が翠みどり色となり、風の檻おりに閉じ込められる。ただ、これだけの風に囲まれるというのに、不思議と僕の身体に触れる風はない。目に映る光景とは逆に、風の檻の中は静かなものだった。

　無風領域――凪なぎの中、通る音は『詠唱』の声だけだ。

「――『童わらわを堕おとした世界あなたのことを』『この地の底で怨うらみ続ける』――!!」

『詠唱』に合わせて、周囲の風の壁が少しずつ、こちらに迫ってくる。風の檻が、別の形に変わろうとしていた。ろくろで引き伸ばされるかのように、檻が円柱状の形に近づいていく。その末、僕とロードを繫つなぐ風のトンネルが、斜めに傾いて完成した。

　ロードは飛ひ翔しようを止めて、その風のトンネルに足をつける。

　続いて腕を軽く振って、強風をトンネルの中に通らせる。一瞬にして風が風を均ならしていき、ロードが足をつけている風に、綺き麗れいな『道』が敷かれた。

　その魔法は『道』を作っただけでは終わらない。さらに風のトンネルは引き伸ばされ続けて、細くなっていく。その狭さに、閉塞感で息が詰まりそうになってくるほどだ。

　そして、もう一度、風が吹く。

　ロードのいるほうから僕のいるほうへ、強風が流れ出す。

　その風を浴びて、身体が後ろに押し流されそうになる。すぐに不安定な瓦が礫れきの上には立っていられなくなり、ロードと同じように『道』の上に移動するしかなくなった。

　しかし、移動しても、まだ身体は泳ぐ。

　後ろへ後ろへと、強風に追いやられ、体勢を保っていられない。

　まるで、重力の向きが変わったかのような感覚だ。不安定だった重力の向きが、擬似的にだが一方向に固定されて、延々と後ろに引っ張られていく。

　その偽の重力は、どこまでも強くなっていく。それは足につけていた『道』が、坂から絶壁になっていくかのようだった。堪たまらず、両手を『道』についてしまう。

　ただ、前を――いや、上を見れば、ロードも似たような状態になっていた。羽ばたく翼のおかげで落ちてはいないが、風に煽られて、いまにもこちらに落ちてしまいそうになっている。風で重力を操る魔法だとしても、対象の取り方が余りにお粗末過ぎる。

　――しかし、この道から転がり落とすだけの魔法こそ、ロードの『魔法じんせい』だ。

『地の理ことわりを盗むもの』ローウェン・アレイスの《亡霊の一閃フオン・ア・レイス》を見たときと一緒で、確信できてしまう。それは歩く道を選ばないと言った『風の理を盗むもの』の特性とは、真逆。逃げ場を塞ぎ、『道』を落ちるしかなくなる魔法こそが、ロードの本当の『魔法』。

　その『魔法』の完成に合わせて、ロードは魔法名を宣言する。

「――魔法《■道ロード・オ落土ブ・ロード》!!」

「――っ!!」

　その『魔法』が完成し切る直前に、僕は『道』を駆け出していた。

《■道ロード・オ落土ブ・ロード》は《亡霊の一閃フオン・ア・レイス》と同じく、回避不能で防御不能の即死魔法であることは間違いない。例えば、先の『流星』のような防御不能の一撃を『道』に通されるだけで、僕は終わりだろう。

　ただ、弱点もローウェンの《亡霊の一閃フオン・ア・レイス》と同じだと思った。とにかく予備動作が大き過ぎる。さらに言えば、この魔法は未完成というのもある。本来ならば、これは共鳴魔法として使われるものであると――大切な人と二人で使うための魔法であって、いまは大事なものが欠けていると――なぜか、わかった。

　ロードは二人で使うべき共鳴魔法を、強引に一人で使っている。だから、『道』の魔法と『流星』の飛び蹴りの間に、とてつもなく大きな隙ができている。

「ロード――!!」

　だから、いましかない。いまロードは過去最高の魔力を消費し、自分の心を最大限に開放している。それは彼女の人生で最長の隙と言っていいだろう。

　この彼女の作った『道』は、間違いなく僕にとって勝利への『道』だ。

　――そう信じて、駆け出す。

　もちろん、上からの強風によって押し戻されそうになる。駆け上がる速度を少しでも緩めれば、奈落の底まで叩たたき落されるだろう。だから、僕は絶対に速度を落とさず、上へ上へと、全力で駆け上がっていく。

「――っ!?――ワ、《ワインド・サイス》!!」

　ロードは急に風の道を疾走し始めた僕を見て、《イクス・ワインド》の構築を中断した。代わりに、無数の空気の刃を上から放つ。

「あ、上ってくるでない！　渦か波なみっ、逆じゃぁああ――!!」

　ロードは制止を促したが、僕が止まるわけがない。

「逆じゃない！　僕もお前も、上に進むしかないんだ！　地上に向かって!!」

　その言葉を証明するように、前へ前へ前へ。上へ上へ上へと、駆け上る。

　いつの間にか、風の『道』は完全なる壁となっていた。だが、立ち止まりさえしなければ、関係ない。壁と化した風の『道』だろうが、蹴って蹴って、奔はしり続ければいいだけのことだ。ただ、限界を超えた疾走によって、僕の筋肉の繊維が解ほぐれる音が聞こえる。いまにも腱けんが弾はじけ切れてしまいそうだ。さらに、吹く風に逆らい続けることによって、身体の皮膚が裂けていく。ときには肉が抉えぐれて、血の通う管が千切れる。ぱつんっと右耳が弾け飛び、痛みで音が遠ざかりもする。傷口から血が抜けていき、翠の景色に赤色の霧が散った。それでも、絶対に僕は止まらない。

「ロード、一緒に帰るぞ!!　帰って、千年前のおまえを見直すんだ！　その隣には、誰が居たのか確かめろ！　おまえは何のため、誰のために、王になったのかを!!」

　そして、これから行う攻撃内容を、僕は事前にばらした。

「千年前!?　何を言っておる、渦波!!」

　少し前に僕は、ロードに「何も思い出せないから、おまえにかける言葉が見つからない……。昔のおまえのことを忘れて、ごめん。本当にごめん……」なんてことを言った。

　しかし、それは違った。

　僕の魔法ならば、かける言葉を見つけることはできたのだ。《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》が次元を超えて『未来』を視みられる魔法だと言うのなら、その応用によって、その逆である『過去』を視られない道理はない。

「――『未来といまは繫がれ』『いまと過去は繫がれる』――!!」

　ロードと同じように、自らの人生を紡ぐつもりで『詠唱』を叫ぶ。

　これこそがライナーに教えた僕流魔法構築の極地であり、守護者ガーデイアンたちの至った『魔法』の真髄であると信じて、紡ぐ。

「――『いつしか、世界あなたが僕を想起するおもいだすときが訪れるまで』――!!」

『詠唱』によって、僕の身体からだから次元属性の魔力が溢あふれ出てくる。その全てを剣ではなく、左手にこめていく。正確には、左手に握った魔石たちに。

「渦波ぃいいいいイイイイイイ――!!」

　その僕の魔法の危険性に気づいたロードは、表情を変えて銃剣バヨネツトから風の弾を撃ち出した。風の弾が胴体を貫く。それでも、僕は疾走を止やめない。魔法構築も止めない。

　もとより、逃げ場を奪う魔法《■道ロード・オ落土ブ・ロード》によって、避けるなんて選択肢はない。

「ロードォオオオオオオオオ――――!!」

　失速することなく駆け抜けて、ロードに肉薄する。

　彼女は接近を嫌って銃剣バヨネツトを振るったが、もう遅い。『クレセントペクトラズリの直剣』で叩いて逸そらし、折れた左腕をロードの胸に伸ばして、《ディスタンスミュート》で体内に刺し入れた。すぐさま、左手に握っていた魔石を全て、体内で手離す。

　最後とどめに、ロードの心臓を――『魔石たましい』を摑つかむ。

「繫がれぇええええええ――――!!!!」

　魂と魂を触れ合わせて、僕とロードの間に『繫がり』を構築しにいく。かつてリーパーと心を繫げたときのように、強引に心を通わせる。

　僕はロードと鼻を突き合わせて、心を直通させて、血を吐きながら叫ぶ。

「ロード、一緒に視るぞ！　『過去』を！　おまえにだって、おまえだけの家族がいたはずだ！　それを、しっかりと思い出せ!!　大切な家族がいたから、おまえは家族に『未練』があって、その『未練』を頼りに生き続けてる！　『過去』で、おまえの大切な宝物を探し出せ――!!」

　ぎゅっと、ロードの『魔石たましい』を握り締める。

　その『繫がり』から直接叩きこまれていく言葉が、彼女を揺るがしていく。

「わ、妾わらわの大切な宝物じゃと……!?」

「そうだ！　そして、これこそが僕の『魔法』!!」

　ローウェンの《亡霊の一閃フオン・ア・レイス》にもロードの《■道ロード・オ落土ブ・ロード》にも匹敵する僕だけの『魔法』が発動する。これも回避不能防御不能で、意味は違うが同じく即視の魔法だ。

「――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》!!」

　それが、いま、ロードの魂に通った。

　魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》がロードの意識を、空間だけでなく時間さえも飛び超えさせて、別の次元まで連れて行こうとする。

　それは魔法の使用者であり、『繫がり』のある僕も同様だった。

　ぷつりぷつりと五感が途切れていき、新たな五感に繫がっていく。それは世界が塗り替わるかのような感覚で、ふっと意識が遠ざかる。

　これが魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》の力、『過去視』だ。

　意識が暗闇に落ちていき、身体全体が懐かしい匂いのする風に包まれていく。

　その風は、ロードの『過去』に吹いた風だ。いま彼女は千年前に――子供時代まで、戻ろうとしていた。

　そして、そこで僕は視る。

　ロードの心の底にあるもの。

　追い詰められて、放った『魔法』の真の由来。

　ロードの長い人生。

　息苦しさに耐え切れず、叫んだ『詠唱』の真の意味。

　その全てを僕は知っていく。







３．童わらわの長い人生『後編』







　………………。

　いつの間にか、二色だけの世界に『妾わらわ』は立っていた。

　地平線を境に、草色と空色で分けられているだけの世界だ。

　青い空の下、開放感溢れる草原が広がっている。

　ど、どこだ。『ここ』は……？

　確か、妾わらわは戦っていたはずだ。こんなところではなく、もっと息苦しいところで渦波と戦っていたはずだ。なのに、どうしてこんなところにいるのだろうか。

　どうして、妾わらわは『ここ』に……？

　それを思い出すために周囲を見回すと、草原に一人で座り込む童わらべを見つけた。

　その童は笑っていた。それを見たとき、全ての思考が中断した。戦いも何もかも頭から飛んで、その童の表情に引き込まれる。

　童は身体が細く、髪は若草色、背中に小さな翼を生やした女の子だった。どこかで見たことがある気がする。しかし、その女の子の名前を思い出せそうで思い出せない。

　よく観察していく内に、その童が何かを見つめて笑っていることに気づいた。

　童は両の手のひらを覗のぞき込んでいた。その手のひらの中にあったのは、小さな石ころ。

　角は丸っこくて、色は翠みどりがかかっていて半透明。宝石ほど透き通ってはいないけれど、太陽に照らせば独特な輝きを見せてくれそうな石ころ。大人にとってはただの石ころだが、小さい子供なら喜びそうな面白い形をしている。事実、それを童は宝物だと思っているようだ。大人が宝石を見つめるよりも嬉うれしそうに、蕩とろけた表情をしていた。

「おい、そこの童わらべよ……。妾わらわにも、それを見せてはくれぬか？」

　妙な衝動に衝つき動かされて、口が勝手に動いていた。

　しかし、声をかけられた童は、びくっと肩を震わせたあと立ち上がり、怯おびえ出す。こちらに顔を向けて、とても不安そうな顔で震えだした。

　それはそうだ。いきなり、見知らぬ大人に声を掛けられ、しかも大事にしていた宝物を見せろと言われたのだ。怯えられても仕方はない。

「い、いや……、すまぬ。別に盗とろうとしているわけではないのじゃ。ただ、少し見せてもらいたくてな……」

　言い訳をする。しかし、それを怯えた童は聞くことなく、背中を見せて走り出した。

　この広い広い草原を、全力で駆け抜け始める。

「おいっ！　そんなに急に走っては、こけてしまうぞ！」

　案の定、童は何もないところで転んでしまう。そして、その手に持っていた石ころを落としてしまっていた。大事に大事にしていた宝物が、地面を転がっていく。

　童は「あっ」と口を開けたあと、それを急いで追いかけた。

　しかし、追いかけて走って、追いかけて走って、追いかけて走っているのに――なぜか、いつまで経たっても石ころに追いつけない。その原因を遠目で見ていた妾わらわは気づく。

　このどこまでも続く草原は、僅かだが斜面になっていたのだ。だから、その石ころは不自然な軌道を描いて、ころころと遠ざかり続ける。

　その光景を見たとき、妾わらわは血が沸騰するような感覚に襲われた。

　童の背中に、ただならぬ死相を感じ取り、喉の奥から悲鳴のような声を出してしまう。

「待て！　行ってはならぬ!!　その先は――」

　その先は、奈落の底――

「――っ!?」

　そう口にしようとしたとき、童の正体に気づく。

　なぜ、その童の行く先に待っているものを知っているのか。その道を、すでに妾わらわは通ったことがあるからだ。『過去』、童だった妾わらわは、この平原を駆け抜けた。

　その記憶が、薄らとだが……ある。確かにある。

　あれは『わらわ』だ。幼少の頃、この草原を『わらわ』は駆け抜けたことがある。

　ゆえに、先に待っているものを知っているのは当然のこと。それを理解したとき、高かった視点が急に低くなる。遠くで走る童わらべの背中を見ていたはずなのに、いつの間にか転がる綺き麗れいな石を妾わらわが追いかけていた。

　あ、ああ……。思い出してきた……。

　これこそ、『わらわ』の人生。昔、『わらわ』は落としてしまった。

　あの大切な宝物を……。だから、追いかけた。必死になって……。

　そして、このまま走っていても無駄だと、『わらわ』はよく知っていた。

　あの転がる綺麗な石が戻ってくることは二度とない。なぜなら、この草原の斜度は、徐々にきつくなっていくからだ。あの石は追いかければ追いかけるほど、遠ざかる。

　その推測通り、すぐに綺麗な石は見えなくなってしまった。もうそのときには、草原は立派な坂道となっていた。一度走る勢いがつくと、立ち止まることが難しくなる急な坂道だ。だから、『わらわ』は綺麗な石を見失っても、走り続けてしまう。

　走り続ければ、もっと坂はきつくなるとわかっているのに、止まることはできない。徐々に走る速度は上がっていき、その間も、さらに坂の斜面は急になっていく。

　――どこまでも速くなっていく。

　そして、ほとんど絶壁に近い急な坂道を、『わらわ』は落ちるように駆け抜ける。その果て、奈落の底にぶつかって、転んだ。

　たくさんの擦り傷を身体中に作って、涙目になりながら、『わらわ』は起き上がる。

　落ちた先は、岩肌の壁に囲まれた穴の底だった。地面も岩肌で、他には何もない。いや、よく目を凝らせば、様々な石ころが落ちているのが見える。けど、そのどれもがただの石ころだ。落とした宝物があるかもしれないと思って、拾っては見つめて、拾っては見つめるを繰り返してみる。けれど、どれも宝物だった綺麗な石とは少し違った。

　子供の頃に見た輝きを持つ石は一つもない。

　ここに転がる石の中には、いつかの石と似たものはある。ちょっと根気よく探せば、かつての綺麗な石と同じようなものは見つかるだろう。

　けれど、もう二度と、あの綺麗な石は絶対に見つからない。

「ない!!　ない……！　なぜじゃ……!!」

　それを認めたくなくて、『わらわ』は必死に探した。

　延々と――何十年何百年と探し続けて、ついには手を止めてしまう。

「な、なぜ……。見つからぬのじゃ……」

　地の底に向けていた瞳を、上に向ける。

　穴の底から、ぽっかりと空いた丸い空を見上げて、ようやく『わらわ』は理解するのだ。あの綺麗な石は、あのとき、あの草原でしか手に入らない宝物だったのだと。

　一度でも大人になってしまえば、どうあっても見つからないものなのだと。

　気づいてしまい、顔を歪ゆがませる。

「う、うぅっ、うぅうううう……!!」

　しかし、どれだけ悲しもうとも、二度とあのときに戻ることはできない。

　余りに転げ落ちすぎた。いつの間にか、あの草原は坂となり、壁となってしまった。

　到底登ることなんてできない。そんな無情な世界の造りに、涙が零こぼれてしまう。

　一人、地の底で泣いてしまう。泣いて泣いて泣いて、泣き続けるけれど、その声は誰にも届かない。そのまま、千年。狂うには十分な時間だった。

　そう。これが『わらわ』の人生の終着点。

　奈落の底にある『生も死も許されない暗い地獄』が、『わらわ』の世界。

　その地獄で、身体からだが大きいだけの弱い子供が、一人が嫌で泣いている。辛つらく苦しく、心細くて寂しくて、心は壊れ自分を保てなくなって、最後には穴の中で笑い出してしまった……。それが『わらわ』で……、『妾わらわ』だ。

　妾わらわは『ここ』に唯ただ一人、もう一生抜け出せ――

「――違う」

　穴の底に知らぬ声が響いた。けれど、それを理解するのが億おつ劫くうだった。ものを考えるには、長く『ここ』に居過ぎた。それでも、しつこく声は語りかけてくる。

「ロード、思い出せ」

「それは無理じゃ……。もう何もわからぬ……」

　首を振る。もう何を思い出せばいいかもわからない。

「無理でもやるんだ。いいから、それを手に取ってくれ」

「手に取る……？　何を……？」

「手に取って、読むんだ……」

「読む、じゃと……？」

　何を読めばいいかもわからない。そもそも『ここ』には読むものなんてない。『ここ』には何もないから、妾わらわはこうなっている。

「こっちは、その本の再構成に命を削ってるんだ。嫌でも読んでもらう」

『ここ』には何もない。そのはずなのに、一冊の本を見つけた。それは穴の底の隅に、ひっそりと落ちていた。その本は余りに存在感があった。何もない世界だからこそ、その異物に妾わらわは吸い寄せられ、手に取る。

　その表紙を指でなぞり、頁ページを開き、目次を目にする。

　そこにあったのは『統べる王ロード』という四文字だった。

　一章の題名は『統べる王ロードの覚醒』とあった。

　――す、『統べる王ロード』？

　違う……。違う違う違う……！

　妾わらわの名前は――、名前は――!!

「ああ、違う。そして、そこは崖の底なんかじゃない。おまえが絶壁だと思っているそれは、ただの平へい坦たんな道だ」

　妾わらわは！　わらわは、わらわは！　『統べる王ロード』なんて名前じゃない！

　違う!!　わらわの本当の名前は――!!

　――こうして、頁は開かれ、一章『統べる王ロードの覚醒』は始まる。

　それは『統べる王ロード』の英雄譚たんであり、北の歴史。王の物語を遡っていく。





◆◆◆◆◆






　それは、とても永い物語だったが、当時の北の誰もが知っていた。

　それは、お約束通りに「昔々」という言葉から始まり、「辺境の村に住む二人の老夫婦が子供を一人拾う」という出だしに繫つながる。ただ、その次には、すぐ老夫婦の死が綴つづられてしまい、子供時代の詳細は全く語られない。淡々と当たり障りのない文字の羅列が続いて、すぐに王の力の覚醒が語られ始める。

　……そういうものだ。

　平和で平凡な生活まで、こと細やかに記す英雄譚なんてない。読むほうは、あくびのままに眠ってしまうことだろう。そして、当の本人である妾わらわの記憶も似たような状態だ。あの子供の頃の記憶は、異様に霞かすんでいる。その辺境の村とやらも、老夫婦の顔も、上う手まく思い出せない。

　しかし、古い記憶なんて、みんなそんなものだろう。齢よわい二十を過ぎて、大人になってしまえば、誰もが同じような状態のはずだ。妾わらわに至っては、齢千歳を超えている。霞んでいても、残っているだけで御の字と思ったほうがいい。

　……そう思おう。感謝しないといけない。

　だって、あの老夫婦との生活は、とても大切だったような……気がするから。

　どう頑張っても子供時代は思い出せないけれど、その次のことはよく覚えている。

　老夫婦の死に続く、妾わらわの覚醒だ。それは鮮明に思い出せる。あれは確か、各地で『魔人』狩りが盛んになっていた時期のことだ。

　――『魔人』。それは、突如世界に現れた新たな種族で、身体にモンスターの特徴を持った人間のことを指す。偉い学者さんは、世界の毒の影響によって、身体がモンスターに寄ってしまったなんて言っていた気がする。そのモンスター寄りの人間のことを、人々は『魔人』と呼んだ。なぜか、それは大陸の南よりも北のほうが多かった。そして、その数の差のせいか、北の地方では個性として『魔人』を受け入れられても、南の地方では病として扱われることになってしまう。

　こうして、地域によって認識の差が生まれたあとは、当然のように『魔人』を排斥する動きが世界に生まれていく。南の国々では『魔人』という存在を撲滅するための国策が取られ、それに対して北の国々は反発し――大陸を二分する戦争が始まった。そのとばっちりで、各地で『魔人』狩りなんてものが起き始めたわけである。

　そんな物騒な時代のある日のことだった。

　妾わらわたち姉弟が家路につく途中、遠目に見つけてしまうのだ。

　それは書物にすれば「南の兵隊たちが『魔人』狩りを理由に侵略してきた」という一文だけだろうが、それを直じかに目にした妾わらわたちは身体が震えて一歩も動けなくなったものだ。その光景は、余りに残虐だった。全ての家は倒壊し、大切に育てていた家畜たちを惨殺され、仲の良かった隣人たちの死体が積み上がっていた。

　その死体の中に恩人である老夫婦たちの姿もあった。だから――

　……だから？

　ああ。だから、妾わらわとアイドは立ち向かったのだ。

　妾わらわの『風の理ことわりを盗むもの』の力で……。それ以外にない……はずだ。

　そうだ。断片ずつだけれど、思い出してきた。あの燃え上がる草原、崩れた家屋、北の仲間たちの死体を見て、妾わらわは憤った。その非道を行った南の騎士たちに報復するために、その戦火へ飛び込んだ。

　そして、そこで妾わらわは叫ぶのだ。

　南の兵たちに剣を向けられる中、高らかに宣言してみせたのだ。

「――『妾わらわ』は大陸を支配する翼人の王！　最古の魔血を引きし末まつ裔えい、『統べる王ロード』!!　ぬしらのような塵ちり芥あくたどもに敗れる道理などない!!」

　自ら『統べる王ロード』であることを騙り、その圧倒的な力をもって復ふく讐しゆうを成し遂げた。

　ただの人では『風の理を盗むもの』に敵かなうはずなく、【自由の風】の力によって全ての兵たちは切り刻まれた。そして、その一帯を一時的にだが、妾わらわは南から取り返してみせたのだ。それは、まるでおとぎ話のような逆転劇だった。

　だから、一章『統べる王ロードの覚醒』の最後は、こうだ。

〝卑劣な南の兵たちによる侵略により、『統べる王ロード』は家族を二人失った。しかし、王の力は覚醒した。その力で見事、故郷を荒らした悪人共を『統べる王ロード』は追い払ったのだった〟

　そして、次の物語である二章に入っていく。

　…………。

　ああ、何が二章だ。人の人生だと思って勝手に区切ってくれる。

　いや、もう関係ないか。そうだ、いまの妾わらわにはもう関係のないことだ……。

　こうして、なんとか家を取り戻した『統べる王ロード』だったが、故郷の草原は全て焼けてしまい、復興は難しい状態だった。頑かたくなとなって『ここ』に残っていては、いつか南の物量に吞のみ込まれる。それを聡さとい妾わらわは理解していた。妾わらわだけならともかく、弱い弟のことを考えれば逃亡を選択するしかなかった。

　舞台は北の奥にある都に移り、孤児院での物語が始まる。

　このあたりも戦いが碌ろくにないため、書物では大胆にカットされているようだ。確か、移動の際に色々とあったはずだ。そこには、すでに孤児院の手配をしていた老夫婦たちの優しさとかがあって、とても感動的なものだったはずなのに……この英雄譚を記したやつは本当に戦いしか興味がないせいで、何も残っていない。

　ちなみに、本に書かれている文は、こうなっている。

　とてもあっさりとした時間経過の表現だった。

〝孤児院に移り、『統べる王ロード』の時は過ぎていく。

　それは覚醒した幼き王の最後の休息の時間。桃色の花の咲く季節から、黄色い花の咲く季節へ。赤い花の咲く季節から、白い花の咲く季節へ。北の大陸特有の不安定な季節を重ねていき、『統べる王ロード』は未来の臣下たちと共に孤児院で暮らす。

　その頃、『統べる王ロード』は『庭師』として、ヴィアイシア城の下働きをさせられていた。だが、街の道の木々を整える途中、『統べる王ロード』は気づくのである。自らの才と特異性。その王たる所以ゆえん。自らが『庭師』で収まらぬ器であることを知り、『統べる王ロード』の使命を理解する。そして、力だけでなく、覚悟をも得た『統べる王ロード』は、この後――〟

　なんだ、これは……。そんな格好のいい話ではなかったはずだ。ここくらいの頃ならば、ぎりぎりで思い出せる。あのとき、妾わらわは心から怯おびえていたはずだ。

　孤児院で充てられた自室の隅で、妾わらわは震えていたのだ。

「――か、変わらない？　変わらな過ぎじゃ……！　なぜ妾わらわだけ!?　妾わらわだけ、こうも変わらぬ!?」

　孤児院に入って数年が経過したとき、弟アイドの背は伸びに伸びていた。子供でありながら大人顔負けの身長だった妾わらわとの差を、順調に縮めていっていた。

　対して、妾わらわは余りに変わらな過ぎた。まだ成長期の年齢だと言うのに、全く背は伸びず、膨らむのは魔力だけだった。

「もしかしてですが……、姉様は年を取っていないんじゃないでしょうか……？」

　その理由を同室で暮らす弟アイドは察していた。

　妾わらわより二回りは小さいアイドだが、その勘は大人のように鋭い。

「年を取っていないじゃと……？　もしや、あの日からか？」

　全ては、あの日。あのときからのことであると理解していく。

「……だ、誰にも言うでないぞ。アイドよ」

　妾わらわは震えながら、口止めをした。これを周りに知られれば、白い目で見られるのは間違いない。同じ『魔人』ばかりの孤児院とはいえ、差別が全くないというわけではない。

「大丈夫です。絶対に自分が姉様を一人にはしません。あの日、自分も約束しました。だから、絶対に一人にはしません……！」

　アイドは妾わらわの手を取った。

「そ、そうか。ならば、安心じゃな。妾わらわには心強い臣下がおるからな……」

「ええ、『統べる王ロード』には自分がいます」

　心を強く保つため、妾わらわは無欠の王のように振舞う。

　故郷の草原でアイドとやっていた『ごっこ遊び』を思い出して、伝説の王様を気取る。

　こうやって英雄のような心を作らなければ、その異常事態に気が狂いそうだった。

　そう……。気が狂いそうなまでに、妾わらわは怯えていた……。

　それが二章『孤児院編』とやらの本当のところだ。自らの運命を覚悟した王でなく、自らの運命に恐怖した弱い子供こそが妾わらわ。そして、その怯える妾わらわを苛いじめるかのように、間もなく孤児院は戦乱に巻き込まれていく。

　妾わらわが老いぬ身体からだに怯えていたとき、『魔人』誕生を切っ掛けに起こっていた戦争が決着を迎えかけていた。各地での戦いに南が圧勝していき、北は領土のほとんどを失っていた。次第に北の人々は活気を失っていき、妾わらわの住むヴィアイシア国の孤児院にも敗戦の影響が届き始める。

　妾わらわを含む、孤児院の誰もが怯えていた。迫り来る強大な力を相手に何もできず、ただ時が過ぎるのを耐えることしかできなかった。

　そして、ついに孤児院の平和は終わりを迎える。北の中心であったヴィアイシア国の首都が、南の兵たちに占領されてしまったのだ。言い訳のしようのない敗戦の瞬間だった。文にすれば〝北の国々は、南の国々の猛攻により敗北してしまった〟だろうか。

　あっさり孤児院は占領されて、非戦闘員の『穢けがれた魔人』たちを詰め込む場所として使われ始める。その周囲には、いつも南の『綺き麗れいな人間』たちが囲むように見張っていた。牢ろう屋やに入れられたかのように、孤児院の中にいる『魔人』たちは顔を暗くする。それは弟のアイドも同じだった。その顔を、妾わらわはいまでも思い出せる――

「――ね、姉様。これから自分たちは、いったいどうなるのでしょうか？」

　ぎゅうぎゅう詰めの孤児院の隅っこで、アイドが妾わらわに聞いてきた。

　アイドの背は伸びたものの、まだ妾わらわのほうが大きい。妾わらわより一回りは小さな弟が、目じりに涙を溜ためて、下から覗のぞき込むように見上げていた。それを見て、絶対に守らなければならないと思った。

　ただ、本当のところは、「どうなるのか」と聞きたいのは妾わらわのほうだった。

　しかし、弱気なところは見せられなかった。アイドの姉として――何よりも、あの日に『統べる王ロード』であると宣言してしまった以上、妾わらわは無敵でないといけない。

　アイドの目を見れば、わかる。弟は、あの日に姉が見せた『風の理を盗む力』を頼っている。いや、姉が真に伝説の『統べる王ロード』であることに期待している。姉ならば、国の終わりさえもどうにかしてくれると、心の底から信じている。

「アイドよ……。わ、妾わらわは……」

　迷い、言いよどんだ。

　実のところ、妾わらわはアイドの知らぬところで、もう『理を盗むもの』についての説明を『使徒』たちから受けている。使徒ディプラクラのやつは、一人目の『理を盗むもの』である妾わらわを未完成だと言っていた。しかし、その力を使い続ければ、本当に『理を盗むもの』として完成してしまうらしい。

　怖い……。怖くて堪たまらないのだ。

　あんな不相応な力……、振るえばどうなるかわからない……。

　それなりに賢く、馬鹿でないからこそ、それが妾わらわにはよくわかっていた。

　あんな力、この世にはあってはいけないと――

「ね、姉様は、誰よりも強い『統べる王ロード』ですよね……？　北のみんなを救ってくれる王様なんですよね……？」

　しかし、追い詰められた可愛かわいい弟の顔が目の前にあった。そして、さらに周囲からも声があがる。身内も同然の孤児院のみんなが、妾わらわを見て話し出す。

「ティティーお姉ちゃんなら……、なんとかできるの……？」

「馬鹿言うな。どれだけティティーが強くとも、この敵の数をどうにかできるか」

「確かに、アイドのお姉ちゃんは、あの伝説の『統べる王ロード』様のように強いかもしれない。誰も勝てないほど、賢くて強いけど……。この状況では……」

「いや、ティティーちゃんなら、もしかして……」

　誰もが追い詰められて、妾わらわを見ていた。

　それは慕ってくれていた孤児院の子供だけでなく、世話をしてくれていた大人たちまでもだった。確かに、街で妾わらわは一番の剣の使い手だったかもしれない。体格は大人顔負けで、勉強も狩りも際立っていたかもしれない。いつも弟が、自慢げに妾わらわの力を喧けん伝でんしていたかもしれない。この絶望の中、小さな希望が眩まぶしく見えるのも無理はないかもしれない。けれど、まだ妾わらわは子供だ。

　なのに、大人までも妾わらわに期待するのか……？　子供の妾わらわを頼るのか……？

「あ、ああ……。妾わらわは『統べる王ロード』じゃ。弟よ、そして、皆みなよ。心配せずともよい。全て、この妾わらわに任せよ……」

　言いたい事はたくさんあった。

　けれど、期待の重みに負けてしまって、顔を下に動かしてしまった。

　彼らの言うとおり、妾わらわには力があった。その『理を盗むもの』の力を持つものとしての責任感が、恐怖を上回ってしまったのだ。

　そして、妾わらわは恐怖など欠片かけらも表情に出さず、孤児院の中央にある大広間に向かう。それに妾わらわのことを知るものたちはついてくる。妾わらわならばどうにかできるのではないかという期待で目を輝かせて、ぞろぞろとついてくる。

　大広間の中央にて、孤児院の知り合い以外の者たちにも声をかける。

「妾わらわの名は『統べる王ロード』、ロードじゃ。皆みなに力を貸して欲しいことがある」

　全員に聞こえるように、堂々と誘った。これから行うことは妾わらわ一人でもできることだが、皆が協力してくれるほうが成功率が高い。なにより、一人では怖いというのが本音だった。その声に最初に反応したのは、孤児院での一番の友人だった。

「――本当にやるのか、ティティー？」

　巨漢の竜人ドラゴニユート、セルドラだ。数少ない妾わらわの理解者であり、この場で最も協力して欲しい人物だった。なにせ、この青髪の男は何の加護もなく、『理を盗むもの』に覚醒している妾わらわについてこられる『魔人』だ。妾わらわの存在のせいで埋没しているが、この男も間違いなく、どこかおかしい。

「ティティーには恩がある。おまえが望むのならば、『友』として――いや、『臣下』として手助けしようとは思う。だが、本当におまえはそれでいいんだな？」

　友セルドラは確認する。妾わらわと力が近しく、付き合いも長い彼は、この心の底にある恐怖心を見抜いているようだった。まだセルドラは、ぎりぎりのところで『友』だった。

「よい。頼む、セルドラ。そなたの力が必要になる」

　それでも妾わらわは首を縦に振った。もはや、後戻りはできないことを伝える。

「……わかった。ならば、これからは君のことを『統べる王ロード』と呼ぼうか」

「セルドラは南と戦う意思あるものを集めて、左方からヴィアイシア城に進んでくれ。細かいところは、おまえの思うようにやってくれていい」

「了解した。我らが『統べる王ロード』」

　セルドラとは、この『統べる王ロード』の『ごっこ遊び』を一緒にしていたことがある。そのときのセルドラは役職は、最前線で兵を指揮する将軍様だった。その『ごっこ遊び』をみんなの前で繰り返すだけだったが……小さなアイドと違って、貫かん禄ろくある風貌のセルドラが妾わらわを『統べる王ロード』と呼ぶのは、とても様になって見えた。それは本当に妾わらわが、有能な王であると錯覚させるほどだった。

「セ、セルドラ！　俺も協力させてくれ！　このまま黙って殺されてたまるか！」

「私も、やる!!　ティティーちゃん――ううん、『統べる王ロード』様、お願い！」

「ああっ、俺たちにだってやれることはまだあるはずだ!!」

　その演技に騙だまされた孤児院の仲間たちが、次々と名乗りを上げていく。座して死を待つぐらいならばといった気持ちだろう。それが恐怖にかられての暴挙だとわかっていても、妾わらわは快く迎えるしかない。

「助かるぞ、皆みな……。ただ、そうじゃな……。そなたらはセルドラとでなく、アイドのやつと組んで欲しい」

　すぐに妾わらわは反乱計画を詰めていく。小細工は一切なしの、速さが勝負の計画だった。それこそが、『風の理ことわりを盗むもの』の本領であると本能的に理解していた。

「アイドたちのほうは協力して、捕虜となっているヴォルス将軍たちを解放するのじゃ。そのあとは、将軍と共に右方からヴィアイシア城に向かえ。妾わらわは一人で中央を突き進み、暴れるつもりじゃ。おそらく、妾わらわが戦うことで、ヴィアイシア一帯は混乱に陥る。それに乗じれば、きっと解放と進軍は可能のはずじゃ。何か不慮の事故があれば、暴れる妾わらわを目印に合流するといい。何を引き連れてきても、必ず妾わらわが何とかしてみせよう」

　その滅め茶ちや苦く茶ちやな戦術に、孤児院に避難していた一般の民たちがざわつき始める。

「お、おいっ。何を馬鹿なことを……!?」

「無理だ！　できるわけがない！　南のやつらが、うじゃうじゃと街にいるんだぞ！」

「もう俺たちは完全に負けたんだ！　どうしようもない!!」

　翠みどりの髪の女が狂ったようなことを言い出したと思えば、その知り合いたちがそれを盲信して動き出したのだ。この反応は当然だろう。むしろ、こっちのほうがよっぽど正常だ。だが、その正常な人たちを異常に落とすために、妾わらわは一切の動揺なく言葉を足す。

「――妾わらわならできる」

「は、はあ!?　できるわけが――」

「できると、この『統べる王ロード』が言っておる」

「…………っ！」

　一言で押し潰してやった。恐ろしいことに『ごっこ遊び』のし過ぎで極まってしまった物言いが、ここにきて本物の重みを帯び始めていた。この異常な状況で、誰もが絶句するほどの異常さを妾わらわは身に纏まとっていた。

　それは、後のちに語り継がれる魔を統べる才の片へん鱗りんだった。

　その異常な量の魔力と特異過ぎる血が、ここにいる『魔人』たちの本能をくすぐった。

　妾わらわに圧倒された人々を置いて、淡々と反乱の準備を進めていく。

「とりあえずは、ヴィアイシア城を取り戻すことが急務じゃ。拠点というよりも、象徴がなくては何も出来ぬからな。……急ぐぞ。妾わらわの【自由の風】を合図とする。いや、北の反撃の狼煙のろしとしよう」

　そして、ずっと隠してきた『風の理を盗むもの』の力を、解放していく。異常に力強い風が、孤児院の中を通り過ぎた。院内のざわつきは最高潮に達する。

「い、いま……。風を起こしたのか……？　まるで魔法じゃないか……」

「谷に吹くかのような風が、彼女の周りに集まっていく……。本当に……？」

「もしかして、本当にあのおとぎ話の『統べる王ロード』様の力……？」

　この時代のこの大陸ではおとぎ話にしか出てこないような力を、妾わらわは当然のように使ったのだ。混乱するのも当然だろう。

　妾わらわは風を纏いながら、未いまだに決断できない人々へ優しく語り掛ける。

「まだ妾わらわを疑うのならば、この背中を見るだけでもよい。ただ、妾わらわの力を認めてくれたとき、それを多くの同胞たちに伝えて欲しい。皆みなが諦めぬ限り、妾わらわが先頭で道を切り拓ひらき続けていることを、どうか伝えて欲しい……!!」

　それを最後に、妾わらわは渾こん身しんの魔法を編む。この時代には失われている超常の力を、惜しみなく高らかに謡う。ここにいる全ての者を鼓舞するように――

「妾わらわこそが、大陸を支配する翼人の王！　最古の魔血を引きし末まつ裔えい、『統べる王ロード』！　あのような塵じん芥かいどもに敗れる道理などない！――《ワインド》!!」

　轟ごう音おんと共に、風の塊を上に向かって放った。

　その風は、孤児院の天井に穴を開ける。その穴目掛けて、妾わらわは飛ひ翔しようした。伝説の『統べる王ロード』の如ごとく翼を広げ、孤児院の誰もが見えるように飛んで、叫び続ける。

「我らの敵を全て、この妾わらわが北から追い出してみせよう！　この風は、北の魔人たちの望む【自由の風】！　侵略者たちを払う希望の風!!――《ゼーア・ワインド》!!」

　南の人間たちにも『統べる王ロード』の存在を知らせるため、街に嵐を巻き起こしていく。

　それは、この時代では反則的な力だった。あらゆるものを破壊する風が、妾わらわの手から放たれ、周囲一帯が分解バラされていく。一瞬にして百を超える死者が出て、千を超える怪け我が人にんが出た。南の人間たちは、天災に見舞われたかのように混乱していった。人を切り刻んでいく凶悪な嵐が、大量の血と悲鳴を生む。

　妾わらわは努めて表情を固め、その光景を空から見下ろす。

　嵐の混乱に乗じて、セルドラたちが南の兵から武器を奪っていくのを確認する。逆方向では、こっそりとアイドたちが孤児院から出て行っているのも見た。

　――こうして、子供の考えた首都奪還計画が動き出した。

　あとは妾わらわが真っ直すぐ城に向かいながら、暴れるだけだ。高く飛び過ぎず、速く飛び過ぎず、南の人間たちの目に留まるようにヴィアイシア城を目指す。

　北の同胞たちの目印となるように『風の理を盗むもの』は、伝説の『統べる王ロード』の再来であることを喧伝しながら、あらゆるものを破壊していく。

　そして、混乱していた南の者たちは少しずつ混乱から立ち直り、空を飛ぶ妾わらわを落とそうと揃そろって戦いを挑んでいく。それに妾わらわは――

　正直、ここから先は思い出したくない……。

　これから行われるのは、ただの虐殺だ。風で人を切り刻み、潰し、血とハラワタをぶちまけていくだけ。殺して、殺して、殺して、血の道ができるだけの話。

　ただ、その血の道に、希望を見み出いだした『魔人』たちの声が時々交じるのだ。

「――あ、ああっ！　あ、あれが『統べる王ロード』……!?」

「翼人種の末裔など、そんな馬鹿な……！　しかし、あの力は……！」

「圧倒的だ。このまま、城まで行くのか……？」

「皆さんっ！　『統べる王ロード』の力は間違いありません！　このまま、たった一人で血路を切り拓くことでしょう！　その身一つで城を穿うがつことでしょう！」

　その『魔人』たちの驚きよう愕がくの声の中には、弟アイドの扇動の声も交じっていた。

「しかし！　そのあとに、皆さんの力が必要なのです！　いま『統べる王ロード』の優秀な臣下たちが左方から援護をしていますが、城を獲とるには至りません！　占拠するには、どうしても人の数が必要になります!!」

　アイドもアイドなりに戦っていると知り、さらに妾わらわの風は強まる。

　期待に応えて、無欠の王として戦い続ける。千の兵たちに囲まれようとも、万の矢に曝さらされようとも、数え切れない悲鳴に耳を打たれようとも、戦って戦って戦い続けて、血の『道』を作り続ける。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!　妾わらわは『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』じゃぞっ!?　まだじゃ！　貴様ら塵芥共を皆殺しにするまで、止まるものかぁああああ――!!」

　南に占領された国に穴を穿つことだけを考えて、殺して殺して殺し続けた。

　千の兵たちを風の刃で両断し、万の矢には万の風の矢で応戦し、数え切れない死体を積み上げて、その果てに妾わらわは城にまで到達する。

　そこまで至ったときには、合流したセルドラとヴォルス将軍によって勝敗は決していた。妾わらわが城門を壊すだけで、敵から籠城の選択肢は失われてしまい、攻城作戦を行うまでもなかった。――完膚なきまでの圧勝だった。作戦は大成功だった。敵の指揮官の捕縛も容易たやすくて、何もかもが上う手まくいってしまう。

　――いってしまう。

　皮肉にも、こんな『ごっこ遊び』の進軍で本当に上手くいってしまったのだ。全ては、この恐ろしき『風の理を盗むもの』の力のせいだろう。

　それが妾わらわは不安で不安でしょうがなかった。この子供の幼稚な夢を、あっさりと現実に変えてしまう理不尽な力。その力の『代償』とは、一体どんなものか、考えるだけで身体からだが震えそうになる。しかし、それを表に出すことは、まだ妾わらわはできない。

「ああっ、やった！　やったぞ！　城を取り返したぞぉおお!!」

「俺たちは勝ったんだ！　取り戻したんだ！　あの南のやつらを殺してやった!!」

「ありがとうございます！　『統べる王ロード』様――!!」

「『統べる王ロード』様、万歳!!　『統べる王ロード』様、万ばんざあああい――!!」

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』!!」

　涙を浮かべて喜ぶ人々たちに囲まれてしまえば、不安な顔を見せることなどできるはずもない。全員が安心できるように、『統べる王ロード』としての表情を作るしかなかった。

「は、はは、ははははは……！」

　そういえば……。余裕ある笑みを浮かべるのが上手くなっていくのは、このあたりからだった気がする……。

　――これにて、物語の二章『孤児院編』は終わり。

　大勝利の逆転劇。奪還は大成功。文句なしの始まり。

　次は三章。『孤児院編』の次は、『ヴィアイシア防衛編』と本には書かれていた。

　しかし、『ヴィアイシア防衛編』か……。ああ、本当に腹が立つ。勝手に他人の人生を編で分けるな。誰にそんな権利がある。死人だからと好き勝手して。それをしていいのは妾わらわだけだろうが……！

　……いや、それもいまは関係ないか。もうどうでもいいことだ。

　占領されていたヴィアイシアの首都を取り返した妾わらわは、城の玉座の間で一人、困り果てていた。城下街では戦勝を喜び、宴のように盛り上がる民たちがいて、城内には無数の捕虜たちがいる。

　盛り上がるのはいい。しかし、ここからどうする……？

『ごっこ遊び』しか知らぬ妾わらわに、この平和の維持などできるはずがない。こっちは捕虜の扱い方も知らぬ素人だ。外交のやり方もわからない。

　戦と政治に詳しい者は城にいないのか？　ここからどうにか休戦までもっていける者は？　いや、それよりも頭トツプの交換を早くしないと……。いつまでも妾わらわが反乱の首しゆ魁かいだなんて駄目だ。もっと専門的な知識のある大人がやるべきだ。そうだ……。正直、子供の妾わらわには首魁など荷が重くて堪たまらない。重くて身体が潰れてしまう。頭トツプがそうなっては、いま喜んでいる万の民たちが、また絶望に落ちてしまう。その前に誰かっ、誰か!!

「――『統べる王ロード』様！　頼まれていた用件の報告をします!!」

「お、おおっ！　やっと終わったか！」

　誰もいない玉座の裏で体育座りしていた妾わらわは、孤児院の知り合いが入ってきたことに喜び、立ち上がる。その者に頼んでいたのは、いま妾わらわが考えていた問題を解決するための調査だった。報告を聞くために、玉座の間に反乱の主要メンバーたちをすぐに集めた。孤児院の大人たちにヴィアイシア家の将軍たち、それと北の街の権力者たちだ。

　しかし、妾わらわの抱いていた期待は思いもしない報告に裏切られてしまう。

「――な、なにっ!?　いま城にヴィアイシア王家の者が一人もおらぬじゃと!?」

「はい。かなりの数が戦死したとはいえ、これは……。おそらく、半数は事前に亡命していたのかと……」

　そして、期待を裏切られた妾わらわは、国のお偉方たちが近くにいるというのに、素のままに怒ってしまう。

「そんな馬鹿な!?　民を捨てて、逃げたじゃと!?　王は民を守るから、王族ではないのか!?　その期待を背負いながら、何の責任も果たさずに逃げたじゃと!?　許されぬ！　そんなこと、絶対に許されぬ！　そんな者っ、王族とは言えぬ――!!」

　妾わらわを守ってくれない王族に腹を立てて、お偉方の前で貶けなしてしまった。

「――あっ」

　や、やってしまった……。不敬罪で首を吊つらされても文句は言えない……。

　怯おびえながら、妾わらわは周囲の様子を窺うかがった。しかし、なぜかそこには妾わらわの発言を咎とがめる者はいなかった。それどころか、あの孤児院のときと同じように――

「会議中、申し訳ありません！　『統べる王ロード』様、南方より敵が……!!」

　そのとき、伝令が玉座の間に慌しく入ってきた。

　それは戦いが終わらないという無慈悲な伝令だった。

「もう敵が来たじゃと!?　しかし、ヴィアイシアの王族がおらぬというのに……！」

「お、王族ですか……？　『統べる王ロード』様、それが何か……？」

　報告してくれた伝令が、純粋な疑問を浮かべた。

「問題あるに、決まって……――」

　決まってると言おうとした言葉が詰まる。

　伝令だけではない。周囲の誰もが同じ表情をしていた。孤児院の大人たちが、ヴィアイシア家の将軍たちが、それと街の権力者たちが、じっと妾わらわを見ていたのだ。

　な、なぜ、そこで妾わらわを見る……？　『統べる王ロード』の謳うたい文句が大おお法ぼ螺らであることくらい、ここにいる者たちならわかっているだろう……!?

　伝説の『統べる王ロード』の高貴な血などっ、この妾わらわには一滴も流れておらん!!

　確かに『風の理ことわりを盗むもの』の力は凄すさまじかったかもしれん！　しかし、ただ強いだけならば、他にも適任者はいるじゃろう！　おかしいとは思わぬのか!?　ここで一番若いのは妾わらわじゃぞ！　身体はでかいかもしれぬが、年を聞けば、ぬしらが腰を抜かすほど幼いのじゃぞ!!　いま、ここにいる大人の中で一番強そうなのは――ああっ、隅のほうにいるではないか!!

「敵軍が迫っているのならば……、ヴォルス将軍！　これからは貴殿が妾わらわの代行を――」

　妾わらわも聞いたことのある歴戦の将軍様だ。その身体は大きく、風貌からも貫かん禄ろくを感じる。

　きっと彼ならば、妾わらわの代わりをやってくれる。そう思った。だが、その提案はヴォルス将軍の副官と思われる男に遮られてしまう。

「申し訳ありません、『統べる王ロード』様……。ヴォルス将軍は国に裏切られ、多くの仲間と……そして、家族を失ってしまい……。正直、もう限界なのです」

　よく見ればヴォルス将軍の顔に生気がなかった。この世の全てを失ったかのような顔をしている。端に立っていたのは何か事情があったようだ。

「そ、そうか……。しかし、軍属のそなたらが妾わらわを『統べる王ロード』と呼ぶことはないのじゃぞ。別に強制はしておらぬゆえな……」

　ならば、この副官さんに頭トツプの代行をしてもらえないかと思った。

　だが、当然のようにその期待も裏切られる。

「いえ、そのような不敬……できません。私たちは『統べる王ロード』様の雄姿を、戦の中でしかと拝見していますので」

　よく周囲を見回せば、どいつもこいつも同じような顔だった。アイドの顔に、よく似ている。妾わらわならばどうにかできるのではないかと、期待している顔だ。

「――臨時だな。おまえ以外にやれるものがいない」

　そのとき、後ろから小声で話しかけられる。『友』のセルドラだった。

「わかっておる……」

　セルドラは冷静に状況を理解していた。周囲の期待を認めたくない妾わらわとは違い、この死に体の国を導けるのは『統べる王ロード』を騙かたった妾わらわだけと早々に確信していた。

「ならば、セルドラ！　悪いが、おぬしにはもう少し付き合ってもらうぞ!!」

「ああ。それも、俺以外にできるものがいないだろうからな。『統べる王ロード』の右腕として、付き合うさ。これでも、おまえら姉弟の『友』のつもりだからな」

『友』の協力を得た妾わらわは、僅かながら勇気を手に入れる。

　そして、その勇気に任せて、会議の途中で叫ぶ。

「皆のものよ!!　妾わらわは迎撃に出たいと思う！　すまぬが、この『統べる王ロード』に、もう少しだけついて来てはくれぬか!?」

　交渉なんて妾わらわにはできない以上、率直に頼むしかなかった。

「もちろんです、『統べる王ロード』様。ヴォルス将軍の兵たちは、全てあなたに任せます」

　当然のように、その案は全面的に支持されていく。それは『統べる王ロード』を首魁として、ヴィアイシア城に北の反乱軍が旗揚げした瞬間だった。

　その勢いのままに、妾わらわは城を歩き回り、孤児院の知り合いたちにも声をかけていく。

　中にはアイドもいた。

「ね、姉様――いえ、『統べる王ロード』！　会議は、どうなったのですか!?」

「南から敵の増援がくる！　ゆえに打って出る部隊を編制する！　そなたも手伝え!!」

「はい、もちろんです！　自分は『統べる王ロード』の第一の臣下ですから!!」

　弟は嬉うれしそうな顔で承諾した。

　ああ、重い……。それが重くて苦しいと、なぜこの弟はわかってくれないのだ……。

　そんな不満を顔に出す暇もなく、妾わらわは反撃の準備をしていく。

　城下街では「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」と、いつまでも歓声が鳴り止やまない。その期待に背中を押されて、妾わらわは軍を率いてヴィアイシア城から出るしかなかった。

　相手は南の人間たちの大軍で……ただ、もう言わずともわかると思うが、これにも妾わらわは圧勝することになる。

『ごっこ遊び』の延長の戦術で、見事勝利してしまうのだ。呪われているかのような勝利だった。そして、勝てば勝つほど、妾わらわの表情は固まっていく。『ごっこ遊び』の『統べる王ロード』が少しずつ成長していく。それはまるで少女ティティーの成長する時間を、『統べる王ロード』が奪っているかのようだった。

　恐ろしい速度で、妾わらわは『統べる王ロード』として完成していった。

　――こうして、三章『ヴィアイシア防衛編』は終わり。

　転がり落ちるかのように、もう四章『北方奪還編』だ。

　ああ、怒る気すら起きない……。なにせ、ここから先はもう、落ちていくだけの物語だ。何もかもが、もうどうでもいい……。

　勝利に勝利を重ねることで、北は防衛だけでなく領土も少しずつ拡大していく。まだ国としての形にはなっていないものの、戦力だけは一丁前にあったのだ。その途中、南から逃げてきた『魔人』たちにより、城下街が溢あふれ返りそうになったことがあった。

　爆発的に増えていく民たちに、妾わらわは混乱したものだ。

　急きゆう遽きよ設立したキャンプ場を見て周り、妾わらわは側近に詳細を聞く。

「こ、これは何事だ……。どうして、こんな急に……」

「それが『統べる王ロード』様。移民してきた者に話を聞いたところ、北の果てには『楽園』があると南で噂うわさになっているらしいです」

「北の果てに『楽園』……？　そう言ったのか……？」

『ここ』のどこがだ……？　子供が『ごっこ遊び』で頭トツプをやっており、財政はギリギリ。組織としての形は崩壊寸前。なのに『ここ』を『楽園』と呼ぶのは、なぜだ……？

　そもそも、その『楽園』を目指していたのは、おぬしらでなく妾わらわのほう――

「『統べる王ロード』様。南の軍が、返還を求めています」

「返還……？　何のじゃ？」

「逃げた『魔人』たちです。彼らは、移民たちを南国のものであると主張しています」

「――も、ものじゃとっ!?　な、何を馬鹿なことを言っておる!!　こう言い返してやれ!!　我らには我らの法がある！　南から逃げてきた同胞は、全て我らの家族じゃとな!!　返すなど、ありえぬ!!」

「……『統べる王ロード』ならばそう言ってくださると信じておりました。では、そのように」

「あっ、ああ……」

　また悪い癖が出た。怒りのままに、口に出してしまった。どうしても虐げられる『魔人』たちのことを考えると、頭が熱くなる。

　そのとき、その妾わらわの様子を見ていた移民たちの目の色が変わった。

　いつものように、また「流石さすがは『統べる王ロード』様だ」と、ざわつき始める。

　ああ、もうわかっている……。こっちは顔が引き攣つって、元に戻らなくなってきたところだ。その期待に応えればいいのだろう……？　幸い、その『楽園』に誰よりも行きたいのは妾わらわだからこそ、その偽物くらいならば用意してやれると思う。

　こうして、北の反乱軍は無数の移民たちを受け入れ、その生活を維持するための政策を考えさせられる羽目になる。

　その移民の受け入れを実現させたのは弟のアイドの力が大きかった。戦闘においては何の才能もなかったアイドだったが、こと地道な作業と小細工において右に出るものはいなかったのだ。何より、国のために身を削ろうとする覚悟が、アイドにはあった。

　ただ、アイドは妾わらわの負担を考えない。弟は『統べる王ロード』ならば何もかもできて当然と思っている節があるのだ。そして、その期待に妾わらわは応えようとしてしまう。

　恐ろしいことに、それを繰り返し続けることで、少しずつ国として成り立ち始めていた。妾わらわを王として、新生のヴィアイシア国が生まれ落ちようとしていたのだ。

　その現状を見て、友であった男セルドラは冷静に分析する。

「――ヴィアイシアの王族たちが消えてしまったのが痛いな。そのせいで誰もが、おまえに王族としての振る舞いを求め、その上で総大将としての計算高さを求め、革命家としてのカリスマまでも求めている」

「セ、セルドラよ……」

「そして、幸運にも、おまえはそれを叶かなえる器があったようだな」

　違う。それは不運にもと言うのだ。

　相変わらず、我が『友』は他人の心がわからない……！

「そんな器、妾わらわにはない……。ないのじゃ。全て偶然じゃ。運が良かっただけなのじゃ。何もかも、ぬしたちの勘違いじゃ……」

　二人しかいないから、妾わらわは弱音を漏らした。

　妾わらわに匹敵する力を持つセルドラにだけは言えた。

「そうなのか？　いや、どちらにしろ、俺は不器用だからな。手助けすることしかできないが……」

　しかし、その弱音は『友』に届かない。

　もう『友』でさえも、妾わらわが『統べる王ロード』であることを疑わなくなって来ていたのだ。

　それを見て、もはや妾わらわに相談する相手はいないと知る。

「……い、いや、そなたはそなたで大変じゃろう。手助けしてくれているだけでも、妾わらわは助かっている」

「助かってるのは俺だ。不謹慎だが、この立ち位置は俺の病気の薬になるからな」

「そうか、それはよかった……。悪いが、少し一人にしてくれ……」

　そのときから、もう妾わらわが『友セルドラ』に相談することはなくなった。

　もう誰にも頼ることはできない。自分だけで何とかするしかない。

「やるしかない……！　この妾わらわが……!!」

　そう心に決めてしまい、落ちていく速度が、さらに加速していく。

　開き直った妾わらわは、戦争を終わらせることだけを考え出す。防戦から打って変わって、北の領土の奪還を積極的に行い始める。

　それをできるだけの力が、いまの妾わらわにはあった。認めたくはないが、単純な力だけではなく、指導者としての能力までもが身についてきていたのだ。いつまでも『ごっこ遊び』をしていては終わらないと思い、南と戦うために一人で寝る間を惜しんで勉強したせいだ。城の文献を読み漁あさり、自分なりの戦い方を構築していった。

　その結果、民心を摑つかんでしまい、臣下からの信頼も得ていってしまう。ただでさえ個人としての異常な力を保有していたというのに、人の助けを得た『風の理を盗むもの』は無敵に近かった。そして、数年後――あっさりと、妾わらわは悲願を果たすことになる。

「――や、やった！　北の領土を、戦争前まで戻してやったぞ！　ははっ、やっと取り戻したのじゃ……!!　見たかあ!!」

『魔人』たちの戦い方を根本から見直したのが大きかった。

　元々『人』と『魔人』単体で考えれば、『魔人』のほうが強いのだ。その強い個たちをまとめる将さえいれば、南に後おくれを取ることなんてなかったわけだ。

　それを証明するかのように、北は連戦連勝を繰り返した。

　統率された『魔人』軍だけでなく、本当の魔物を率いた妾わらわもいたのだから当然だった。

　辺境で暴れていた竜を従えたときは、敵からも味方からも恐れられたものだ。

　そして、塗り替わっていた地図を戦争前に戻すことには成功した。北の国々は力を取り戻して、それを妾わらわが『北連盟』と名付けて、一つの旗に纏まとめた。北と南のバランスは均衡状態に戻り、休戦協定を結べるだけの状況になった。

　すぐさま妾わらわは休戦を進めて、見事それを成功させた。妾わらわが故郷の草原にいた頃と、同じ世界情勢まで戻してみせたのだ。ああ、これで……。これでやっと――!!

「北は元に戻った……！　これで――!!」

　役目を終われる。そう思ったけれど。

「――やりましたね、『統べる王ロード』。ようやく、講和まで漕こぎ付けました。では、この休戦の時間を使って、次の戦いに備えましょう。国内の財政を整え、軍の再編です。あとは、地方豪族を纏め上げなければ……。しかし、『統べる王ロード』の威光があれば、それも容易たやすいことでしょう」

「…………」

　当然の話だった。側近の『魔人』は淡々と、次のことを話す。

「南との外交はもちろんですが、西国と東国との外交も推し進めましょう。この革命は、彼かの国たちの協力なくしては成功しませんでしたからね。きっと、色々と要求されることでしょう。あとは――」

「と、途中ですまぬ。亡命したヴィアイシア王族たちも戻ってくるという話は、どうなったのじゃ……？」

「え？　ヴィアイシア王家の者ですか……？　ああ、『統べる王ロード』の温情に甘え、戻ってくるかもしれませんね。しかし、それがどうかしましたか？　『統べる王ロード』」

　それがどうかしましたか？　その意味がわかってしまい、絶望してしまう。けれど、妾わらわの固まった表情は変わらない。憮ぶ然ぜんとした表情の完璧な王が、側近の報告を聞いている。

　ああ、身体からだが重い……。顔が動かない……。

　何より、それに慣れてきた自分が一番嫌だ……。

「いや、戻ってきてくれるのならば喜ばしいことじゃな」

　誰かが王族さんたちを神み輿こしにして、この玉座を狙ってくれるかもしれない。その可能性を得ただけでも良しとしよう。それが、いまの妾わらわに期待できる唯一のことだった。

　ただ、その妾わらわの期待は、当然のように裏切られていく。

　これから先、何年経たとうとも『北連盟』では反乱なんて起こらない。そして、国務に忙殺される毎日が始まる。英雄譚たん的に言えば〝桃色の花の咲く季節から、黄色い花の咲く季節へ。赤い花の咲く季節から、白い花の咲く季節へ。北特有の不安定な季節を繰り返していく〟か……？　おそらく、銘打てば五章『覇王編』だろう……。

　ああ、それすらも、もうどうでもいい……。

　王としての立場が確固としたものとなり、落ちていく感覚が強くなっていく。雪玉が転がり膨らむかのように、身体に無数のしがらみが纏わりついていく。

　国民の期待どころか、他所の北の国の期待までもが背中に圧のし掛かる。重くて潰れてしまう寸前だった。けれど、妾わらわが潰れるわけにはいかない。いま妾わらわがいなくなれば、また『北連盟』は南に吞のみ込まれてしまう。間違いない。

　だから、やるしかない。妾わらわがやるしかないのだ。

　こうして、また妾わらわは本物の『統べる王ロード』に近づき、本物の自分である少女ティティーを失っていく。少女ティティーの喪失は、心に多大な影響を与えた。

　少しずつ自分が何をしているのかもわからなくなってきていた。自意識を喪失し、さらに時間感覚が加速――どころか、狂い出す。

　一秒が一分になって、一分が一時間になって、一時間が一日になって、一日が一年になって――ああ……。あの日から、何年経った……？

　そんなことを考えながら、今日も妾わらわはヴィアイシア城で臣下たちを迎えていく。

　以前と全く変わらぬ姿だ。しかし、伝説となった『統べる王ロード』として、多くの王や英雄、将や豪族の長たちを迎える。

　磐ばん石じやくとなった『北連盟』を、さらに磐石なものとするのが、いまの妾わらわの仕事だった。

　確か、そうだ……。これは仕事なのだから、仕方がない。早く行かないと……。

「――『統べる王ロード』。もう会議の時間は始まっています」

　立派な宰相に成長したアイドが妾わらわを呼ぶ。弟は老けていた。いつの間にか、妾わらわの背を追い越している。あどけない顔つきから、大人の顔になっていた。少し身体は細くて不健康的だが、妾わらわと違って立派な大人になれている。

「ああ、アイド……。いま行こう」

　そして、今日も妾わらわはヴィアイシア城の玉座の間に赴く。

『北連盟』を象徴した旗を背にして、王の玉座に腰を下ろす。

『統べる王ロード』の登場に、前方にある円卓に座った有力者たちは全員が息を吞んだ。

　しかし、見慣れぬ顔も増えてきたものだ。ここにいる有力者たちの数が、そのまま『北連盟』の領土の広さというわけだ。あの反乱の日の十倍は超えている。

「では、『統べる王ロード』様……」

「ああ、始めようぞ」

　反乱の日から定例となった会議が始まる。けれど、何年経とうとも内容は何も変わらない。誰もが妾わらわに期待した目を向けている。国の最高位の将軍であるヴォルスさえも、妾わらわの言葉を肯定するばかりだ。そして、国の宰相であるアイドも、この通りだ。

「――はい。全ては『統べる王ロード』のお言葉通りに」

　全員が妾わらわに頭こうべを垂れる。いつもの会議は、いつものように終わった。

　玉座の間から有力者たちは出て行く。『統べる王ロード』がいれば全て安心だと言わんばかりの表情でだ。それは妾わらわの思い描いていた会議と、大きく違った。

　この会議で意見をすり合わせて、それを『北連盟』の方針とするのが、妾わらわの作った国の在り方のはずだった。そうすれば、妾わらわに頼らない国になると思っていたが、全くそんなことはなかった。未いまだ妾わらわがいなければ瓦解する国のままだった。

　――完璧な王であり過ぎてしまった結果だろう。

　なにせ、軍務も政務も、妾わらわが出れば全て解決する。『魔人』たちの幸せを願う妾わらわは、何があっても成功させてしまう。わかっているのに、身体が勝手に動く。少女ティティーではなく、『統べる王ロード』が妾わらわの身体を動かす。

　そして、完璧な王であればあるほど、時間が進むのが速くなるような気がした。

　激務に忙殺されているという次元の話ではなく、自分がそこにいないかのような感覚に襲われるのだ。まるで夢を見ているかのように、高速で時が進んでいく。

　そんな悪夢の中、いつかもわからぬ時間に、妾わらわは一人呟つぶやく。

「――もう終わりじゃ。妾わらわの役目は終わりじゃ。なのに、この悪夢はいつまで続く？」

　その問いに、答えは一切返ってこない。けど、自分の中で答えは出ていた。

　まず妾わらわが年を取らない。これが一番の問題だ。これのせいで隠居の計画すらできない。

「妾わらわは変わらぬ……。変わらぬから、終われぬのか……？」

　自問自答を続ける。まだこの国は、後継者を考えられるレベルじゃない。教育レベルは低く、人手が全く足りていない状態だ。もちろん、それを解決するための施策はしている。ただ、数十年後に、その問題を解消したあとに――

　――民たちは、『不老の王』なんて都合のいい存在を手放すのだろうか？

　それも暗殺されようのない強さを持っている最強の『魔人』。毒を盛られても、ちょっと腹を下すだけで済むという身体に、大陸最強の魔力と魔法。戦は百戦錬磨で、政務も最高レベルに達している。老いないのだから、その能力が劣化することはない。いや、それどころかいまも能力は伸び続けている。永遠に成長期であり絶頂期なのだ。そんな伝承をも超える力を持ちながら、誰よりも国を愛していて、巷ちまたでは完璧な人格者と噂うわさされている。さらに、敵からは存在そのものから狂っていると恐怖されて、自国からは尊敬を超えて信仰の対象になっている有様。

　自問自答の必要はなく、答えは出ている。

　妾わらわは妾わらわである限り、ずっと王のままだ。

　それを理解したとき、千の剣に囲まれても震えない身体が揺れる。

「む、無理じゃ……。正気でなど、いられぬ……」

　ずっと王のまま……？　そのずっととは、いつまでだ？

　もし本当に不老ならば、百年どころの話ではないかもしれない。

　百年どころか千年、千年どころか万年。永遠に王をやり続けなければならない？

　一人、王の自室で妾わらわは首を振る。

　そして、その恐怖のまま、妾わらわは王の部屋を出た。

　誰かに助けて欲しかった。一人で苦しむことに、もう耐えられなかった。

　まず頭に浮かんだのは『友』であるセルドラだったが、すぐに頭から搔かき消す。いま、あいつは南端にて戦っている。そもそも、ここにいたとしても、いまのあいつに話が通じるか怪しい。そうしてしまったのは、王である妾わらわだ。もう『友』はいない。あいつは前線の『総大将』として新しき人生を歩んでいる。

　ならば、弟だ。弟のアイドしかいない。

　弟は守るべき存在だが、もう限界だ。姉だからなんて、言ってられない。

　もう止やめたい。全部止めて、家に帰りたい……!!

　あの故郷と似たところを探して、逃げて！　ひっそりと二人で暮らそう……!!

　そう言いたくて、アイドを探した。城の中を駆けて、宰相の部屋を目指す。

　ああ、アイド……。

　苦しいのだ……。アイド、助けてくれ……。

「アイド……！　アイドアイドアイド、アイド……!!」

　回廊を駆け抜けて、妾わらわは辿たどりつく。宰相の部屋の扉を開けて、その中には――

「――ああ！　丁度いいところに『統べる王ロード』！　自分もやりましたよ！　自分は『木の理ことわりを盗むもの』です!!」

　アイドがいた。いつの間にか、長身痩そう軀くの大人となった弟だ。そのアイドが、まるでどこかの化け物と同じように、異常な存在感を放っていた。

「え？」

　守るべき弟など、そこにはいなかった。

　あの妾わらわより二回り以上も小さかったアイドが、妾わらわより大きく強くなっていた。

　長い間、妾わらわの隣を歩いたせいで、アイドは『統べる王ロード』に相応ふさわしい『完璧な宰相』となった。その上、妾わらわと同類の『理を盗むもの』にまでなってしまっていた。

「見てください！　この力、どうでしょうか!?　自分も使徒様の助言に従い、理を盗みました！　ああ、これであなたを助けることができます。もはや、『統べる王ロード』一人で保たれている国とは言わせません！　これで完璧なあなたについていけます!!　ええっ、どこまでもいつまでも、お供します！　我が『統べる王ロード』!!」

　キラキラと輝く目で、妾わらわを見ていた。ただでさえ重かった身体が、何倍にも重く感じた。その重みが地面に穴を穿うがち、奈落の底に落ちるような気がした。

「ようやく！　ようやく自分の願いが叶かないそうです！　『統べる王ロード』の第一の臣下として相応しくなれそうです！　ふふっ、この力さえあれば、かつて交わした約束のほうも実現できそうですね!!」

「あ、ああ……。アイドよ……」

　舌の根が乾いて、上う手まく言葉が発せない。それに有頂天の弟は気づいてくれない。

「ふふふっ。もしかして、昔過ぎて忘れましたか？　いつか『魔人』という言葉を世界から忘却させるという話です！」

「ア、アイド……」

「魔という言葉には、どうしても穢けがれのイメージが付き纏まといます。それよりも適切な言葉、もっと自然の恵みを意識できるような――例えば『獣人』なんていいかもしれませんね。少し荒々しそうなイメージがつくかもしれませんが、割といいとは思いませんか？　我らの強みも、はっきりと知らしめることができます」

　違う。そうじゃない。そんなことはどうでもいい。

「アイド、待て……」

「あ、少し呆あきれてますか？　もちろん、そんな先のことよりも目先のことのほうが大事なのは、自分もわかっています。世界中の人間の意識を根底から変えるなんて……もし、それを成そうとすれば、大陸を纏め上げた上で、何百年という時がかかることでしょう。千年後、実現していればいいというレベルです。それでも、このヴィアイシア国の宰相として、自分は願わずにはいられないのです。いえ、北に生まれた『魔人』としてでしょうか……。ふふっ」

　もう妾わらわは国など、『魔人』と『人』の軋あつ轢れきなど、興味ない。

　心底どうでもいい。そんな他人のことより、妾わらわ自身のことが一番大事なのに――

「――そうじゃな。そなたらしい夢だ。妾わらわは王として、そなたの夢を応援しておるぞ」

「はい！　共にこの国を守りましょう、『統べる王ロード』!!」

　頷うなずいてしまった。

　もう無理だ。アイドには――いや、このヴィアイシア国宰相殿には、何も言えない。

　こいつは弟だからこそ、この国の誰よりも妾わらわに期待している。千年後、大陸全員を洗脳するまで王が戦い続けるのは当たり前とまで言っている。

　いや、この顔は千年どころじゃないかもしれない。

　ずっとだ。永遠にやる気だ。ずっとずっと妾わらわの臣下をやる気だ。

　そのために、不老の王に合わせて、自らも不老となったのだ。

　確信した。こいつは――妾わらわの弟に戻る気など、全くない。二度とない。

「はっ、ははははっ！　はははははははは――！」

「ふふっ、先が楽しみですね。ふふふふ――！」

　王と宰相は笑い合う。

　ああ、いつの間にか……。一人ぼっちだ……。

　自分をティティーと認識してくれる人がいないから、自分が自分であると証明できなくなってきている気がする。妾わらわは一人、王の自室に戻るしかなかった。

　――そして、誰とも話すことができないから、また時間感覚は加速していく。

　何度も何度も、季節が過ぎていく。合わせて、背中から響く歓声が増えていく。率いる人々が増えていく。守るべき人々が増えていく。戦うべき人々が増えていく。どこまでも妾わらわの背中に、背負わされていく。もう限界は超えているというのに、誰もが『統べる王ロード』ならば大丈夫と積み上げていくのだ。もう両手も両足も、その重みで麻ま痺ひして、ろくに動かない。時間感覚も麻痺し切ってしまっている。

　妾わらわの見ている世界が、擦すれていく。

　こうして、さらにさらに、時間は加速していって――

　…………。

　……………………。

　ああ、いまはいつだろうか……？

　何がどうなっている……？　いま、妾わらわは何者として、何をしている……？

　そう自問自答しながらも、王として戦い続けていた。いつの間にか、空が暗雲に覆われるという異常事態があっても――、『理を盗むもの』だけの特権であった魔法を人々が使い始めても――、妾わらわは何の動揺もなく、完璧な王として働いた――、戦い続けた。

　皮肉なことに、自意識が薄れていても、妾わらわの才があれば『北連盟』を治めることは容易だった。北で内戦があれば、『統べる王ロード』として演説して収める。南といざこざをすれば、妾わらわが出向いて勝利する。何度も不敗の王としてヴィアイシアに凱がい旋せんする。

　それを繰り返した。何年も何年も繰り返して、繰り返し繰り返し繰り返し、繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し――どこまでも時間感覚は加速して、加速して加速して加速して、加速し続けて――……

　その途中、一つだけ見過ごせない異変が起きた。

　幸いにも、『統べる王ロード』の完璧過ぎる世界に『異物』が交じってくれたのだ。

　突然、南の敵兵の中に、なかなか倒れない者が急増してきたのだ。さらに南での『魔人』誕生の確率が激減し始める。繰り返しの作業に変化が生まれ、擦れていた自意識が少しだけ回復する。

　まず確認したのは強い騎士たち三人。

『アレイス』『ランズ』『ヘルヴィルシャイン』を名乗る三人の才ある男たちだ。

　続いて、それを率いる聖女ノスフィー・フーズヤーズの登場。妾わらわが頭角を現したときと同じように、そのノスフィーという少女は急に現れた。

　敗戦を続けていた南が『北連盟』に対抗して、とうとう『南連盟』を発足させた。

　とはいえ、それでもまだ維持はできる。

　こちらには経験という分があった。『北連盟』が崩れるには、まだ足りない。

　――国が崩れるには。

　そうだ。このとき、妾わらわは国の崩壊を願ってしまっていたのだ。

　いまかいまかと待っていたのだ。

　妾わらわの国――いや、『統べる王ロード』と名乗る妾わらわを殺してくれる誰かを。

　そんな『救世主』の存在を願う。他でもない『救世主』と称された妾わらわが願う。

　――そして、とある戦場で巡り会った。

　風により地形が変わり、死者の血で染まった戦場で一対一。

　化け物の妾わらわが、同じ化け物と向き合い、言葉を交わしていく。

「――やっと会えたな、『狂王』。いまから僕が、おまえを助けてやる」

『異邦人』と出会った。

「……そ、そなたが、あの『カナミ』じゃと？」

　興味はなかったが、王として情報は持っていた。間違いなく、この黒髪黒目の騎士が南の国々を盛り返してみせた『始祖』様だ。

　若いと、まず思った。しかし、すぐにそういう次元の話ではないとわかる。

　その魔力は余りに特異過ぎた。使徒に試作と称された妾わらわ以上に未完成。なんて不安定で強力な『理を盗むもの』だと思った。

「欲しいものを言え、ロード」

「待て。なぜ、この妾わらわにそんなことを聞く？」

「いいから答えろ……！　おまえみたいなやつを見てると、こっちはイラついて仕方ないんだよ……!!」

　その男は妾わらわに似ていた。妾わらわと同様に絶望し、狂っている。

　王として考えるならば、間違いなく殺さなければならない相手だ。戦わないといけないとわかっている。しかし、この狂人は妾わらわのことを誰よりも理解してくれていた。

　北にいる誰よりも、妾わらわの『理想』の言葉を吐いてくれる。

「生意気な口を利く……。妾わらわは『統べる王ロード』じゃぞ」

「何が王だ。噓うそつけ、この馬鹿女。……見てれば、わかる。おまえは王様なんて器じゃない。おまえも僕と同じで、無理して生きているだけの弱い人間だ。ああ、騙だまされて虐げられて、都合よく生かされてるだけの弱者だ」

　妾わらわに生意気な口を利く敵はいる。

　しかし、ここまで妾わらわの内情を当てたものは、味方も含めて初めてだった。

「妾わらわは、無理をして……おるか？」

「ああ。似合わないんだよ、その喋しやべり方。もっと別の喋り方はできないのか？」

「あ、あぁ……。それは、その……」

「チッ、イラつく……。早く答えろよ、このノロマが」

「いや、どうじゃったか。上手く思い出せぬのじゃ。別の喋り方をしていたような気もする……。確か、これは間に合わせで始めた喋り方で……、本当は……」

　急に心の底まで切り込まれたせいか、妾わらわは上手く喋ることができなかった。

　こんなにも自意識をはっきりとさせたのは何年ぶりだろうか。妾わらわが妾わらわとして話しているのは、いつ以来だろうか。とにかく、舌が上手く動いてくれなかった。

「ああ、もういい！　わかった！　とにかく、おまえの欲しいものを言え！」

「妾わらわが欲しいものじゃと……？」

　何だったか……。たくさんあったような気がする。行きたかった場所があった気がする。しかし、もう擦れてしまって、一つも思い出せない。

「わ、わからぬのじゃ……。しかし、『ここ』でないことだけはわかる！　ああっ、そなたの言う通りじゃ……！　妾わらわは王を辞めたい……。辞めたいのだけは確かじゃ!!　どうか、この妾わらわを北から連れ出してくれ……！　頼む……!!」

　唐突な理解者に困惑しつつも、吐き出すかのように懇願してしまった。

　それを黒髪黒目の男は受け止める。

「……よし。これで『契約』成立だな。ただ、『ここ』から『統べる王ロード』を連れ出すとなると、それなりにタイミングを計らないと難しいぞ。いま連れ出したとしても、あのセルドラとアイドの二人が大群を率いて取り返しに来る。もっともっと余裕がないタイミングじゃないと……」

「む、無論っ、いますぐとは言わん！　いつかでいい！　お願いじゃ!!　このままじゃと妾わらわが妾わらわでなくなってしまうのじゃ!!」

「あ、ああ。わかってるって……。見捨てはしないから安心しろ。おまえが望むものがあるなら、それをできるだけ叶えてやりたいって思ってる」

「うむ……。すまぬな……」

　こうして、妾わらわは裏切りの騎士を『北連盟』に迎えることになった。色々と反発はあったが、そこはいままでの妾わらわの実績あってか、なんとか身内人事を通すことができた。

「――これで今日から、『相川渦波ぼく』はおまえの臣下か。だが、『契約』は忘れるなよ。いつか僕は『統べる王ロード』を裏切り、ヴィアイシアの全てを壊してでも、ティティーという名の少女を『ここ』から連れ出す。おまえの望むところまで連れてってやる」

「ああ、頼む……」

「その代わり、一度だけ『北連盟』の軍を使わせてもらうぞ。手駒がなければ、『南連盟』の使徒を守る壁が打ち崩せないからな」

「そのくらいは容易たやすい話じゃ」

「ティーダ、ローウェン、ファフナーの三騎士。そして、ノスフィー。この『理ことわりを盗むもの』たちを、おまえの持つ王の力で抑えてくれたら、その間に僕が元凶の使徒を殺す」

『南連盟』を急成長させている原因である使徒の殺害。それは『北連盟』にとって悪い話ではない。長く見れば、王としても賛同できることだ。

　そう。妾わらわは裏切っていない。裏切るのは渦か波なみで、妾わらわは誰の期待も裏切らない。

　それは本当に甘美な『逃げ道』だった。その『道』に逃げ込まざるを得なかった。たとえ、それが渦波の策略であったとしてもだ。それほどまでに妾わらわは限界だったのだ。

「待ってろ、ロード。すぐに僕は裏切る。そして、おまえの国を滅ぼしてやるよ。正直、ずっとこの国にはムカついていたんだ。ここは使徒の勝手で生かされてる無能どもの国だ。その上、こんな頭の悪い少女を『理を盗むもの』にして、『統べる王ロード』だなんて祀まつり上げて、頼り続けてる――！　ああ、反へ吐どが出る!!」

「そ、そこまで言うか……？」

「前に僕のいたところじゃ考えられない。北も南も異常過ぎて、正直気持ちが悪い」

「むむう……」

『始祖』様からの我が国の評価が低く、少しだけ頰を膨らませる。王として反論すべきところだったが、妾わらわは何も言い返さなかった。

　渦波と同じようにムカつき、気持ち悪いと心の片隅では思っていたからだ。

　やはり、渦波こそ妾わらわの理解者なのは間違いない。こうして、渦波を護衛の騎士として迎えて、さらに月日が過ぎていく。時間感覚が麻痺しているおかげか、そのときが訪れたのはすぐだった。いつかはわからないが、とても早い段階で渦波は妾わらわに告げる。

「――もう終わりだ。算段がついたぞ。セルドラとアイドのおかげで、三騎士の分断に成功した。これから僕はこの国を捨てて、使徒シスを追い詰めに行く」

「もう……？　渦波よ、もう終われるのか……？」

「ああ、終わる。逃げるなら、いましかない。おまえの心配してる悪名は、できるだけ僕一人に向かうように下準備してる。まあ、最悪でも悪名は僕と半分になるはずだ」

「な、ならば妾わらわも逃げる……。逃げたいのじゃ……」

　こうして、『北連盟』と『南連盟』の戦いが最高潮に達したとき、王である妾わらわと王近この衛え騎士団団長である渦波はヴィアイシア城から消えた。

　独りでなく、二人であることが妾わらわの足を軽くしてくれた。限界だった身体からだだが、理解者が先導してくれるというだけで、なんとか動いてくれた。

　闇夜に紛れて、妾わらわたちはヴィアイシアから逃げ出していく。戦地の中を泥にまみれながら、走って走って走り続けた。

　そして、国境を越えて、名もない村に辿たどりついたところで、妾わらわは礼を言う。

「――渦波よ。妾わらわを裏切ってくれて感謝する……。妾わらわの国を見限ってくれて、ありがとう。う、ぅう、うううぅ……。本当にありがとう……」

「これでおまえは自由だ。北も南も関係ない。さっさと別の大陸まで逃げろ」

　夜の帳とばりの下、国外にある草原で妾わらわは唸うなる。

　王とは思えぬ襤ぼ褸ろ切れを着て、自慢の翠みどりの髪を結い上げて、村娘のようになった妾わらわは、もう誰の目も気にすることなく、情けなくお礼を言い続ける。

　もう妾わらわは王ではないという解放感に、全身が打ち震えていた。

　ただ、その震えは歓喜によるものだけではなかった。少し恐怖も混ざっている。

　いかに自身が王の役目を放棄したとはいえ、それを民たちは認めないだろう。もしかしたら、『北連盟』は総出で妾わらわを捜すかもしれない。

　さらに言えば、妾わらわのいなくなったヴィアイシアの今後を想像するだけで恐ろしい。絶対に破滅するとは決まっていないものの、その可能性が増したのは間違いない。

　つまり、いまこのときも「戻ったほうがいいかも」と考えている自分が怖いのだ。もちろん、それ以上に、またあの地獄に戻るのを恐れている自分がいるから立ち止まれてはいる。様々な要因が混じり、身体の震えは全く止まらなかった。

　その情けない妾わらわを見て、渦波は嘆息する。

「……はあ。もし一人が怖いなら、僕と来いよ。それだけで随分と違うはずだ」

　手を差し伸べた。心細くて死にそうだった妾わらわは、その手を反射的に取ってしまう。

　そんな迷いのない妾わらわに、さらに渦波は呆あきれていく。

「本当に来るのかよ、おまえ……。ついてきても、利用されるだけだぞ？　そう簡単に騙されるな。この馬鹿女……」

　そして、情けな過ぎる妾わらわを憐あわれみ、自らの思惑を事前に伝えてくれた。

　だが、わかっている。それでも妾わらわはついて行きたいのだ。

「……構わぬ。もっともっと妾わらわを騙して利用してくれてよい。だから、もう少しだけ、そなたについて行かせて欲しい」

　正直、これから一人で何をすればいいかわからなかった。故郷に帰るとしても、共に暮らす誰かがいなければ、寂しくて発狂する自信がある。

　なにより、妾わらわの唯一の理解者である渦波を手放したくないという本音もあった。

「それに、そなた一人では荷が重いじゃろう？　三騎士の隔離は成功しても、まだ使徒には『光の理を盗むもの』が残っておる。この『魔王』の力、本当は欲しいのじゃろう？」

「ああ……、もう！　本当に馬鹿だな、おまえ！　あれだけ貢いでおいて、今度は命まで捨てる気か……!?」

「いいのじゃ。付き合わせてくれ、渦波。少し、そなたの手助けをしたい気分なのじゃ」

「別に駄目だとは言ってないっての……。戦力があって、困ることはないからな……」

　こうして、この時代のこの大陸で考えられる限り、最高の使徒討伐パーティーが結成された。そのあと、妾わらわと渦波は国境から南下していき、使徒がいるであろうフーズヤーズの城を目指した。ただ、当然だが……途中、追っ手があった。まずは北の完全無欠の宰相殿、『木の理を盗むもの』アイドだ。私たちの前に立ち塞がり、血相を変えて叫ぶ。

「――渦波様ぁあ！　なぜっ!?　なぜ、自分たちを裏切ったのですか!?」

「アイド……。悪いが、おまえと話すことはない……」

　ヴィアイシア国宰相の追及に、渦波は応じない。

「ならば、『統べる王ロード』！　あなたが戦ってください！　そこの裏切り者と！　あなたなら、『始祖』相手でも勝てる!!」

「さよならじゃ、アイド……。妾わらわは渦波と行く……」

「ロ、『統べる王ロード』!?　それはどういう意味なのですか!?」

「結局のところ、妾わらわはただの童わらべだったのじゃ……」

「一体なぜ!?　『統べる王ロード』!?　『統べる王ロード』ォオオオオオ――!!」

　最後まで姉を王と呼んだ弟を、置いていく。

　そして、次は因縁の敵である『光の理を盗むもの』ノスフィーとの戦いだ。

　非戦争地域を隠れながら進み、『南連盟』の首都フーズヤーズの城に背後から近づいていたときだった。誰もいない闇の中、光り輝く少女が一人待ち受けていた。

「ロード……？　ロード、ロードロードロォオオオド!!　なぜ！　なぜ、あなたが渦波様と共に二人で、ここにいるのです!?」

「そ、それはこちらの台詞せりふじゃ……？　なぜ、ノスフィーがここにおるのじゃ？　そなたは南の希望の旗なのじゃから、ちゃんと前線におれ!!　南が危なくなるぞ!?」

「いまのあなたに言われたくはありません……。そもそも、わたくしの目的は渦波様、唯ただ一人……！　たった一人です!!」

　その迷いのない返答に妾わらわは驚く。もはや、戦場の力関係は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。妾わらわの出番があるとすれば、もう少し後だと思っていたが、予想以上にノスフィーの登場は早かった。

　ゆえに、言い出しづらいであろう渦波の代わりに、妾わらわが先に提案する。

「渦波、ここは妾わらわに任せよ」

「……ああ。頼む」

　少し迷った末に、渦波は駆け出した。自分を追ってきたであろうノスフィーに何も言わずに、一いち瞥べつもくれることなく走る。その後ろを、ノスフィーは追いかけようとする。

「ま、待ってくださいませ！　渦波様！　わたくしの話を聞いてください！　あの日の出来事は全てっ、勘違いだったのです!!　まずはお話を――!!」

「相変わらずじゃのう、ノスフィー。しかし、渦波は多忙ゆえ、少し妾わらわと遊ぼうか。なに、ここでこれまでの戦いの決着をつけるのも悪くないじゃろう？」

　しかし、妾わらわが間に立ち塞がることで止めた。当然だが、ノスフィーは激怒する。

「邪魔です！　ロード――!!」

　叫び、襲い掛かってくるノスフィー。彼女の旗と、妾わらわの銃剣バヨネツトが打ち合わされた。

　――妾わらわにとって、最後の戦いが始まる。

　そして、これが妾わらわの最期でもある。だから、このあとに渦波が使徒たちとどうなったかを妾わらわは知らない。知っているのはノスフィーと自分の終わり方だけだ。

「――ア、アアァ!!　アア、ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　戦いの佳境で、ノスフィーは『半死体ハーフモンスター』になりながら咆ほう哮こうしていく。

『北連盟』と『南連盟』の代表同士の戦いは、周囲を更地にするどころかフーズヤーズの城下街まで及んだ。千の嵐に襲われたかのように、南の首都は崩壊していく。

　そのほとんどが、『南連盟』の『救世主』であるはずのノスフィーの仕業だった。

　モンスターの如ごとく咆哮するノスフィーの姿は、もう人の形を保っていなかった。

「これは、光の蛇――!?　いや、半蛇人ラミア種か!?」

　全ての力を解放したことで、ノスフィーは半身が蛇と化していた。

　限界を超えた力によって命が削れ、半分死んでしまいながらも戦い続ける姿は、もはや『光の御み旗はた』どころではない。光そのものになろうとしている。

　ただ、それでも『魔王』には足りない。

　いかに限界を超えようと、ノスフィーは『理を盗むもの』として新米すぎた。対して、妾わらわは最古の『理を盗むもの』だ。その絶対的な経験の差によって、勝負は決する。

「――わ、わたくしのほうが劣っている!?　ならば、もっと力を！　もっともっと力を！　この『世界奉還陣』からならばぁああ――!!」

　しかし、敗北をノスフィーは認めなかった。

　いつの間にか大陸に張られていた魔法陣から、ノスフィーは力を引き出そうとした。

　だが、それは余りに巨大すぎる力で、たった一人で扱いきれるものではなかった。

「駄目じゃ、ノスフィー!!　そんなことはさせぬぞ――!!」

　このままだと魔力が暴走する。それも前代未聞の規模でだ。

　放っておけば、首都に多くの死人が出る……どころではなく、大陸が吹っ飛んでしまう。そう確信できるほどの魔力が、その魔法陣には詰まっていた。

　大陸が吹き飛ぶということは、『北連盟』も巻き添えにするということ。

　もう王などは辞めた。北など関係ない。いまの妾わらわは、ただの旅人。

　しかし、だからといって見捨てることなんて出来なかった。罪なき人々の死なんて見たくない。その想おもいは、妾わらわの生まれ持った性さがだ。人々を助けたい一心で、全力をもってノスフィーを止めようとする。

　その戦いは、もはや人の戦いとは呼べなかった。妾わらわも本気を出して『半死体ハーフモンスター』となったことで、化け物と化け物の頂上決戦の様相となってしまう。

　ただ、その世紀の決戦の結末は、第三者の手によって終わることになる。

　唐突に魔法陣が全く別の動きを見せて、ノスフィーを吞のみ込もうとしていた。それを見た妾わらわは、驚きで戦いの手を止めて叫ぶ。

「――な!?　ノスフィーが自壊していく!?　いや、陣に吞み込まれている!?　まさか、この陣の真の目的は、妾わらわたち『理ことわりを盗むもの』の捕獲――いや、吸収か!?　『魔法陣』に干渉するのを止めるのじゃ、ノスフィー！　このままだと共倒れじゃぞ!?」

　大陸の全てを溶かしていくという悪魔的な魔法陣を前に、停戦を申し出る。

「やめません!!　これが、『理を盗むもの』をも殺すと言うのなら！　ロードも苦しいことでしょう！　むしろ、これをわたくしは好機と捉えます!!　ええ、いつだって前向きに生きることこそ、わたくしの全て！　清く正しくっ、前へ前へ前へ！　前へ進め続ければっ、いつか願いがァアアアア――!!」

　確かに、妾わらわの身体にも影響が出ている。けれど、それ以上にノスフィーが危ない。

「止まるのじゃ！　妾わらわはそなたを死なせたくないというのがわからぬか!?」

「死なせたくない!?　何を言っているのです！　わたくしたちは敵！　敵ですよ!!」

「違う!!　出会い方さえ違っていれば、友達にもなれたはずじゃ!!　そうっ、少しでも運命が違っていれば、誰もが仲良くできたはずなのじゃ!!　今日までの戦いで、それを妾わらわは知った!!」

「遅い!!　何もかも遅いのです、ロード――!!」

　結局、説得などできるはずもなく、妾わらわたちは相打ちとなる。

　いや、正確には「魔法陣によって、二人とも殺されてしまった」のほうが正しいか。

　そして、妾わらわは大陸に吞み込まれながら、思う。もしかして、この魔法陣の力は渦か波なみの仕業だったのかもしれない。彼は世界もだけれど、特に『理を盗むもの』を嫌っていた。

　最初から、ここで妾わらわとノスフィーを纏まとめて消すつもりだった可能性は高い。

　消えていく身体を感じながら、自嘲する。

　ああ、まんまと渦波には騙だまされたなあ……。はははっ……。

　けど、思っていた以上にいい死に方で安心した。ヴィアイシア城で王をしていたときと比べれば、そんなに苦しくない。少なくとも、これで永遠の苦しみからは解放された。

　それこそが、妾わらわにとって一番の救いだった。魔法陣に吞まれて、身体は粉々になって、闇の中に消えていきながら、確かに妾わらわは笑っていた。

　ははは、これが死……。

　これが終わり。消えて、無になる。

　正直、少し怖い。けれど、それ以上に安心がある。

　解放される。やっと、何もかも終われる。

　終われる……、やっと……。

　あの人た……ちのと、こ……ろへ、帰れる……。

　こうして、妾わらわは最期を迎えた。




　――つもりだった。




　少し時間が経たって、異常に気づく。

　闇の中、いつまでたっても意識が消えない。

　無のまま、自分という自我は保たれ続けていたのだ。

　妾わらわは死んだはずだ。なのに、どうしてまだ意識が残っているのか不思議で堪たまらない。そして、その困惑以上に怖かった。まだ終わらないという事実に恐怖し、魂が震える。

　これはどういうことだ……？

　そう疑問を頭に浮かべたとき、『迷宮』と『守護者ガーデイアン』という単語が頭の中に入ってくる。そして、あやふやながらも情報が知らされていく。死した『理を盗むもの』たちは、世界の『守護者ガーデイアン』となって、千年後の『迷宮』で資格ある者を待つことになる。その資格ある者によって『守護者ガーデイアン』は消えることができるはずだから、そのときまで待って欲しい――という妙な情報。

　これは渦波の声だろうか……？

　この不可解な闇の説明が、かつての理解者の声でされていく。使徒の生んだ『理を盗むもの』は不老であり不死である。『未練』がある限り、簡単には死ねない。そして、中でも『風の理を盗むもの』の『未練』は濃いから、困っている――と教えられた。

　急に『未練』なんて言われても、こちらも困る……。そんなのわからない。

　なら、欲しいもの……？

　再度、いつかと同じ話を持ちかけられる。

　しかし、それもわからない。わからないから、渦波について行って死んだのだから。

　わからないなら、見つけろ……？

　そう言われても、見つけるものもわからないのに見つけようなんてない。

　けど、それがわからないと終われないと言うのなら、努力するしかない。いま、パッと頭に思いついたのは、置いてきたヴィアイシア国だ。妾わらわがいなくなったあとのヴィアイシアが、ちゃんと『南連盟』に勝てたのかが気になる。もしも、妾わらわのせいで滅んでいたとすれば、それは『未練』と言う他ない。

　あと他に思い残しがあるとすれば、『過去』だろうか。

　当たり前だが、『過去』に全ての答えがあると思う。

　闇の中、そう渦波に答えると、短く「わかった」と返された。

　そして、渦波の存在が遠ざかっていく気がした。

　か、渦波……!!

　唯一の理解者を引き止めようとしても、伸ばす手はない。

　当然だ。もう妾わらわに身体からだはない。

　こうして妾わらわは一人、闇の中に取り残される。その後、長いような短いような時間が過ぎていき、妾わらわの英雄譚たんはエピローグに続く。あの裏切りから死までが最終章だとすれば、このあとはエピローグが妥当だろう。

　ああ、そうだ……。

　これで妾わらわは終わりではなかったのだ……。

　むしろ、これからだった。

　ここから、妾わらわの『統べる王ロード』の本当の『呪い』が始まる。

　もはや息苦しさなど超えて、息は止まっている。加速しすぎた人生は、恐ろしい落下速度で死を潜くぐり抜けてみせた。身体は滅び、この世から跡形もなく消えた。

　けれど、まだなのだ。

　まだ物語は終わらない。

　思い返すだけで心が壊れるエピローグが残っている。

　それは余りに長い後日譚。

　長くて、長くて、もう読みたくない物語。

　どれだけ早送りにしても、心を蝕むしばむ物語。

　妾わらわが狂ってまで忘れようとした物語。

　けれど、その物語は確かにあった。数日前に渦波とライナーが落ちてくるまでの時間が、確かに存在していた。それも同時に、妾わらわは思い出していく。
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　いつの間にか、妾わらわは座っていた。

　玉座にて、いつもの王の服装で、いつものように座っていた。

　唐突な意識の覚醒に困惑しながら、妾わらわは視界に映る世界を確認する。

「ここは……？」

　石造の壁に並ぶ切れた蠟ろう燭そく。窓からは、薄らと埃ほこりを可視化する光が差し込んでいる。

　背後にはヴィアイシア国を象徴するタペストリーが飾られていて、高価な絨じゆう毯たんが出入り口まで敷かれている。かつて居た場所と似ていると思ったが、すぐに違うとわかった。

　ヴィアイシア城は年季の入った建物だ。至るところに老朽化が見て取れるはずなのに、この玉座の間は余りに新しすぎた。間違いなく、ここは造り直されている。

「もしかして、これが『迷宮』というやつか……？」

　迷宮の説明は、あの闇の中で受けている。そして、『未練』の濃い妾わらわには特別な空間を用意すると、渦波は言っていたような気がする。

　状況を確認しながら、玉座から立ち上がり、歩く。窓まで寄って、外の世界を見回した。そこには、『過去』のヴィアイシアが広がっていた。

　戦火に吞まれる前の世界。確かに、それは特別に都合のいい世界と言えた。

「しかし、ここで何をすればよいのじゃ……？　いや、そもそも妾わらわは、どうして死んだのじゃったか……」

　妙に頭が重い。記憶が途切れ途切れで、はっきりと昔を思い出せなくなっている。

　しかし、何とかノスフィーと戦っている途中に、魔法陣に吞み込まれたということだけは思い出した。流石さすがに、死の間際の記憶は印象深い。

　死因はわかった。自分がどこにいるのかもわかった。

　しかし、余りに説明が足りな過ぎる。不自然だ。目を凝らして外を見たところ、北の国々はあれど――正直、不完全で未完成としか思えない。

　あの神経質な渦波らしくない。

　もしかしたら、何らかの事故があって空間構築に失敗したのかもしれない。

　だが、ここは確かに妾わらわが望んだ『過去』なのは間違いないだろう。置いてきたヴィアイシアが丸々ある。渦波には、妾わらわにわからぬ何らかの思惑がある可能性がある。

「ならば、妾わらわのするべきことは……」

　玉座の窓から外に飛び出した。暗雲の広がる空を飛んで、建造物を確認していく。その途中、街中の至るところに光るものが落ちているのを見つけた。

「これは、魔石？　そういえば、迷宮には《想起収束ドロツプ》という新しき術式を施すと言っておったな。迷宮ならば、誰でも簡単にできると……。ならば、これはもしかして……」

　適当な魔石を選び、触れた。

「――っ！」

　説明を受けていたおかげか、すぐにそれの正体がわかった。

『理を盗むもの』の才覚が、魔石の使い方に当たりもつける。

「あの終わりの日、魔法陣に吞まれたヴィアイシアの皆が、魔石となって散らばっておるのか……？　つまり、これを使って、ヴィアイシアを元に戻せということじゃろうか？　確かに、それならば、どんな『過去』も再現できるが……」

『未練』を果たして完全に消失することが、いまの妾わらわの目標だ。

　しかし、自らの『未練』に確信はできない。

　いま頭に思い浮かべられる手近な『未練』は、置いてきてしまったヴィアイシアだけ。

　死の間際まで、それが気になっていたのは間違いない……。だからと言って、『ここ』でヴィアイシアを平和にすれば本当に終わりになるのか……？

「いや、ヴィアイシアの平和は、妾わらわの願いであり義務のはずじゃ……。いや、『約束』じゃったか？　何にせよ、戻さなければ何も始まらぬ。まずは平和。一つずつ、虱しらみ潰しにやっていくしかないのう……」

　まずは思い当たるものから解消していこうと、城の庭に落ちていた国の臣下たちを拾い集める。そして、スタート地点の玉座の間から順番に戻そうと、魔石から再生を行おうとする。この空間に施されていた特殊な結界が反応したのを感じ取る。そして、『ここ』だけに存在する奇跡が発動していく。

　魔石を中心に空気中の魔力が集まっていき、仮初の肉体が構成されていく。

　これが《想起収束ドロツプ》。なんて出で鱈たら目めな魔法だ。

　しかし、渦波が出鱈目なのはいつものことだ。冷静にそれを見守る。

　まず一人目。側近として働いてもらっていた臣下の一人を起こした。

「――ぁ、ぁあ……。こ、ここは……」

　先ほど起きた妾わらわと同じ言葉を発する。しかし、ろくに何も考えず起こしてしまったが、この場合、臣下は『いつ』の臣下になるのだろうか。その答えは、すぐにわかる。

「え……。あ、あぁっ！　ロ、『統べる王ロード』様！　帰ってきてくれたのですね!!　このヴィアイシアに!!」

　そのまま再生すれば、直前の記憶を引き継ぐ。

　当たり前だ。何も手を加えなければ、ありのままの彼らになる。

「あ、えっと……、それは……」

「しかし、『統べる王ロード』様。この静かさは一体……？　も、もしや、私が気を失っている間に、『統べる王ロード』様の活躍があったのでしょうか!?」

　臣下は輝く目で、裏切り者の妾わらわを見た。驚くことに、何の説明もなく逃げ出した妾わらわのことを、まだ彼は信じていた。理性ではわかっていても、いままでの積み重ねのせいで裏切りを受け止め切れないのかもしれない。

　人の心を読むのに長たけた妾わらわは、弁解を願われているとわかってしまう。だから、つい答えてしまう。それは人生全てのこもった処世術だった。同胞である『魔人』たちを救い、喜ばせる。ただ、そのためだけの受け答えが行われていく。

「あ、ああ。当然じゃ。もう戦いは終わった。妾わらわが姿を消していたのは、『南連盟』の諸悪の根源である使徒シスとノスフィー・フーズヤーズを倒すためじゃったのじゃ……」

「ああ！　やはりですか!?」

　臣下の顔が喜びで一杯になる。その表情を保つため、妾わらわは窓の外を指差す。

「外を見ろ。もはや、『ここ』に敵などおらぬ。とうとう我らが『魔人』の血族は、真なる平和を手に入れたのじゃ。ああ、これから『ここ』は平和になる。それを妾わらわが望んでいる以上、必ずそうなる」

　戦火の消えた綺き麗れいな街並みを見せる。当然、そこには人っ子一人いない。

「……しかし、状況が少し特殊でな。すぐに説明しよう」

　妾わらわも完全には理解できていないものの、上に立つ者が不安を見せれば下の者に伝でん播ぱしてしまう。完璧な王らしく自信のある振りをして、戦いが終わったことと『ここ』がヴィアイシアの平和を今度こそ実現させる場所であることを伝えていく。

　それは妾わらわ自身の情報の整理にもなった。説明を聞いた臣下は、まず自らの死に困惑した。当然だが、この死後の世界のような空間は、『理ことわりを盗むもの』のような異常者たち以外にとっては受け入れがたいものだろう。その彼の混乱を妾わらわは収めるのに半日かけて、さらにこの特殊な状況を受け入れさせるのに、もう半日かけた。

　――翌日。

　なんとか冷静さを取り戻した臣下に、今後のことを話していく。

「――うむ。では、これから妾わらわは魔石に変わったそなたらを一人ずつ戻していく。そして、全員揃そろって、完璧で幸福なヴィアイシアを再生させる。それが力不足じゃった『統べる王ロード』として、最後にできることじゃ……」

「……取り乱して申し訳ありませんでした、『統べる王ロード』。その心、しかと理解しました」

　こうして、妾わらわによる二度目のヴィアイシア再興が始まった。

　目的は唯ただ一つ。きっちりと最後まで見届けて、確実に妾わらわを殺すこと。今回はゴールがはっきりとしている分、気持ちが楽だ。二度目だから、ことが進むのも早いだろう。

　妾わらわは玉座の間で十分な準備をしたあとに、二人目の臣下を再生させようとする。今度も、そのままの再生で、あるがままの臣下を呼ぶことにした。

　もし、平和だった頃の臣下を選んで再生したとしても、それで真の平和が訪れるとは妾わらわは思わない。民たちには『魔石たましい』のあるがままの姿で再生してもらい、魂の底から平和になってもらわないと、妾わらわ自身が納得できない。

　重要なのは、妾わらわの『未練』が果たされることなのだ。

　――そして、二人目。

　自意識を取り戻して、説明を受けた二人目の臣下は、何よりも先に叫んだ。

「――ァアッ、ァアアアァアアッッ!!　あそこで！　あのとき、あなたが抜けなければ！　ヴィアイシアは滅びなかった！　滅びなかったのです、『統べる王ロード』!!」

　糾弾の言葉が妾わらわを待っていた。

　おそらく、一人目の臣下は戦いの早期に死んだのだろう。だから、冷静だった。だが、二人目は戦いの終わりまで生き残っていたためか、恨みが積もりに積もっていた。

「……すまぬ」

　謝る他、術すべはなかった。正直、渦か波なみに連れられて逃げ出したときから、罪の意識はあった。逃げたことを後悔し続けていた。だから、贖しよく罪ざいをする準備はできていた。

　だが、思いもしない言葉が、妾わらわの前に割り込んでくる。

「――待て！　確かに、あのとき『統べる王ロード』が消えたことで多くの死者が出た！　だが、別のところで王は死の間際まで戦ってくれたのだ！　それを責めてはならぬ!!」

　一人目の臣下が庇かばった。それを聞いた二人目は勢いを削そがれてしまう。

「べ、別の場所で……？　しかし、それならばそうと言ってくれていれば、もっと別の結果があったのではないか……」

「それができぬ事情があったのだ……。そうですよね、『統べる王ロード』？」

　どう答えろと言うのだろうか。

　その重すぎる期待に応える方法など、妾わらわは一つしか知らない。

「……うむ。落ち着いて聞いて欲しい。妾わらわの話を」

　そう言うと、二人目は素直に耳を傾ける姿勢を取った。

　その姿に、悪寒が走る。つまり、この男もだ。こいつも妾わらわを、心のどこかで信じていたのだ。それだけが救われる道だと知っているから、王の弁解を期待しているのだ。

　妾わらわは同じ話を繰り返すしかなかった。幸か不幸か、その王として完璧な説明は、二人目の怒りを和らげるに十分な力があった。

　――三日目に入り、三人目の再生。

　これもまた二日目と同じことの繰り返しとなった。また同じ話を繰り返した。

　さらに四人目、五人目、六人目と続いていき、その度に話をしては――

「――皆みな、落ち着いて『統べる王ロード』の話を聞くのだ……。全て、我々には及ばぬ深い考えあっての行動だったのだ」

　何度も、妾わらわはフォローされていく。

　こうして、一人また一人と救われていく臣下たち。

　なんだこれは……。茶番にもほどがある……。

　しかし、やらねばならない。全ては、妾わらわが消えるためだ。

「ああ、申し訳ありません……。『統べる王ロード』よ。そういうことだったのですね……」

　いつの間にか、十を超える臣下たちに囲まれていた。

　そして、妾わらわは最期までヴィアイシアに尽力した王という扱いになっていた。

「ああ……」

　頷うなずく他、術はなかった。しかし、一度頷く度に、懐かしい重さが身体からだに圧のし掛かる。

　どうしようもない。ここで本当のことを言ってしまっては、ヴィアイシアの平和の再現は難しくなるだろう。そうなれば、妾わらわは生前の『未練』の一つを永遠に果たせなくなる。消えられなくなる。それだけは避けないといけない。

　だから、もう、そういうことにするしかない。

「――皆みな、すまぬ。何とかノスフィーと相打つまでが限界じゃった……」

　妾わらわはノスフィーと戦っていたのだから許せなどと、とても傲慢な言い訳をしていく。

「いえ、構いません。それを知れただけで、気持ちが晴れました。ありがとうございます、『統べる王ロード』……」

　気持ちが晴れたなどと言い、あっさりと受け入れられてしまった。

　人は信じたいものだけを信じる生き物だと生前の経験から知っていても、それは茶番過ぎた。また、あの世界が擦すれていく感覚が襲ってくるほどに、息苦しかった。

　――次々と、妾わらわは城の者たちを平和的に再生していく。

　数ヶ月後には、かつてない穏やかなヴィアイシア城が戻っていた。

　それは妾わらわが庭師として城に仕えていた頃のように、外敵に脅おびやかされることのない世界だった。戦時中の誰もが望み、死ぬまで求めた場所だ。

　ゆえに、それは起こった。

　一人の臣下が、妾わらわの前で感謝の言葉を述べているときのことだった。

「ああ、ようやく私たちは辿たどりついたのですね……。全ての『魔人』たちが目指した『楽園』に……。ありがとうございます、『統べる王ロード』様。もう思い残すことは……、なにも、あり……、ま、せ――」

　一人の臣下が、これ以上ない笑顔を見せながら、身体を光の粒子に変えていった。

　そして、その光は空に昇っていき、黒い空に浮かぶ星となってしまった。余りに非現実的でメルへンチック過ぎたが、死んだと表現するしかない光景だった。

「こ、これは……」

　その唐突な出来事に、誰もが驚いた。しかし、その光景の意味を妾わらわだけは、すぐに察する。つまり、これが『未練』を果たすということなのだろう。ここにいる皆は守護者ガーデイアンとの共通点が多い。『擬似的な守護者ガーデイアン』とも言える以上、終わり方も類似しているのだ。

　それは目に見える希望だった。

『未練』さえなくせば、終われるという証明がされたのだから当然だ。

　すぐに妾は「『ここ』にいる他のみんなのために」というのを建前に、その粒子化の現象の詳細を調べ始めた。もちろん、本音は自分自身のためだ。

　その調査の結果、空に浮かぶ星――魔石には、人格は残っていても、自我は残っていないとわかる。どうやら、屍しかばねのようなもののようだ。さらに、空の魔石に干渉することで、もう一度人格だけを《想起収束ドロツプ》できることもわかる。妾わらわの『未練』であるヴィアイシアの平和には、みんなの笑顔がないと不可能なので、その仕組みに心の底から安心する。この術式を仕込んでくれていたであろう渦波に感謝する。

　――よかった。やはり、ちゃんとよく考えられて『ここ』は作られておる。

『ここ』のルールが解き明かされていくにつれて、妾わらわは自らのやるべきことがはっきりとわかってくる。それを踏まえて、妾わらわは蘇よみがえった臣下たちに宣言する。

「――皆みなの者、心配の必要はない。全てに納得したものは天寿を全うし、魂が世界に還かえる。それだけのことじゃ」

「納得、ですか……？」

　一部の臣下は疑問の声をあげた。すぐに説明の補完をしていく。

「うむ。心の底から幸せになったと思ったとき、そのまま終わることができるということじゃな。二度と無念のまま死ぬことのないように、『ここ』はそうなっておる」

　もう何も心配することはないと、自分へ言い聞かせるように説明していく。

「『ここ』は皆みなを幸せにするための世界。渦波と妾わらわで作った最後の『楽園』じゃ」

「ら、『楽園』……!!」

　その単語を聞き、臣下たちの間にどよめきが走る。

　誰もが望んでいたものなのだから当然だろう。それは妾わらわの望んでいたものでもある。

「無論、それを生前に用意できなかったのは、妾わらわの責任じゃ。このような死後の『楽園』など本物でないと思う者もおると思う。しかし、『ここ』を地上以上の楽園にすると妾わらわは約束する。本物よりも素晴らしい『楽園』にしてみせる！　だから、どうか皆みなにも協力して欲しい！　共に『ここ』を、世界で最も平和な国としよう――!!」

　絶対に完成させてみせる。『ここ』こそが『楽園』であり、なにより『妾わらわの墓場』だ。

　ああ、そうだ。やっとわかった。きっと妾わらわは、そこに帰りたかったのだ。

　その強固な意志が伝わったのか、全ての臣下たちは両手を挙げて歓声を沸かせた。

「流石さすがは『統べる王ロード』！　抜かりのない完璧な計画ですね！」

「ああっ、『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」

「やっと！　私たちはやっと辿りつける！　真の平和の世界へ!!」

「誰もが目指した『楽園』へ！　私たちは誰にも脅かされることなく幸せに暮らせる！」

「我らが『統べる王ロード』！　偉大なる『統べる王ロード』！　はははっ!!」

　耳に痛い声だ。吐き気がする。しかし、いまは我慢しよう。

　全ては『未練』を果たすためだ。今度こそ、完全に死ぬためだ。

「よし。そうと決まれば、すぐに動くぞ！　次は城の外じゃな。街の者たちを、戻そうぞ！　全ては北の『楽園』を作る為ために!!」

　そして、臣下たちを引き連れて、城下街の復興作業が始まった。

　ただ、その魔石の量は城の比ではない。長い年月をかけての作業になる。

　――また一日一日、いや、何年も何年もかけて、妾わらわは『楽園』を目指していく。

　その途中、再生された国民に睨にらまれ罵られることは何度もあった。石を投げられたこともあれば、刃物で刺されたこともあった。しかし、全ては『未練』を果たすために、理想の王として受け入れていった。罵倒されながらも、忍耐強く謝罪し続けた。血を流しながらも、痛みに耐えて弁解し続けた。それでも、恨みが絶えぬことは多かった。その民の叫びは地獄の釜の底から聞こえるかのようだった。

「――ぁあっ！　ああぁあ、あああアア!!　『統べる王ロード』様さえ、あのときいればあぁああ!!　許さない！　絶対に許せるものかああぁああ――!!」

　狂乱する民に納得してもらうために、たった一人の説得に何ヶ月もかけたこともあった。けれど、めげることなく、一日一日、一人一人、丁寧に話をしていく。

　ヴィアイシアの城下街が終われば、周囲の村落もだ。それが終われば、隣国もだ。『楽園』を作るには、『北連盟』全てを蘇らせて、平和にしていく必要があった。

　その地道な作業の結果、ヴィアイシアを中心にして平和が構築されていく。

　同時に、妾わらわの名を讃たたえる声も世界に響く。

「――やはり、我らの『統べる王ロード』は裏切ってなどいなかった！」「『統べる王ロード』様は、私たちの『統べる王ロード』様だった!!」「『統べる王ロード』様こそ、北を統べる最高の王だ！」「『魔人』たちの『楽園』を作る為に現れた伝承の英雄!!」「『統べる王ロード』様は帰ってきてくれた！　全ては伝承の通りだった！」「ああっ、我らが『統べる王ロード』――!!」

「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」

「「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」」

「「「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」」」

　顔が引き攣つっていく。また表情が固まっていく。古傷を抉えぐられる気分だった。

　渦波のおかげで逃げ出すことができたのに、また戻っていくのがわかった。

　いや、落ちている。また奈落の底に落ちていると思った。

　この時間が加速していく感覚には覚えがある。自分が削れていく感覚だ。

　落ちる速度が速過ぎて、本当に息苦しい……。しかし、今度はゴールがある。もう一度奈落の底に行けば、死ねる。それがわかっている。だから、耐えることができる。

　まだ妾わらわは頑張れる……。

　――こうして、万歳万歳と賞賛の声が止やまぬまま、十年経たつ。

　そのときにはもう、すっかりと妾わらわは生前の状態に戻っていた。無限の期待を背負って、全身が重くて仕方ない。意識が朦もう朧ろうとして、時が進むのが速く感じる。落ちるかのように世界は加速していくというのに、妾わらわは一度もミスすることなく完璧な王であり続ける。

　今日も今日とて、世界を平和にするために、新たな民を幸せに導いていく。

「――ああ、『統べる王ロード』様！　ありがとうございます！　これで、ようやく平和な世界を生きられます！」

「こちらこそ感謝しておるぞ。幸福な民が増えることこそ、妾わらわの幸せじゃからな」

　何十年もの時間によって完成された処世術によって、全自動で受け答えをしていく。

　応答は完璧だが、意識は朦朧としている。色々なものが加速していって止まらない。

　風邪を引いているかのように、頭がくらくらする。しかし、頭が鈍っているわけではないので、そのくらくらがはっきりとわかるのが気持ち悪い。平衡感覚は失われ、上下も逆さまになっている気分だ――、重力は下に向かっているのに、暗い空の闇に昇ってしまいそうな感覚――、足を地面に引っ付けて、大地にぶらさがっているような気がしてきて怖い――、いまにも空に落ちそうで、心が不安で一杯になる――

　気分の悪さを突き抜けて、自分が何をやっているのかわからなってきた。

　その果てに、時々思う。

　……なぜ、また妾わらわは王をやっておる？

　わかっている。王を辞めるために、王をやっている。

　けれど、王をやっていては、王を辞めることなどできるはずもない。当たり前のことだ。ならば、いますぐ王を辞めればいいのかもしれないが。王を辞めるには王をやらないといけない。わかってはいるけれど、わけがわからなくなってきた……。

　死後、限界を超えてまた何十年も王をやってしまったせいか、身体が重くて堪たまらない。

　身体が重い。重い重い重い……。重いのは辛つらい……。苦しくて堪らない……。

　そして、視界が歪ゆがむ。誰もいない玉座の間で、気が緩んでしまったのかもしれない。

「あ、あれ……？　なぜじゃ……。なぜ、涙が……」

　止まらない。ぼろぼろと大粒の涙が、瞳から零こぼれ出していた。

　誰にも見られるわけにはいかない。すぐに妾わらわは玉座の裏に隠れた。

　そこで何とか溢あふれる涙を止めようとする。これは死ぬために必要なことだと、必死に自分に言い聞かせる。確かに、辛い作業かもしれない。けれど、全ては『未練』を果たすまでの我慢だ。全国民への謝罪を終わらせて、北を平和の『楽園』に変えて、罪を償い切りさえすれば――今度こそ、憂いなく、『未練なく』、満足して死ねる。

　だから頑張れ。もう少し頑張れ。

　妾わらわよ、頑張れ、頑張れ、頑張れ……！

　頑張れ頑張れ頑張れ頑張れ頑張れ……!!

　そう心の中で繰り返しながら、溢れ出る涙を拭った。そして、玉座の裏から、今日も完璧な『統べる王ロード』が出てくる。北を平和へ導くために、『統べる王ロード』は城から民たちを救いに行く。こうして、また一年、また一年、また一年経っていき――……

「ありがとうございます、『統べる王ロード』様！」「南で虐げられた僕たちが『ここ』で生きられるなんて……！　ああ、本当によかった……」「『統べる王ロード』様のおかげで『楽園』に辿りつけました！　やっと！」「ええ、全て『統べる王ロード』様のおかげ！」「ああ、『統べる王ロード』様！　偉大にて思慮深き『統べる王ロード』様――!!」

「「「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」」」

「「「「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」」」」

「「「「「『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！　『統べる王ロード』！」」」」」

　――という、もはや何を褒められているのかも聞き取れない歓声に包まれながら。

「う、ぅぅ、うぅうう……、うぅううう――!!」

　また一人で、妾わらわは玉座の裏で泣く。

　民の再生に伴う呪いの声が、妾わらわの心を傷つける。その新しい傷に、民たちの期待の声が塩を塗りたくってくる。民たちは『統べる王ロード』なら大丈夫と思っているだろうが、そんなことは決してない。泣かずにはいられなかった。

　ただ、その泣いている姿は誰にも見せられない。万全を期して、城には誰も入れないようにした。城の臣下や騎士たちは解職した。もう敵はいないのだからと言えば、納得してもらうのは簡単だった。いまは全ての民が、平和を堪能している。

「ああっ、感謝します！　『統べる王ロード』様！」「我らが『統べる王ロード』様は完璧だ！」「私たちのために『統べる王ロード』様が頑張ってくれている！　私たちも平和へ導くため努力しましょう!!」「ああっ、流石は『統べる王ロード』様！」「あなた様さえいれば何も心配はいりません！」「『統べる王ロード』こそ、真の王！　真の王に仕えられたことを幸せに思います！」

「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」

「「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」」

「「「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」」」

　うるさい。

　うるさくて堪らない。

「う、ぅぅ、うぅうう……！　我慢しなければ……!!　これは終わるためなのじゃ……！　終わるため、じゃがっ、これは！　ぁあっ、あああ、ああああ――!!」

　妾わらわは我慢し切れず、城を歩き出した。

　どこか遠くへ。この声の聞こえぬところへ。その一心で、迷子のように歩いていく。

　ふらつきながら壁に頭をぶつけて、何度も転びながらも歩く。

　その果てに辿たどりついたのは、城の書庫だった。本のあるところならば静かなはずだという考えだったが、まだ歓声は届く。もっともっと遠くに逃げようとして、書庫の奥にある扉を見つける。すぐさま扉を開けて、その中に入った。

　その部屋は、保管庫だった。

　保管されていたのは絵画。このヴィアイシア城の主である『統べる王ロード』の雄姿を描いた絵画が無数に並んでいた。王冠を被かぶり、翠みどりの髪をなびかせ、誇り高き表情を見せる王。

　これこそが他者から見た自分の姿。最も認めたくない自分が、ここにはあった。

「あ、ぁ、ぁあああ……、あぁああああ……！　ぁあああアアっ、ああああああああああぁああああアアア[image: ][image: ]――!!」

　悲鳴をあげる。けれど、まだ民の「『統べる王ロード』！」という歓声は届き続けている。

　限界だった。全自動で王らしく動いていたはずの身体からだが、激情のままに暴走し始める。

「違う！　これは妾わらわではない！　『統べる王ロード』なんて！　こんなものっ、本当の妾わらわではっ、ないのじゃあああああああああああ――!!」

　手当たり次第に絵画を摑つかんでは、地面に叩たたきつけた。その完璧な表情を見せる絵画の自分を、爪で引き裂いていく。高価な額縁ごと折って、壁に向かって投げては壊す。

　荒らして荒らして荒らして、何もかもを壊して、バラバラにしてやった。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　ひゅうっ、はぁ、はぁっ!!」

　なぜか息苦しい。化け物じみた体力があるはずなのに、息が切れる。

　空気を吸っても吸っても、水の中で溺れているかのように苦しい。

「ひゅ、ひゅうっ！　ひゅはっ、はっ、はっ、はっ、はっ――!!」

　なぜだ。こんなにも空気を吸っているのに、まるで息苦しさが消えてくれない。むしろ、肺の中の空気が抜けていっているような気さえする。

　苦しい。苦しい苦しい苦しい。息が苦しい。

　同じことを繰り返し続けて、わけがわからなくなってきた。

　いまはいつだ？　どれだけ妾わらわは頑張った？　いつから王をやっている？　そもそも、いま妾わらわは何歳いくつだ？　地上では、妾わらわは何歳で死んだ？

「あ、あぁ、ぁああ……」

　屍グールのように呻うめきながら、保管庫から出る。

　丁度よく、ここには書庫がある。妾わらわのことが書かれた本を探して、読んでいく。

　ヴィアイシアの歴史書と『統べる王ロード』の英雄譚たんだ。読んでいく内に手が震えた。今日まで生きてきた人生の重さ――いや、その中身の軽さに驚きよう愕がくしたのだ。何よりも、英雄譚の始まりの年と死没した年を計算することで、出てくる答えに震える。

　そ、そんな馬鹿な……!?　妾わらわは、もう齢よわい百を超えている……？

　そんなはずあるものか！　この身体は！　あの日から、何も変わっていない！　なのに、お爺じいちゃんお婆ばあちゃんよりも年上になった!?　あの二人よりも大人!?　信じられない!!　いまでも妾わらわは、あの人たちに泣きついて甘えたいというのに!!

「ぁ、あぁああぁ……、あぁあああ……！」

　わけがわからない。妾わらわは百歳のお婆ちゃん……？

　その実感がない。まだ自分を子供だと思っている。自分が自分でないような時期が長かったせいだろうか。間違いなく、例の時間感覚の加速のせいだろう。まるで、時間を飛んだかのような気分だ。そして、恐れていたことが深刻であると理解する。

　妾わらわはティティーという名の少女だというのに、『統べる王ロード』という名によって存在そのものが消えかけている。じゃりじゃりと不快な音を立てて、貪られている。

　妾わらわが妾わらわでなくなってしまう感覚が気持ち悪くて、堪らなかった。

　素肌に肉食の虫が集たかっているかのように――不快で、しょうがない!!

「ああ、あああぁ……ぁあ、あああぁ[image: ]アアアア[image: ][image: ][image: ]ア――!!!!」

　く、狂ってしまう……。

　身体も心も死ねないというのに、壊れてしまう。

　そうなってしまっては、永遠に『未練』は果たせず、永遠に死ねない。

　それだけは駄目だ。駄目だ。早く、どうにかしないと……。

「そ、そうじゃ！　渦か波なみに教わった『詠唱』ならば、精神に干渉できるはず……。『詠唱』を少し変えれば……。『代償』とやらで、この気持ち悪さを取り除けるかもしれん」

　もう正気でなかったのかもしれない。

　手を出してはいけないとわかっているものに、妾わらわは手を出してしまう。

「――わ、『私は歩む道を選ばない』『私は風』。『世界全てを歩き続ける』『そう願ったのを覚えてる』――」

　風の『詠唱』は、心を軽くするものが多い。ただ、それは心を削そぐということに他ならない。肉よりも大事な心を、ごっそりとナイフで落としていくのだ。

　まともなものであるはずがない。しかし、いまの妾わらわには必要だった。まともでない部分を削ぐのに、どうしても必要だった。そして、妾わらわは『詠唱』を昇華していく。「私」でなく「妾わらわ」を殺そぐために、自分専用の『詠唱』を考える。自分のために、自分だけのための言葉で、自分の全てを表すことこそ、『詠唱』の真髄であると知っていた。

「――か、『加速する』」

　それは、とても自然に口から出た。

　それこそが、いまの妾わらわそのもの。口に出して、身体から全て出し尽くしたかった。

「――『加速する』『加速する』『加速する』、『妾わらわは加速する魂』――」

　心の底から人生を紡ぐ。その『詠唱』によって、あらゆるものが軽くなっていくのを感じた。耐え難い不安と恐怖から、一時的にだけれども解放されていく。

「あ、あぁっ！　あはっ、はははは……！　うんっ、『加速した』！　ううんっ、もっともっと『加速する』！　『加速する』『加速する』『加速する』――！　『加速して』『加速して』『加速して』『全て終わってしまえ』！　『速く』『もっと速く』『加速しろ』！　『加速して』『どこかぶ頭をぶつけて』『死んでしまえ』！　『とにかく速く終われ』！　あは、あははははははは――!!!!」

　あんなにも重かった身体が、羽のように軽くなったことに歓喜する。

　とても大切なものを削っているのはわかっている。けれど、とても楽になれるのだ。狭い箱の中で生きているような感覚が消えて、とても広い世界を生きている気がしてくるのだ。息苦しかった肺の中に、確かに澄んだ空気が滲にじみこんでいるのがわかる。

　ああ、気持ちいい……。

　少しだけ自分を保てるようになったが、これが禁断の快楽なのは間違いない。

　しかし、こうするしかないのだ。『代償』よりも、狂ってしまうことのほうが怖かった。だから、削って削って削って、恐怖は忘れるしかなかった。

　じゃないと、もう妾がもたない……。

　いまは消えることだけを考えるしかない。

　そのための手段は問うな。『未練』だ。『未練』とやらを果たせば、それで終われるのだから、何を『代償』にしても構わない。どうせ、いつかは消えるのだ。妾わらわも『ここ』も、何もかも。削って何が悪い。軽くして何が悪い。

「『加速して』『加速して』『加速して』……、死のう……。早く消えよう。きっとあと少し……、あと少しなのじゃ……」

　そう言葉にして、ふらつきながらも壁伝いに歩き、妾わらわは書庫を出て、城からも出る。

　そして、いつもの日課である『北連盟』の再生を行う。

　もう大丈夫だ。苦しくなれば風の『詠唱』をすればいい。再生と『代償』を繰り返していけば――いつかは終われる。

　それだけを希望にして、妾わらわは今日も明日も、民の再生を繰り返していった。再生と謝罪、説得と感謝を続けていく。並行して国を再興させて、完全なる平和も創造した。

『詠唱』を呟つぶやきながら、それを義務のように繰り返した。

　繰り返しては繰り返し、繰り返しては繰り返し、繰り返し、繰り返し繰り返し繰り返し――、比例して、時の進みが『加速』していき――、繰り返し加速して、繰り返して加速して加速して――、余りに同じことを繰り返し続けたせいで、世界が早送りのように感じて――、けれど、そのおかげでやっと――

　――やっと百年経ったとき、終わりは訪れた。

　十万に届く北の全国民に謝罪し切り、その全員に納得してもらい、間違いなく世界は平和に至った。

　完璧だった。恨みを持つ人など一人もいない。もちろん、外敵も存在しない。

　ヴィアイシア国を中心に、理想の『北連盟』となったのだ。これ以上は何も求めようがない。『統べる王ロード』として想像していた完璧な世界が、『ここ』に完成した。

「――ああ！　皆、感謝するぞ……!!　ようやく、『ここ』は完成した！　正真正銘の！　魔人による最後の『楽園』が、『ここ』に完成したのじゃ――!!」

　城に集まってくれた人たちに、宣言していく。そして、返って来る歓声。もう何を言っているのかもわからないけれど、妾わらわの名前を呼んでいることだけはわかる声。

「「「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」」」

「「「「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」」」」

「「「「「「「「「『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!　『統べる王ロード』!!」」」」」」」」」

　妾わらわを洗脳するかのように、名前だけが頭の中を反響する。

　もちろん、城だけではなく城下街にも知らせに行った。周辺の町も、辺境の村も、北と同盟していた隣国にも赴いた。宣言して、回った。それと同時に、民の半分の魂は『未練』を果たして、消えていった。それを妾わらわは笑顔で見送る。ただ、残り半分の民たちの平和のために、魂のなくなった外側がわだけには戻ってきてもらう。

　こうして、『北連盟』の民たちは『楽園』を謳おう歌かし、空に還かえっていく。

　とても順調だった。けれど、なぜだろうか。胸騒ぎがする。

　妾わらわの『理ことわりを盗むもの』の力が、一向に減らないのだ。

　胸騒ぎに襲われている間も、目に見えて魂ありの民たちは減っていく。

「ああっ、やっと納得しました……！　私たちは『統べる王ロード』様の国の民でよかったです!!　これで安らかに眠れます……!!」

「この平和な世界こそが、俺たちの目指した国……！　『楽園』だった……！」

「満足です。最後に、この平和を目に収められて満足です……」

　残り少なくなっていた民が一人、また一人と空に還って、眠りについていく。

　――そして、妾わらわに確認できる範囲民が、全て星となった。

　その様子を妾わらわは城の高台から見下ろして、確認する。

「ふう……。目の届くところまでは、全て消えたな……。これで少しは妾わらわも……」

　魂の抜けた民たちが歩き回る城下街が見えた。

　次は、国全体を目に入れる。本当に穏やかな世界が広がっていた。戦いに心を脅おびやかされることなく、ただ平和を享受するヴィアイシア国が『ここ』にある。その先には広大な『北連盟』の国々が連なっていて、世界の果てまでが『楽園』だ。

　――ただ、いまヴィアイシアに残っている魂は、もはや妾わらわ一人だけ。

　魂の濃すぎる妾わらわが一人、ぽつんと城の高台に一人で立っていた。

「あれ……？」

　達成感よりも先に、虚無感に襲われた。『ここ』こそ、妾わらわの念願の『楽園』だ。生前、どれだけ頑張っても手に入らなかった宝物のはずだ。

　――しかし、おかしい。

　何も感じない。全く『理を盗むもの』の力が減っていない。

　みんなのように笑顔で消えていける気が、ちっともしない。『未練』を果たしているという実感がないせいか、一瞬だけ最悪の光景が頭によぎる。

　これが終わってしまえば、次にやるべきことは思いつかない。『未練』とやらを果たす手段が零ゼロになる。もしかしたら、このまま妾わらわだけ、永遠に――

　妾わらわだけ、永遠に一人で――？

「――ひゅっ、ひゅう！　ひゅうっ、ひゅうっ、はぁっ!!――か、『加速する』『加速する』『加速する』！　『妾わらわは加速する魂』――!!」

　息が止まりかけた。しかし、『詠唱』することで、頭から最悪の光景を振り払う。

　そんなことありえない。たぶんだが、時間が足りないのだ。

　妾わらわの他にも、完全消失するのに時間がかかっている者はいる。生前に、魔力と適応力が高かった者たちだ。彼らが、まだ『ここ』に残っている。そして、妾わらわの魔力と適応力は頂点。普通の人たちよりも多く、この平和を堪能しないといけないのだろう。

「は、ははっ……。そうじゃ。ちょっと長めなだけじゃ。そうに決まっておる……」

　だから、もっと感じよう。もっと笑おう。もっと楽しもう。

　本当に平和だ。これが妾わらわの『未練』だ。誰が欲しがっていたのかなんて忘れてしまったが、ずっと目指していた平和のはずじゃ。

　だから妾わらわよ、笑え……。満足するために……。もっともっと笑え……。

　ふらつきながら妾わらわは城から出て、城下街に繰り出す。

　妾わらわが百年かけて手に入れた宝物を、堪能していく。

「た、たからものじゃと……？　ははっ、これが妾わらわの宝物……？」

　口にしながら、自然と語尾が震えた。

　賑にぎわう城下街。多種多様な『魔人』たちが行き交っている。物騒な武器防具を身につけたものは一人もいなくて、誰もが何の不安もなく笑って生活している。老若男女関係なく、誰も苦しむこともなく、永遠に続けられる平和を謳歌している。

　ただ、そのほとんどの中身が抜けている。

　輝いているだろうか……？

　この色さえついていない世界を、宝と言えるだろうか……？

　呆ぼう然ぜんと妾わらわは立ち尽くす。そして、中身のない一人の子供が、全自動で役割のままに、気さくに話しかけてくる。この平和な世界では、王様とだって気軽に触れ合えるのだから、とても素晴らしい話だ。

「どうしたの、王様!?　顔色が少し変だよ!!」

「あ、ああ……。そう見えるか……？」

「もっと笑おうよ！　もう私たちは、誰とも戦わなくていいんだからさ！」

　そこに魂はない。空っぽの人形が、笑っている。気味の悪さしか感じなかった。

「ははっ、そうじゃな……。確かに、そなたの言うとおりじゃ……」

　この娘が人形ならば、それに笑い返す妾わらわは何だろうか。

　これでは、一人で人形遊びをする子供と変わらない。

「んー……、なんだか元気なさそうに見えるね！　王様の喋しやべり方って、お婆ばあちゃんみたいだから、疲れて聞こえるのかな？　ねえ、王様も私みたいに喋ってよ！　なら、自然と元気になると思うよ！」

「いや、しかしな。妾わらわは王として――」

「王様は王様だけど、もう厳かにすることないよ！　だって『ここ』は平和なんだから！」

　娘は両手を広げてみせた。確かに、その通りだった。

「そ、そうじゃな……。確かに、もう王らしくする必要はないな。もう誰とも戦わなくても、いや『ここ』には、もう他に誰も……」

「うん！　平和なんだよ!!」

「そう、平和となってしまった……」

「そう！　全部、王様のおかげ！　それに、もし何かあったとしても王様が何とかしてくれるからね!!」

「あ、ああ……。それはもちろんじゃ……！」

　王らしくなくとも王であることを、念を押されるように確認されてしまった。

　人形さえも、まだ妾わらわを期待している。それは余りに恐ろしいことだった。

「んー。その『じゃ』って言うの禁止！」

「え、あ、ああ……。それは、もちろん……、だよ？」

「そうそう！　その調子！」

　喋り方を変えるくらいなら、構わない。どうせ、何の愛着もない。

　……本当になかったか？

　それも思い出せない。『ここ』で余りに長い時間を過ごしたせいか、もう生前をほとんど思い出せなくなってきている。百年も経たったのだ。子供の頃の愛着なんて、そんなもの……。余りに遠すぎる……。

「ねえっ、王様！　私と一緒に遊ぼう!?」

「遊ぶ？　そうじゃな……。それも悪くない」

　いや、もう考えるな。平和を堪能すると、さっき決めたはずだ。それが『未練』の可能性は高い。いつだって、妾わらわの心には『平和な世界』がこびりついていた。

　だから、この平和の中、この子供たちと遊んでいれば、きっと満足できる。

　妾わらわもみんなと同じように消えられる。消えられるのだ。消えられないとおかしい。消えられるに決まっている。だって、いまの妾わらわはもう、他の『未練』なんて見当もつかない。

　だから、これで消えるしかないのだ。これで絶対に消えられる。そう信じて、

　――『ここ』での生活が、二百年経過する。

　時間の感覚は麻ま痺ひどころか、完全に壊れた。

　昨日が十年前のように感じられて、十年前が昨日のように感じる。それでいて、唐突に百年前のことを思い出したりして、だけれどもずっと変わらない姿のせいか、それが昨日のようにも思えてくる。もうわけのわからなさは、極まりに極まっていた。

　時の過ぎていく速度が、どこでも速まっていく。ころころと坂を転がり落ちるかのようにもう一度、人一人分の百年を生きてしまう。それは、もはや落下に似た加速だった。

　繰り返し、繰り返し、繰り返し、繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し、繰り返し続けては『加速』し続けていく――

「――ねえ？　大丈夫、王様？」

　時々、馴な染じみの遊び友達が、毎日のように妾わらわを心配する。

「だ、大丈夫だよ……。だって、童わらわは幸せだから……。『ここ』は、こんなにも平和。ずっとずっと探していた『妾わらわ』のための世界なんだから……！」

　それに笑い返しながら、心の隅で思うのだ。

　――まだ？

　何度も何度も心の中で「まだ？」と繰り返すせいか、毎日顔色が悪い状態だ。

　そう、毎日だ……。二百年、毎日毎日毎日……！　毎日だっ!!

　毎日、不安に思う。もしかして、このまま消えることもできず、本当に永遠に苦しむことになるのかと。しかし、すぐに首を振る。そんなことはない……!!　大丈夫だ。いざとなったら、地上にでも行けばいい。ちょっと暇を持て余していたから、表の迷宮に続く扉を探したら、すぐに見つかった。そこを通って、上を目指せば、地上に――

　――『ここ』を置いて、地上に行ってどうする？

　地上は『ここ』と違って、都合のいい作りにはなっていない。

　ただただ理不尽な世界だ。誰も彼もがいがみ合い、周りには敵ばかりで、いつまでも終わらない戦いを続ける。本来の世界の姿をしている。

　そんな世界を歩いていれば、妾わらわが人助けを我慢することはできないだろう。そして、この『理を盗む力』がばれてしまえば、またどこかで戦わされる羽目になるのは間違いない。一度でも集団の中で一番強いとわかってしまえば、また必然と期待されてしまう。

　その果て、また王になってしまう可能性は高い。驕おごりでも何でもなく、そう確信できるだけの力が妾わらわにはある。それを妾わらわは断れる気がしない。断れるような性格だったならば、こうなってはいない。それに、もしかしたら地上では妾わらわを知っている誰かが生き残っている可能性がある。知り合いに出会えば、また『統べる王ロード』に戻るのは間違いない。

　――同じだ。

　地上に行っても、また同じ終わりを迎えるだけ。それは嫌だ。

　別に、妾わらわは期待する人々が悪いと思っているわけではない。だって、人は期待する生き物なのだから、仕方ない。だけど、嫌なものは嫌だった。

　だから、地上じゃなくて『ここ』でどうにかするしかない。

『ここ』でどうにか納得して、『未練』をなくせばいい。

　そう思って、また繰り返し続けて。

　繰り返し、繰り返し、繰り返し繰り返し加速して繰り返し加速して加速して繰り返し繰り返し繰り返し加速して加速して加速して加速して繰り返し加速して――

　――そして、三百年経つ。

　妾わらわは今日も城で目を覚まして、平和なヴィアイシアを歩く。

　もう日課となった。いや、もう全自動の行動なのだろう。

　少し前、この自分の状態をどうにかしたいとは思った。

　けれど、もうそれを考えるのがどうでもよくなってきた。

　だって、考えると苦しいのだ。だから、遊ぶしかない。

　今日も子供のように遊ぼう。

　それは本当に、とてもとても楽しいことなのだから。

「――あははっ、ロード様！　さすがぁ！」

「ふふっ、でしょー？　もっともっと童わらわは、凄すごいことできるんだからね！」

　王である間には出来なかったことをするのは楽しい。

　遊んで遊んで遊んで、遊んでいれば少しだけ救われる。

「ねえ、ロード様！　一緒にお絵かきしようよ！」

「いいよ！　童わらわってば、絵は得意だからね!!」

『ここ』で子供として生きるのは悪くない。

　良くはないけど、悪くもない……。だから、これで構わない。

「できたっ！　私が先ー！」

「おっ、上う手まい！　ねえ、ベス。それは、お父さんとお母さん？」

「うん、私の大切なパパとママ。あとこっちは……」

「わかった。ヴォルスの爺じいさんだ！」

「うん、大好きなお祖じ父いちゃん!!」

「それで、ロード様のほうは？」

「童わらわも家族を描いたよ！」

「へえ、これがロード様の家族なんだ……」

「童わらわの大切な家族。お爺ちゃんとお婆ちゃん、それに弟も……」

「うわぁ……。綺き麗れいなところだねー!!　すっごーい!!」

　綺麗？

　目がぼやけているせいか、自分の描いたものもわからない。

　色のない白黒な世界どころか、線さえもはっきりわからない。

　いま、妾わらわは何を描いた？

　こんな状態で、どんな綺麗なものを描けたというのだろう？

『ここ』に足りないものが、そこにあるのならば知りたい。けど、加速していく世界のせいで、それを見ることすらも叶かなわない。

「あ、せっかくだから額に入れようよ！　お祖父ちゃんの屋敷にあった気がする！」

「額!?　ふっふっふー！　それならば、童わらわのお城うちから持って進ぜよう！　ベスのお家うちのよりも、うちのほうが綺麗だぞー！　お値段高めだぞー！」

「いいの!?」

「もちろん！」

　いや、もうそれもいい。

　いまは何も考えたくない……。

　疲れた……。ただただ休みたい……。

『ここ』は綺麗だ……。

『楽園』と言っていい……。

　間違いなく、いつか妾わらわの求めていたところと似ている場所には辿たどりつけたと思う……。

　あの日、落としてしまった綺麗な石と比べても遜色はないはずだ。

　いや、それどころか、その上位互換。完璧な『楽園』だ。

　ならば、もうこれでいいだろう……。これ以上はいい……。

　いい……。もういい……。

　…………。

　……………………。


























……もう頑張れない。



　妾わらわが妾わらわであることを放棄した瞬間だった。

　それにより、時間感覚の加速は、さらにさらに加速していく。加速に加速が重なり、どこまでも速く速く世界を落ちていく。世界は『加速』し続ける。

　――そして、さらに四百年、五百年と過ぎていく。

　変わらない日々を、繰り返し続けた。もう時間を感じ取ることもできない。時の崩壊した世界で、今日も妾わらわは無邪気に笑うだけ。もはや、習慣や処世術さえ超えて、それが妾わらわそのものとなってしまった。魂の伴わない人形ロードが、今日も笑う。

「……今日も平和だね。ロード様」

「だねー、童わらわの国は今日も平和ー。この平和な国で『庭師』として働くのが、とっても楽々ー……。へっへっへー」

「楽って、もー。もしかして、ロード様、さぼってる？」

「さ、さぼってないよ！　人聞きが悪いなあ!!」

「でも、いつもロード様って私と遊んでばかりだし……。大人なのに……」

「みんながそう言うから！　こうやって道を綺麗にしてるんでしょ！　こういうお手入れは得意なんだから！　童わらわの技は、プロも顔負けなんだよ!!」

「ふふっ、そうだね。ロード様のおかげで、こんなにもヴィアイシアは綺麗！」

「でしょ！　こんなにも、『ここ』は綺麗!!」

　…………。

　……………………。

　………………………………。

　……疲れた。

　何も考えたくない。

　こうして、加速して加速して加速していって、最後に妾わらわは『ここ』ならば永遠も悪くないと受け入れていった。何も考えずに遊ぶ童わらわは、本当に楽しそうだった。妾わらわも全自動で動く人形となれば、みんなと永遠に平和を生きていける。もし、その永遠でも消えられなかったならば、結局は何をやっていても無駄だったってことだ。だから、もうこれで『未練』は全部解決。つまり、終わりだ。

　これが、妾わらわの終わり。

　――やっと終わってくれたと、心底思う。

　本当に、ろくな人生じゃなかった。王として戦って生きて、何も得られず死んだ。死後も王として奔走して、何も得られずに孤独となった。

　最初の百年でわけがわからなくなった。

　次の二百年で自分が壊れた。

　三百年経つと、人が生きていい許容範囲を超えてしまったせいで、子供に還かえった。

　四百年の頃には、とうとう世界を認識することも出来なくなった。

　五百年に届いたときは、もはや生きているとは言えない存在になった。

　六百年から先は、記憶さえ残っていない。

　きっと、もう妾わらわの中には何もない。魂はあれど、風化して全く動かない。世界を認識できないから、眠っているかのように時間が飛び過ぎていく。

　時間は落ちていくかのように、『加速して』『加速して』『加速して』――

　とうとう妾わらわは地の底にぶつかる。

　…………。

　……………………。

　………………………………。

　この奈落の底は、整然としていて綺麗だった。だから、いつか『ここ』なら妾わらわを優しく消してくれると信じ続けて――

　――さらに七百年、八百年、九百年と生きる。

　平和な『ここ』で、遊んで、笑って、楽しく生き続けた。

　時折、正気に戻るのが、とても辛つらい。ずっと壊れていたいのに、思い出したかのように自意識が戻るときがあるのだ。そのとき、いつの間にか過ぎ去った年月に驚きよう愕がくして、怯おびえて、震えて、子供みたいに泣きそうになる。もう誰もいない城の中で、玉座の裏で泣いてしまう。本当は、もう泣きたくなんてない。悲しいのは嫌だ。

　ずっと笑っていたかっただけなのに……。なんでこんなことになったんだろうか……。

　妾わらわが望んだのは、そんなに大層なことだっただろうか？

　こんなにも大変なものだったのだろうか？

　妾わらわが欲しかったのは――

　――あの日、あの草原で見つけた綺麗な石。

　ただの石ころだったはずなのに……。

　その宝物は、もう。




　二度と手に入らない。





◆◆◆◆◆






　――そして、千年後。




「あ、ああっ！　ぁああぁあああ……!!　あああああぁアァァァアアアアアァアアアアア――!!　あぁっぁあアァアア[image: ]アァッアアッ[image: ][image: ]アア[image: ]――――!!!!」

　一時的に妾わらわは夢から現実に戻ってくる。

　渦か波なみの凶悪過ぎる魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》の力から抜け出した。

　その魔法の力は凄すさまじかった。

　渦波と出会うまでの妾わらわの記憶を、凝縮して叩たたき込まれ見せられた。

　ああ。あれこそが、妾わらわの人生だった。死にたくて消したくて、なかったことにしたいけれど、そんなことはできない人生だった！　本当に、ろくでもない人生――!!

　その終点が『ここ』だった!!

　千年かけて作った平和なヴィアイシアは、妾わらわの手でぶち壊され、世界は虚無となった。しかし、まだ『ここ』で妾わらわは加速し続けて、さらに奈落の底に向かって奔はしり続けている。

「渦波ぃいいイイイイイイイ――!!」

　それを思い出させた相手の名を、呪うかのように叫ぶ。

　いま、目の前で妾わらわの胸に手を入れている黒髪黒目の男を睨にらむ。

　なんて！　なんて嫌な記憶ものを思い出させてくれた――!!

　身体からだが心が――いや、魂が引き千切られる!!　幻痛ダメージで気が遠のく!!

「もう見せてくれるな、渦波!!　妾わらわが狂っておることなど、もうわかっておる！　わかっておるわ、そんなこと！――だから！　いま、そなたとライナーを必要としておるのじゃろうがっ!!　次こそ消えるために、『ここ』に足りないものを少しでも補おうとしているじゃろうがああ――!!　納得するためにぃいいいっっ、いまっ、ここでえええぇえええええ――!!」

　遠のく意識を、妾わらわは叫ぶことではっきりさせようとする。

　しかし、魂に刻まれた幻痛ダメージは誤魔化せない。やはり、妾わらわにとって、王として生きた記憶は、傷なのだ。最も触れられたくない古傷だ。その古傷を抉えぐられたことで、魂が悲鳴をあげていく。魂に深手を負ったことで、身体が死の間際と判断して変異し始める。

　それは『理ことわりを盗むもの』たちが死ぬことで発生する現象だった。

「あぁっ――、ああぁあァアアァアッ、アァア[image: ]アアアァア[image: ][image: ]――――!!!!」

　敵の攻撃魔法の幻痛ダメージによって、妾わらわは風の繭の中、羽化するかのように『半死体ハーフモンスター』となっていく。まず魔法の擬態が解けた。風を凝縮して作っていた翠みどり色の翼が搔かき消えて、みすぼらしい自前の翼が露あらわになる。その翼は酷使し過ぎて、もう飛べないほど傷だらけとなっていた。続いて、モンスターとしての特徴が前面に出てくる。耳と手足から羽毛が生え出して、新たな羽となった。その姿を伝説の『翼人種』と勘違いした人もいた。しかし、違う。これは、そんな大層なものではない。似たモンスターの名を挙げるならばハルピュイア。正確に、『魔人』名を言うならば半鳥人ハーピイの変異種。

　そう。妾わらわはどこにでもいる半鳥人ハーピイ混じりでしかない。

　魔物とのハーフ。ただの『魔人』『獣人』。伝説的な何かなんて何もない。

　だが、それでも妾わらわは『統べる王ロード』だった！

　妾わらわは伝説の『翼人種』で！　天の御み使つかいで！　伝承の再来だった！

　そう、なって――!!　しまっていた――!!!!

「カァ、ナァアア、ミィイイイイィイイイイ[image: ]イ[image: ]――!!!!」

『半死体ハーフモンスター』に近づいていくことで、身体から力が溢あふれ出てくる。その力を使って、妾わらわの魂を摑つかんでいる敵に反撃に出る。

　最も無防備なところに触れられているせいで、僅かに動くだけでも激痛が走る。しかし、目の前の男への怒りと恨みが、痛みを凌りよう駕がしていく。

　ああ、なんてなんてなんて!!　なんて恐ろしい魔法を妾わらわに叩き込んでくれたものだ！　渦波は卑ひ怯きようだ！　相変わらず、卑怯な戦い方をする!!　こんなものが戦いだとは認めない！　妾わらわは絶対に認めない――!!

　ゆっくりと妾わらわは両腕を、目の前の渦波の首に伸ばす。そのとき、ずっと歯を食いしばっていた渦波が、妾わらわの咆ほう哮こうに負けないぐらいに大声で叫ぶ。

「――まだっ、動くなぁあああっ!!　まだだ！　まだ僕の魔法は終わっていない！　ここからだ！　ここから先が大切なんだ！　もっともっと先に帰るぞ!!　ロード!!」

「もっともっと先ぃいいい!?　帰るじゃと!?　どこに帰ると言うのじゃ!?　いま、そなたが見せたとおり！　『ここ』という終着点が、妾わらわの全てじゃろうが!!」

「違う！　『ここ』が全てじゃない！　おまえには、ここまでおまえを保ってくれた『過去』が必ずある！　『未練』が、確かに『過去』にあるんだ！　それをおまえは忘れているだけだ!!　ああっ、『理を盗むもの』になってしまったせいで！　その罪の『代償』でっ、『呪い』によって！　失っている――!!」

「な、何を……!!」

　言い返そうとした言葉が、渦波の顔を見て途切れる。

　目の前の敵も、妾わらわと同じ表情をしていたのだ。歪ゆがみ苦しみ、魂から悲鳴をあげていた。

　その苦く悶もんの理由を、妾わらわはわかってしまう。まるで『繫つながり』があるかのように、敵である渦波の内情を知ることができた。

　妾わらわの人生の追憶によって、魔法をしかけた本人である渦波にも幻痛ダメージがあった。

　そのとき、「渦波は妾わらわの最大の理解者」という生前の話を思い出す。

　記憶を失った渦波が『ここ』に落ちてきたとき、もう世界には自分を理解してくれる人は一人もいなくなったと思った。渦波は全てを見なかったことにして、『ここ』から逃げていこうとしていたからだ。正直、許せなかった。けれど、いま渦波は『過去』と向き合い、妾わらわを理解しようとしてくれている。『過去』から逃げださないために、命懸けで記憶を取り戻そうとしている。『繫がり』から、その決意が伝わる。

　それだけではない。放たれた魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》の力の全ても伝わる。

　やろうと思えば、妾わらわを即死させることは可能だっただろう。けれど、それを渦波は選択せずに、共に追憶することを選んだ。世界で一番大切な妹の身体を削って、自らの大切な未来も削って、この壊れた妾わらわに手を差し伸ばしてくれているのだ。

　だから、渦波の首に伸ばした妾わらわの手が、止まる。

「渦波……。ならば、妾わらわの『未練』とは、一体……。一体何だったのじゃ……!?」

　痛みで弱り切った妾わらわは聞く。

　渦波の口にする「もっともっと先」とは一体どこか知りたい……。いま視みた記憶よりも先ということか？　それは『統べる王ロード』の物語よりも先に、別の物語があったということか？　ヴィアイシアという国ではなく、もっと別の場所で……。王でもない庭師でもない……、もっともっと昔に……。もっともっと昔……？

　――子供の頃？

　そう思い至ったとき、目の霞かすみ具合が強くなる。

　魔法による追憶の光が、妾わらわを吞のみ込み始めた。そのもっともっと先の世界は、いまの老いてしまった妾わらわの目には眩まぶし過ぎた。けれど、その眩しさは全く目に痛くはない。

　それどころか心地よい。とても暖かな光だった。それは妾わらわの『統べる王ロード』の英雄譚たんに記されていない時間。孤児院時代よりも過去。日にすれば千万にも届く昔、久遠の彼方かなたの記憶。遠すぎて影も形も摑めず、まるで夢幻のように儚はかなくて、幽かすかな情景のみが揺れる。けれど、それは確かに、妾わらわの中に存在していた。

　それをいま、妾わらわは思い出しかける。

　……確か、あれは草原だった。

　そして、その草原の隣には、切妻屋根の家があったはずだ。

　そこに妾わらわは――いや、童わらべが二人、住んでいた。

「あ、あぁっ、ぁあああああぁああ……!!」

　それを思い出したとき、加速し続けていた時の進みが、急に停滞し始める。

　どこまでもゆっくりと遅くなっていく世界の中、こんなにも子供の頃は時間が遅かったことを思い出す。続いて、ずっと擦すれて認識できなかった視界が、はっきりと見えるようになっていく。視界を満たす光の向こうにあるものを、視る。

　煌きらびやかな翠色ではなく、柔らかな草色が広がっていた。

　一面の草原が、青い空の下で風に吹かれていた。

「ぁあああっ、ぁああああっ、ぁああああああああ――!!」

　ああ、もっと見たい。

　渦波よ。もっともっと先を、もっともっと遅く、視せてくれ。

　その魔法で、本当の『楽園』を。

　あの日、落としてしまった綺き麗れいな石を。

　あの素晴らしき妾わらわの『子供の頃』を、どうか――

「――――、――っ！――――!!」

　渦波の魔法を心の底から受け入れたことによって、遠くから声が聞こえ始める。とても年季の入った――しわがれた声だ。光のまどろみの中にいる妾わらわは、その声を拾っていく。それは生まれたばかりの赤子が、反射的に母の指を握るのに似ていた。

「――お、おぉ！　婆ばあさん、起きたようじゃぞ！」

　鼓膜を揺らしたのは家族の声。

　ずっと忘れていた声だったけれど、その独特な喋しやべり方は、よく覚えている。

　忘れまいと、ずっと大事に妾わらわは持っていた。

　ああ。確か、その声の主は。いや、その声の主たちは――
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「――お、おぉ！　婆さん、童わらべが起きたようじゃぞ！」

　しわがれた声を認識して、私は薄らと目を開けようとする。

　しかし、上う手まく瞼まぶたが動いてくれない。

　錆さび付いた扉のように、世界の光を取りこむのに長い時間がかかってしまう。その間に、もう一方から、別のしわがれた声が聞こえてくる。

「おー、そのようじゃな。ならば、すぐに温かいものを用意しようかね。まずは腹に何かを入れんとな。出る元気も出んじゃろうて」

「そうじゃのう」

　やっとのことで目を開いたとき、久しい光に私は目を眩くらませた。けれど、なんとか目を細めて外界の情報を得ようとする。

　まず目に飛び込んできたのは、見知らぬ天井。

　その天井は平たい造りでなく、三さん角かく錐すいの形状の奥行きがある変わった造りとなっていた。そして、その三角錐の空間に編むように木材が組まれて、天井を支えている。

　どこだろう、『ここ』は……。

　いままで私がいた場所とは、随分と違う……。

　もっと暗いところに私はいたような……。なぜだろう。思い出したくない……。そうだ……。それよりも、いまは『ここ』がどこなのかを確認しないと……。

　ゆっくりと私は、首を横に向けていく。

　光の差す格子のない窓を背中に、一人の老人が笑顔で座っていた。長年着続けたのが一目でわかるベージュ色の服を纏まとった好こう々こう爺やだった。私と同じ『魔人』なのだろう。手足の先が、まるで蛸たこの触手のようになっている。くらげか蛸、もしくは水すい棲せいモンスター混じりの可能性が高い。

　隣にいたのが『人』でなく『魔人』であるとわかった私は、一安心する。そして、その余裕を持って、さらに周囲の情報を集めながら、声を出す。少し不安だったが、張り付いた喉からは、嗄かれ果ててはいたがちゃんと声が出てくれた。

「こ、『ここ』は……？」

　建物の中にいるのは間違いない。光差す窓の隣には、生活用の棚があり、多様な食器が並んでいる。壁には干された果物が吊つるされていることから、民家であることもわかる。その民家のベッドに、いま私は寝ていた。

「ああ、わしらの家じゃよ。もう安心せい。少なくとも、飢え死にすることはないぞ」

　隣の好々爺は、とても優しい声で答えてくれた。

　その温かい声質に驚きながら、私は返事する。

「え……。あ、はい……」

　お礼を、ろくに言えなかった。それほどまでに、ここまで直球な優しさは久しぶりだった。そして、この状況に困惑する私に、逆側から温かいものが差し出される。木製の椀わんだった。その中には、白い湯気の昇る芋のスープが入っていた。蛸のお爺じいさんの伴侶であろう――こちらも蛸の『魔人』のお婆さんが、私の手に椀を持たせる。

「大したものじゃないが……。お食べ」

　またも優しい声。困惑は加速するばかりだった。

「どうして……？　どうして、私に食べ物をくれるんですか……？」

　私はスープを見つめながら、問う。

「どうしてと言われてものう。おぬしみたいな童わらべを見捨ててしまえば、わしらを見守ってくれている神様から、天罰を受けてしまうからかのう？　いや、わしらを守ってくれているヴィアイシア国の王様たちに、顔向けできなくなる。そんなところかのう？」

　神様から天罰を受けるから？

　守ってくれている国の王家に顔向けできなくなるから？

　全く理解のできない話を返されてしまい、困惑は増すばかりだった。少なくとも、私の人生には一度もなかった考え方だ。だから、スープを突き返すことも、スープに口をつけることもできずに、私は固まってしまう。それを見たお爺さんは話を続ける。

「大体、わかっておる。ぬしは南から逃げてきたのじゃろう？」

　――南。

　余り使ったことのない表現だ。だが、私は北を目指してやってきた。ならば、私が出てきたところを南と呼ぶのは正しいだろう。私は頷うなずき返す。

「……はい」

「ここ数年で、南との関係は――いや、『人』と『魔人』の溝は深まったからのう。南のほうでは『魔人』の扱いが悪いと聞いておる。おぬしも、その口なのじゃろう？」

　お爺さんは私の事情の全てを察していた。

　以前いた場所を隠すことはできないと思い、私は素直に頷いていく。

「……はい」

　私は逃げて、逃げて、逃げてきたのだ。

　北には『魔人』たちの住む『楽園』があるという噂うわさを信じて、飲まず食わずで『ここ』までやってきた。そして、歩くことも動くこともできなくなって、最果ての草原で一人意識を失った。あのとき、このまま死んでいくのかと私は思っていた。

「よくぞ、その小さい身体からだで北の辺境の地まで辿たどりついたものじゃ……。もう安心してよいぞ。おぬしを脅おびやかす人間は、ここにはおらぬ……」

　けれど、助かった。

　いま私は生きている。同じ『魔人』のお爺さんとお婆さんに助けられた。

　お爺さんは私を言葉で慰めて、お婆さんは私の背中を優しく擦さする。

「今日は、ゆっくりと身体を休めるといい。村のものに紹介するのは明日でよかろう」

「……え？」

　まるで、ここにずっと居てもいいかのような話に、私は心底驚く。どうやってお礼をして、どうやってこれから生きていこうかと考えたところだったからだ。

「むっ。……童わらべよ。まさか、出て行こうとでも思っていたのか？」

「は、はい。だって、私は――」

　余よ所そ者ものの厄介者。そう口にしようとしたき、唐突に話を変えられる。

「ときに、おぬし。何の魔の混じりじゃ？」

　びくりと身体が震えた。

　――混じり。

　その言葉は私のトラウマを刺激する。けれど、それを答えないのは恩人に対して不誠実だ。身体の底から溢あふれる震えを抑えながら、私は答える。

「……少し変異してますけど、たぶん、半鳥人ハーピイです」

「うむ。やはり『魔人』なのじゃな」

　――『魔人』。

　この言葉が、ここまで私を追い立てた。

『人』ではないことが、私の人生を全て狂わせて、決定付けた。

「――ならば、わしらは同胞じゃな。家族が家族を助けるのに、何の問題がある？」

　だが、その言葉を聞き、これ以上ない笑顔をお爺さんは作った。誰が聞いても侮蔑しか返されなかった言葉を前に、その態度を一切変えはしなかった。

「か、ぞく……？　でも……」

「血の繫つながりなど関係ないぞ。我らは我らの法をもって、家族を決める。その法からすれば、おぬしはもう――わしらの家族じゃ」

　我らは我らの法……？　だから、家族……？　何がなんだか……。

「でも、私は毒に侵されて、穢けがれてて……」

「そんな与太話、『ここ』では通じんぞ。そもそも、わしらも同じ『魔人』じゃぞ？」

　そ、そうだ……。

　混乱していたせいか、まるで私だけが穢れているかのように思ってしまった。けれど、もう違うのだ。南と北は違う。だから、『ここ』まで必死に私はやってきた。

『ここ』には、私と同じ『魔人』たちがたくさんいるから……！

「強制はせん。少しの間だけでもよい。『ここ』で生きることを考えてはくれぬか？　わしらのような老い先短い者にとって、話し相手になってくれるだけでも嬉うれしいのじゃ」

　目の前のお爺さんは優しく、そのしわくちゃの手で私の頰に触れる。

　隣のお婆さんも優しく、私の若草色の髪を撫なでて呟つぶやく。

「若い者は、いつでも歓迎じゃ。特に、おぬしのような可愛かわいい子はのう」

　その手の温かさは、私の人生には一度もなかったものだった。

　余りに温か過ぎて、いまにも溶けて消えてしまいそうになる。
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「あ、ありがとうございます……。ありがとう……、ございます……！」

　ようやく、搾り出すようにお礼の言葉を言えた。

　それを口にしたとき、全ての緊張の糸が切れた。いままで、ずっと暗く冷たい奈落の底を歩いているような気がしていた。けれど、もう違う。『ここ』は明るくて、暖かい。

「本当に……、ありがとうございま――」

　安心で、私の身体から全ての力が抜けた。視界が、ぼやけていく。

　――『ここ』が『楽園』。

　噂は本当だった。

　北へ逃げた先に、最後の『楽園』がある。

　そこに私は辿りついたと理解したとき、完全に意識を失った。

　温かな家の暖かなベッドの中で、柔らかい枕に頭を沈めて眠ったのだった。





◆◆◆◆◆






　ただ、人とは現金なもので、死にかけていたときはお爺さんとお婆さんを神か何かのように思っていたけれど、一度体力を取り戻すと「何か裏があるのでは？」と思ってしまうようになる。

「童わらべよー、いま何をしておるー？」

　お爺さんが私を呼んだ。すぐに私は手を止めて、額から垂れる汗を拭う。

　この家の隣には、白い花の咲く巨木があった。聞けば、『桜アイシア』の一種だとお婆ばあさんは言っていた。その巨木近くにある切り株を使って、私は薪まき割わりをしていたところだった。額に白い花びらが張り付いていたので、それを指で摘つまみ取りながら返事をしていく。

「こっちです。お爺さん」

　拾って貰もらったあと、私は村の一員となった。ただ、居場所を提供して貰いながらも、まだ私は心を開けていなかった。淡々と家事の手伝いをしながら、村人たちの様子を見る。それを数日間、慎重に繰り返していた。

「薪、割り終わりました……」

　すぐに割った薪を両肩に抱えて、お爺さんの声がしたほうに向かう。

　家の裏手にいたお爺さんは、現れた私を見て驚く。

「ぬぅ!?　ち、力持ちじゃのう……」

「そうですか？」

　せいぜい私の身の丈ほどしかない量の薪だ。私は家の保管蔵に入れながら返す。

「おぬしは半鳥人ハーピイの混じりなのじゃろう？　もっと非力なはずじゃが……」

「でも他の方も、このくらいはしてました」

「他のとは？」

「赤牛タウロイ混じりの人とか、黒狼ガルウルフ混じりの人とか……」

「そこらの種と比べておる時点で、何かおかしいのじゃがな……」

　おかしいのだろうか？　けど、これくらいの量をこなせていなければ、いま私は生きていないだろう。あのときは、周りについていこうと必死だったので、自分の種について考えるのは今日が初めてだった。

「もしかしたら、おぬしは少し特殊なのかもしれんのう」

「特殊、ですか……？　それは半鳥人ハーピイ混じりの中で、ということですか？」

「いや、もっと根本的なところでじゃ。聞くところによると、時々この世界の毒と上う手まく適応する者が生まれると聞く。その者は毒の力を操り、火や風を起こすらしいぞ」

「毒の力で、火や風を……？　まるでモンスターじゃないですか」

　おとぎ話の魔法のような話だ。

　そんなことができていたら便利かもしれないが、余りに非現実的だと思う。

「まあ、そこまでいくと伝説上の話になるのじゃがな。ただ、毒と適応し、味方にできる者は身体が強かったりするのは本当じゃぞ？」

「はあ。そうですか……。それが私だと？」

　伝説の魔法とやらは眉唾だが、身体能力の向上はありえそうな話だ。

「うむ。童わらべこそ、もしかしたら……しかし、童わらべ、童わらべでは言いにくいのう。これから大きくなっていくのだから、いつまでもこう呼ぶわけにもいかぬしな」

「その、名前がなくてすみません……」

「それはおぬしが謝ることではないぞ。しかし、新しい名前か……」

　私は名前で呼ばれたことがなかったので、自分の名前がわからない。だから、今日まで童わらべで通してきた。『おい』とか『お前』じゃなくて、『童わらべ』。私は結構気に入っているのだが、お爺さんはそうでないらしい。

「――ほほう。ならば、わしが可愛い名前をあげようぞ」

　名前について悩んでいると、家の庭のほうからお婆さんが現れる。タイミングを計ったかのような登場に、お爺さんは呆あきれる。

「婆さん、おったのか……」

「童わらべの名はティティーじゃ。どうじゃ、可愛い名前じゃろう？」

「――っ！……確かに、それが一番いいかもしれんのう」

　自信満々にお婆さんは提案し、それにお爺さんは賛同した。

「ティティー？」

　名前を繰り返す。それを聞いた二人は頷き返した。

　名前を貰えたのは、とても嬉しい。嬉しいが――

「もしや、大切な名前なのでは……？」

　二人の表情から、それを感じ取った。

　その名前を口にするとき、一瞬だけ何かを懐かしんでいるように見えた。

「……嫌かのう？」

　お婆さんは不安げに問いかけてくる。私の答えは一つしかなかった。

「嫌じゃないです……。すごくいい名前だと思います。ティティー……」

　少し子供っぽいが、可愛らしい名前。すぐに私は気に入った。

「ならば、決まりじゃな。おぬしは、今日からティティーじゃ」

　お爺じいさんは明るい顔で、決定をくだした。

　そこでしんみりとした空気は消えて、話題も変わっていく。

「あと、その喋しやべり方も早めに直さねばな」

　急に思いもしないところを指摘されて、私は首を傾かしげる。

「え。この喋り方、おかしいですか？」

「ああ、おかしいぞ。もうわしらは家族じゃ。そんな丁寧な言葉遣いなど要らん」

「家族の間に、丁寧な言葉遣いは要らない……？」

「ああっ、そうじゃ。もっとフランクに頼むぞ、ティティー！」

　ばんっと背中を叩たたかれる。その初めての要望に、私は戸惑いながらも頷く。

「あ、は、はいっ。努力します。頑張りますっ」

　そして、目一杯頭を下げた。それを見たお爺さんは、少し困ったような顔になる。

「あー。それが、いかん」

　お爺さんの指が私の頭に近づき、ぴしっと人差し指の先が当たる。

　でこぴんをされてしまった。

「あたっ。……すみません」

「うーむ。小突かれても、その反応か……。そういうときは、何するんだー！って言い返すのじゃ！　敬語はなしでのう！」

「は、はいっ。そうしますっ」

　また目一杯頭を下げてしまう。

　さらに、まだ私は敬語だった。なので、また優しくお爺さんに小突かれる。

「あっ……。え、えっと、よしっ！――な、何するんだぁーあ!?」

　一呼吸置いて、今度こそと意気込んでから言い返した。今度こそ敬語を取り払ってみせた。期待をこめて、お爺さんたちを見たが――

「棒じゃの」

「棒読みじゃ」

　駄目だった。文法としての言葉は合っているかもしれないけど、会話としてはイントネーションなどが不自然すぎたようだ。

　困った。こんなにも敬語以外が難しいとは思わなかった。生まれてからずっと敬語だけ使えればいいと思っていた代償が、こんなところで出てくるなんて……。

　途方にくれる私を見て、お婆さんは手を叩いて提案する。

「そうじゃ。試しに、わしらの喋り方を真ま似ねてみい」

「え、真似ですか……？　それなら……」

　できるはずだ。イントネーションのほうも、目の前に手本がある。

「はい。ちょっとずつやってみ……るのじゃ」

　拙つたないけれど、何とか形になってはいるはずだ。

　その評価を聞くべく、私はお爺さんとお婆さんを見上げる。

「……ふむ。まあ、いままでよりかはマシじゃろう」

「ふふっ。確かに、これならばなんとか他人行儀は抜けそうじゃのう。この環境に慣れるまでは、これでよいかもしれん」

　二人は優しく微笑ほほえんだ。そして、私の頭を優しく撫でる。

「えへへっ」

　少しくすぐったいけれど、とても温かい手のひらだと思った。その感触に身を任せながら、私も微笑んだ。きっと私も、いまの二人と同じ優しい顔をしているはずだ。

　氷のように硬かった顔が、どんどん溶けていっているのが自分でもわかる。

　青い空からは丁度いい日差しが落ちてきて、草原からは清すが々すがしい風が吹く。近くの白い花が散り、花びらが家の切り妻屋根の上に載る。

　それを見送るだけで、本当に心が落ち着く。

『ここ』は温かい。きっと、『ここ』こそが私の居場所。

　子供心に、そう私は居場所を決めた。この居場所を守っていこうと思った。

「あ、ありがとう……！　それじゃあ、次の仕事をやってきます……のじゃ！」

「ぬ、ティティーよ。いま、薪割りを終えたばかりじゃろう？」

「まだまだ元気が有り余っている……のじゃ！　大丈夫！」

　働かないものに居場所はないと思っている私は、すぐに動こうとする。

　できるだけ軽い物言いで答えてから、私は庭から駆け出す。家の仕事は一杯ある。薪割りだけで終わりじゃない。私は私の居場所のために、もっと頑張らないといけない。その手始めと水みず汲くみをして来ようとする。

「ならばよいが……。気をつけるのじゃぞー！」

「転ばぬようにのうー」

　水汲み用の桶おけを持って走る私に、二人は手を振った。

　私はスキップしそうな勢いで草原を走る。風を裂いて、広くて明るい世界を駆け抜ける。この頰を撫なでる風が、私は大好きだった。これのおかげで、一日中だって走っていられる。水汲みくらい、なんの苦もない。

　家から少し離れたところにある砂利道を進み、私は村の水源となっている川に向かう。その川の近くには森がある。森といえど、その密度は薄い。どちらかと言えば林かもしれない。間くらいと言ったところだ。木々の合間が広いため、草原と変わらぬ明るさで、道も歩きやすい。森から出てくる動物も小さいやつばかりだ。大きい獣が生きられる環境ではないため、私のような小さい子供でも安心して水汲みができる。

　とはいえ、私ならば、もし大きい獣が出てきても大丈夫なのだけれど――

「みんな、今日もお願いです」

　道を歩きながら、誰もいないところで声を出す。すると、近くの茂みから小動物たちが顔を見せた。四足の白いやつから茶色いやつ、たくさんの種類の小動物たちだ。名前は知らないけれど、可愛かわいらしい耳の生えた――私の友人たちだ。

　彼らは私の声を聞き、友人である私の助けになろうとしてくれる。

「今日は、ただの水汲みだけど……。家の二人を驚かせるくらい頑張りたいんです」

　その私の言葉を聞いて、みんなは頷うなずいた。

　そして、私は持っていた桶の片方を、走る二匹の白い動物の背中に載せる。数日前から私は、このようにして重たい物の運搬を手伝ってもらっていた。

　川に辿たどりついたら、すぐに水汲みを行う。みんなと協力して、水で一杯になった桶を家まで運んでいく。疲れは感じない。むしろ、何度も往復していくうちに、水の入った桶が少しずつ軽くなっていくような気がした。動けば動くほど、身体からだの奥から力が湧いてくるような……周囲から『何か』のエネルギーを吸い込んでいる感覚があった。

　働くこと、小一時間。家の庭には、十分な水が運ばれていた。

　それを見たお爺さんとお婆さんは驚いていた。

「随分とたくさんの水を汲んできたのう……。これは余るぞ。……それに、薪になりそうなものまで、たくさん。大変じゃったろうて」

「いえ、友達に助けてもらったから、大丈夫です……のじゃ」

　急に後ろから声をかけられて、二つの言葉遣いが交ざってしまう。ただ、それよりもお爺さんたちは気になることがあるみたいだった。

「友達じゃと……？」

「はい」

　私は頷き返して、足元を走る十を超える小動物たちを紹介する。

「ほう……。これは……」

　二人とも、感心した様子を見せる。いや、感心よりも驚きよう愕がくのほうが濃そうだ。

「ティティー、この者らの言葉がわかるのか？」

「あ、言葉がわかるわけじゃないのじゃ……です」

　……今度は逆になってしまった。慣れるまでは無理に使わないほうがいいかもしれない。

　私は一呼吸置いてから説明を始めていく。

「なんとなく、伝えたいことがわかるような……。そんな気がして……」

　隠すことなく、あるがままを伝えた。

　それを聞いたとき、二人の顔は驚愕だけで染まった。

「なんと……」

「もしかして、これって変なんですか……？」

「う、ううむ。余りおとぎ話を信じたくはないのじゃが、世界に満ちる毒の力というやつを操っているとしか思えんのう。伝承の『統べる王ロード』様と同じ力じゃ」

「伝説の『統べる王ロード』様……？」

「遥はるか昔、そういう王様が北の大陸にはおったと言われておる。多くの人を救った救世主様でもある」

　胸の鼓動が、少しだけ速まったような気がする。

『王』とか『救世主』という言葉は、幼い私の好奇心を強く揺さぶった。

「……悪いことではないはずじゃ。少し珍しい力じゃが、ティティーはティティーじゃよ。とにかく、わしらは大助かりじゃ。ありがとうのう」

　そして、お爺さんお婆ばあさんが笑顔に変わったとき、私の胸の中に温かいものが溜たまった気がした。その温かさは大変心地よくて、自然と私も笑顔になる。

「えへへっ」

　両手を胸に当てて、その温かさをしっかりと確かめていく。

　それだけで、生まれた意味を知ることができたような多幸感に包まれる。

「自慢の我が子じゃな」

「……私は自慢できますか？」

「うむ。北の王都の誰よりも賢く、強く、逞たくましく育つに違いない」

　お爺さんから、村だけでは収まらぬ器だと言われて、私は顔を赤くする。

「その背中の翼も、じきに治り、すぐに絶世の美人となるじゃろうな」

　お婆さんは私の背中を指差しつつ、外見を褒めてくれた。服の中には半鳥人ハーピイ混じりの『魔人』である証あかしが、いまも残っている。南だと目立つので、自分で毟むしった痕だ。

「もしかしたら、ティティーは混じりの変異種ではなく、『翼人種』なのかもしれんのう。伝承では『統べる王ロード』様も『翼人種』じゃった。特徴が、とても似ておる」

　二人の話は続く。そして、少しだけ真剣な表情に戻る。

「ティティー、おぬしは才能の塊じゃ。じゃからこそ、早めに聞いておくことがある」

　そのお爺さんの急な話に、私の身体が震える。

　胸の中に温かなものが溜まったからこそ、それが失われることに酷ひどく怯おびえた。

「おぬしは色々な未来を選択できる。その才ならば、おそらく何にだってなれるじゃろう。もっと別のところで、自らの力を磨こうとは思わぬか？　そうすれば、きっとヴィアイシアの城に仕えるのも夢ではないぞ」

　お爺さんの表情から、贔ひい屓き目めなどなく、本当に私は比類なき才能があるとわかる。

　だけれど、私にとっては――

「……行きたくないです」

　そんな才能、関係ない。それよりも大切なものが、いま胸の中にある。

　だから、私も真剣な表情で、自分の未来について話す。

「北の街の人たちが悪い人じゃないのは、よくわかってます。孤児院だって、立派なものでした。きっと都は、とてもいいところなのでしょう」

　先日に一度、お爺さんとお婆さんが北の街まで私を連れてってくれた。そのとき、私は色んな人の色んな生き方を見た。例えば、大きな夢を持って店で住み込みで働く人、孤児院でたくさんの仲間たちと笑う人、若いながらも商売に勤いそしむ人――あれは私のために見せてくれていたのだろう。この村だけが全てでないと、事前に優しい二人は教えてくれた。

「それでも、私は『ここ』でいいんです。……『ここ』が、いいんです」

　その答えを確信できるまで少し時間がかかってしまったが、いまはもう迷いなんてない。『ここ』を私の居場所としたい。

　そして、いつか『ここ』を、私の墓場としたい。

　そう心から願った。けれど、それは拾ってもらった身でありながら、とても我儘な要望だろう。お爺じいさんお婆さんにかかる負担や迷惑を考えていない話だ。

　拒否されるかもしれない。いや、拒否されるのが普通だ。

　そんな暗い考えが頭の中を渦巻く。だが、その暗雲は、すぐに晴れていく。

「おぬしが、そう言うのならば構わぬ。わしらはとても嬉うれしいぞ、ティティーよ」

「ふっ、そうじゃね。わしら自慢のティティーが、『ここ』にいてくれることほど嬉しいことはないね……」

　不安がる私に待っていたのは、心の底からの歓待だった。

「ありがとうございます……」

　そのとき、つぅーっと、温かな涙がこぼれた。

　ちっとも悲しくないのに、いま私は笑っているのに、『ここ』こそ安楽の地だというのに、涙が止まらなかった。

　そんな私の頭をお爺さんとお婆さんは抱きかかえてくれる。

　――こうして、私は家族を得た。

　長い苦難の旅の末に、辿りついたのだ。

　そして、私は二人のために、村でたくさん働き始める。お爺さんとお婆さんに少しでも恩返ししようと、私の持つ才能とやらを限界まで発揮して、働き続けた。働き過ぎだと、怒られてしまうほどに頑張った。

　そんな温かな日々が、とても緩やかな速度で過ぎていった。

　一日、また一日と、どこまでも続く平へい坦たんで幸福な道を私は歩き続けた。

　そして、こんなにも幸せで満ち足りているというのに、この物語にはまだ続きがあるのだ。この温かな家には、もう一人家族が増える。

　私とお爺さんとお婆さん――そして、弟ができる。

　その弟こそ、私の三人目の家族であり、最愛の家族だった。

　あの馬鹿弟が現れるのは、ここから一年後のことになる。





◆◆◆◆◆






「――お爺ちゃん、お婆ちゃん。こいつ、怪しいのじゃ」

　とても長い一年だった。やっと一年分大人になれたけれど、その遅さに欠伸あくびが出そうだった。けれど、いつの間にか、童わらわの背はお爺ちゃんとお婆ちゃんに近づけていた。半鳥人ハーピイは成長の早い種族だが、それでも異様な速度だと言われた。まだ歳としは二桁に入っていないと言うのに、大人に近い姿となってしまっている。

　まるで、『世界』が童わらわを早く大人にしようと後押ししているかのようだった。

　丁度童わらわのお腹なかあたりに、そいつの頭はあった。その男の子の茶色い頭をぐりぐりと乱暴に撫でながら、容疑者を突き出すかのようにお爺ちゃんとお婆ちゃんの前に立たせた。

　代わり映えのない家の中、木の椅子に座ったお婆ちゃんは問う。

「それで、ティティー。その子を、どこで見つけてきたのじゃ？」

「……ちょっと遠くで遊んでいたら、見つけたのじゃ」

「ちょっと遠く……？　もしかして、南に行っていたのか？　あれほど行くなと言っておったのに……」

「え、えーと、東の隣町まで遊びに行く途中で、ちょーっと南に逸それたかも？」

「はあ……」

　あっけなく、童わらわが進入禁止区域まで行ったことがばれてしまう。しかし、おかげで家に近づいてくる不審人物を捕まえることができたので、どうにかイーブンにして欲しい。

　溜ため息いきをついたお婆ちゃんは、童わらわを追及するのを諦めて、汚れた襤ぼ褸ろ切れ一枚だけを身に纏まとった男の子に話しかける。

「……大丈夫じゃ。もう安心してよいぞ。ここにおぬしの敵などいない」

「はっ、はい……」

　男の子は怯えていた。その警戒を解くように、お爺ちゃんたちは話を聞いていく。

「まずは名を聞こうかの……」

「名前ですか……？　わかりません。たぶん、ないんだと思います」

　その男の子の言葉には聞き覚えがあった。それはお爺ちゃんたちも同じのようだ。

「ティティーと同じじゃな。おそらく、似たようなところから逃げてきたのじゃろう」

　童わらわと同じで、南から逃げてきた子供……。

　もう余り思い出せないけれど、南に碌ろくな思い出がなかったことだけはわかる。おそらく、この震える男の子も、南で酷い目に遭ったのだろう。そう思うと、少しだけ親近感が湧いた。そして、童わらわの見ている前で、男の子との話は進んでいく。これもまた大変聞き覚えのある話だった。その温かさで男の子の警戒心を解いてみせて、この村への滞在があっさりと決まる。

　かつての童わらわと同じように、ベッドの中で気を失うまで同じだった。

　いつも童わらわが使っているベッドを占領している男の子を睨にらむ。自分の大切な居場所に異物が交ざったような気がして、口を尖とがらせて嫌味を言う。

「――でも、こいつ怪しいぞ。お爺ちゃん、こんなのを家に入れて本当に大丈夫？」

「怪しさで言えば……ティティー、おぬしも似たようなものじゃったぞ」

「むむむう」

　昔の童わらわを引き合いに出されては、何も言い返せなくなる。そんな童わらわを見て、お爺ちゃんは苦笑しながら童わらわの頭を撫なでる。新たな同居人の男の子も一緒に。

「そうむくれるな、ティティー。同郷のものじゃ。よくしてやれい」

「同郷って言われても……」

　見知らぬ他人過ぎる。

　それに童わらわの故郷は、『ここ』だと決めている。決して、南は帰るべき故郷ではない。

「いわば、弟じゃな。そうなると、今日からティティーはお姉ちゃんになるのう」

　お婆ちゃんは嬉しそうに新たな家族を迎えていく。

　その言葉は少しだけ童わらわの凝り固まった警戒心を解く。

「おとうと……？」

　ぽつりと呟つぶやき、もう一度ベッドの男の子を見る。今度は睨むのではなく、好奇の目で見る。そこには茶色い前髪を垂らして、目元から小さな涙をこぼす男の子がいた。

　このいつかの自分と似ている男の子が、童わらわの弟……？

　その突然な出来事に戸惑う。ずっと『ここ』には童わらわとお爺ちゃんとお婆ちゃんだけがいるのだと思っていた。そこに入り込んできた新たな家族。

　これが弟との初めての出会いだった。

　――そして、その翌日の朝。

　童わらわは水みず汲くみに出かける。少し肌寒いけれど、この早朝の瑞みず々みずしい空気を吸うのは心地よかった。拾われた日から毎日、休むことなく行っている日課だ。

　ただ、その日課に、いつもと違うものが今日は交ざっている。

　ぱたぱたと小走りする男の子が後ろを歩いてきていた。

「――なぜついてくるのじゃ？　これは童わらわの仕事じゃぞ、ついてくるでないっ」

　振り返り、少し強めに咎とがめた。すると男の子は困った様子で、ぼそぼそと答える。

「で、でも、お爺様とお婆様は、ついていけって……」

　男の子の言葉遣いは堅苦しいままだった。童わらわのときと同じように、お爺ちゃんとお婆ちゃんは「堅苦しい」と言ったが、一向に言葉遣いは変わりそうにない。

　呪われているかのような言葉遣いだ。もしかしたら、過去に童わらわがいたところよりも厳しい場所から来たのもしれない。

「むむむう」

　大好きなお爺ちゃんたちを引き合いに出されれば唸うなるしかなくなる。童わらわにとって、お爺ちゃんとお婆ちゃんは神にも等しい地位を得ているので、渋々と同行を認める。

「……邪魔はするでないぞ」

「は、はい！」

　男の子は嬉しそうに、大変元気のよい返事をした。そのまま、必死に早足の童わらわの後ろをついてくる。なぜだろうか。大して話なんてしていないのに懐かれている。最初に拾ってきたのが童わらわだからだろうか。それとも、同郷という話をお爺ちゃんとお婆ばあちゃんから聞いたのだろうか。この男の子は、それを純粋にも信じて――……んー。

「のう、おぬし。名前は本当にないのか？」

「ないです……」

　ならば、ずっと『おぬし』や『男の子』と呼ぶことになるのだろうか。童わらわは困らないが、本人は困るはずだ。ならば、早めに決めてあげるのがいいはずだ。なんてことを考えながら見つめていると、顔を赤くした男の子は逆に聞き返してくる。

「えっと、姉様のほうは……」

「ね、姉様……？」

　まだ慣れていないせいか、少しむず痒がゆい。いや、別に嫌なわけではないのだが。

「はい。姉様の名前は何て言うんですか？」

　童わらわの名前……それは、とてもいいことを聞く。

　童わらわには自慢できるものが三つほどある。それはこの成長の早い丈夫な身体からだと、お爺ちゃんとお婆ちゃん譲りの喋しやべり方。そして、この名前だ。

「童わらわの名はティティーじゃ。間違えるでないぞっ。お爺ちゃんとお婆ちゃんから貰もらった大切な名前じゃからのう！」

「ティティー姉様……。あと、気になったんですけど、なんで『わらわ』なんですか？」

「ふふふっ、かっこいいじゃろう？　本を読み漁あさって、童わらわの口調に合う格好いいのを見つけて借りたのじゃ！　『わし』よりも若々しさが溢あふれ出て、童わらわらしかろう!?」

「……あ、はい。そうですか」

　渾こん身しんの自慢話だったが、男の子は愛想笑いを浮かべて頷うなずくだけだった。

　もっと驚いた反応が返ってくると思っていたが、どうやらセンスは合わぬのかもしれない。ここは「そういうことだったんですね！　流石さすがはティティー姉様！　かっこいいです!!」と手を叩たたくところだ。

　期待していた反応でなかったため、童わらわは少しだけ頰を膨らませて、のしのしと無言で草原を歩いていく。そして、いつも通りに川で水を汲くむ。とはいえ、いつかと違って、協力してくれる仲間の数が違う。ついでにいえば、その協力の質も違う。川で待ってくれていた協力者たちに、童わらわは声をかける。

「――みんな！　今日もありがとうの！」

　そこに待っていたのは多種多様な小動物たち――だけではない。昆虫や鳥、モンスターと呼ばれるような大型の獣たちも、童わらわの友達として待ってくれていた。

　身体の成長に合わせて、動物たちと話す力も増していったのだ。

　そのおかげで、運搬の手伝いだけでなく、物々交換まで出来るようになった。

　他にも困った事があれば相談に乗ってあげたり、異種間の仲裁もやっている。

　そういった交流を続けた結果、この周辺の動物たちは童わらわのことを崇あがめだして供え物をくれるようになった。必要ないと言っても、いままでの恩があるからと頑かたくなに何かをくれ続ける。今日は山の幸がたくさん並んでいた。

　本当は魚が食べたい気分だったが、それを童わらわは顔に出さない。「ありがとうじゃ！」とお礼を言いながら、その供え物を受け取る。これもいつも通り。いつもの日課だ。

　ただ、その様子を見た男の子は、驚き大声をあげる。

「す、すごい……!!　もしかして、彼らと意思疎通ができるんですか!?」

「うむ。そうじゃな」

「本当に!?　その力があれば、一生飢えなくてもすむじゃないですか!!」

　なんだ。大きな声も出せるんじゃないか。ぼそぼそとしか喋れないのかと思っていた。

「……別に、タダで貰っておるわけじゃないぞ。童わらわが人間でしか出来ぬことをやって、みんなにはみんなにしか出来ぬことをやってもらっておるだけじゃ」

「それでもすごいことですよ!!」

「むっ、そんなにすごいか？」

「こんなこと、聞いたことないです！　南にはモンスターたちと話す人なんて一人もいませんでした！　ティティー姉様の力はすごいです！　生活を根底から覆す力です!!」

　お、おぉおう……！　よくわからないが、男の子の琴線に触れたようだ。少しだけびっくりしたが、すごいすごいと褒められるのは悪くない。うむ、実に悪くないっ!!

「ご、ごほん！　ふははっ、当たり前じゃ！　おぬしのお姉様は、とっても偉いのじゃぞ！　誰よりも賢く強く逞たくましいのじゃ！　見てみい！」

　咳せき払ばらいのあと、ぱちんと手のひらを叩く。すると、周囲にいた動物たちが一斉に整列した。緊急時用の合図を使われたことで、みんなは不思議な顔をしているが許して欲しい。いま姉として、とても重要なところなのだ。

　そして、思惑通り、男の子は目を輝かせる。

「す、すごいです……!!　ティティー姉様!!」

「ふははーっ、そうじゃろうそうじゃろう！」

　気分よく童わらわは笑う。そこへさらに、男の子は童わらわにとって嬉うれしい言葉を言う。

「まるで、伝説の王様みたいです！　あの『統べる王ロード』様そのものです!!」

「ぬふふっ、『統べる王ロード』様みたいとな？　ああ、よく言われるぞ！　あの北の救世主の物語じゃろう？　巷ちまたでは、その再来と噂うわさじゃ!!」

「『統べる王ロード』様の再来!?　かっこいいです！」

「そうじゃろうそうじゃろうそうじゃろーう!!」

　なんだ！　悪いやつじゃないじゃん！　流石は童わらわの弟じゃ！

「本当にすごい……！　同じ南の出身なのに、自分とは全然違う……!!」

「そんなことはないぞ、我が弟よ！　おぬしも努力すれば童わらわのようになれるぞ！　何事も努力じゃからのー！」

「そ、そんな、なれませんよ……。自分は弱い種ですから……」

　すぐに男の子は暗い顔となって、顔を俯うつむけた。

　どうやら、力の差は種の差であると思っているのかもしれない。

「はて。おぬしは何が混じっておるのじゃったか……。童わらわは半鳥人ハーピイの変異種じゃ」

「……自分は樹人ドリアードです」

「ド、ドリアード？　どこらへんがじゃ？」

　ぱっと見たところ、樹きっぽいところは一つもない。

「見た目の特徴は全部毟むしりましたから……。もう隠れてるところだけですね」

　そう言って、まず自らの茶色い髪を指差した。本来ならば、そこには樹人ドリアードとしての特徴が生えていたのだろう。そして、次に服を捲まくって、隠れている特徴を見せようとする。

「そうか。いや、見せんでもよい。おぬしにも色々あったのじゃろう」

　その手を握って止める。童わらわも全く同じことをしていたからこそ、見る必要など感じなかった。そこには童わらわの毟られた翼と同じか、それ以上に悲惨な傷が残っているのだろう。

　すぐに童わらわは次の話に移ろうとする。

「しかし、おぬしは、その……そ、そうじゃ！　我が弟を、おぬしおぬしと呼ぶのは、なんだか姉として嫌じゃぞ！　おぬしの名前っ、まだ決まらぬのか!?」

「あ、はい……。まだ決まりません……」

「自分の好きな名前を、自分で適当に考えるだけじゃろう！　いわば、自分そのものを言葉にするだけじゃ！　すぐじゃろう!?」

「そんな……。自分なんてわかりません。好きなものも、ありませんし……」

　弟は困ったような顔を見せた。とはいえ、その気持ちも童わらわにはよくわかってしまう。もし、お爺じいちゃんとお婆ちゃんに名前を貰えなかったら、同じことを童わらわも言っていたに違いない。だからこそ、このまま弟が名無しであるのは耐えられなかった。なんだか、とにかく嫌だった。――だから、自然に口が動いていく。

「――ならば、おぬしの名は『アイド』！　『アイド』じゃ！　良い名じゃろう!?」

「ア、『アイド』……？　どうして、自分は『アイド』なんですか……？」

「え、え――!?」

　聞き返されて、言葉に詰まる。いま咄とつ嗟さに出した名前。それは、ついこの間死んでしまった茶色くてちっこい動物の名前だったからだ。お爺ちゃんとお婆ちゃんが亡き大切な者の名前をくれたので、それを童わらわも真ま似ねしようとしたが、失敗したかもしれない。

「えっと、その……『アイド』は、ここにいる動物ともたちの先輩の名なのじゃ。ちょっと前に老衰で死んでしまったから、良ければおぬしが継いでくれぬかと思ってな……」

　やはり、死んだ動物の名前は不ま味ずかったか？　でも確か、元々『アイド』は『統べる王ロード』の伝承に出てくる男性名だったから、人が使う分にも問題ないはずだ。

「ここにいるみんなの先輩の名前？　その『アイド』は、どんな動物でしたか……？」

「どんな、じゃと？」

「はい。姉さまにとって、どんな存在だったのか、それを知りたいです」

　弟は真剣な目をしていた。

　それに応えるため、童わらわも偽りなく『アイド』について語ることにする。

「『アイド』は、この一年……毎日、一緒に遊んでおった友じゃ。そして、この『統べる王ロード』の第一の家臣でもあった。初めて、協力者を超えて、『魔人』である童わらわに付き従ってくれたやつなのじゃ……」

「友であり、第一の家臣……」

「うむ。『ここ』で『ごっこ遊び』を始めたとき、小さかった童わらわの心強い味方となってくれたのじゃ……。そして、死するときまで、ずっと傍そばにいてくれた……」

　振り切ったつもりだったが、その小さな友達を思い出してしまい、少しだけ目頭が熱くなる。いまも、この肩に『アイド』が乗っているような気がした。

「死するときまで……。『アイド』……、悪くないです。いえ、かっこいいです」

　そして、その名を弟は嚙かみ締めて、賞賛した。

「か、かっこいいか……？」

「ええ、とても！　とても、かっこいいです!!」

　その手放しの絶賛を聞き、童わらわの先ほどまでの不安は全て吹き飛ぶ。

「ふ、ふふ、ふはは……、ふはははははー!!　まあ、童わらわのティティーには劣るがのう！　しかし、心せよ、弟よ！　この『アイド』の名は軽くないぞ！　なにせ、この王国の英霊の名じゃからな！　それを受け継ぐことを光栄に思えい！」

「ええ、有難く頂きます！　第一の家臣の称号に恥じぬよう、精進します！　ティティー姉様――いや、『統べる王ロード』!!」

「うむ！　苦しゅうない!!」

　王の任命という『ごっこ遊び』に、アイドは楽しそうについてきた。

　童わらわもアイドも満面の笑みとなって、握手をかわしていく。

　いま、ここに新たな姉弟が誕生した。その瞬間を祝うため、動物たちが鳴き声で合唱する。祝福の中、さらに童わらわは気分を良くしていく。

「ふははっ、今日も民たちの歓声が心地良いのう！　そして、信頼できる新たな臣も生まれた！　童わらわは満足じゃ！　はっはっはっはっ！」

　その絶頂の末に、高笑いを響かせた。そこに童わらわでもアイドでもない声が入ってくる。

「――ふう。妙に遅いと思えば、面白い遊びをしておるのう。心配をして損をしてしまったわい。なあ、婆さん」

「ティティーには、昔話を聞かせすぎたのう……。しかし、王国となれば、わしらは宰相あたりかのう？」

　様子を見に来たお爺ちゃんとお婆ちゃんだった。しかし、もう何の心配もいらない。無事、アイドは童わらわの弟となった。そして、我が王国も順調だ。

「いえ、自分が『宰相』をやります！　やりたいです!!」

　そこで、やる気満々のアイドが手を上げた。その役に思い入れでもあるのだろうか、なぜか絶対に譲れないという表情だった。

「うむ！　ならば、アイドを宰相に任じよう！　お爺ちゃんとお婆ばあちゃんは、国の相談役――元老院とか、そこらじゃの！」

　調子に乗りまくる童わらわだった。伝承に出てきた偉そうだった役を二人に当てる。

「ふふふっ、わしらは元老院らしいぞ。婆さん」

「ははっ、びっくりじゃの。このわしらが大層な役職を貰もらってしまったものじゃ」

　笑い声が木霊していく。透き通る川が光を反射する横で、誰もが眩まぶしい笑顔を見せていた。その光景に童わらわは、腹の底まで満足する。

「うむ！　今日も童わらわの国は、みんなのおかげで明るい!!」

「はい！　そうですね、『統べる王ロード』！」

　弟と童わらわは手を合わせて、この小さな国を祝福する。

　それにお爺ちゃんとお婆ちゃんは、苦笑しながら付き合ってくれる。

「ははっ。しかし、あの大人しい女の子が変わりに変わったものじゃ。とんだじゃじゃ馬じゃったな。うちのティティーは」

「これが本来のティティーの性格なのじゃろう。良いことじゃ」

　ああ、本当に明るい世界だ。『ここ』は温かくて、誰もが笑えるようになる素晴らしい場所だ。新たな家族を迎えて、童わらわの居場所は輝きを増すばかりだった。たった一日でアイドと童わらわの距離はなくなり、すぐに二人で遊ぶようになった。

　こうして、ティティーとアイドの物語は始まっていく。

「――お爺ちゃんお婆ちゃん！　アイドと行ってくるぞ!!」

　次の日、日課を終えた童わらわは、弟を連れて遊びに出る。

「今日は川で泳ぐぞ!!」

「姉様っ、川でですか!?」

「ああ！　明日は何をするかを考えながらじゃ！　時間は貴重じゃからな！」

「は、はい！」

　その次の日は森で遊び、さらにその次の日は山で遊んだ。草原で走り回る日もあれば、村の人たちの手伝いに奔走する日もあった。

　――これが童わらわの本当の始まり。

　英雄譚たんに記せるような冒険ではない。ほとんどが失敗の積み重ねの間抜けな日々だ。だけど、確かに妾わらわにとっては大冒険だった。どんな英雄譚にも負けぬほどの冒険をした。

　川に現れた精霊さんを童わらわの家まで招いたり、北の街に現れる夜の怪異と戦ったり、空を飛ぶ怪鳥たちを手て懐なずけたり、旅の魔法使いに教えを乞うたり、調子に乗って少し都会の方まで行って偉い人たちを怒らせてしまったり、人質となってしまったアイドを救うために北の街の拳闘大会に出場したり、北東の大平原に出る翼竜を退治したり――まあ、戦闘のほとんどは無様に負けてしまい、例の特技の意思疎通能力でどうにか許してもらってきたのだが――そのどれもが、童わらわにとっては伝承の『統べる王ロード』様に匹敵する大冒険だった。

　それら全ての出来事が、たった一年の間に、ぎゅっと凝縮されていた。

　アイドという相棒がいてくれたおかげか、一日一日が波乱に満ちていて、一年だけで何十年もの冒険をしたような気がする。

　――そして、また一年後。

『ここ』で成長していった童わらわたちは、変わらない生活を送り続けていた。ずっと、この時間が続くと信じている童わらわが、今日も草原を駆け抜ける。

　いつの間にか、また身体からだが大きくなっていた。成長が早い童わらわは二桁にもなっていない年で、お爺ちゃんとお婆ちゃんの身体を追い越し、大人顔負けの身体つきとなっていた。

　若草色の髪は透き通るかのような翠みどり色に変わり、毟った背中の翼も随分と形を取り戻した。都会で大人と言っても、通用するほどの変貌振りだった。

「――アイド！　東の森で、でかぶつが出たらしいのじゃ！　共に退治へ行こうぞ!!」

　ただ、やっていることは子供の頃と変わらない。もしかしたら、死ぬまで変わらないのではないかと思えるほど、童わらわの内面は一年前と同じで、子供だった。

　それに対して、童わらわの相棒のほうは――

「むむ？　アイド、どうしたのじゃ……？」

　残念ながら、弟のほうの背は余り変わらない。童わらわの腹あたりまでしかない弟が、家の近くでずっと同じところを見つめていた。その視線の先にあるのは白い花の木。パラパラと舞い散る花びらを一つ手にとってアイドは微笑ほほえんだ。

「好きなんです。この木」

　この一年、アイドは草木を見つめることが多かった。その中でも家の隣にある木を見ている回数は飛び抜けている。童わらわには少しわからぬ趣味だった。

「勉強以外のときは、いつもそうしておるな。自然を愛めでるだけとは、欲のないやつめ」

「見ているだけでも楽しいですよ？　風で草木も僅かに動くんです。あと、数日前と比べて、どれだけ成長したのかを確認するのも面白いです」

「わからんでもないがのう……」

　しかし、限度がある。童わらわは行商人から、本や玩具おもちやを買ってもらったことがあるけれど、アイドは一度もない。いつも欲しいものは「この中にない」と言って遠慮している。

「本当にアイドは何も欲しがらんのう……。うーむ……」

　これは問題だ。この無欲にお爺ちゃんやお婆ちゃんも困っている以上、姉として――いや、王として黙ってはいられない。

「そうじゃ何でも望みを言え！　童わらわが叶かなえてやろう!!」

「え、ティティー姉様がですか？」

「うむ！　これは褒美じゃ！」

「褒美と言われましても……？」

「童わらわは、おぬしの王じゃからのう！　この一年、無給じゃったろう!?　王として、これはいかんと思ってな！」

「そ、そんな！　いりませんよ！」

「なぬう、童わらわの褒美は受け取れぬと？　それはつまり、宰相を辞めるということか!?」

　少し意地悪して追い詰めてみると、アイドは困ったような顔を見せた。

「い、いえ、そういうわけでは……。『統べる王ロード』の国の宰相は続けたいです……」

「ならば、早く言ってみろ！」

　まずアイドは視線を隣の白い花の咲く木に向けた。そして、そのまま少し視線をずらして、『ここ』の空を見上げた。どこまでも青く澄む空を見て、願った。

「……なら、『いま』、この時間をもっと自分にください」

「む、むむう？」

　せっかくのアイドの望みだったが、その抽象的過ぎる話に首を傾かしげてしまう。

「えっと……、ずっと平和に生きていたいってことです。『ここ』で」

「ああ、平和が欲しいというやつか。童わらわとしては、もっとデンジャラーな望みがよかったのじゃがなー」

「いいえ、『統べる王ロード』。自分が欲しいのは平和です。だって自分は、この国のこの村が――いえ、この家が大好きですから」

　そう言って、アイドは笑った。困ったような愛想笑いが多い弟には、珍しい満面の笑みだ。それに釣られて、童わらわも笑みをこぼす。

「それは童わらわもじゃ……！　童わらわも『ここ』が大好きじゃぞ……！」

「でしょう？　だから自分は、『いま』『ここ』さえあれば、他には何もいりません。ですので『統べる王ロード』、どうか自分にこの時間をもっとください」

「ははっ、本当に無欲なやつじゃのー！」

「無欲じゃありません。たぶん、これはとても強欲なことですよ」

「『いま』『ここ』など、無料じゃ無料！　当然の如ごとく、明日も来年も存在するぞ！　ゆえに銅貨一枚分にもならぬ！　欲の内になど入らぬ！　やり直しじゃあ！」

「そ、そうでしょうか。自分にとっては金貨よりも大切な宝物だと思いますが……」

　むむむぅ。本当に堅いやつだ。童わらわと違って、中々に大人びている。

　それはアイドの美点ではあるが、融通の利かないところでもある。

「はぁ、仕方ない！　そんなに心配ならば、童わらわから『約束』してやろう！　褒美として、この王が『約束』しよう！　『ここの平和』は童わらわが守ってやると宣誓しよう！　ああっ、ずっとずっと一緒に暮らそうぞ、アイドよ!!」

「ふふっ――」

　褒美を約束され、さらに嬉うれしそうにアイドは笑う。そして、頷うなずく。

「はい！　『統べる王ロード』!!」

　切り妻屋根の家の隣、白い花の散る草原の上。両目を限界まで細くさせて、高潮した頰を膨らませて、半月の形になるくらい口を大きく開けて、答えた。

　その過去最高の弟の笑みに満足し、童わらわはアイドの手を引く。

「よし！　では、ついてこい！　今日は東へ行こうぞ!!」

「ええ、お供します！」

　そして、今日も、木影から二人の童わらわが飛び出す。

　次なる遊びを楽しむために、全力で草原を駆け抜ける。

　駆けながら、童わらわは空を見上げた。

　濃厚で深い青色が、最果てまで広がっている。

　その空には、ふわふわの白い雲がたくさん浮かんでいた。

　その中央に、丸っこいお日様が燦さん々さんと輝いている。

　ぱぁっと眩まばゆい光が広がり、光のわっかが一つ飛んでいる。

　駆け抜けていると、透き通るかのような風の音が、すーっと耳の中を通っていった。

　下は見なくても、その綺き麗れいな音楽のおかげで、地面の様子がよくわかる。

　風が草と草の間を縫って、さらさらとした音が鳴っているのだ。不規則に草が揺れて擦こすれて、自然の旋律を奏でている。

　いま、童わらわは広大な草原の絨じゆう毯たんを走っている。

　寝転んで、手足を伸ばして、んーっと欠伸あくびしたくなるような広い広い草原の上で、自由の風となって、どこまでもどこまでも遠くに行ける。

　心が雲のようにふわふわと、天高く浮かび上がりそうだ。

　ぱぁっと喜びの感情が弾はじけては煌きらめいて、いまにも風の音に合わせて歌い出したくなる。

　そして、走り続ける内に、少しだけ息が切れてくる。

　けれど、全く苦しくはない。「はあはあ」と吐きだす息が爽快なのだ。

　たらたらと汗を垂らして、とくんとくんっと心臓の音が速まるのも清すが々すがしい。

　ああ、気持ちがいい……。

『ここ』は、とても気持ちがいい……！

　――『ここ』だ。

『ここ』こそが童わらわの本当の居場所。

　そして、童わらわの人格を構築した場所でもある。この先、孤児院や城で何百年という時を過ごそうとも、『ここ』だけが童わらわの家であり、故郷。ゆえに、『ここ』で学んだ全てが価値観で、『ここ』で得た全てが信念。

　忘れたくないと思っていたのに、生きるにつれて忘れてしまっていた……。あんなに必死に探していたのに、この本当の『楽園』から遠ざかり続けていただけだった……。最も遠い……けれど、最も温かい記憶ばしよ。

　このときのアイドは、まだ童わらわを『ごっこ遊び』の王だとわかってくれていた。

　まだ童わらわは子供で、大人のお爺じいちゃんお婆ちゃんに守ってもらえていた。それはとても安心で、とても楽しい日々だった。

　間違いない。これが私の宝物だ。子供の頃に見つけた綺麗な石。

　……ただ、もうわかっていることだが、この世界は長く続かない。

　すぐに、あの『統べる王ロード』の物語が始まってしまうからだ。書物にすれば「南が『魔人』狩りを理由に侵略してきた」という一文だけによって、この綺麗な石を童わらわは落としてしまう。

　あれは北の街までアイドと二人で遠出したときの帰りの出来事だった。この気持ちのいい草原が、恐ろしい炎に吞のまれているのを、童わらわたち姉弟は見る。

　……思い出すだけで辛つらい。

　けれど、辛いからと忘れてはいけない。何があっても忘れてはいけなかったのに、忘れてしまったのは認めたくなかったからだろう。そんな『過去』はなかったと逃げたかったからだ。……やはり、童わらわは子供だ。

　――あの日、村は倒壊していた。

　南からやってきた兵たちによって、我が家は灰になり、村の『魔人』たちは殺され、森のみんなは食われ、草原全てが地獄と化していた。『魔人』の死体の山の中には、お爺ちゃんとお婆ばあちゃんの姿もあった。それを見て、アイドは叫ぶ。

「――お、お婆ちゃん！　お爺ちゃん!?」

「だ、駄目じゃ、アイド！　出れば死ぬぞ!!」

　姉としての責任感からか、童わらわは冷静さを少しだけ保っていた。童わらわだってお爺ちゃんもお婆ちゃんも助けたいと思った。けれど、もう手遅れであることを姉である童わらわは理解していた。弟の手を引いて、近くの茂みに身を隠す。

「こ、怖い……。怖いです、姉様。一体、何が起きているんですか……？」

「大丈夫じゃ、アイド。童わらわがいる。この姉がいるのだから、何も心配しなくてよい」

　震えるアイドを励ます。それしかできなかった。

　そして、その激励こそが、あらゆる始まりとなる。

「は、はい。自分には姉様がいる……。あの姉様が、『ここ』にいる……」

「ああ、そうじゃ！　いつだって童わらわが何とかしてきたじゃろう!?」

「はい、姉様は強いです。誰よりも強くて賢い……。自慢の姉様です」

「うむ。アイドの言うとおり、童わらわは強い。あの伝説の再来じゃぞ？　だから――」

「本当に、姉様は誰よりも強いんですか……!?　本当に、あの伝説の『統べる王ロード』のように……？」

　弟アイドが期待して。

「と、当然じゃ。童わらわに任せよ。あの程度の雑兵ならば、相手になどならぬ！」

　それに姉テイテイーが応えて。

「……よ、よかった！　『統べる王ロード』がいれば安心です！　だって、『統べる王ロード』は北の救世主様！　南のやつらになんかに負けない！　誰よりも強い王様です!!」

　姉弟ふたりで『統べる王ロード』を――創る。

「ああ、そうじゃ。童わらわは強いぞ。誰よりも強い『統べる王ロード』じゃ……!!」

　そう言って、童わらわは立ち上がった。アイドを茂みに残して、敵の待つ燃え盛る戦場に向かって歩き出す。もし、これが英雄譚たんならば〝少女は自らが『統べる王ロード』であることを宣誓し、その圧倒的な力をもって復ふく讐しゆうを成し遂げた〟となるが、現実は違う。

　確かに、童わらわは強かった。ただ、それは辺境の村娘にしては、だった。

　勝負になるはずがない。わかっている。けれど、アイドは信じていた。姉ならば何とかしてくれると信じていたのだ。ならば、姉として行かぬはずがなかった。

「いま、みんなを助ける！　待っておれ――!!」

　だから、叫んでしまった。復讐せんがために、挑戦してしまった。

　もし、これが英雄譚ならば〝ただの人では『風の理ことわりを盗むもの』に敵かなうはずもなく、自由の風の力によって全ての雑兵は切り刻まれた。そして、その一帯を一時的にだが、南から取り返してみせる〟なんて書かれるが、これも違う。

　本当は童わらわは――死んだ。

　とても順当に、負けてしまったのだ。

　千の兵たちを相手にするには、まるで力が足りなかった。

　それなりに粘ったものの殺された。

　両腕を斬り落とされ、心臓を潰され、身体中を矢で穴だらけとされて、失血死した。

「――て、手こずらせやがって、この女……」

　そして、敵兵は童わらわの死体に唾を吐く。

　それを見て、とうとう耐え切れなくなったアイドが茂みから飛び出してしまう。

「――ロ、『統べる王ロード』!!」

「ん……？　まだいたのか。うるさいガキだ。この女の親族か？」

「姉様！　立ってください!!　姉様は王様なんですよね!?　誰にも負けないっ、伝説の『統べる王ロード』なんですよね!?」

「ああ……。姉が死んで、狂ったか？」

「違う!!　死んでない！　『統べる王ロード』は死なない！　だって、自分に褒美をくれた！　『約束』をしてくれた！　あの『統べる王ロード』が、それを果たさずに死ぬわけない!!」

「とりあえず、ガキのほうは連れて行くか。ぐちゃぐちゃとなった女と違って、こっちは売れそうだ」

　死んでいるはずなのに……確かに、その会話を童わらわは耳にした。

　地べたに転がった死体の耳が、それを聞いていた。アイドは連れて行かれる間も、ずっと童わらわを『統べる王ロード』と呼び続けているのを――その期待の声を、耳にしてしまった。

　だから、魂だけとなっても、この身体からだは打ち震えた。

　弟が信じている。たったそれだけのことで、童わらわが世界の理に挑む理由には十分だった。

　その期待に応えるため、魂が限界を超えようとする。

　その見み栄えと強がりを本物にしようと、死体でありながら世界の法に懇願する。

　――頼む。

　心臓よ。潰れていてもいい。

　けれど、少しの間だけ、動く振りをしてくれ。

　そう言って、ゆらりと立ち上がる。

　かの『統べる王ロード』よ。存在しなくてもいい。

　けれど、少しの間だけ、その伝説の魔法ちからを使わせてくれ。

　そう言って、風を操る。

　そして、命よ。なくてもいい。

　けれど、少しの間だけ――

　――弟を助けるため、この童わらわに戦わせてくれ!!

　そう誓って、世界から理を盗む。

　不幸にも、その才能がティティーという少女にはあった。『ここ』で死ぬことができず、『理を盗むもの』になり、大切なものを『代償』に失っていく運命にあった。

「泣くでない、アイド……。童わらわは誰にも負けぬぞ……」

　死体の口を動かして、童わらわは喋しやべった。それを聞いた去り際の兵たちが振り返る。ぎょっと目を見開いていた。まるで、ゾンビにでも遭ったかのような表情だ。

「控えろ、下郎共……。『統べる王ロード』の前ぞ」

　燃え盛る草原を背に、心臓がないのに動く血まみれの少女が、尋常ならぬ風を纏まとって立って喋っているのだ。そんな表情になるのも仕方がないかもしれない。

　その間抜けな兵たちの顔を見て、くすりと童わらわは笑う。

「ば、化け物……!?　なんだこれは……、なんなんだこいつは……!!」

「なんで、動いている!!　穴が空いているだろう！　心臓に穴が!!」

「うぅあああっ、ぁああああああっ――!!」

　そして、兵たちは半狂乱になりながら、『統べる王ロード』に挑む。

　それを悠然と童わらわは迎え撃ち、詠み唱えるかのように誓っていく。

「安心せよ、宰相アイドよ。この『統べる王ロード』が、『ここの平和』は守ろう。お爺ちゃんとお婆ちゃんの愛していた全てを、必ず守ろう……」

　叫びながら斬りかかってきた兵を、風の刃で斬り返す。血の雨が降った。

「何より、童わらわの愛するそなたを、いま守ろう」

　遠方から矢の雨が降った。それを全て風で払い、逆に風の矢の雨を降らせて、弓兵を鏖おう殺さつする。その異常な光景を前に、兵たちは逃げ出そうとする。しかし、その全てを童わらわは背中から風で切り裂いた。

　まさしく、それは英雄譚の一文。〝ただの人では『風の理を盗むもの』に敵うはずもなく、自由の風の力によって全ての兵は切り刻まれた〟と呼べる光景だった。

　そのご都合主義の逆転劇の果てに、童わらわは叫ぶ。

「童わらわ――いや、『妾わらわ』は大陸を支配する翼人の王！　最古の魔血を引きし末まつ裔えい、『統べる王ロード』！　ぬしらのような塵ちり芥あくたどもに敗れる道理などない!!」

　こうして、『統べる王ロード』の物語が転がり始める。

　少女ティティーの時間は『呪い』によって止まる。

　――これが忘却していた子供の頃の全てだ。

　このあと、この虚偽の王は窮地に陥った北の民たちに担ぎ上げられる。そして、『ごっこ遊び』で始めただけの子供の王が何十年も国に君臨してしまい、その無理が祟たたって『北連盟』は崩壊。『統べる王ロード』は『南連盟』のノスフィーに殺される。しかし、『理を盗むもの』であるゆえに死ぬことはできず、地の底で千年も王を強制され、魂は壊れる。

　――これが童わらわの人生の本当の全て。

　やっと、思い出せた……。

　童わらわの探していた『楽園』は、焼き払われてしまった切り妻屋根の家だ。

　童わらわの求めていた家族は、お爺ちゃんとお婆ちゃん、それと弟のアイド。

　童わらわが王となった理由は、たった一人残った家族の弟を守るため。

　そうだ。

『楽園』とはヴィアイシアのことではない。もちろん、『北連盟』でもない。

　家族とは国民のことではない。もちろん、ライナーでも渦か波なみでもない。

　王となったのは、国の平和なんて大層なもののためじゃない。あの『統べる王ロード』は、弟の願った『いま』『ここの平和』を守るためだけに生まれたのだ。

　国なんて大層なものじゃなくて、もっともっと小さな世界の守護者。

　老夫婦二人が見守る中、子供二人が走れる程度の広さの草原を守るために創った役。

　――なのに。

　それを誰にも言えなくなり、追い詰められて、抱え込んで、痩せ我慢をしてしまった。

　きっと、それはお爺じいちゃんとお婆ばあちゃんの教えが影響していたのだろう。助ける力があるのに、同胞の『魔人』を助けなかったなんてこと、天国の二人に報告したくなかったのだ。だから、際限なく削れていってしまった。

　けれど、その苦しみをちゃんとアイドに説明していれば、あんな結末は避けられたはずだ。渦波でなく、弟が最大の理解者になってくれたはずだ。しかし、くだらない姉としての見栄が、それを邪魔してしまった。

　一言、「童わらわは『統べる王ロード』の振りをしているだけの子供だ」と弟に告白していれば、それだけでよかったのだ。それだけで王でなく、ただの子供に戻れたはずなのだ。

　――なのに、できなかった。

　だから、童わらわは無欠の王という期待を否定しなかったことを、何よりも後悔している。

　ああ、やっと……。わかってきた……。童わらわの根底にある『未練』が……。

　それは言葉にすれば、とても簡単な一言。

　――帰りたい。

　もう焼き払われた、なくなってしまったあの家に、アイドが大事にしていた『いま』『ここ』まで、帰りたい。童わらわに期待している全てを裏切って、何もかも捨てて帰りたい。

　それがティティーという名の少女の真の『未練』。

　あの切り妻屋根の家に帰って、お爺ちゃんとお婆ちゃんに「ティティー」と名前を呼んで欲しい……！　アイドからは『統べる王ロード』でなく、「姉様」と呼んで欲しい……！　あの心地いい風の吹く草原に帰って、また全力で駆け抜けたい……!!

　ああ、そうだ！　ずっとずっと童わらわは家に帰ろうとしていた！

　なのに！　それがどうだ!!　童わらわは迷子になってしまって、こんなところまで落ちてきてしまった!!　『ここ』は一体どこだ!?

　――『過去』の記憶を見終えて、『現実いま』の目を見開く。

　その目に飛び込んでくるのは、六十六層の裏の光景。

　童わらわの全てを表す五十層の世界だった。

　空っぽだ。見上げても、青い空もふわふわの白い雲もない。

　あるのは虚無だけで、人の世とは思えない空間となっている。

　お日様どころか、光すら一筋も入り込みやしない。

　当然、自由の風なんて少しも吹きやしない。それどころか、空気すら薄い。

　いまにも息が止まってしまいそうだ。

　だから、耳を澄ませても、風の音なんて聞こえない。

　聞こえるのは世界崩壊の悲鳴だけだ。絶命の音が、ずっと木霊している。

　身体が凍える。冷たい。寒い。息苦しい。

　はあはあと吐き出す息が血腥なまぐさい。

　どくどくと心臓が破けそうなほどに鼓動する。

　その匂いと鼓動が、不安で不安で堪たまらない。

　気持ちが悪い……。

『ここ』は、最悪だ………！

　童わらわが目指していたのは、決してこんなところじゃない。

　あの草原だった。なのに、なんで――




「なんで……？」




　声が出る。

　出てしまう。

『妾わらわ』は首を振りながら、『ここ』を見回し、呟つぶやいていく。

「なんで、こんなところまで……!?」

　その声は、まるで柔らかい心の潰れる音に似ていて。

　骨肉が断裂していくような音にも近しくて。

　断末魔の叫びであって、死後の呪じゆ詛そでもあった。

「こんなところまでぇええええぇええええええええええええええええええええええええええええええエエェエエエエエエエエエエエエ――――――――――!!!!!!!!」

　一言で言えば、悲鳴。

「うぁあああアッ――!!　ぁああアアアアッ、あアアアアアアアアアッッ!!　アアアアアあああああああああああああああああああああああああアアアアあアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあアアアアアアアアあアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあアアアアアアアアアアあああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああアアアアアあああああアアアアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあアアアアアあああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああアアアアアあああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアア[image: ][image: ][image: ]ア[image: ][image: ]アア[image: ][image: ][image: ]アアア[image: ][image: ]アアア[image: ][image: ][image: ]ア[image: ][image: ]アア[image: ][image: ][image: ]アアア[image: ][image: ]――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――!!!!!!!!!!!!」

　妾わらわの溜ため続けた悲鳴が、迷宮に響く。

　それは千年と百十一年分の悲鳴だった。





◆◆◆◆◆






　そのロードの悲鳴によって、『過去視』の魔法は終わりを告げる。

　天国のような十一年と、それを帳消しにする息苦しいだけの百年と、呪われて狂ってしまった千年を、僕とロードは視みた。

「――はぁっ!!」

　僕は止まっていた息を吐く。なんとか、視終えた。しかし、限界を超えた魔法運用の影響で、吐息から血の匂いがした。

　本当に無茶をしたけれど、そのおかげで、ようやく知れた。目の前の少女の始まりは、あの風の吹く草原の小さな家だった。それを、僕とロードは思い出した。

「――ああああああああああああああああああアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアアアア[image: ][image: ][image: ]ア[image: ][image: ]ア――！　ぁあァアアッ、ぁああぁあっ、あぁあぁああああ……――！」

　悲鳴をあげ切ったロードは、僕から離れようとする。魔法《ディスタンスミュート》のかかった僕の左腕が、その胸から抜かれていく。いつの間にか、周囲の魔法《■道ロード・オ落土ブ・ロード》は解除されていた。風の道も壁も消えて、何もない空っぽの空が露あらわになっていく。

　ロードは自由になった身体からだを動かし、瓦が礫れきの上で一歩後ずさる。

　そして、視線を右へ左へと忙せわしなく動かして、いま現在の世界を見る。

「――ち、違うっ！　こんなものは望んでおらぬ！　ずっと『わらわ』が求めていたものは！　こんなところではない！　『ここ』ではないのじゃあああああ――――!!」

　首を振って、叫んだ。その叫びに合わせて、真っ黒の世界が歪ゆがんでいく。脈打つ心臓のように、ロードの『階層』が揺れる。その揺れによって何もない空間に亀裂が入っていき、ポロポロと黒い闇が剝がれ落ちていく。

　それは少し前に見た結界破壊と全く同じ現象だった。

　壊れた世界が、また壊れていっている。ただ、今度は物理的な力による破壊ではなく、魔法の術理に則のつとった崩壊だと僕にはわかった。

『ここ』はロードの望むままに姿を変えると、千年前の『始祖カナミ』がルールを決めた。その法に世界が従っているだけだと、当人である僕だからこそわかる。

　ロードの『過去』が剝がれ落ちて、『向こう側』が見え始める。それはヴィアイシアの街と扉で繫つながっていた場所――中央に巨大な螺ら旋せん階段のある草原、迷宮六十六層の表側だった。世界の境界線が壊れたことで、いま表側と裏側が重なろうとしていた。

「二つの六十六層が繫がろうとしている……？　いや、もしかして――」

　そもそも、その表裏という発想こそ、最初から間違っていたのかもしれない。

　元々、この世界は重なっていて、二つ合わせてロードのための『階層』だった。けれど、未完成でもあった可能性がある。

　世界から虚無色の塗装が剝がれ落ちていき、気がつけば僕とロードは六十六層の草原の上に立っていた。遠くには風竜エルフェンリーズと螺旋階段が見えることから、階層の端にいるとわかる。

　まだ空は剝がれ落ちきっていないため、草原と宇宙が入り混じっているという奇妙な光景になっていた。だが、さっきと比べたら随分とマシだ。

　もう何もないなんてことはない。草の絨じゆう毯たんの中に、地上に続く階段がある。

　それだけで、いまの僕とロードには十分過ぎた。

　僕は魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》も魔法《ディスタンスミュート》も解除して、剣を握り直し、彼女に声をかける。

「ロード!!――いや、ティティー!!」

　この世界の主である少女の名、『ティティー』を呼ぶ。

　僕に名前を呼ばれた少女は、ゆっくりとこちらを見る。

「あ、あぁぁあ、ァアアァア……！　カ、ナ、ミィイイイイイイイ――!!」

　そして、僕の名前を呼び返す。

　鼻を赤くして、目に涙を一杯溜めて、口を裂けそうなほどに開いて、生まれたばかりの小鹿のようにふらつきながら、この草原を歩いて、こちらに近づいてくる。

「ああっ、僕だ！　千年前の約束どおり、やっと『ここ』まで僕は来たんだ!!」

「渦かァアアアアア、波なみィイイイイイイ――!!」

　ティティーは咆ほう哮こうし、草原の地面を蹴って、駆け出した。乱暴に銃剣バヨネツトを振り上げて、力任せに叩たたきつけてくる。それを正面から受け止めて、弾はじき返す。

　銃剣バヨネツトを弾かれたティティーの身体は、大きく仰のけ反った。それでも、その出で鱈たら目めな身体能力で体勢を立て直して、また乱暴に銃剣バヨネツトを振り下ろそうとする。

　もはや、そこに技術はなかった。風もない。『風剣術』とは口が裂けても言えない。

　子供の遊びチヤンバラそのものだ。当然、もう僕が負ける要素なんてない。

　その銃剣バヨネツトをいなして、ティティーの身体を斬るのは容易たやすい。けれど、あえて僕は、その銃剣バヨネツトを真正面から迎え撃つ。目の前の少女が弱いと証明するために、剣けん戟げきの果てに、真正面から『クレセントペクトラズリの直剣』で『風の銃剣バヨネツト』を――斬った。

「――っ!!　わ、妾わらわの剣が――!?」

　銃剣バヨネツトは斬り裂かれて、風となって搔かき消えた。すぐに僕は勝利宣言を突きつける。

「ああっ、僕の勝ちだ!!　ずっと言ってるだろ！　おまえは弱いんだよ!!」

　それを聞いたティティーは、びくっと震えて後ずさる。銃剣バヨネツトの搔き消えた右腕を見つめて、ふらふらと後退し続け、何もないところで躓つまずいて、尻餅をついた。

「渦か波なみの勝ち……？　ならば、妾わらわの負け？　王たる妾わらわが負けたのか……？」

　ただ、ティティーは敗北を認めずに、すぐに立ち上がろうとして――地面についた手を滑らせてしまって、前のめりに転ぶ。地面に顔面から突っ込んでしまい、泥まみれとなった。それでも、まだティティーは立ち上がろうと試みる。しかし、途中で、ぴたりと動きが止まった。

　ティティーの翠みどりの双そう眸ぼうが、地面に向けられていた。その先にあったのは、彼女の目から零こぼれ落ちた涙だった。

　自らが泣いていると気づき、ティティーは硬直する。

　弱さの象徴が視界に入り、崩れ始める。

「あ、ああぁ、ぁあっ……！　ああ、わ、『妾わらわ』は――、『わらわ』は――……」

　嗚お咽えつのせいで、はっきりと言葉にはならない。

　もはや、ティティーは限界だった。いや、正確には僕と戦う前から、とっくの昔に限界を超えていたのだ。それは『ここ』で千年過ごしたよりも前、生前にノスフィーと相打ったよりも前、王様となって自分を失うよりも前――もっともっと前。

　――あの日、心臓を潰されたときから、ティティーという少女は限界だったのだ。

　だから、もう戦えるはずがない。立ち上がれるはずがない。身も心もボロボロだから、あとは涙が溢あふれていくだけだった。

「わ、『わらわ』は、『わらわ』は、『わらわ』は……！　『わらわ』はぁアアあっ、うぅっ、ぅうぁ、ああああぁあああぁあっ、ああぁああああアア――!!」

　とうとう、死後ずっと繕ってきた全てが、崩壊していく。

　自らの立場も名前も関係なく、子供のように無様に、恥も外聞も気にせずに、ティティーは泣き出してしまった。それは、一度も人前で泣いたことのなかった少女が、やっと誰かの前で泣いたときだった。

　同時に、ティティーの身に纏まとわれていた凶悪な魔力が霧散していく。

　もう『ここ』に、『統べる王ロード』はいない。いま『ここ』にいるのは、か弱い少女ティティーであるとわかり、僕は剣先を地面に下ろす。

「ぁあぁあっ、あああああっ――！　そうじゃっ、別に『童わらわ』の負けで終わっても、よかったのじゃ……！　いや、負けがよかったのじゃ！　か弱い子供として負けたいと、ずっと思っていた！　だって、ずっと童わらわはお家うちに帰りたかったのじゃ……！　ああっ、ただ童わらわはっ、ずっとずっと帰りたかっただけなのじゃからあああああ――!!」

　膝を突いて座り込んだまま、ティティーは地面に両手を振り下ろす。顔を俯うつむけて、ぼろぼろと大粒の涙を地面に零して、何の強がりもなく本音を曝さらけ出していく。

「あぁ、お爺じいちゃんとお婆ばあちゃんに会いたいのじゃ！　弟のアイドにも会いたいのじゃ！　村のみんなにも会いたいのじゃ！　会いたい会いたい会いたいっ、会いたいよぅ……！　みんなぁああぁあ……！　ああうぅ、うぅうう、ぅええぇ、えええええぇええええ……!!　うぁああああぁあああああぁああんっ――!!」

　ティティーは大泣きする。

　歪んだ大きな口を開けて、髪を振り乱して、今度は上を向く。ただ、空を見上げれど、その涙は止まらない。瞳から、いくつもの涙の筋が垂れ落ちて、頰全体を濡ぬらしていく。

　その姿を見て、僕は心の底から安あん堵どする。

　――間に合った。

　勝利の道筋に、いま間違いなく乗った。僕が安堵している間も、ティティーは言葉を口にし続ける。千年分の悲鳴は止とどまることなく、六十六層に響いた。

「あああぁあああ、ぁああ――!!　な、なんで!?　どうしてっ、みんなは童わらわを苛いじめるのじゃ!?　なんで、みんないなくなったのじゃ!?　なんで、童わらわはお爺ちゃんとお婆ちゃんと離れ離れにならなければいけなかったのじゃああああ!?」

　ティティーは地面に叩きつけた手で土を握り締めて、横に腕を振り抜いて草原に投げつけた。何度も何度も土を握っては、世界の適当などこかに向かって、八つ当たりをしていく。そして、その声は徐々に小さくなっていく。

　しゃっくりを交えながら、ぽつりぽつりと話す。

「……いや、わかっておる。童わらわには弟がいたから、追いかけて死ぬわけにはいかなかった。姉として、弟を守る使命が、童わらわにはあったのじゃ。だから、生きた！　苦しくても必死に生き抜いてみせた……!!」

　蹲うずくまるティティーに僕は近づき、その震える背中を見守る。

「童わらわは家族が、一番大切じゃった。それ以外は、本当はどうでもよかった。けど、それを誰もわかってくれなくて……。少しずつ、追い詰められて……。それで……――」

「ああ、家族が一番大切だよな。そうだよな……」

「かなみんだけが、それをわかってくれたのじゃ……。千年前、いつの間にか妾わらわ自身ですらわかっていなかった気持ちを、かなみんだけが見抜いてくれた……」

「僕だけだったのか……」

「そうじゃ。なにせ……ははっ、かなみんはシスコンじゃったからのう。色々と共感するところがあったのじゃろうて……」

　ティティーは顔を上げて、涙だらけで苦笑いを僕に見せた。

　しかし、すぐに笑顔は消えていって、悲ひ愴そうの色に染まっていく。

「あぁ、あぁああ……。かなみんと同じように、童わらわも家族に会いたい……。弟に会いたいのじゃ……。でも、もう『弟』のアイドなんて、世界のどこにもいない。あいつは『木の理ことわりを盗むもの』となってしまった。いつの間にか、妾わらわの背を追い抜いてしまって、正真正銘の化け物となって、『統べる王ロードの忠臣』『ヴィアイシア国宰相』になってしまったのじゃ……。ああなっては、もう家族とは言えぬ。『統べる王ロード』となった童わらわがティティーと言えぬように、宰相となったアイドを弟とは言えぬ……！」

　記憶を取り戻し、願いを知り――しかし、それに決して届かない現実に、ティティーは途方にくれる。その彼女の身体を、僕は後ろから言葉で支えようとする。

「ティティー、そのまま頼む。苦しくても、僕に聞かせてくれ。おまえが本当に欲しかったものを……」

「は、ははっ……。童わらわが本当に欲しかったものか……。あのときは言えなかったが、いまは違うぞ。ただ、童わらわは『帰り道』が欲しかったのじゃ。お爺ちゃんとお婆ちゃんがいて、アイドもいる草原まで続く道が、どうしても欲しかった！　だって、あの草原こそ、童わらわの唯一の宝物じゃった！　ずっとずっと、あの草原に似たところを必死に探してきたが、どこにも代わりなんてなかった！　どこにもなかったのじゃぁあああ……」

　守護者ガーデイアンの心臓部分である『未練』を、ティティーは僕に告白する。

　家に帰りたい。それは余りに子供らし過ぎる『未練』だった。

　そして、その『未練』に続いて、彼女は後悔も吐き出していく。

「本当は王様などやりたくはなかった！　別に、童わらわは国を守りたかったわけじゃなかった！　守りたかったのはっ、お爺ちゃんとお婆ちゃんと弟のアイド！　それだけじゃった！　それ以上は、童わらわには重過ぎる!!　世界の平和なんて、童わらわには関係ない！　国々の責任なんて重すぎて、絶対に背負いたくなんかなかった!!」

　堰せきを切ったかのように、ずっと溜ためていた不満を僕に訴えていく。

「童わらわがやれるのは、せいぜい『庭師』までじゃ！　そんじょそこらの『庭師』程度が身分相応！　『統べる王ロード』『魔王』『狂王』なんて物騒な称号っ、そんなものは童わらわではない!!　統べるなんてっ、できてもそこらの小動物で限界じゃった！　なのに、なんでああなったのじゃ!?　子供が調子に乗っただけの王様ごっこに、なぜみんな騙だまされたのじゃ!?　馬鹿じゃ！　みんな馬鹿じゃ！　大馬鹿者じゃぁあああ――!!」

　自分を王として担ぎ上げたヴィアイシア国の民たちにも訴える。

　それは自分自身を否定するに等しいことで、ティティーは身体からだが千切れそうなほどに苦しそうな表情だったが、同時に清すが々すがしい顔でもあった。

「童わらわは、あの日！　あのときからっ、ずっと子供のままなのじゃ！　弱くて愚かで、馬鹿な童わらわのまま！　なのに!!　なぜ童わらわは王になって、あんなところまで!!　こんなところまでぇぇえええええ――!!」

　清々しそうに泣きながら、王になったことを後悔していると叫んだ。

「知らなかったのじゃ！　一度王になれば、そこから永遠に抜け出せないなんて、知らなかった！　あんなにあっさりと家族を失うとも知らなかった！　聞いてなかった!!」

　王という役割が割に合わないものであったことも叫んでいく。

「知ってたなら、みんな止めてよっ！　童わらわは馬鹿じゃからっ、安請け合いしちゃうじゃろう!?　なんで、誰も教えてくれなかったのじゃ!?　なんで、誰も――!!」

　王に至る道を開けた全員を、恨んでいるとも叫ぶ。

　その叫びに、僕は何も言えない。先の魔法の『過去視』で事情を知ったからこそ、迂う闊かつに慰めることもできなかった。

　あの壊滅寸前の国には、強い王が必要だった。そして、ロードは誰よりも強かった。王になってもらうしかなかったと、僕は知っている。

　そして、同じことを知っているティティーの慟どう哭こくは、まだまだ続く。

「王様は辛つらい仕事だって、ちゃんと注意してよっ!!　そんなの童わらわっ、知らなかったんだからぁああ!!　知ってたら、絶対にやらなかったああああ――!!」

　教えるはずがない。だって、あのとき、誰もが救世主を望んでいたのだから。

「童わらわは臣下や民じゃなくてっ、温かい家庭が欲しかっただけ！　アイドと一緒に、安心して暮らせる土地が欲しかっただけ！　あの草原を、もう一度駆け回れれば、それだけでよかった！　そんな普通の生活が欲しかっただけ！　だったらもうっ、最後にはっ、逃げ出すしかなくなるじゃろうがああああああああ――!!」

　しかし、誰かがやらねばならなかった。誰かが救世主という役目を負わなければ、北の国々は滅びていた。そして、それを安請け合いしてしまったのが、いま赤子のように丸まって泣くティティーという名の少女だった。それが『統べる王ロード』の英雄譚たんの全て。

「みんな、すまぬ！　すまぬすまぬすまぬ！　童わらわはみんなの思うような立派な人間ではなかったのじゃ！　弱く幼く脆もろい、ただの子供!!　お遊びで王様を騙かたっていたに過ぎぬ！　みんなの思う『統べる王ロード』など、どこにもいなかった!!　童わらわは賢くも強くもなければ、ちっとも偉くもなかった――!!」

　自分の全てを吐き出していくティティーの口調は、もうぐちゃぐちゃだ。しかし、これこそが本来の彼女なのだろう。ずっと身を削って、削って削って削った全てを取り戻した少女は、こんなにも不ぶ格かつ好こうで、いい加減で、威厳など全くない。

「童わらわが伝説の血を引いていた!?　正当なる王族の末まつ裔えい!?　魔を統べる比類なき才能があって!?　その圧倒的な『理を盗む力』は希望の光で!?　だから、我らを率いて南と、永遠に戦うべきじゃと!?　勝手じゃ！　そんなの勝手じゃああああああ!!　違う！　違う違う違うのじゃ!!――断りたかった！　本当は断りたかった！　不安で不安でたまらなかったからっ、全部全部断りたかったぁあああああああああああああああああああああああああアア――!!!!」

　ティティーは叫びながら、何度も地面を叩たたく。

　泣きながら、当たり散らす。もはや、涙は大粒どころではなく、滝のように流れ出ている。何百年分もの涙が一度に溢れてしまい、一向に止まる気配を見せない。このまま永遠に泣き続けて、永遠に後悔し続けるのではないかと思えるほどの涙の量だ。

　それを止めるために、僕は聞く。その後悔を乗り越えるためにはどうすればいいかを、本人の口から聞きたかった。

「ティティー。なら、なんで断らなかったんだ……？　ずっと……」

「そ、それは……。あのアイドの愚か者が、童わらわに期待するからじゃ……。あいつは、姉は誰よりも強く気高い人格者じゃと憧れておったから、童わらわは違うと言えんかった」

　期待されたからと、責任をアイドに向けた。

「アイドだけではない。誰も彼も、童わらわに期待しておった。こんな幼子を脅おどしおった」

　みんなが見張っていたから断れなかったと、国民たちにも責任を向けた。しかし、すぐにティティーは唇を嚙かみ締めて、首を振っていく。

「いや、それこそ違うな……。わかっておる。それは言い訳じゃ。あいつの前でだけは、格好いい姉でありたかったという童わらわの我儘じゃ。自身の見み栄えのために、できもしないことを演じてしまった。応えられぬ期待に応えようと、大人ぶってしまった。あのとき、童わらわは痩せ我慢で『統べる王ロード』の振りをしているだけと、たった一言アイドに言えておれば、それだけでよかったのじゃ。しかし、それができなかった。その結果が、あのヴィアイシアの破滅じゃ。いや、この国だけの話じゃない。『北連盟』の死は、全て童わらわの責任じゃろう。たとえ、彼らの呪じゆ詛そによって魂を押し潰されたとしても、童わらわは文句など言えん。それが間違いでも、一度王となった者の責任じゃ。ああ、この有様は責任なのじゃ。わかっておる。わかっては、おるのじゃ……」

　ティティーは自らの間違いから目を背けず、涙を滲にじませ続ける。そんな優しい少女だったから、ずっと『ここ』から離れることができなかったのだろう。

「――諦めるな、ティティー。なら、『いま』向き合うんだ。まだ遅くない」

　その優しい少女を救おうと、僕は手を伸ばした。

　一度や二度の失敗で終わりなら、僕なんてとっくの昔に人生が終わってる。けれど、ここまで僕はやってこられた。諦めなければ、やり直すことはできる。

　だが、その言葉も手も、ティティーは受け取ろうとしない。

「いいや、遅いのじゃ。何もかもが遅い。もう童わらわは全てを失った。みんな、童わらわから離れていってしまった。いや、童わらわが、置いて逃げてしまった……。だから、もう『ここ』には、何もない。ずっと奈落の底で、童わらわは凍え続けるしかないのじゃ……」

　目を下に向けて、涙を落としていく。その姿を見ていられず、僕は声を荒らげる。

「まだ遅くない!!　遅くないんだ、ティティー！　そのために、僕がいる!!」

　この戦いの前にティティーは僕に向かって、「守護者ガーデイアンたちは渦波ぼくを待っている」「渦波ぼくには、その化け物たちの『未練』を果たす義務がある」と言った。

　その願いを、いまから僕は叶かなえる。

「もう一度叫べ!!　もっともっと大きな声でだ！　おまえが出会ってきたみんなに届くように！　ずっと言えなかったことを言え！　期待の全てを、拒否してみせろ！　『過去』を悔やまずに、『いま』!!　そのみんなに、聞かせてやれ――!!」

　もう一度僕は、魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》を構築しようとする。

　ただ、『表示』を見れば、もう魔力は空っぽだ。
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　限界を超えた魔法構築によって、身体が悲鳴をあげる。

　けれど、その痛みにも慣れてきた。未知の激痛ではなく、既知の激痛であることが僕に余裕を生む。内臓や器官が裂傷し、血液が喉からせり上がってくる。その吐血に合わせて、大事なものが色々と抜けていく気がする。最大ＨＰどころか、魂そのものが溶けていく感覚だ。肉体ではなく、体内の魔石が削れているのだろう。

　――しかし、絶対に魔法構築は止めない。

　これまで二度の全力の魔法によって、『未来』と『過去』を視みてきた。しかし、その二つが本来の力ではないと僕はわかっている。

　僕の『魔法』の真価は、『未来』と『過去』を繫つなげること。そう確信している。

「かなみん……、何を……？」

　次元魔法を草原の空に集中させていく。六十六層の表と裏が重なったことで、上空には魔石たちが浮かんでいた。その一つ一つに魔法をしかけていき、淡い魔力の光テイアーレイを降らせていく。草原に舞い落ちる光の粒が全て、少しずつ膨らんでいき、人のシルエットを模かたどっていった。それはまるで、迷宮にモンスターが現れる瞬間に似ていた。

　これこそが、『始祖カナミ』が迷宮に施した術式であり、過去の聖人ティアラが世界を救った誰もが幸せになれる『魔法』の一つ。

　――世界に光が溢あふれていく。

　その光一つ一つに魂がこもっていることを、熟練の魔法使いであるティティーは理解しているのだろう。涙一杯の目を見開いて、顔をあげる。

「み、みんな……？」

　ぼやけた光に、ティティーは民たちの姿を幻視する。もちろん、それは僕もだ。目を凝らせば見える。無数の光の奥に、人の影シルエツトが見える。

　その光景に見み蕩とれていたティティーだったが、すぐに首を振って否定していく。

「に、偽者じゃ！　皆みなっ、五百年以上前に、魂を磨すり減らして眠りについてしまった！　『ここ』にいる皆みなは、定められた役目に従うだけの役者に過ぎん!!」

「舐なめるなよ、ロード!!　僕は『次元の理ことわりを盗むもの』だ！　この魂の輝きを、もっとよく見てから、判断しろ！　魂が磨耗していると言うのなら、時間を巻き戻してやるだけだ！　たとえ、それが世界の理に反していても、知ったことか！　いま、全てを出し尽くす！　これが僕の全力！　全力の全力だ――!!」

　五百年前に全ての魂は眠りにつき、取り返しがつかなくなったというのなら、それよりも『過去』に、魔法で繫げればいいだけの話――！

「――『未来といまは繫がれ』『いまと過去は繫がれる』。

『いつしか、世界あなたが想起するおもいだすときが訪れるまで』――!!」

　この空間全ての魔石を感じながら、『詠唱』をやり直す。その中には、ティティーの子供の頃を想起させるために使った絵画の魔石も交ざっている。迷宮の《想起収束ドロツプ》の術式を参考にして、遠く離れた時間軸から『過去』を引っ張り出していく。

「――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》!!」

　舞い落ちる光の奥にある影シルエツトから、かつてのヴィアイシアの民の姿が薄らと見え出す。

　さらに自然の緑で溢れた街並みが、草原に重なった。さらに遠くには、ぼんやりと巨大なヴィアイシア城が浮かんでいる。それをティティーは見て、声を漏らす。

「あぁ、ぁああっ、ぁあああ……!!」

　光たちに輪郭が生まれていき、街の人たちが還かえってくる。その中の一人の女性が、口を動かして声を出した。確かに、六十六層の空気を震わせていく。

「――ロード様。ううん、ティティーちゃんかな？　ごめんね。私たち、ずっと気づけなくて……」

　その女性は、『統べる王ロード』をティティーと呼んだ。

　空で魔石となっていた彼女たちにも、先ほどの『過去視』の影響が及んでいた。僕たちほど正確でなくとも、ティティーの人生の一端を感じたようだ。だからこそ、女性の声は心底申し訳なさそうに震えていた。

「ほ、本当に……？」

　ティティーの声も震える。消えたはずの人々が戻ってきていることに心底驚いている。その間も、次々と魔力の光テイアーレイが空から降ってきては、かつての時間を取り戻していく。

　過去最高に幻想的で魔法的な光景だった。北の国々のあらゆる時間と場所が、この狭い六十六層に重なっていく。民の数だけの次元が生まれて、万を超える民たちの姿が、一つの視界内に収まっていく。ほとんどが影の輪郭だけしか見えないけれど、確かに『北連盟』の全てが六十六層に戻ろうとしていた。

　そして、まずヴィアイシア城下街の人たちが一人ずつ声をかけていく。

「――王、私たちに謝る必要なんてありません。あの滅亡は、私たちがあなたに頼り切ったせいであって、悪いのはあなたじゃない。それどころか、あなたは滅びる国々を延命してくれた。その魂を削って、私たちに希望を見せてくれた。それに感謝することはあっても、責めることなんて、絶対にありません……!!」
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「ごめんね、王様……。ううん。もう王様なんて言わない。ティティーも、私たちと一緒だったんだね。一緒の子供だったんだね……」

「俺たちは死した存在です。カナミ殿が呼んだ魂だけの存在……。けれど、この魂に、確かに響きました。私たちの王の悲鳴が、確かにこの胸を打ちました……」

　ティティーは呆ぼう然ぜんとする。

　本当に僕が時間を弄いじり、魔法で『過去』から魂を強引に呼び戻しているとわかったからだろう。その表情を見て、僕は何があろうと魔法を維持し続けることを誓う。

　たとえ、これが命の改かい竄ざんで、死者への冒ぼう瀆とくで、自然の摂理を破壊している外道の魔法だとしても――知ったことかと心の中で叫ぶ。

　続いて、城の臣下と騎士たちの声が聞こえてくる。

「申し訳ありません……。我らが王は誰よりも強いと信じたかったのは、我らの弱さゆえです。そして、王は誰よりも北の国を愛していると信じていたかったのも、我らの弱さゆえ。そんな我らの弱さが、王の重荷となって、最後にはあなたを潰してしまった」

「あなたに任せていれば何もかも安心でした。そして、あなたさえいれば、国は安泰だと思っていました。あれほど王に、自らの力で戦えと叱しつ咤たされておきながら、最後まであなたに頼ってしまった……」

「我ら騎士たちだけでも南と戦えたはずなのに……、結局我らはロード様に期待していた。だから、ロード様が北から抜けたとき、国は脆もろく崩れてしまった……」

　迷宮の中だというのに、たくさんの声が反響する。

　城と街、懐かしき孤児院に村、ティティーが人生で見てきた全ての場所が幾重にも重なって映っている。それを見て、またティティーは泣き出す。

「あ、あぁ、ぁあああぁあああ……！」

　泣きながら声を聞き、震える声で人々の声に答えていく。

「み、皆みな……いや、みんな……!!　この童わらわの声が聞こえるか……？」

　その声には、最初の女性が代表して答える。

「ええ、聞こえます。私たちの声も聞こえますか……？」

「ああっ、聞こえるぞ……！　いま、やっとっ、そなたたちの声が聞こえるぞ……!!」

　この千年、余りに時の進みが速すぎて、ティティーは何も言えなかった。そして、何も聞こえていなかった。けれど、ようやく千年錆さび付いていた喉と耳に、音が通った。

　六十六層の草原は、本当によく音が響く。

　空に光が溢れているせいか、地下にいるのに、まるで地上にいるのかと錯覚してしまいそうになる。不思議なくらいに開放感で溢れ、妙に心地の良い草原だった。

「わ、童わらわは言うぞ！　『過去』の百年！　そして、『ここ』で千年かけて言えなかったことを、いまから言う！　言うからっ、みんなに聞いてほしいのじゃ!!」

　力を振り絞って、ティティーは喉を震わせる。それをみんなが聞いていく。

「みんなに謝りたい気持ちは本当だった！　けどっ、それ以上に文句も言いたかった！　一杯一杯、文句を言いたかったのじゃあ――!!」

　そして、ティティーは出だしから一杯の不満をこぼしていく。

「童わらわは王なんて仕事、嫌いじゃ！　大っ嫌いじゃった！　初めから、ずっと嫌じゃった!!　本当は断りたかったぁあああ――――!!」

　本音で文句をつける。さらに、止とどまることなく、恨み言を吐き出し続ける。

「王様なんて、『ごっこ遊び』で始めただけ！　だからっ、そんな子供をロードなんて大層な名前で呼ぶでない!!　みんなは大人なのに、こんな子供を王なんて呼んで恥ずかしくないのか!?　童わらわはティティー！　ただの子供！　王様なんてできるはずがなかろうがあ！　みんなを助けられるわけない！　だって助けて欲しかったのは、ずっとずっと童わらわのほうだったのじゃからああああぁあ――!!」

　全ての縛りから解放されたロードの舌は、回りに回る。

　奈落の底から抜け出したことで、ずっと抑えつけていたものが爆発しているのだろう。

「みんなのほうが大人じゃろう!?　ちゃんと子供を助けようぞ!?　誰も大人がいなかったから、結局童わらわが大人をやる羽目になった!!　まだ子供なのに子供なのに子供なのにぃいいいさあああアアァアアア――!!」

　声だけでなく、その魔力も吹き荒れる。紙吹雪が舞うかのように翠みどりの粒子が舞い、それに合わせてティティーの翼の羽毛も弾はじけ飛ぶ。

「童わらわに期待するでない！　童わらわに夢を見るでない！　これ以上重荷を背負わせるでない！　童わらわは子供ゆえ、重くて持ち切れん！　ちょっと嫌なことがあれば逃げだす卑ひ怯きよう者もの、ただの童わらべなのじゃから!!」

　ティティーの魂の叫びを、みんなが魂で感じていた。この無様に泣き喚わめき散らす彼女を『統べる王ロード』と呼ぶことは、もう誰もできないだろう。

「ずっと童わらわは王の真ま似ね事ごとをしていただけ！　成長するはずもなければ、大人になれるはずもなかった！　だって『理を盗むもの』となった日から、童わらわは童わらわの人生を生きておらぬのじゃから！　ああっ、だから、童わらわは童わらわとして生き直したかった！　ずっとティティーとして生きたかったのじゃぁあああ――!!」

　その果てに、しっかりとティティーは『未練』を口にしていく。

　もう一度、自らが死ぬためのルールを、全員に伝えていく。

「童わらわは王になんてなりたくなかった！　お家うちに帰って、ティティーに戻りたかった！　ずっとそう思ってた！　ずっとずっとずっとぉおおおおお――！　うぁああ――ぁああんっ、うぅ、ぅあああああぁああああアアアアア――!!」

　言い切り、ティティーは耐え切れない衝動に吞のみ込まれて、大声で泣く。

　その叫び全てを、みんなは受け取った。

「すみません、ティティー。ずっと、あなたの苦しみに気づくことができませんでした。あなたの力は余りに強く、愚かな我らはその強大な力に目が眩くらみ、本当のあなたを見ようとしなかった……」

「……申し訳ありません。ティティー様」

「ティティーちゃん、ごめんなさい……」

　みんな、もう迷宮の事情を知っている。

　守護者ガーデイアンの仕組みも知っている。だから、誰もが少しだけ顔を歪ゆがませながら、ティティーであることを認めていく。自分たちの王を少しずつ消しにいく。

「この国の平和が、あなたの悲願かと思っていました。私たちと一緒に笑い合える世界が、あなたの望みだと思っていました。しかし、それは私たちの身勝手な願望だったのですね。都合よく、そう思い込みたかっただけ……」

「そして、我らは『ここ』に至ってまで、あなたに王であって欲しいと願ってしまった。またあなたは無理をして、それを叶かなえようとしてくれた。ええ、それでは私たちの願いは叶えど、あなたの願いは叶うはずもない。消えられるはずありませんね」

「私たちのあと、最後にはあなたも消えられるなんて、とても甘い考えをしていました。あなたの様子が少しおかしいというのは、誰もがわかっていたにもかかわらず、それを誰も深くは考えなかった……。あなたならば、大丈夫だと勝手に決めつけて……」

　かつての臣下たちが声をかけていく。本当は彼らにも、言い返したいことの一つくらいはあるだろう。けれど、それを大人として抑え込んで、泣き叫ぶ少女をあやしていく。

「本当にすみません、ティティー。そして、ありがとうございます。王でなく、少女ティティーに謝罪と感謝を……」

「うっ、うぁあ、ああぅぇぇ、うえぇ……、うわあぁ、うわああああああああん――!!」

　ティティーは答えようとしたものの、今日まで溜ためてきた涙がそれを許さなかった。

　そして、その間に、幾人かの視線が僕のほうに向けられる。

「もちろん、団長殿にも同じく感謝を。あなただけが、彼女の苦しみに気づいてくれた。そして、最優先で迷宮に『ここ』を作ってくれた。だというのに……、先ほどは申し訳ありません。我を忘れ、恨み言をぶつけてしまいました」

　つい先ほど、街の中で襲ってきた獣人騎士たちが頭を下げる。それに僕は首を振る。

「いや、謝らないでください……。たぶん、『過去』の僕は、『ここ』を未完成のままで放置してしまってる。中途半端に『ここ』を作ったせいで、ティティーは必要以上に苦しんでしまいました。あなたたちにも、色々と苦労させて……」

「いいえ、そんなことはありません。感謝しています。未完成でも、『ここ』がなければ、今日という日は来なかったと思いますから」

「そう言ってくれると助かります……」

『ここ』で見たティティーの記憶と地上で思い出した記憶を合わせれば、使徒レガシィの妨害によって、ロードのための世界が未完成だったのは間違いない。

　けれど、その僕の不手際を誰も責めることはなかった。

「団長殿、いままでありがとうございました。あなたとティティー様のおかげで、私たちは幸せに逝ける。本当の意味で、いま、我らの悲願は達成されたのでしょう……」

　そして、かつて僕と知人であっただろう獣人騎士は笑った。

　それはティティーの周囲にいた人たちも一緒だった。

「本当にありがとう……。私たちのティティー」

「ティティー様は十分頑張りました。もう誰もあなたに期待なんてしていません。私たちに残っているのは、もう感謝の気持ちだけですよ」

　この泣いている少女の重荷には二度となるまいと、笑顔で送り出そうとしていた。

　畏敬も期待も捨てて、ただ感謝だけをティティーに向けていく。

「う、うぅう……。み、みんなぁ……」

　その優しい目によって、徐々にティティーは涙を止めていく。

　ようやく、背中にあった『統べる王ロード』という存在が消えて、身体からだが軽くなっているのを感じているのだろう。少しずつ悲しみが緩和されていっているのが見て取れる。

　こうして、誰もがティティーを送り出すために声をかける中、一人だけこちらに目を向けている女性がいるのを僕は見つける。

「だ、団長様……」

　ベスちゃんだった。その姿を見つけて、僕は目頭を熱くする。

　彼女も間に合ったのだ。砕けた魔石の粒子が世界に溶けて消える前に、僕の魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『前日譚リコール』》が何とか魂を引き戻すことに成功していた。

　ベスちゃんは頭を下げて、僕に謝罪する。

「すみません、団長様……。あなたはヴィアイシアを捨ててなどいなかった。ただ、このヴィアイシアで最も辛つらい目に遭っていた子供を助けようとしていただけ。『ここ』を見れば、それは一目瞭然のことでした……。なのに、私は、あなたを恨み続け……」

「いや、謝らないといけないのは僕のほうだよ。だから、頭を上げて、ベスちゃん……」

　結局、僕はベスちゃんのことを思い出せていない。彼女を救えなかったのは間違いないのだ。もし『ここ』でベスちゃんを助けたとすれば、それは僕じゃなくて――

「よく謝ったな、ベス……」

　ベスちゃんの背後から老齢の獣人男性が現れ、彼女の頭を撫なでた。

　その声と姿は間違えるはずもない。

　この祖父と孫の姿こそ、時間に干渉してまで見たかったものだ。

「お祖じ父いちゃん……。い、いまは子供じゃないんだから……」

「おっと、そうだったな……」

　レイナンドさんは孫娘に怒られ、その手のひらを離す。そして、ぽりぽりと頰を搔かきながら、僕のほうに近づいてくる。今生の別れを交わしたつもりだったのに、もう一度僕と顔を合わせてしまったため、少しばつが悪いようだ。

「レイナンドさん……」

　それは僕も同じだった。僕とレイナンドさんは、たどたどしく話を始める。

「また会えたな、カナミ。正直、驚いておる」

「すごく頑張りました……。えっと……、僕は約束を守れましたか？」

「ああ、最も理想的な形でな。この感謝は言葉で表すのは難しいほどだ」

「よかったです。けど、感謝の言葉ならいりません。もうレイナンドさんには色々と大事なものを貰もらいましたから……」

「そうか……」

　その言葉を聞いて、レイナンドさんは納得したようだ。

　一度だけ頷うなずいて、僕に背中を向けた。この時間が限られたものであるとわかっているのだろう。魔法の効果が消える前に、死の間際まで心配していた少女のところに向かい、急いで声をかける。ただ、その言葉も僕のときと同じく、たどたどしかった。

「おい。その……、先ほどは狂ってると言ってすまなかったな。わしは口下手で不器用ゆえ、どうすればよいかわからなかったのだ……。ずっとな」

　そのレイナンドさんの声に、ずっと泣いてばかりだったティティーが反応する。

　この人にだけは、ちゃんと答えないといけないとわかっているのだろう。

「う、うぅ……。いいよ、気にしてない。それに、いまだからわかるよ。爺さんが最後まで残ってくれたのは、童わらわのためだったんだね……。いや、『ここ』だけの話じゃない。生前も、童わらわのことを心配してくれて頑張ってくれてたのに……。それを童わらわは……」

　先ほどの記憶だと、レイナンド・ヴォルス将軍は最後まで王のために働いていた。方向性は少し間違っていたものの、心から自分を心配してくれていたことをティティーは思い出して、言葉を詰まらせる。

　だが、そのしおらしいティティーの言葉を、レイナンドさんは鼻で笑い飛ばす。

「……ふんっ。それは違うぞ。生前の戦いも『ここ』での生活も、大体はそこの孫娘のためにやったことだ」

　レイナンドさんもまた、『ここ』にいるみんなと同じだった。少女の重荷を消して、笑って送り出そうとしている。その想おもいをティティーは理解し、同じように笑い飛ばし返すため、大きく口を開けていく。

「……ふ、ふふっ。ははっ、はははははっ！　もうっ、相変わらず素直じゃないのう！　この堅物爺さんは！」

「素直じゃないだと？　それはおまえのほうだ。……ふふ、ははっ、はははははっ！」

　謝り合ってばっかりのしんみりとした空気が晴れる。長い雨が止やんだあとの空のように、二人とも晴れやかな表情となっていた。そして、いくらか笑いあったあと、レイナンドさんは膝を突いているティティーの頭を撫でて、問いかける。

「長かったか……？」

「うん、長かった……。とっても短くて、とっても長かったよ……」

　ベスちゃんと違って、それをティティーは怒ることなく受け入れる。

「しかし、ようやく迎えが来たようだな……。千年も、待ったな……」

「うん、千年待った……」

「ならば、もう迷うな。『過去』を飛び超えて、『未来』へ進め。ようやく、我らが庭師ティティーの時計の針は動き出したのだ。――しかし、忘れてはならんぞ。ヴィアイシア国の民は、『ここ』にいる者が全てではないということをな」

「そうだね……。わかってる……」

　父親のように厳粛な声で、レイナンドさんはティティーの気を引き締めようとする。

　その意味をティティーは理解している。もちろん、僕もだ。

　いま、千年生きた王様の積年の願いが叶っている。けれど、『風の理ことわりを盗むもの』の魔力は未いまだに力強く、消える予兆はない。その理由をレイナンドさんは確認する。

「地上で、弟君であるアイド殿が、少女ティティーの帰還を待っておる」

「うん、まだアイドがいる……」

「おそらく、アイド殿だけは、未だに『統べる王ロード』を期待しておるはずだ。その心に、まだ無欠の王が生きているはずだ。だから、その期待を早く否定しに行け。王など辞めたのだと言いに帰れ。そして、二人で幸せになれ。いいな？」

「……うん」

　その問いに、ティティーは座ったまま頷き返した。それに対してレイナンドさんは、彼女の手を取って立ち上がらせて、その背中を強く押した。

　人々の魂の光から、ティティーは出てくる。

「――さあ、行けっ!!」

　ずっと守ってきた人々の笑顔に送られ、ティティーは僕の隣にやってくる。僕はレイナンドさんの代わりに、託された少女の手を母親のように優しく握って、誓っていく。

「僕が責任を持って彼女を預かります。……だから、安心してください」

　溢あふれる光に向けて、小さく手を振る。それに先頭のレイナンドさんが頷いて返したのを見て、僕はティティーを誘う。正真正銘、最後の誘いをかける。

「ティティー、僕と一緒にアイドのところへ行こう。そして、そこで本当の意味で子供から大人になればいい」

「……うん！」

　その地上への誘いを、今度こそティティーは迷いなく承諾した。

　そして、たくさんの涙を頰に残したまま、彼女は笑い出す。

「うん！　うん、うん、うんっ！　ふふっ、ふふふっ！　あはははは――!!」

　先ほどまでの涙が千年分ならば、この笑顔も千年分だろう。咲き誇る向日葵ひまわりのような明るい笑顔で、僕と同じように片手を光に向けて振る。

「あはははっ！　みんなっ、千年以上も童わらわの『ごっこ遊び』に付き合ってくれて、どうもありがとう！　けど、もう終わりにする！　全部全部終わりにする――!!」

　その別れの挨拶も千年分だ。『ここ』にいる一万人分に向けて、大きくお腹なかを膨らませて息を吸い、世界の果てまで響くように吐き叫ぶ。

「童わらわは帰るっ!!　だからっ、じゃあねっ!!　みんなああああっ、さよならぁああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア――――!!!!」

　その「さよなら」には風の魔力がこもっていた。

　声は風のように吹き抜けて、一人も余すことなく届き、僕の最後の魔法が解けていく。理に背いてまで手に入れた時間が終わり、全員があるべき姿に還かえっていく。

　人々は光に戻りながら、別れの挨拶をかけていく。

「――ええ!!　それじゃあねっ、ティティー!!」

「我らが希望の少女の旅に幸あれ!!」

「道中、お気をつけください！　何があっても幸せになってください!!」

　誰もが今度こそ憂いなく未練なく納得していく。ゆえに、草原を満たしていた魂の光たちは綺き麗れいに消えていく。風に吹かれたタンポポの種子のように、光となって空へ舞い上がっていく。

「もう迷子になっちゃ駄目よ！　ちゃんと家に帰るまで、『ここ』に戻ってくるのも駄目だからね!!　寄り道しないで帰るのよ!!」

「騎士団長様！　私たちのティティー様を、どうかお願いします――!!」

「私たちはついていけないけど、『ここ』で無事を祈ってる！　ティティーの用意してくれた『楽園』で祈ってる！　あなたの幸せを!!」

　一人、また一人と叫び返して、手を振りながら身体が薄くなっていく。かつての臣下、騎士、民……老若男女、分け隔てなく、誰もがティティーに最後の言葉を遺のこしていく。

「ばいばいっ、お姉ちゃあああああああん!!」

「今日までありがとうございました！　あなたのおかげで私たちは『楽園』に辿たどりつけた！　だから、あなたもどうかっ、あなたの『楽園』に辿りついてください!!」

「もう誰もティティーちゃんを王様なんて呼ばないから！　自由に生きて!!」

「あとは真っ直すぐ！　真っ直ぐ進んで、ティティー!!」

　その言葉がティティーの身体を軽くしていく。『地下』から『地上』に――いや、『過去』から『未来』に向かわせようと、みんなの声が少女の背中を押す。

「ティティー様！　我らはみんなっ、感謝しています！　言葉にし切れないほどに、感謝をしています！　見送ることしかできない我らを、どうかお許しください!!」

「弟さんと一緒になって、一番大切なものを見つけ直してくるんだよ!!」

「ずっと私たちと遊んでくれてありがとう！　子供の中でも、お姉ちゃんは最高のお姉ちゃんだったよ!!」

「気をつけて、家まで帰ってくださいね！　ティティーさん!!」

　その光と声の拡散が絵の具のように、空っぽの黒い空を塗り潰していった。もうロードの心に虚無はないと示すかのように、心地良い風の吹く草原となる。そして、その明るい草原の上に立ったベスちゃんが、片手を振って見送る。

「さよなら、私の友達でお姉ちゃんのティティー！――行ってらっしゃい!!」

　同時に彼女はレイナンドさんに手を引かれ、光の中に吞のみこまれて消えていった。

　それが最後だった。『北連盟』の次元全てが消え始め、万を超える民たちは、心安らぐ遠い『楽園』まで還っていった。空には、もう星となる魔石さえも残っていない。

　ゆえにティティーの心に、もう重しなどあるはずもない。その身軽になった身体からだを震わせながら、彼女は最後の言葉を、もう届かない『楽園』に叫ぶ。

「――行ってきます!!」

　ティティーの声は風となって吹き抜けて、草の合間を縫って揺らした。

　――間違いなく、いまのが永遠の別れだろう。

　けれど、隣のティティーは笑う。涙を振り払って、真っ直ぐ僕を見て、頼む。

「……かなみん!!　また童わらわを『ここ』から連れ出して！　あのときみたいに！　今度は間違えない！　もう童わらわは間違えないから!!」

　六十六層の中心にある螺ら旋せん階段を指差して、迷宮から出ることを望んでいく。

「童わらわの望みは、お家うちに帰ること！　あの子供の頃の草原にあった家に帰ること！　そのお家うちは『ここ』じゃなかった！　家族はライナーやかなみんで代用はできない!!　だから、もう一度会う！　宰相のアイドじゃなくて、童わらわの弟のアイドに会いに行く!!　それでロード・ティティーの物語は終わり！　今度こそ終わりにするのじゃっ!!」
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　ティティーは手を握り締めたまま、いつかの問いに千年遅れで答える。まだ間に合うという僕の言葉を信じてくれた彼女に応えるために、僕もいつかと同じように続ける。

「……『相あい川かわ渦か波なみ』の名に於おいて誓うよ。必ず僕がおまえの望みを叶かなえる。きっと、千年前の『契約』は、いまも続いてる」

　手を握り返して、必ず助けることを誓い直した。

　ティティーは微笑ほほえみながら、それに礼を言う。

「ありがとう、かなみん。かなみんのおかげで、少しだけ大人になれた気がする……」

「それは僕もだ。僕もおまえのおかげで、また少し大人になれた気がする」

　いま僕たち二人は、時が過ぎていくのを加速なく停滞なく、正しく感じられていた。

　一秒が一秒で進む世界に、ティティーは感動しているようだ。握手をしたまま、感慨に浸っている。こうやって、人は少しずつ大人になっていくのだろう。その一歩目を、僕たち二人は同時に踏み出したのだ。

　ようやく長い地下生活が終わり、前に進めるときが来たことに僕も感動を覚える。

　あとは迷宮を出るだけ。それで『風の理を盗むもの』の『試練』は終わりだ。

「それじゃあ、早く行こうっ！　一緒にじゃっ、かなみん！」

「ああ、行こう。けど――」

　その前に、一つだけしなければいけないことが残っている。

　それを言い終わる前に、草原の世界に眩まぶしすぎる閃せん光こうが奔はしった。その光は、先ほどまでの光とは違い、余りに禍まが々まがしかった。

　六十六層の裏と表が重なったことで、もう一つの戦場も移動したのだろう。いつの間にか、少し遠くに一組の少年少女の姿があった。

「――こ、これは一体……？　ロード、何があったのです……？」

　ノスフィーは手を繫つなぐ僕たちを見て、酷ひどく困惑していた。

　この世界の変革よりも、自らの友の変革にショックを受けているようだ。

「ま、待て、ノスフィー……！　行かせるかよ……!!」

　その後ろには、満まん身しん創そう痍いのライナーがノスフィーを止めようとしていた。信じていた通り、僕の騎士は見事役割を果たしてくれたようだ。

　ライナーを落ち着かせるため、僕はティティーと手を繫いだままで身体を向けて、もう大丈夫だということを示す。それを見たライナーは少しだけ表情を緩めた。対して、ノスフィーは声を荒らげていく。

「ロード!!　何があったのかと、友達が聞いているのです！　答えてください!!」

　あと残っているのは、『光の理を盗むもの』との決着だけ。

　しかし、もう魔法『未来視』の見せてくれた勝利の道筋に、完璧に乗っている。あのときに見た光景が、いま再現されている。

　僕とティティーとライナーの三人で、ノスフィー一人を囲んでいる状況。

　もはや、形勢は完全に逆転した。それを薄らとだが察している様子のノスフィーは、ティティーに近づきつつ問い詰めていく。

「も、もしや、ロード。わたくしを置いて行くつもりですか？　わたくしたちは親友ですよね？　一緒に堕おちてくれると約束しましたよね？　一緒に子供として生きようと言いましたよね？　まさか、一人だけ大人ぶって、物分かり良くなんてなりませんよね？」

「……ノスフィー、ごめん。童わらわは弟の下に帰ると決めた。そして、王なんてやりたくなかったことを、あやつに伝える。――それで終わりじゃ。何もかも終わる。それ以上は何もいらないってことを、童わらわは思い出したのじゃ」

　そのはっきりとした返答にノスフィーは足を止めて、顔を俯うつむける。

「……その選択に、……後悔はありませんか？」

「うん。だって、その後悔を、いまから童わらわは晴らしに行くのじゃから……」

　そして、ノスフィーは両手で顔を覆って、嘆き始める。

「あ、ぁぁあっ、ああああ……！　やはり、そうなのですね。ロードはわたくしを捨てるのですね。所詮、わたくしたちは『北連盟』と『南連盟』の人間。友達になんて一生なれないのですね……」

「そ、それは違うぞっ、ノスフィー！　童わらわはそなたのことを友として愛しておるぞ！　共に生きるという期待には応えられぬが、いまも友だと思っておる!!」

　傷心の様子のノスフィーを見て、慌ててティティーは僕の手を離して一歩前に出る。

「ならっ！　愛していると言うのなら、わたくしと一緒に不幸になりましょうよ!?　もっと一緒に苦しんでください！　お願いです、ロード！　もうわたくしは一人は嫌です！　わたくしたちは友達なんでしょう!?」

　ノスフィーは顔をあげて、涙で一杯となった顔でティティーに向けて懇願する。

　その鬼気迫る姿に、ティティーは硬直してしまう。だが、少しの迷いのあとに、はっきりと首を振った。

「それはできないのじゃ。童わらわはアイドのところに行って、『過去』を振り切らなければならぬ。少し前、ノスフィーが言ったように、前を向いて生きると決断したのじゃ」

「ああ！　そんなっ、酷いです！　ロードのほうから、ずっと『ここ』で一緒にいようと言ってくれたのに、その約束をロードから破るのですか……!?」

「……すまぬ。本当にすまぬと思っておる。しかし、地上でアイドのやつも童わらわと同じことになってるはずなのじゃ。だから、童わらわには姉として救いにいかねばならぬ使命があるのじゃ……！　だから――!!」

「姉だから……!?　血の繫がりが何です!?　そんなものが何の役に立つのですか!?　何の価値もっ、何の意味もないっ!!　人生に関係なんてない!!」

「別に、アイドとは血の繫がりがあるわけではないぞ……。それでも、童わらわとアイドは家族なのじゃ。家族だから、会いにいかねばならぬ……！」

「なぜ!?　家族の何がそんなに大切なのですか!?　いま、ここにあなたの友達が泣いているというのにっ、家族のほうが愛いとおしいと言うのですか!?　そんなものは、ただの勘違いです！　気の迷いです！　なぜ、それをわかってくれないのです!?」

「いまの童わらわは、そなたに謝ることしかできぬ。ヴィアイシア国に別れを告げた以上、絶対にアイドのところへ行かねばならぬ。卑ひ怯きようなことを言っておるのはわかっておる。それでも、できればノスフィーにも前を向いて生きて欲しいと、童わらわは願っておる……」

「そ、そんなっ、酷いです……！　こんなにもわたくしはロードを愛しているというのに、ロードはわたくしを愛してくれないんですね……！　うっ、うぅぅ……！」

　長い言い合いの末に、ノスフィーは両手で顔を覆って、泣き崩れた。

　もうティティーは、迷宮の中に留とどまることはないだろう。それは間違いない。

　しかし、ティティーは泣いているノスフィーを切り捨てられるほど非情な少女ではない。友を心配して、あたふたと狼狽うろたえている。

　ティティーは困り続け、ノスフィーは泣き続け――その二人を、僕とライナーは油断なく、臨戦態勢で見守り続ける。

　その状況が数十秒ほど続いたあと、唐突にノスフィーの泣き声がぴたりと止まった。

　ノスフィーは先ほどまで泣いていたのが噓うそのように――いや、事実噓泣きだったのだろう――あっさりと立ち上がった。

「――ああ。もう駄目みたいですね」

　思っていた通りの反応だ。僕は剣を握り直して、いつでも戦えるように力を入れ直していく。それは反対側にいるライナーも同じだった。

「では、これでさよならですね。ロード」

「ノ、ノスフィー……？」

　微笑みながら別れを告げるノスフィーに、ティティーの困惑は増す。

　しかし、その友人の困惑をノスフィーは無視する。いや、もしかしたらもう友人ではないと、ノスフィーのほうは思っているかもしれない。

「本当に、世界に一人の友達と思っていましたよ。あなたならわたくしと一緒に間違いを犯してくれると思っていたのですが……。ふふっ、弟ですか。誰も彼もみんな、家族家族家族。ああ、くだらない……。本当にくっだらないですね。ふっ、ふふふっ――」

「ノスフィー、何を言って――」

「やはり、わたくしには渦波様。渦波様だけしかいないのですね。ふふっ、ふふふふっ」

　もう完璧にティティーへの興味を失ったようだ。その視線は僕だけに向けられていた。

「ノスフィー、おまえ……」

　彼女の双そう眸ぼうの奥に宿るものを感じて、冷や汗を流す。

「流石さすがです、渦波様。ロードと違って、渦波様はよくわかっているようですね。ええ、たとえ三対一となっても、わたくしは諦めませんよ？　だって、何万年でも『過去』が続くなんて面白い空間っ、もったいなくてそう簡単に捨てることなんてできません！　できるわけがありません！　ふふふふふっ!!」

　その言葉と共に、ノスフィーの手にあった旗の光の輝きが増していく。それは一人で戦うための魔力が、まだ十分残っているという証明だろう。

「この状況で、本当にやる気か……？」

「ええ、もちろんです！　だって、もう一度、ロードの心を折ってしまえば、あの裏側の空間は蘇よみがえるでしょう！　そういう風に、あなたが作りました！　まだまだやりようはあります！　いくらでも！　ふふっ、ふふふふふ――!!」

　僕の額に滴る汗が止まらない。

　わかっている。ノスフィーは笑ってはいるが、その裏にあるものは真逆だ。それを少しでも感じ取れば、恐怖で足がすくむ。

　しかし、その彼女の内心を知らないティティーは、まだ説得を諦めようとしない。

「二人とも待つのじゃ！　もっとみんなで話をするのじゃ！　あのとき出来なかったことを、いまならばできるのじゃぞ!?　繰り返してはならぬ!!」

「ふふっ、ふふふっ、ロードォ……。あなたには裏切られましたが、感謝はしていますよ！　なにせ、あなたと渦波様のおかげで、やっとわたくしは正直になれましたから！　気づけましたから！　わたくしが、こんなにも汚い人間だったってことに――!!」

「ノ、ノスフィー……」

　だが、もう会話は成り立たない。狂っていたロードでも、まだ言葉のキャッチボールはできていた。なのに、この目の前で笑っている少女は、正気だけど会話ができない。

　ただ、価値観が違うという理由だけで、狂気よりも深い溝を僕たちの間に作っている。

　その異常性に気づいたティティーは言葉を失ってしまった。

　ノスフィーはショックを受けているティティーを置いて、喋しやべり続ける。興奮しているせいか、機関銃のように絶え間なく言葉を紡ぐ。

「こんなわたくしが『聖女』だなんて本当に笑わせます。ふふっ、『光の理ことわりを盗むもの』？　先に『闇の理』をランズに取られていたものだから、ただ余りものを与えられただけだったのですよ。おかしいと思っていました。生前、ずっとずっとおかしいと思っていました。ええ、おかしいのです、おかしいのです、おかしいのです！　わたくしも、世界も、何もかもがっ、おかしかったのです――!!」

　ノスフィーのポーカーフェイスが完璧なため、気づくのが遅れたが、いま確信した。

　この彼女の完璧な微笑の裏にあるのは、『怒り』だ。笑いながら、彼女は心の底から怒っている。いつの間にか、ティティーがノスフィーの心の地雷を踏み抜いていたのだろう。その殺意溢あふれる光が、六十六層の草原を侵食していく。

「だって、わたくしの光は、こんなにもどす黒い……。

　どす黒くてどす黒くて、汚けがらわしい光……」

　そのとき、ノスフィーの光が爆発するかのように膨らんだ。

　さらに光の色が、白から黒に染まる。

　その光は、黒く暗く――しかし、輝いていた。それは暗いのに明るいという矛盾を孕はらんだ幻想的で退廃的な閃耀ひかり。その矛盾している光景を脳は受け付けず、腹の底から不安が溢れ出してくる。なにより、漆黒の光に乗った感情が、僕の背筋を凍らせる。

「ノスフィー、こんなにも僕が憎いのか……？　こんなにも……」

　激しい憎悪が僕に向けられていると、当人だからすぐにわかった。しかし、それをノスフィーは即座に否定する。微笑ほほえんだまま、目を丸くして、心外であることを主張する。

「ふ、ふふ、ふふふっ。それは違いますよ、渦か波なみ様。わたくしはあなた様のことが大好きです。好きで好きで好きで好きで好きで好きだから、憎むなんてとんでもないっ！　たとえ、渦波様に殺されて死んでも、それは変わりません！　ええっ、変わりませんでした！　だって、純粋なる想おもいは不変なものですから！　その不変の『過去』から、ロードも渦波様も逃がしはしませんよ！　共に一万年くらい――、変わらない世界で無意味に苦しんでっ、無闇に狂いながらっ、愉たのしく暮らしましょう!?　きっと何度でも発狂できるくらい苦しめますよ!?　ふふふっ、とっても心がときめきますね!?」

「…………っ!!」

　ノスフィーは全く理解できない悦よろこびを説明し、僕から賛同を得ようとした。しかし、当然だが僕は頷うなずき返すことなどできず、絶句するしかなかった。

　次にノスフィーは、その身から赤黒い霧を漏らし始める。それを僕は見たことがあった。ラスティアラやスノウの使っていた魔法と同じだ。その魔法の属性は――

「――鮮血魔法《アイカワ・カナミ／アイカワ・ヒタキ》」

　鮮血魔法。かつて、その魔法でスノウは竜に近づき、ラスティアラは偉人に近づいた。

　その魔法の発動によって、ノスフィーの栗くり色いろの髪の色が変わっていく。身に纏まとっている服のように、周囲の光と同じように、真っ黒に染まっていく。

「その魔法は……！」

　ノスフィーが口にした魔法名の中に、僕と妹の名前があった。

　その名前の通りに、姿が僕たちに近づいていく。黒髪黒目となって、噴出する魔力の中に次元属性と氷結属性が混ざり出した。

「ふふっ、渦波様、渦波様、渦波様……！　渦波様ァアアア――!!」

　そのまま、驚きよう愕がくする僕にノスフィーは襲い掛かる。その一歩は空間が縮んだかのように速く、その旗の一いつ閃せんは天てん凜りんを感じさせるほどに鋭い。いままでのノスフィーを凌しのぐ動きに、僕は反応が遅れてしまう。だが、その旗が僕に届くことはなかった。

「か、かなみんっ、大丈夫っ!?」

　旗と銃剣バヨネツトが打ち合わされて、鈍い音が鳴った。

　ティティーが間に入って、攻撃を防いでくれたのだ。

「あ、ああっ、助かった……！」

　心強い味方がいることに安心しつつ、僕は『クレセントペクトラズリの直剣』を握り直す。ただ、その光景を見たノスフィーは、かつてないほど顔を歪ゆがませた。

「ぁあぁああっ……!!　ロードロードロード、ロードぉおお！　やはり、またあなたはわたくしの渦波様を奪うのですね！　あなたは昔からそうです！　泥棒猫です!!」

　戦闘に入ったせいか、ノスフィーの顔に張り付いていた微笑は崩壊した。

　感情相応の表情を見せて、ロードを怒鳴りつける。

「奪うも何もっ、ノスフィー！　さっきのが、いまのかなみんに当たったら死ぬよ!?」

「何を馬鹿なことを！　あの渦波様ですよ!?　死ぬはずなんてありません！　いまのはわたくしと渦波様の大事な確認作業です！　関係のないロードは邪魔をしないでくれませんか!?」

　ノスフィーは止とどまることなく、もう一度その旗を振り上げた。邪魔するものは全て叩たたき潰さんとばかりに、何度も何度もティティーに振るっていく。

「ぐっ、うぅっ、力が――！」

　ティティーは顔を歪ませて、その猛攻を受け止め続ける。

　二人は同じ守護者ガーデイアンではあるが、明らかに魔力の量が違った。みんなから見送られてしまったティティーは、『未練』の半分を解消したことで存在が薄まってきているのだ。

　残った『未練』の総量の違いが、そのまま力の差となり、ティティーは押し負けそうになっている。

　このままではティティーが危ないと感じた僕とライナーは、その嵐のような打ち合いに割り込もうと駆け出す。それを確認したノスフィーはティティーの防御を崩したあと、彼女に回し蹴りを放った。
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　なんとかティティーは銃剣バヨネツトで蹴りを防御したものの、その身体からだは真上に吹き飛ぶ。

「――《ライトアロー・ブリューナク》!!」

　そこへ、ノスフィーの神速の魔法による追撃が行われる。

　それを光の矢と呼ぶには余りに太すぎた。大木のような光の槍やりが空中に発生し、恐ろしい加速をもって、上空のティティーに襲いかかる。

　だが、その《ライトアロー・ブリューナク》はティティーに届かない。

　鈍にび色いろの壁が、間に割り込んだ。

「わ、童わらわを助けてくれた――？」

　鋭い動きで間に入ったのは、ずっと六十六層の上空で静観していた風竜エルフェンリーズだった。『光の理の盗むもの』の光の槍は、竜の硬い腹部を貫き、背中まで突き抜けた。しかし、そこまでだ。エルフェンリーズは滝のような血をこぼしながらも、その強きよう靱じんな筋肉で光の槍を体内で食い止めて、ティティーを守り切った。

　そして、エルフェンリーズは痛みを堪こらえながら、呻うめき声をあげる。その声を聞いたティティーは風を操って、竜の背中に着地する。

「――う、うん。わかった！　やっと思い出した！　ありがとう!!」

　エルフェンリーズに乗ったことで、ティティーへの追撃は不可能となった。

　それをノスフィーは忌々しげに睨にらむ。

「また邪魔が――!!」

「こっちも忘れるなよ、クソ女！　魔力はギリギリだがっ、まだ戦える！」

　そこへライナーが襲い掛かり、その逆側から僕も剣を振るっていく。

「ライナー！　無理はするなよ!!」

　だが、ノスフィーは光の旗を折って二分し、両方向からの攻撃を防いで叫ぶ。

「ヘルヴィルシャイン、あなたも邪魔です！　どこかへ行ってください！　とても気持ち悪いんですよ、あなたは!!――『わたくしこそが世界の光』『全人類の希望が姿』！――《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》、《次元の陽射デイ・フエイカー》!!」

　ノスフィーから零こぼれる光が増していく。そして、さらに動きの鋭さを増して、二つに分かれた旗が双剣のように振るわれた。ライナーと二人がかりだと言うのに、突破口を見つけるどころか、まとめてやられそうになってしまう。

「――《ワインド・アロー》ォオ!!」

　そこに上空のエルフェンリーズから、ティティーの援護射撃が放たれる。数本の風の矢がノスフィーだけを狙って、正確に飛来する。

　だが、ノスフィーは身を捻ひねって、それさえも完璧に凌いでみせた。僕も使っているからわかることだが、《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》は遠距離攻撃に強い。

　このままでは、ノスフィーを打ち崩すことは難しいだろう。本当に『光の理を盗むもの』は強い。だが、それは最初からわかっていることだ。

　僕とライナーでは、ノスフィーに勝てない。もし勝てるとすれば、それは――

「ライナー、ここは僕に任せてくれていい！　それよりもティティーを頼む！　『ここ』なら、いつかのライナーと一緒で強くなれる！　あいつに気づかせてやってくれ!!」

　ティティーしかいない。

　この草原が彼女のための世界であるのは、いまも変わっていない。

「……あ、ああっ！　そういうことか!!」

　その意味をライナーも理解して、すぐに挟撃を止やめ、大きく距離を取った。

「…………？　ふふっ。やっと、二人きりで戦う気になったのですか！　渦波様!!」

　僕とライナーの間でしかわからない話に、ノスフィーは首を傾かしげた。

　しかし、すぐに僕だけを見て笑った。一対一は望むところなのだろう。ライナーは放置して、さらに興奮しながら、攻撃の勢いを強めていく。

「悪いが、僕にそのつもりはない！――魔法《ディメンション》!!」

　その双剣のような旗の攻撃に、もう目が追いついてはいない。

　魔力不足で《ディメンション》は弱々しく、ほとんど『感応』だけで対応している。武器が打ち合わされるごとに衝撃で身体が泳ぐ。傷口から血が噴出しては、意識が遠のきそうになる。しかし、魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》で視みえた勝利の世界に辿たどりつくには、ここで僕が戦わないといけないとわかっている。

　僕はライナーがティティーと合流するまで、なんとか持ち堪こたえていく。

「――ロード！　いまから《レベルアップ》を使ってやる！　じっとしてろ!!」

「レ、《魔力変換レベルアツプ》じゃと……？　でも、あの日から童わらわの身体は――」

「わからないのか!?　『ここ』の全てがおまえを助けたがっている！　救いたがっている！　いいからやるぞ!!」

「み、みんなが……？」

　エルフェンリーズが低空飛行することで、ライナーも竜の背中に乗った。

　それと同時に、『詠唱』が始まる。

「――『汝なんじ、刮かつ目もくし省みよ』！　『その光の輝き』、『生の儚はかなき瞬まばたきを識しれ』――!!」

「みんなの魔力が……？　エ、エルフェンリーズちゃんも……？」

　六十六層の草原には、大量の光の粒子が浮かんでいる。

　それは消えていったみんなを構成していた魔力の残ざん滓しだ。

　もはや、魂はない。意識などあろうはずもない。だが、その全てがティティーの身体に吸い寄せられていっていた。そのありえない奇跡に対するティティーの疑問に答えたのは、エルフェンリーズだった。その大きな頭で頷いて、この階層の全てがティティーのものであることを伝える。

「『我に在り、汝に在る』！　『いまこそ過去を乗り越え、成長するときだ』！　『血はあらずとも、魂がそこに至った』!!　そうだろっ、ロード!!――神聖魔法《レベルアップ》!!」

『詠唱』に合わせて、全ての光が集束していく。万を超える民たちの力がティティー一人に集まる。それは、いま乗っているエルフェンリーズも同様で、解けていく編み物のように風竜は消え始める。だが、それが本望であると、竜の目を見れば、竜の言葉のわからない僕でもわかった。

　やはり、『ここ』は裏も表も全てが、ティティーのために用意された空間だった。

　その全ての助けを得て、ティティーは《レベルアップ》する。

「ああっ、そういうことだったのじゃな！　ならば、みんなの力！　遠慮なく、使わせてもらうのじゃ!!――あと、ライナー！　童わらわはロードじゃなくてティティー！　『ここ』にいるのは、ティティーじゃあ!!」

　足場となるエルフェンリーズが消える直前に、ティティーは飛び降りた。

　続いて、慌ててライナーも飛び降りる。

　僕とノスフィーの戦いに目掛けて落ちていきながら、二人は魔法構築を始める。

「行ゆくぞ、ライナー！　童わらわに合わせるのじゃ!!」

「ああ！　ティティーから習ったとおりに、やってやるさ!!」

　名前を呼び合い、呼吸を合わせて、二人で一つの魔法構築を行っていく。落ちていく二人の身から漏れる風の魔力が、混じり合う。その魔法は、ただ足しただけの魔法ではない。二人の魔力の個性を引き立たせ合い、乗算させた最高の魔法だった。

「――共鳴魔法《タウズシュスワインド・グランドフォール》!!」

「――共鳴魔法《タウズシュスワインド・グランドフォール》!!」

　先ほどノスフィーが放った魔法《ライトアロー・ブリューナク》と同じ大きさの風の槍が、上空に生成されていく。ただ、一つだけではない。数え切れないほどの風の槍が空を埋め尽くし、雨のように降ろうとしていた。

　地上で僕と戦っていたノスフィーが上空の魔法を感じ取って、迎撃の準備をしようとする。そうはさせまいと僕は攻撃に転じたが、逆に『クレセントペクトラズリの直剣』を手から弾はじかれ、突き飛ばされてしまう。ノスフィーは僕から距離を取って、光の旗を一つに戻して地面に突き刺し、対応できる光の大魔法を構築していく。

「その程度の魔法！――《ライト・バリアントウォール》!!」

　ノスフィーを中心にして、黒の光がドーム状に膨らんだ。それは上空へ向けられた盾のように、風の槍たちを受け止める。

　大魔法と大魔法のぶつかり合いによって、六十六層の空間が軋きしむ。

　魔力の火花を散らして、魔法は拮きつ抗こうしていた。ティティーとライナーの共鳴魔法と、ノスフィーの防御魔法は同等。だが、『ここ』の全ての力を受けて、ノスフィーは動くことができなくなった。ならば、あとは――

「行けっ、ジーク!!」

　上空から落ちてくるライナーが、剣を一つブーメランのように投げた。

　そして、僕の手に『親友ローウエン』が返ってくる。

「道を作るのなら得意じゃぞ！　大穴を空けてやろう！――《ゼーア・ワインド》!!」

　さらにティティーが銃剣バヨネツトを構えて、光のドームに向けて魔法を放った。

　撃ち放たれたのは無造作な風だったが、ただの風ではない。『風の理ことわりを盗むもの』による全てを分解する【自由の風】だ。防御用の大魔法《ライト・バリアントウォール》にトンネルのような穴が空いた。

　いまやっと、次元魔法でなく肉眼で、勝利に続く道が見えた。

「ありがとう！　ティティー、ライナー！　あとは僕に任せろ!!」

　ライナーから受け取った剣を手に、ティティーの作ってくれた道を迷いなく突き進む。

　一息で距離は零ゼロとなり、ノスフィーのすぐ傍そばまで辿りつく。

　無防備だった。風の槍たちを防御魔法で止めるのに手一杯のようで、光の旗を地面に突き刺して、両手で握り締めることで何とか立っている。

　僕は容赦なく、『アレイス家の宝剣ローウェン』で斬りかかる。

　そして、刃が吸い込まれるようにノスフィーの身体に近づいていき、いまにもその肉を斬り裂こうとしたとき――まるで地面を叩いたかのような感触が両手に返ってきた。

　刃が、あと少しのところで動かない。ノスフィーの肩口に触れる直前で、薄くて黒い光の壁に阻まれて剣は止まった。その壁が、ティティーの【自由の風】もローウェンの刃も遮断し、薄皮一枚のところでノスフィーを守っている。

「ふっ、ふふふっ。ふふふふふっ――」

　旗を握り締めて顔を俯うつむかせていたノスフィーが笑う。

　そして、十分に肩を揺らしたあと、顔を上げた。

「ああっ、惜っし――いぃいいですねえっ!!　ふふっ、よぉうこそ、渦か波なみ様ぁ!!」

　薄い光の壁が僕の後方にも展開されて、光のドームに閉じこめられてしまう。さらにノスフィーは、新たな光のドームを巨大化させることで、あっさりと拮抗していた風の槍たちを光で吞のみこんでみせた。

　誘い込まれたと、彼女の得意満面の顔から僕は察した。

「もう渦波様の魔力は空っぽでしょう!?　なのに、こんなに近づいてくれるなんて、わたくしは嬉うれしいです!!　あなた様の愛を、とくと感じます!!　しかし、残念ですねえ！　残っ念ですよねえっ!?　届きそうで届かない想おもい！　あと一歩というところで負けてしまうなんて！　あんなにも頑張ったのに！――負、け、で、終わる！　それってどんな気持ちですか!?　その気持ちを教えてくださいませ！　欲を言えば、ふふっ、その苦しい顔を――わたくしにぃっ、ふふふっ、よーく見せてくださいぃぃ!!」

　演技が上う手まくいき、勝利を確信したのだろう。

　旗を手離して、僕の両頰に触れようと両手をこちらに伸ばした。

　だが、僕は笑う。苦しんで歪ゆがませるのではなく、口の端を吊つり上げて挑戦的に笑う。

「何を言ってる、ノスフィー。まだだ！　僕が空っぽでも、まだ終わりじゃない!!」

「――っ!?」

　僕の笑顔を見たノスフィーは驚きで、僅かに動きを止めた。

「――『私ぼくは世界あなたを置いていく』。『世界あなたが拒んだ剣つるぎは』『私ぼくたちが受け継ぐ』――!!」

　彼かの剣聖の人生を詰め込んで、僕は詠む。

　それは魔法構築の極地であり、守護者ガーデイアンの至る魔法の真髄。

「この感覚……！　ま、まさか、これは――！　いえ、ありえません!!」

　ノスフィーは知っていたようだ。

　だが、できるはずがないと、すぐに首を振って否定した。

　確かに、常識で考えればできるはずがない。『舞闘大会』のときは、リーパーと『繫つながり』があったからこそローウェンの人生を理解できたが、いまは断たれている。成功させるには色々と足りていない。

　けど、僕は確信していた。

　いまの僕ならば、できる。先ほど、ティティーと行ったばかりだから再現は簡単だ。

　今度はティティーの魂じゃなくて、手に持った剣の魂と『繫がり』を作るだけでいい。それだけで、あの人生を『詠唱』することができる。真なる意味で、親友の剣『アレイス家の宝剣ローウェン』を振り抜ける――！

「これが！　僕たち全ての力を乗せた！　最後の一撃だ!!

　――魔法《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》!!!!」

　そして、断つ。

　次元を歪ませ、世界の理を盗み、その一いつ閃せんは壁を超える。

　地上で得たものと地下で得たもの。全ての力を僕たちは出し切って、その一閃がノスフィーまで届く。

「――っ!?　くっ、うぅぅう!!」

　ノスフィーの左腕が、肩の先から斬り飛ばされた。

　僕は肩口から斜めにノスフィーの身体からだを斬り裂くつもりだったが、アレイスの技を予期した彼女は身を捻ひねって被害を最小限に抑えたのだ。

　どぷりと、赤い血が傷の断面から溢あふれ出る。すぐにノスフィーは魔法で止血し、飛んだ左腕を右腕で摑つかみ、大きく後ろに跳んだ。

　二発目の《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》を警戒しているのだろう。

　剣の届く距離は危険だと思っているのが、その表情からわかる。

　大量の血が抜けて、すっかりとノスフィーは青あお褪ざめていた。『未練』未解消による強化があっても、命に関わる傷のようだ。顔を歪めて、いまの自分の状況を口にしていく。

「な、なぜ……？　全力のわたくしを相手に、魔力のない渦波様が競り勝った？　『表示』上、ありえません……！　や、やっぱり、おかしいです。いくらなんでも、おかしすぎます……!!」

　血が抜けて冷静になったのか、ようやく視線を僕から逸そらす。

　そして、ノスフィーは魔法を発動させる。

「――《ディメンション》!!」

　選択したのは光魔法ではなく、次元魔法の基礎だった。

　眉を顰ひそめて、基礎魔法に集中し始める。その隙に追撃をしかけようと僕は前に出ようとする。だが、足元がふらついて、上手く前に進んでくれない。さらに言えば、ノスフィーに近づいたあと、もう一度《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》を放てる自信もなかった。後方のティティーとライナーも消耗が激しく、次の共鳴魔法までは時間がかかりそうだった。

「やはり、このおかしさは渦波様の魔法のせい？　いえ、もう間違いないですっ。しかし、この妙な術式は……も、もしかして、『都合のいい未来を引き寄せる魔法』のつもりですか……？」

　その僅かな時間を使って、ノスフィーは何かを感じ取ったようだ。

　周囲を見回しながら、不機嫌そうに呟つぶやく。

《ディメンション》で周囲の魔力を解析したことが、呟いた言葉から読み取れる。

　魔法や結界に詳しいとは言っていたが、かなり前に使った魔法のこともわかるのは驚きだ。いや、もしかしたら、《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》が特に感じ取られやすい魔法なのかもしれない。戦う前に使用したとき、使った魔力が世界に染み込んだのを感じた。

　そう僕も冷静に分析していると、急にノスフィーは激げき昂こうして叫び出す。

「ふ、ふざけてます！　そんな魔法っ、運命を操るようなものじゃないですか！　もはや、強い弱いの次元を超えています!!」

　まるでゲームで反則を使われていたかのような憤慨だった。彼女の言葉通りならば、怒るのは尤もつともだが、僕の考えている《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》の効果は、そんなに都合のいいものではない――はずだ。まだ。

「……ノスフィー、それは勘違いだよ。確かに、切っ掛けは魔法の力だったかもしれない。けれど、あれはそんなに便利な魔法じゃない。ちょっとした『未来視』……ただ、可能性があることを知るだけの魔法だ。だから、いまのこの状況を手繰り寄せたのは、様々な『試練』を乗り越えて成長できた自分自身の力のおかげだと思ってる。本当に色んなことを、色んな人たちが僕に教えてくれたんだ」

　教えてくれたのは、レイナンドさんを始めとする『過去』の人々。そして、いまは亡きハインさんにワイスさん。さらには、倒した守護者ガーデイアンたちからの影響も大きい。

　ティーダからは理不尽に負けてはいけないことを。アルティからは自分を偽ってはいけないことを。ローウェンからは自分の願いを間違えないことを。パリンクロンからは何があろうと自分は自分であることを。ロードからは過去から逃げ出さないことを。

　――教えてもらった。

　それが『数値に表れない数値』となって、僕を強くしてくれているのだと思っている。

「みんなのおかげだ。助けてくれた人たちがいたから、何度も何度も失敗して、それでも迷いながら歩き続けることができて、少しずつ成長して、ここまで僕は強くなれたんだ。その力が、いま君を上回った」

「何をそれらしいことを言っているのですか……!?　何がみんなのおかげですか！　全て、間違いなく、あなた様の魔法の力です……！　ええっ、いまのあなた様は、間違いなく最強の『理を盗むもの』でしょう……!!」

　敵でありながらも、どこか僕に心酔しているところのあるノスフィーは、僕ならばそのくらいやると思っているようだ。まだ戦いは終わっていない以上、その過大評価を無理をしてまで訂正しようとは思わず、返す言葉に困ってしまう。

「……ああ。これが『次元の理を盗むもの』の真価なのですね。これが使徒様たちの言っていた渦波様が完成に近づくということ。……絶望を乗り越えさせて、心の強さだけで魔の毒を掌握させる。あの陽ひ滝たき様でも至れなかった領域。ただの戯たわ言ごとかと思っていましたが、これはもう信じざるを得ないようです……」

　十分に僕を褒め讃たたえたあと、ノスフィーは手の旗を搔かき消した。身体から漏れ出る光が弱まり、合わせて戦意も縮んでいく。そして、あっさりと認める。

「仕方ありません。わたくしの負けと認めます。この戦い、次元属性の魔力を使った時点で、わたくしの負けです。……そして、確実な勝利が手に入らないとわかった以上、もうわたくしは戦えません。これ以上の光の『詠唱』は危険ですので。……ふふっ、また『未練』が増えてしまいましたね」

　しかし、そこまでノスフィーは悔しそうではなかった。どこか嬉しそうに傷口を見つめて、『未練』が増えたという言葉とは裏腹に――その輝く身体は少し薄まっていた。

　僅かな誤差程度かもしれないが、それでも確かに薄くなっている。

　その理由を僕が考えている間に、ノスフィーは魔法を唱える。

「――《コネクション》。態勢を整えて、対策を考えさせてもらう時間を頂きます。いま、その次元魔法と真っ向勝負するのは不利……どころか、理不尽過ぎますから」

　草原に光の扉を作り、旗の先を僕たちに向けながら後退していく。

　ノスフィーを追撃しようと思えばできるだろう。ただ、いま彼女を追い詰めれば、こちらの三人の中から死人が出るのは間違いないと思った。

　なにせ、僕は奥の手である魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》と《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》を使っているのに、まだノスフィーは本気ではない。

　まだノスフィーの人生そのものをぶつけてくる魔法が残っているはずだ。そして、それは回避不能で即死の魔法である可能性が高い。対応できるのは魔力が十分にあるティティーだけ――いや、彼女でも無理かもしれない。それほどまでに、いまのティティーとノスフィーは『未練』の量に差があった。

　いまは、ありもしない僕の魔法の効果に怯おびえて、ノスフィーが退ひいてくれるのは幸運だと思ったほうがいいはずだ。

「――では、渦波様。先に地上でお待ちしております。いつかの誓いを胸に、お待ちしております。『北連盟』の罪は償えども、まだ『南連盟』の罪は残っていますことを、どうか忘れないでください。どうかどうか、わたくしのことを忘れないでくださいませ」

「……忘れられるわけがない。いつか、もう一度会おう」

「ええ。ではまた……。次こそ、あなた様の身も心も全て、仕留めてみせます」

　そして、先ほどまでの戦いなんてなかったかのように、ノスフィーは優しい微笑ほほえみでお辞儀をした。次に会うときも戦いになるのは間違いないけれど、それでも彼女は好意を示しながら去っていく。

　こうして、ノスフィーは光の扉をくぐり、この空間から消えていった。

　その光の扉が霧散したあと、すぐに周囲を念入りに索敵する。いつも大事なことが終わったあとに奇襲された経験が、僕を慎重にさせる。間違いなく敵はいなくなったことを確認してから、僕は安心して尻餅をついた。身体が限界だった。

「終わった……。なんとか、勝った……。いや、引き分けか……」

　草原に座り、階層の天井に向かって息を吐く。

「ジーク……！　いま、回復魔法をかけるから動くな！」

　戦いが終わったのを確認したライナーが、ふらふらと近づいてきて、神聖魔法を構築していく。そのライナーに感謝しながら、隣に付き添っているティティーに声をかける。

「ティティー……。ノスフィーの本当の『未練』……、わかるか？」

「……いや、わからぬ。千年前の『南連盟』で何があったのか、『北連盟』の童わらわには知りようもないことじゃ。最後、ノスフィーと一対一になったとき、会話すらままならなかったゆえな」

「そっか……」

　ティティーは悔しそうだった。人の好いい彼女は、友達の苦しみを理解してあげられない自分を責めているのだろう。

「ティティー、悩むのはあとにしよう。それよりも、地上に向かうのが先だ」

　疲れた身体に鞭むちを打って、ゆっくりと立ち上がる。

　傍そばで神聖魔法を使ってくれていたライナーは慌てて、僕を止めようとする。

「ジーク、まだ傷口が完全に塞がってないぞ！　もう少し休んでからでも――」

「まっ。すぐ向かわんと、餓うえ死ぬからのー。もう裏側の街は完全崩壊しちゃったし」

　ティティーは僕の考えていることを察してくれていたようだ。気持ちを切り替えて、僕の意見に賛同してくれる。ただ、その軽い調子に、ライナーは額に青筋を浮かべる。

「というか、ティティー！　どうせ街を崩壊させたのは、おまえだろうが……！　ジークの怪け我がも、風の魔法ばっかりだ！　何を偉そうにしてんだ、おい……!!」

「そ、そう怒るでない、ライナーよ。いまの童わらわは泣くぞ！　簡単に泣くのじゃぞ!?」

「怒るに決まってるだろ！　おまえのせいで、こっちはまた六十六層から歩き直さないといけないんだ!!」

「それは安心せよ！　ここからの迷宮探索は童わらわも手伝うゆえな！　童わらわが本気を出せば、六十六層程度すぐに終わる！　たぶん余裕じゃぞ!!」

「昨日、おまえのせいでモンスターに囲まれたのを、僕は忘れていないからな……」

「あれは、その……。一度帳消しノーカンにせぬか？　ここからが真の童わらわってことで……」

　その二人の言い争いに和み、僕は緊張を解いて笑う。

「ははっ……」

　ティティーと出会ったのは、ついこの間だというのに、妙な懐かしさを覚えた。「やっと戻れた」と、そう思った。思えば、いつの間にか、六十六層どころではない深みにまで落ちていたような気がする。ようやくそこから這はい上がって、スタート地点まで帰ってこられた感覚だ。僕は笑みを顔に浮かべたま、二人の間に入る。

「ライナー、落ち着いてくれ。急がないといけないのは間違いないんだ」

「……まあ、ジークがそこまで言うなら」

　ライナーは渋々と従いつつ、回復魔法を発動し続ける。そのおかげで、まだ骨の芯は痛むが、僕とライナーの身体は歩けるまで回復する。

　僕は二人を先導して、草原を歩き出す。あの大きな螺ら旋せん階段を目指して、一歩一歩進みながら、これからやるべきことを再確認する。

「戻ろう。僕たちは色々なものを地上に置いてきてしまったから……、急がないと」

　僕もライナーもティティーも、地上に家族が待っている。大切な人たちを残して来てしまっている。それだけで急ぐ理由には十分すぎた。

「……了解。全ては主の命のままに」

「うむ、かなみん！　いえっさーじゃ!!」

　ライナーは少し不満げに、ティティーは意気揚々と、両者ともに頷うなずいて、僕の後ろをついて来てくれる。身体からだは満まん身しん創そう痍いかもしれないが、僕の心はとても軽かった。

　それを証明する『表示』が、視界に映る。





【パーティー】




ロード・ティティーが加入しました






　その文字を見たとき、この地下での戦いの全てが報われたような気がした。だからだろうか、自然と歩く速度が上がる。もうこの六十六層に障害はない。三人で中央の螺旋階段を上っていき、まず辿たどりつくは六十五層。縦横無尽に入り組んだ階段迷路が、空に編まれている世界だ。

　そこには迷宮のモンスター、リザードフライアたちがたくさん浮かんでいた。

　侵入者を見つけた直近のリザードフライアが、蠅はえのように俊敏な動きで近づいてくる。

「任せるのじゃっ！――《ワインド》!!」

　しかし、それをティティーが風の魔法で絡め取り、

「こういう些さ事じは騎士に任せて、主は休んでてくれ！」

　ライナーが剣で斬り裂いて、敵を魔石に変えた。

　戦闘が一瞬で終わったのを見て、僕は魔法がなくとも地上までの『道』をはっきりと感じ取った。少し前は絶壁のように感じられた『道』が、いまは平へい坦たんで楽な道でしかない。ならば、この残り六十五層程度、いまの戦闘と一緒で一瞬だろう。

「ライナー、ティティー！　行こう！　地上まで、あと少しだ――!!」

　こうして、僕たちは最後の迷宮探索を始めていく。

　もう一度、あの空の下に帰るため。

　二度と『ここ』には戻らないと誓って、迷宮を上に向かって突き進んでいった。







５．エピローグ







　そして、『風の理ことわりを盗むもの』と『光の理を盗むもの』との戦いから、二日経つ。

　その二十四時間、ずっと僕たちは太陽の光を一切浴びず、常に命を狙うモンスターたちを払い除のけ続け、ほぼ飲まず食わずで迷宮を上がり続けた。

　果てに、ようやく僕たちは辿りつく。

　遠目に光が見えたとき、自然に身体が走り出していた。

　魔石で彩られた『正道』を踏み蹴り、地上と迷宮の一層を結ぶ最後の回廊を駆け抜けて、迷宮の出入り口を潜くぐる。

　瞬間――、視界一杯に、赤みを帯びた光が満たされた。

　迷宮の仄ほの暗ぐらい光でも、魔法の光でもない。世界の自然から生まれた光が、僕たちを包んだ。ただそれだけのことで全身が打ち震える。僕の口から声がこぼれる。

「――つ、ついた……!!　やっと外に出られた……！　あの夢にまで見た青い空――じゃないけどっ、赤いけど！　夕焼けだけど、日の光だ！　ああっ、やっとやっと!!」

　夕焼けの光によって、両目が染みる。途端に、涙が出そうになる。けれど、決して目を閉じることはなく、その光を一身に浴び続けた。いま僕は、初めて異世界に迷い込んで地上に出たときと同じ感動を覚えていた。

　光合成するかのように両手を広げて、世界を全身で感じようとする。その僕の後ろから、瀕ひん死しのライナーを脇に抱えたティティーも出てきた。彼女の反応も僕と同じだった。

「お、おぉぉ……！　おぉおおおぉっ！　地上!?　地上じゃな？　これが地上でいいのじゃな!?　もう地上ということで叫ぶぞ!?　地っ上じゃぁあああああ――!!」

「ああ、ティティー！　これが地上だ！　外だ！　そして、道だ！　歩道だ！　進めば、街もあるんだ！　モンスターはいない!!」

「おおっ、なんと！　それは本当か！　進めば街か！　例の連合国じゃな!!」

　言葉にならない感動のせいか、会話のキャッチボールが全力投球だった。

　付近を歩く他の探索者さんたちは、出入り口で叫ぶ僕たちを蔑む目で見ている。簡単に言えば、色々と可か哀わい想そうな三人組だな……と見られちゃっていた。

　その視線を僕はわかっている。感じている。けれど、止まらない。止まるわけがない。なぜなら、その他人の目さえも、いまは感動の材料となるからだ。

　なにせ、僕たちは、もう丸二日近く眠っていない。眠らなければ眠らないほど強いと噂うわさの僕は、テンション最高潮で集中力は限界まで研ぎ澄まされている状態だ。おそらく、ティティーも同じ現象に陥っている。

　つまり、いまの僕とティティーは、目に映る世界全てが神々しくて堪たまらないのだ。

　その笑顔で叫び合う僕たちから、周囲の探索者さんたちは距離を取る。その中で近づいてくれたのは、一組の少年少女だけだった。

「……ほ、本当に長い間、迷宮に潜っていたんですね。お兄さんとお姉さん」

　焦げ茶色の髪の少年が、ティティーの後ろから現れて、出入り口前で騒ぐ僕たちに声をかける。ライナーより少し幼い少年だ。十二歳前後で、名前はアル・クインタス。装いは探索者として真っ当で、動きやすい鞣なめした革の防具を身につけて、腰には小振りの剣を下げている。駆け出しの探索者といった風貌だが、レベルは14と高い。実に将来有望な少年だ。

　ただ、その少年アルの目も、周囲の探索者たちと変わらない。できれば、いますぐ僕たちから離れたそうに見える。けれど、それを我慢して僕たちに付き合ってくれている。

　その理由は単純。アルを僕たちが、お金で雇っているからだ。

　六十六層から地上に向かう途中、二十層を越えたあたりで人の好よさそうな少年少女を捕捉したので、全力で捕まえて、金に物を言わせて食料と水を分けて貰もらって、ついでに地上まで同行してもらったのである。

　背後からアルに声をかけられたことで、まずティティーが振り向く。

　ハイテンションの余りに、いまにもアル君を胴上げしそうな勢いだった。

「うむ、童わらわは噓うそをつかんぞ！　もうかれこれ千年くらい迷宮で生活を――ぶはっ!!」

　面倒になりそうな発言をしかけたので、その背中に蹴りを入れて止める。

「余りに長いこと迷宮に潜り過ぎて、千年くらい経たってる気がするってやつだね！」

　ちょっと無理のあるフォローを入れて、なんとか僕は誤魔化そうとする。

「本当に面白い人たちですね……。いまにも死にそうなのに、余裕があります」

　その漫才にも似た掛け合いを、運良くアル君は余裕とみなしてくれたようだ。

　僕は少しだけ冷静さを取り戻して、彼と話をしながら街道に移動していく。

「まあ、これくらいの危機は慣れっこだからね。それに、もう地上に出られた以上、安全は確保できたようなものだし……」

「死にかけが慣れっこですか……。すごいですね。これが『二十層越え』している熟練の探索者の考え方なんですね。とても勉強になります」

　そういう設定で通してある。

　探索者というのは、別に噓ではない。ただ、すぐ隣で、五十層あたりに出てくるはずのボスキャラが背中を蹴られて頰を膨らませているかもしれないが……噓はついてない。

「いや、死にかけが慣れっこになるのは悪い見本だから、真ま似ねしないようにね。いついかなるときも安全を確保する。それが迷宮の基本だよ」

「はい！　いつか俺たちもお兄さんたちのような探索者になれるように、精進します！」

「いや、僕たちの真似はしちゃ駄目だからね。僕たち、かなりアレだから。本当にアレだから……」

「確かにアレですが……、実力が確かなのは間違いないですよ」

　苦笑しながら、アル君は僕たちに尊敬の目を向ける。

　二十層あたりから『正道』を進んだとはいえ、迷宮の中にいればモンスターと戦うのは避けられない。僕とティティーが、彼らの戦闘を手伝うことは何度かあった。手加減に手加減を重ねていても、その少しの戦闘だけで、アル君は僕たちの強さを理解したようで、手離しに褒め続けてくれる。

　ただ、その褒め殺しは、すぐに中断される。

　この脱出パーティーの最後の一人である少女の声だった。

「あの、激励はありがたいのですが……。お話よりも、早く休めるところに行ったほうが……。そちらの方が、本当に死んじゃいます……」

「あ、ああっ。そうだね。ちょっと忘れてた。ありがとう、エミリーちゃん」

　アル君の連れの少女エミリーちゃんが、ティティーの脇で呻うめくライナーを指差す。

　銀色の髪に黒目という少し特徴的な見た目の少女で、神聖魔法を使ってアル君の後ろで魔法使いをやっているらしい。

「いえ、私如ごときが差し出がましいことを言いました。すみません」

「そんなことないよ。本当にありがとう」

　エミリーちゃんは人見知りなのか、恥ずかしそうに顔を背けた。その横顔を僕は見つめて、彼女の『表示』を再確認する。そこには『素体』というスキルがあった。その少しちぐはぐな雰囲気から『魔石人間ジユエルクルス』であることは間違いない。

　ただ、そのことでアル君に探りを入れたみたところ、さほど『魔石人間ジユエルクルス』は珍しくないような反応が返ってきたので驚いた。この一年で、地上の状況がかなり変わったことがわかる話だった。わざわざここまで二人に同行してもらったのは、時代に一年遅れていることで問題が起きないようにするためでもあった。

「それじゃあ、アル君。地上に着いたから、報酬を支払うね。と言っても、もうほとんど先払いしてるけど……」

　懐から取り出す振りをして『持ち物』からお金を取り出す。

　なんだか、この行動もちょっと懐かしい。迷宮連合国に帰ってきたのだと実感する。

「えっと、本当に頂けるのですか？　前払いだけでも、かなり頂きましたけど」

「遠慮はいらないよ。一応、この中に口止め料も含んでいるからね」

　これでも本当はもっとあげたいところを、ぐっと堪こらえている。

　なので、ギリギリ常識内の金額だ。

「では、ありがたく頂戴します。あなたの名前は聞きませんし、あなたと会ったことを吹ふい聴ちようもしません。……あなたたちの旅路に幸あらんことを」

「うん。それじゃあ、僕たちはヴァルトのほうに行くね。護衛、本当にありがとう。君たちも頑張って。心から応援してるよ」

　報酬を手渡したあと、僕たちは別れを告げる。アル君たちは、この臨時収入で買い物をするために、これからフーズヤーズに行くらしい。

「童わらわも、そなたらに幸あらんことを祈っておるぞー」

　ティティーも笑顔で見送る。

　僕とティティーは心からの魔力をこめて、二人に「何なんか加護あれ」と祈った。

「は、はい……。ありがとうございます。それでは……」

「失礼します。お兄様、お姉様……」

　二人は何か呪いを受けたかのように少し肩を震わせたあと、去っていく。その見送りは姿が見えなくなるまで続き、ついでに見えなくなったあとも二人の会話を拾う。

「――それじゃあ、エミリー。フーズヤーズまで急ごう。まだやるべきことは一杯ある」

「うん。けど、あの先輩さんたちのおかげで、装備の新調までの計画が十日は縮まったよ？　そんなに急がなくても……」

「これは俺たちの努力で縮まった時間じゃない。運が良かっただけだ。勘違いすると、あとで苦労するのは俺たちだぞ」

「そ、そうだね。ちょっと油断しちゃったかも」

「二人で成り上がるって決めたんだ。その日が来るまで、気を抜かないでいこうぜ」

「うん。わかった……」

　う、初々しい……。昔も僕はあんな感じだった気がする……。ただ、昔って言っても、まだ体感だと一ヶ月ちょっとしか経っていないのだけど……。

　その新人探索者の初心を見習って、油断なく二人に裏がないかを確認し切ってから、ゆっくりと歩き出す。その後ろを、ティティーはついてくる。

「うっわー、地上も大分変わっておるのー。変な雲は消えてるし、まるで別世界じゃー」

　千年ぶりに帰ってきたティティーからすれば当然の話だろう。

　そして、一年ぶりに帰ってきた僕も、同じ言葉を口にする。

「確かに、かなり変わってる……」

　新人二人に癒いやされ緩んだ心を引き締めて、『持ち物』から大きめの外がい套とうを取り出して、できるだけ人相を隠し、この一年後らしい世界の考察を行う。

　まず、いま歩いている『正道』からして、かなり変わっている。たった一年で、迷宮の『正道』が二十四層から三十層まで延長されていた。さらに材質も、以前より上等な物に作り替えられているのが一目でわかる。

　身体からだに負担がかからない程度の『ディメンション』をざっと広げたところ、僕の知っているヴァルトの街でなくなっていることもわかった。明らかに建物と道が増えて、人も増えている。建築中の家屋が異常なほどに多く、行き交う人々の質も変わっている。以前よりも懐の暖かそうな人が多い気がする。

　そして、一番驚くべきことは街の『魔石線ライン』の上にあるものだ。

　そこには箱型の車両があった。汽車――いや、蒸気機関ではない。魔石を使った機関車のように見える。おそらくは、『魔石線ライン』の上でしか走れない不便なものだろう。見たところ、他にも色々と条件はありそうだ。

　前から馬車や魔石を使った船とかはあったのだから、別におかしい話ではない。車輪の技術などが追いつけば、すぐ街中に普及できる下地はあった。

　ただ、こうも突然に――そして、当然のように存在しているのは気持ち悪く感じた。

　どこもかしも活気に満ちて、荒事を生業にしている者たちの顔さえも明るい。『西部開拓時代』か『高度成長期』なんて、僕の世界の言葉が頭に浮かぶほどに世界は変わっていた。その街の激変の中に潜む歪いびつさを、嫌でも僕の『感応』は感じ取ってしまう。

　まるで不安定な台の上にある、ちぐはぐで未完成な芸術品を見ている気分だ。

　その気持ち悪さは、目に見える表の世界だけの話ではなかった。明るい表側の世界が成長すれば、それを糧にする裏側の世界も同様に成長するのは当たり前だ。街の影に、一年の急成長の負債が溜たまったかのような光景を見る。

　明らかに貧民の数が倍増している。空気は張り詰め、路地裏の血の気も倍増している。主人に捨てられたであろう奴隷たちの姿も多い。その中には『魔石人間ジユエルクルス』らしき姿も、僅かにあった。

　先ほどのアル君とエミリーちゃんのような二人組が生まれやすい環境であることを、直じかに見て理解する。本土で解約された元奴隷の少年アル、国から廃棄された『魔石人間ジユエルクルス』の少女エミリー。一年前ならば絶対にありえない組み合わせだ。

　迷宮の中での二人の様子を思い出す。二人とも『表示』の職業は未いまだに『奴隷』で、使用する魔法は見慣れないものだった。さらに神経質なことを言えば、『迷宮連合国』の獣人の割合が減っているような気もする。白銀の装いの騎士が妙に増えていて、街を彩る魔石の輝きが少し毒々しいような気もする。

　感じるギャップは、一年どころの話ではない。一つ時代を超えたかのような感覚だ。そして、このような世界を傾ける真似ができる人物に心当たりがある。おそらくは――

「のう、かなみん。観光したいのはわかるが、童わらわのお腹なかは限界じゃよ？」

　その《ディメンション》の集中を、ティティーが中断させる。

「あ、ああ。そうだね……。僕も腹の虫が収まらないよ。アル君たちから貰った携帯食じゃ根本的な解決になってないからね。もっと胃に優しいものを食べて、ゆっくり睡眠を取らないと、じきにこのハイテンションも途切れて……僕たちも、そこのライナーみたいになる」

　ティティーの脇に抱えられた無言のライナーを指差す。僕たちよりも早く限界を迎えた彼は、見ていられないハイテンションになったので二人で気絶させたのだ。

　じきに、僕たちも同じ状態になるだろう。

「うむ！　そうなる前に早く向かおうぞ！」

「道は僕が案内するよ。運良く、ヴァルト国の出入り口から出られたからね。それなりにヴァルトのことは知っているから、店を探しやすい」

　正直、一秒後にでも、僕とティティーは倒れているかもしれない。

　すぐに《ディメンション》で何か食べられる場所を検索していく。ちなみに、かつて僕の家があったところは綺き麗れいな更地になっていた。迷宮に近いという立地の悪さのせいか、新しい家すら建っていない。

　うん。立地が悪いせいだ、きっと。色つきのロープで囲われて、僕の世界の事件現場のような扱いを受けていても、きっと立地のせいだ。

　僕の家は不可――ならば、ここから一番近くで融通の利く場所は一つしかない。

　それはヴァルトの迷宮に最も近い店。以前に僕がアルバイトしていた酒場だ。

「――よし、見つけた。近くに知ってる酒場が残ってたから、そこに行こう」

「うむ、了解じゃ」

　しかし、不可抗力だったとはいえ、いまの僕の立場は店長の断りなく逃げ出した店員だ。さらに、あれだけのことをフーズヤーズでしでかしていれば、店に迷惑をかけた可能性だってある。

　……それでも、頼りにするならばあの酒場にしたいと思った。

　思い出すのは、ラウラヴィアの『舞闘大会』決勝で見た店長と店員リィンさんの顔だ。あのとき、見間違いでなければ二人は僕を応援してくれていた。

　だから、さらなる迷惑をかけるとわかっていても、もう一度訪れたかった。

　もちろん、その厚かましさに、呆あきれられ罵られる可能性はあるだろう。そのときは、いまの僕にできる恩返しをしてから、次の場所を探せばいい。何であれ、ヴァルトに訪れていながら、あの酒場を選択肢から外すことだけはありえない。

　迷宮から酒場までの道のりは歩き慣れている。少しくらい風景が変わっても、僕たちは迷うことなく辿たどりつくことができた。

　以前と変わらない看板と扉が僕を出迎える。記憶にあるままの、あの酒場だ。

　そろそろ日が落ち切って、夕方から夜になるので、急いで僕たちは入り口をくぐった。

　そして、入店した瞬間に響く、気持ちのいい声。

「はーい、いらっしゃいませー。ご注文は何に――って、あれ？　こ、こちらの席へどうぞー……って、え？　え、あれ？」

　看板娘のリィンさんだ。彼女は僕の外套から覗のぞく顔を見て、計二度硬直した。それでも接客のプロとして、なんとか席まで案内していく。

「お久しぶりです、リィンさん。できれば、一番隅の席でお願いします」

　外套をずらして、はっきりと顔が見えるようにしてから頭を下げる。首筋から見える火傷やけどの痕から、僕であることを確信してくれるはずだ。

「も、もしかして、ジーク君……？」

「はい」

　頷うなずく。すると、リィンさんは両手を口に当てて、尻尾のような後ろ髪を揺らして、可愛かわいらしく騒ぎ出した。

「わ、わー!!　わー、わー、わー！　本当にジーク君だ！　この一年でおーきくなって――はいないけど！　あのジーク君だ！　変わってないねー!!」

「あ、あの、できれば少し静かにしてもらえると……」

　目立つのは避けたい。と言っても、隣のティティーのせいで最初から不可能だったかもしれない。脇に金髪少年を抱えている長身の美人だ。それに加えて、ティティーには大物特有のオーラがある。あれでも一応、元は帝王みたいなものだったせいだろう。

　結果、酒場で賑にぎわっていた探索者たちの目線が、いくつかこちらに向いてしまった。

「あっ。ごめん、ジーク君。ちょっと興奮しちゃってさ」

「いえ、構いません。本当に久しぶりですから……。そして、遅れてすみません。その、とても長い間、無断欠勤してしまって……」

　申し訳なさそうにするリィンさんに、まず深く頭を下げる。

「え？　そんなこと気にしてたの？　あれだけのことがあって？」

「そりゃ気にしますよ。無断欠勤は良くないことです。絶対にしてはいけないことです」

「いや、そもそもさ。あのときは迷宮に行くことを店で許可してたんだから、いつ君が生死不明になっても驚かない用意をこっちはしてたわけで……」

「……そ、そういえば、そうですね」

　かなり身構えて店に入ったものの、どうやら一人で要らぬ心配をしていたらしい。やっぱり、一人で考えこんでもいいことなんてない。この酒場を頼って、本当に良かった。

「このどこかずれてる感じ、やっぱり私の知ってるジーク君だね。最近は、君の偽者とかいるらしいけど、これは間違いない……」

「え、僕の偽者なんているんですか？」

「そりゃいるよ。だって、あのジーク君だよ？」

　その「あのジーク君」とやらの人物像を、余り知りたくないと思ってしまう。

　とてもとても嫌な予感がする。

「えっと、すみませんが、世間話はあとでゆっくりしてもいいですか？　いまは挨拶するどころじゃないほど、お腹が空すいていまして……」

「あっ、そうだよね。ここは酒場で、いま君はお客さんだもんね」

「ここ数日、ろくなものを食べていないので、お腹に優しくて温かいものを三つお願いします。あと、すぐに泊まれるところも探しているんです。ちなみに予算はたくさんあります」

「あー、やっぱりそういう感じなの？　確かに、三人ともボロボロだもんね。そっちの子なんて、死にかけだし。わかったよ。ちょっと、それも含めて店長に伝えてくるね」

「お願いします」

　注文を受けたリィンさんは、僕たちを一番目立たない席に案内したあと、急ぎで厨ちゆう房ぼうのほうへ走っていく。ひとまず、このまま待っていれば、温かいスープでも貰もらえそうだ。

「ふう……」

「かなみん、周りから見られてるよ？」

　ティティーはライナーを人形のように席に座らせてから、周りを見るように促してくる。目を向けずとも、《ディメンション》のおかげで、その周りの目線も声もわかってしまう。その中には、僕の名前を出している探索者さんもいた。

「お、おい。あれって……」

「ああ。まじで、カナミってやつか……？　黒髪黒目だ……」

「えっと、確か正しい名前は『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』だっけか？　もう少し長かった気もするが……」

「そういえば、国によっては様付けしないとまずかった気がするぜ……。あと、名前の頭に『英雄譚エピツクシーの主カーマスター』とか『竜殺しドラゴンスレイヤー』とかもあるんじゃなかったか？」

「ああ、あったあった。二つ名がすげえ一杯あった。確か――」

　み、認めたくないから、これ以上聞きたくない……。

　わけがわからない……。何がどうして、そんな名前になるんだろう……。

　赤くなった顔を隠すため、俯うつむいた。その僕の有様を、笑顔のティティーがからかう。

「ははっ、噂うわさされておるな。かなみんってば、この童わらわよりも有名人っぽいじゃん？　もう少し警戒しないと駄目だったんじゃないのかねー？」

「絶対に認めたくない名前で噂されてるから、僕のことじゃないと思いたい……」

「ふふーふふー、ふふふふふー。それは童わらわも通った道じゃ。称号や呼び名など、大抵は不本意なものになるのが常じゃ。ふふー、童わらわとお揃そろいじゃー」

　元は『魔王』なんて痛い称号を持っていた子は、同類を見つけて嬉うれしそうだった。つい最近、その不本意な称号の果てにある不幸を知ったばかりなので、本気で恐ろしい。

「なんかおまえとお揃いは嫌だな……。割と心底からそう思う」

「いや、それは童わらわの台詞せりふじゃぞ。かなみんと同じってほうが、間違いなく縁起悪いのじゃ。かなみんってば顔からして、すごい不幸そうじゃし」

「か、顔が不幸そう……？　まじか……？」

「まじまじじゃ。放っておいたら、陰鬱な表情しかせんからのう。かなみん」

　僕は《ディメンション》で自分の顔を見る。確かに、言われてみれば少し暗そうだ。

　そういえば、元の世界での人相占いや手相占いをしてもらったときも、似たようなことを言われた気がする。生まれながらにして不幸を背負ってるように見えるから、この壺つぼを買えとか何とか……。あのときは深く考えず断ったが、本当は壺を買っていたほうがよかったのだろうか……？　あの壺を買ってさえいれば、異世界に呼ばれることも洗脳されることも人格否定されることも妹と身体からだを交換されることもなかったのか？　この異世界では加護というものが確かに存在するのだから、あの壺のご利益とやらも本当にあったのかもしれない。もしそうだとしたら、僕は僕の救済の可能性を自ら潰したのだろうか？　それも他人を信じ切れなかったばっかりに――

「――ちょい！　そうやって、一人で考え込む癖ついてるのが駄目っぽいぞ。どうせ、ろくでもないことを一人で考えておるじゃろ。注意するのじゃ、かなみんよ」

「うっ……。確かに、僕の悪い癖だ。教えてくれてありがとう、ティティー」

　眠気と空腹が限界に近いせいか、いつも以上に馬鹿なことを考えている気がする。

　壺って何だ、壺って……。いや、まあ、帰ったら買うかもしれないけど……。お祓いとか厄落としとかの意味をこめて、念のために……。うん、念のため念のため。

「よいことよ。童わらわとかなみんは共犯者で一心同体っ！　何か悩みがあればいつでも相談するとよい！」

「ああ、頼りにしてる」

　その豊かな胸を、どんっとティティーは叩たたいてみせた。

　本人は否定するだろうが、ティティーの上に立つものとしての器には頼もしさを覚える。彼女のおかげで僕の将来の不安は一瞬で搔かき消えてくれた。そんな他愛無い話をしている内に、店内の一人の男が僕たちのテーブルに近づいて声をかけてくれる。

「おう。店がざわついてると思ったら、まじか。まじで、いつかの新人じゃねえか。久しぶりだな」

「あ、クロウさん。お久しぶりです」

　僕のレベルが一桁だったとき、色々と世話をしてくれた戦士さんだった。一年前、いつも彼はこの店で食事を摂とっていたけれど、それはいまも変わらないようだ。

「おっ、よく覚えていてくれたな。ちょっと感動だぜ」

「迷宮について教えてくれた恩は、一生忘れません」

　席を立ち上がり、クロウさんと再会の握手をして、テーブルの余った席に座ることを促す。それを見た周囲の人間のざわつきは増す。店に知己のものがいたことで、疑いが確信に変わっていっているのだろう。

「――おい、まじみたいだぜ。『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様だぜ。あの『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様だ」

「おおっ、まじか。あれが、まじの英雄か。初めて見た」

「確か、ウォーカー家まで連行したら報奨金出るんじゃなかったかしら？」

「あの連合国『舞闘大会』の優勝者だぞ。どうやったら、予選落ちの俺らが勝てるんだ。たぶん、隣のクロウの兄貴でも勝てねえぞ……」

　名前を連呼し続けてる人……、もうやめて。

　そして、やっぱり首に賞金がかかっているらしい。とはいえ、すぐ襲い掛かってくるという空気ではなく、かなり落ち着いたものだ。流石さすがは迷宮直近の酒場だ。犯罪者がいても慣れた様子である。ただ、僕だけが『アイカワカナミ・ジークフリート・ヴィジター・ヴァルトフーズヤーズ・フォン・ウォーカー』様という名前に慣れない。

　笑うティティーの横で、顔を赤くして俯かざるを得なかった。

　そして、そのざわつきを切り裂くように、厨房の奥から店長が現れる。

「おまえらっ、騒ぐんじゃねえ！　こいつは俺を、この店を頼ってここまで来たんだ。手出しは、この俺が一切させねえ！……いや、よくよく考えれば、もう俺よりも新人のほうが強いのか？」

　声を張り上げて、僕を守ってくれた。

　懐かしい安心感だ。前に働いていたときも、こうやって助けてもらったものだ。

「いいえ、そんなことはないです。店長は、ただ強いだけでなく、大人としての威厳があります。だから、今日僕は安心して、この店に入れたんです」

「お、おお。その胡う散さん臭くさい物言い。確かに、うちの新人っぽいな。本当に久しぶりだ」

　胡散臭いと言われて内心ショックを受けながら、僕は頭を下げる。

「……は、はい。本当にお久しぶりです。えっと、色々とご迷惑かけました」

「誰にも迷惑なんてかかってねえよ。お前一人消えても、うちは問題ないって最初に伝えてただろ。自うぬ惚ぼれんな、新人。……とまあ、色々と言いたいことはあるが、まずは食え。ざっと作ってやったぞ」

　色々と僕の立場は変わっていても、店長は物もの怖おじすることなくいつも通りだった。短い間だったが、共に仕事をしたことで僕の性格を把握しているのだろう。それは僕にとって、最も嬉しい対応だった。

　そして、その両手にある皿をテーブルに置いた。さらに奥からリィンさんも現れて、追加の皿を置いていく。香辛料を少なめにしたパンスープと、しんなりと柔らかくなるまで湯ゆ搔がいた野菜のサラダだ。スープはミルクをベースにしていて、サラダのドレッシングは油分の少ない柑かん橘きつ系けいだ。僅かに降りかかっている胡こ椒しようの香りが、僕たちの胃袋を刺激し、唾液分泌を促す。案の定、その匂いにつられ、眠っていたライナーが起きる。

「い、頂き……、ます……」

　ゾンビのように動いて、少しずつスープを口に含む。

「美味しそうじゃな！　先に頂くぞっ、かなみん！」

　ティティーのほうは元気よく貪りだす。その二人を見つめる店長は、少し険しい目をしていた。やはり、店長ほどの人物になれば、二人の実力がわかるようだ。

「で、こいつらは何者だ……。また厄ネタか？」

「え、えーっと……、フーズヤーズの元騎士と旅の女芸人かな……？　迷宮探索の仲間みたいな感じです」

　とりあえず、間に合わせの紹介をしてみる。

「ライナー、です……。無作法、申し訳、ありません……」

　スープの皿に口をつけたままのライナーが、何とか名前を伝える。

　ただ、ティティーのほうは、なぜか口を尖とがらせて文句を言い出す。

「げ、芸人ってー……。童わらわは元王族なのじゃぞぉー、えらいのじゃぞぉー……」

「いや、おまえ。王様そういうのは嫌だって叫んだだろうが……」

「ん、ん？　そういえばそうじゃな。なぜじゃろね。手放そうとすると、ちょっと惜しくなる心理……。あぁー、不思議じゃぁー。それはそれとして、このスープがすんごく身に染みるのじゃー」

　店長の美う味まい料理のせいか、とても駄目になっていた。

　この二日分の疲れが――いや、千年分の疲れが表に出てきているのかもしれない。

「はあ。いいからおまえは黙ってろ。腹減りすぎて、よくわからないこと言ってるぞ」

「うぃー、いえっさーじゃー。もぐもぐ」

　自分でも混乱しているとわかっているのか、ティティーは素直に大人しくなった。

　僕は野菜サラダを貪ることに夢中となった彼女の頭を指差して、紹介を続ける。

「彼女は旅の女芸人で、名前はティティーです」

「いま、王族って言わなかったか？……いや、いいか。せっかく帰ってきたんだ。細かい話はなしだ」

　また厄ネタであることを店長は察して、苦笑しながら追及をやめる。

　それを向かいに座っているクロウさんは笑い、リィンさんは同調する。

「そうね。私たちは何も聞かないわ。だって、私たちはジーク君の人柄を信じてるからねっ。なんだかんだでいい子で、もし何かあってもラスティアラ様のときのように、華麗に問題を解決してくれるって信じてるわ！」

「――っ！」

　――ラスティアラ。

　その名前が出たとき、弱っていたはずの身体に熱が灯ともる。早鐘のように胸が高鳴り、頰の紅潮が色濃くなる。

　わかっている。その感情はスキル『？？？』がスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』に昇華したことで、綺き麗れいに還かえってきている。これは間違いなく『恋心』だ。

　だから、僕は彼女の名前を聞いただけで、落ち着かなくなるのだ。

　あの白銀の髪の煌きらめきを思い出してしまった。朝霧のように幻想的で、白刃のように美しく、陽光のように優しい少女の姿――、その笑顔を――

「あのー、そのラスティアラ・フーズヤーズが、いまどこにいるのか知ってますか？」

「え？　いまは大聖堂にいらっしゃると思うわよ？　えっと、でもそれってジーク君がフーズヤーズまで送り届けたからだよね？　そういう話だって聞いてるけど……」

　僕がラスティアラの居場所を知らないのは不自然だったようだ。

　すぐに僕は頭を切り替えて、冷静に情報収集を行う。

「そういう話って、どんな話ですか……？」

「どんな話って……ジーク君は、余りに不自由な現あら人ひと神がみ様の生活を憂いて、大聖堂から彼女を攫さらったんでしょ？　そのあと、フーズヤーズの神官たちを相手に、現人神の扱いを変えるように交渉したって聞いたわよ？　それで十分に外の世界を見て回って満足したラスティアラ様は、自分の役目に納得して大聖堂に戻って、いまはその仕事を自分から進んでやってるって……、そう聞いてるけど……」

「そうですか」

　まるで身に覚えのない話だった。しかし、あのあとの落としどころとしては妥当なところと思う。納得できないところがあるとすれば一点。

　あのラスティアラがフーズヤーズに戻って、進んで協力しているということだ。

　やはり、一年の月日の経過は大きいようだ。あの日、もしもの場合をスノウに頼んだものの、それでも不十分だったのは間違いない。

　別れる前、ラスティアラは弱りに弱り切っていた。

　それが、この一年後の世界に、どれくらいの影響を――

「かなみんよ、だから一人で考えるでない。その者のこと、この童わらわに聞かせてみよ」

　また悪癖を再発させる手前で、ティティーが真剣な声で止めてくれる。

　本当に頼りになるやつだ。『過去』と『いま』が合わさっている彼女には、器の広さで勝てる気が全くしない。

「ラスティアラ・フーズヤーズ……。彼女は僕の仲間だったんだ」

「ん、んー？　フーズヤーズ？　もしかして、ノスフィーの縁者かのう？」

「いや、どちらかと言えば、彼女はティアラの縁者で……」

　ティティーを頼るために、説明を始めていく。しかし、そこでずっと死にかけだったライナーが割り込む。睡眠と栄養補給で少しだけ回復したようだ。

「……いや、ジーク。現人神の事情は複雑だから、会いに行って話したほうが早くないか？　明日にでも、フーズヤーズに行こう。あいつが近くにいたのは、ラッキーだ。仲間に戻ってくれれば、アイド先生と戦うときの戦力になる。……というか、早く食事をすませて宿に行きたい」

　いまは情報共有より休息を優先したいそうだ。確かに、ライナーの言うとおりで、会うのが一番手っ取り早いだろう。なにせ、僕とラスティアラは仲間だ。彼女のことを彼女の口からティティーに教えてもらえば、最も無駄がない。

「そうしようか。ティティーは、それで構わない？」

「ふむ。かつてのかなみんの仲間ならば、直じかに会えばいいというのは賛成じゃな。やはり、人ひと伝づてに聞くより、目で見たほうが間違いは少ないからの」

「あとちょっとアイドのところへ向かうのが遅れるけど、それは大丈夫？」

「ん？　いま元気になったから、あと百年くらいなら余裕で待てるぞ？」

　何も問題なさそうだった。あっけらかんと『理ことわりを盗むもの』特有の感覚で答えられてしまう。虚栄でも何でもなく、ティティーの気の長さは世界一だろう。何せ、あの千年を乗り越えて、ここまでやってきたのだから。

「えっと、ジーク君……？」

　話し合いを見守ってくれていたリィンさんが心配そうに名前を呼ぶ。

「久しぶりに連合国まで帰ってきたので、明日にでもラスティアラの様子を見に行こうと思います。彼女とは仲がいいので、簡単に会えると思います」

　強がりでも何でもなく、それは本音だ。いまならば、あの大聖堂の警戒網も問題にならない。こっそりと会うだけなら、簡単だ。

　それを聞いた店長は、少し安心した様子で答える。

「よし。話は纏まとまったようだな。おまえらの宿のほうは心配するな。伝つ手てはいくらでもあるぞ、そこのクロウにな。……ああ、何なら、前みたいにここに泊まってもいいぞ？」

「ありがとうございます。ただ、ここに僕たちが泊まるのは、ちょっと危険っぽいのでやめておきます。周りがこれですし」

「それじゃあ、一旦俺は厨ちゆう房ぼうに戻る。何かわからないことがあれば、それもそこのクロウに聞け。こんなのでも役に立つからな」

　それを最後に、店長とリィンさんは酒場の仕事に戻っていった。すぐに僕は遠慮なく、「おやっさん、こんなのはないぜ……」と呟つぶやくクロウさんに話を持ちかける。

　ただ、眠気と体力の問題があってか、世間話をする時間は余りない。早めに安全な宿屋の話を聞いて、そこまでの道のりを教えてもらって終わらせた。

　そして、全員がパンスープとサラダを食べ終えると同時に酒場を出て、クロウさんと別れの挨拶を交わしていく。

「――今日は色々とありがとうございました。クロウさん」

「気にするな。おまえは俺の自慢でもあるんだ。おまえに迷宮探索のイロハを教えたのは俺だって、死ぬまで自慢できるようにしてくれよ？　それじゃあな。また会えるのを楽しみにしてるぜ」

　暗くなってきたヴァルトの街に消えていこうとするクロウさんの背中を見ながら、僕は自分が幸運であると確認する。迷宮に挑戦し始めた頃、こんないいところで、こんなにいい人たちと出会っていたのだ。それが幸運でなければ、何だと言うのだろうか。

　顔を明るくして、僕たちは教えてもらった宿屋に向かって歩き出す。

　ちなみにライナーは、また限界を迎えて電源が落ちたのでティティーの脇だ。

　こうして、それなりに割高で大きな宿屋に辿たどりつき、受け付けで大部屋を一つ借りる。

　最初は男女別にしようとしたが、寂さみしがり屋やのティティーが嫌がったので一つだけとなった。この三人ならば、間違いなんて起きようはないと思ったので軽く許可した。

「おー、ふーむむ。これがいまどきの宿屋か。悪くはないのー」

　ティティーはベッドの一つにライナーを放り投げて、近くのソファーへ座って人心地つく。その間、僕は部屋に《ディメンション》を満たす。

　怪しいものはない。魔法の痕跡も魔法道具もない。

　ただ、少し気になることがある。一年前にヴァルトで泊まったときは衛生面が気になって仕方なかったのに、この部屋の清潔さは僕の許容範囲だった。割高の宿と言えばそれまでだが、値段の割に妙に質がいい。明らかに文化レベルそのものが上がっている。

「これっ、だから眉を顰ひそめるでない。もう癖となっておるのう。リラックスじゃ、リラックス。この童わらわを見習え。……ふーんふふーんふふー。あー、明日はかなみんの仲間であるラスティアラちゃんと会えるのかー。ちょっと楽しみじゃのー」

　ティティーが話しかけてきたので、安全確認を終わらせる。確かに、余り気を張りすぎて休息できなければ意味がない。もし何らかの襲撃があっても、この三人ならば誰かが絶対に気づくだろう。スキル『感応』のある僕はもちろんだが、ティティーとライナーの勘のよさも異常の域に入っている。

「んー……。たぶんだけど、ティティーとラスティアラは気が合うと思うよ？」

「ほほう？　童わらわと気が合うとな？　それは気になるのう。のう、かなみん。一言でいいから、その少女がどんな者か、ちょっと先に聞かせてくれぬか？」

「それは難しいな……。ただ、一言で言えば、そうだな……」

　とても私的な話になるが、この胸の内にある一番の印象は一つだけだ。

　ありのままに、それを伝える。

「とても明るい女の子だよ。そして、彼女は僕の好きな女の子でもある」

　好き。それが僕にとっての彼女の全てだろう。

「へー、明るいんじゃなー。で、かなみんの好きな娘かー。そっかー。……んん？　好きな……、女の子……？」

　僕の一言を聞いたティティーは、語尾に疑問詞をつけた。

「ああ、好きなんだ。だから、早く会いたい。仲間のみんなにも……」

　宿屋という安全な場所に着き、心のままに言葉を吐き出したことで、一気に気が緩んできた。自然と瞼まぶたは重くなり、身体からだをベッドに沈ませていく。

　あんなにも気を張っていた意識が、あっさりと遠ざかっていく。

　遠くからティティーの声が聞こえるような気はするけれど、もう限界だ。

　安心感のせいで、もう意識を繫つなぎ止めることができない。

　やっと連合国のヴァルトまで帰ってきた。この地上には仲間たちがいる。ラスティアラ、マリア、スノウ、リーパー、セラさん。彼女たちには謝りたいことがたくさんある。話したいことも一杯だ。

　そして、助けたい人と戦うべき敵もいる。

　ディアをさらった使徒シス、妹の陽ひ滝たきを連れ去った守護者ガーデイアンアイド。

　やるべきことは多い。けれど、いまは休もう。目を瞑つむって眠って、目が覚めれば、また新たな戦いが始まる。負けられない戦いが、また――

　だから、いまはゆっくりと――
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あとがき




　とうとう十巻です。

　一つの節目に辿たどりついたと思います。ここに辿りつくまで色々ありましたが、かなりの数の（作者の）未練を解消できたような気がします。しかし、本編のヒロインたちの未練は、まだまだ残っているので……彼女たちの未練を解消するまでは、全力で駆け抜けたいと思います。

　本編の内容ですが、迷宮生活編が完全終了です。次巻から、本格的に地上での活動が開始されます。一年後の連合国で買い物を済ませ、新たな世界を新たなヒロインと共に冒険していくというゲーム的展開になることでしょう。そして、主人公の妹をさらったボスキャラクター『木の理を盗むもの』アイドとの決着をつけます。アイドと決着をつけないと、迷宮生活編は真に終わったと言えませんからね。

　……予告が終わり、書くことがなくなりました。すみません。正直なところ、あとがきは苦手です。私は上う手まい小話なんてできなければ、面白い近況報告もできません。趣味なんて、ゲームくらいしかありません。なのに、この「あとがき」を書いた後には「あとがきのアトガキ」なんてものも待っているのです。もうそこでは、いまやっているゲームを羅列するくらいしか乗り越える方法はないでしょう。本当に恐ろしい話です（逆に言えば、向こうは趣味全開に）。そんなゲーム好きの私がゲームを糧にして、この『異世界迷宮の最深部を目指そう』は作られていっているわけです（？）。特に次巻は、ゲーム的な展開となる気がします。

　…………。……表紙の話をします！

　今巻はロード・ティティー。とても明るい表紙ですね。九巻の表紙がノスフィーとなったのは、この十巻の表紙をどうしても彼女にしたかったからです。言葉にし難いのですが、この十巻は彼女そのもののようなものになる――という意味のわからない私の要望が最初にありまして、それに鵜う飼かい先生が見事応えてくださり、大変美しい口絵を描いて頂けました。私の吐き出した欲望が形にされていくのを見る度、感無量です。本当に心の底から驚き、感謝するばかりです。

　ちなみに、口絵に描かれている異世界の文字ですが、あれは私が考えたのではなく鵜飼先生が考えてくれたものです。本当に……、本当にありがとうございます。

　最後に、この十巻を手に取ってくれた方へ感謝を。Ｗｅｂで感想を送ってくれる方々にも感謝を。関わってくれたみなさんに感謝を。全てが、この書籍『異世界迷宮の最深部を目指そう』十巻に活かされていると思います。

　というわけで、今回のあとがきも、いつもの予告・謝罪・感謝でした！

　それではっ。
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